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1緒言
日本における 2017（平成 29）年 3 月時点の総人口は 1 億 2,677 万人［注 1］で、携帯電話回線
の契約数は 1 億 6,273 万契約である［注 2］。携帯電話回線契約数は総人口の約 1.3 倍であり、携帯
電話［注 3］は生活者にとって最も身近なモノのひとつと言える。
日本電信電話公社（以下、電電公社）は、1970（昭和 45）年の日本万国博覧会において携帯電話
の試作機［注 4］を展示し、1979（昭和 54）年に自動車電話サービスを開始した。1985（昭和 60）年、
電電公社は民営化され日本電信電話株式会社（以下、NTT）となった。同年、NTT は車外へ持ち出
して使える電話機としてショルダーホン 100 型を発売した。1987（昭和 62）年、NTT は日本初の
携帯電話 TZ-802B を発売した［注 5］。初号機 TZ-802B は重量約 900g、正面投影面積約 75.6㎠、
携帯して持ち運べる電話機として開発され、商品名は「携帯電話」であった。
携帯電話は、持ち運びが容易な小型であることが求められた。2004（平成 16）年発売の premini
は重量約 69g、正面投影面積約 36㎠で、当時世界最小の携帯電話であった［注 6］。また、小型化と
並行して多機能化も進んだ。携帯電話には、マナーモード、i モード、メール、カメラ、テレビ電話、
電子マネー、テレビ、ナビゲーション、プッシュトークなど様々な機能が追加されていった。携帯電
話は、通話目的の持ち運べる電話機から、多目的な携帯情報機器へと変容したと言える。
多目的な情報機器であるパーソナルコンピュータ（以下、PC）はフルキーボード、マウス、タッチパッ
ドなどの操作キー／操作デバイスを搭載し、両手で操作を行う。多目的な携帯情報機器である携帯電
話は、PC と比較して小型で、操作キーは少なく、マウスなどの操作デバイスを接続せず、片手操作
が求められた。このため、携帯電話のユーザ・インタフェース（以下、UI）に様々な工夫が施された。
携帯電話を操作するための UI とは、操作キーである。携帯電話とは、小型で限られたスペースに少
数の操作キーが配置され、多機能を片手で操作しなければならないモノであると言える。
本研究の目的は、携帯電話の UI デザインにおける操作キーの変遷を明らかにすることである。研
究対象は、TZ-802B を携帯電話初号機とし、株式会社 NTT ドコモ（以下、NTT ドコモ）が発売した
携帯電話 523 機種とする［注 7］。研究方法は、実機調査と文献調査を中心とする。
操作キーの変遷は、著名デザイナーによるグッドデザイン、あるいは、技術・サービスにおける画
期的な製品を代表例として扱うだけでは不十分である。操作キーの変遷は、通信事業者とメーカの試
行錯誤による誕生とユーザの受容による淘汰の繰り返しであり、全ての製品を網羅的に扱うことでし
か明らかにできない。例えば、電源キーが終了キーと統合されて電源／終了キーとなった変化を微細
なこととして見逃すことはできない。変遷とは微細な変化の集積によってもたらされるためである。
このような観点での先行研究は少ない。
よって本論では、携帯電話の操作キーについて時系列に沿った網羅的な調査を行い、変遷を明らか
にし、その要因について考察する。モノを徹底的に観察し、微細な変化を見逃さず、モノ中心の態度
を貫くことで、ユーザの受容も見えてくる。通話目的の電話機から多目的な携帯情報機器へ変容して
いった携帯電話の操作キー変遷を明らかにすることは、すべての製品がネットワークに接続されるコ
ネクティッド時代における UI デザイン開発にとって大きな知見となりうる。
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3序章
1.　研究の目的
本研究の目的は、NTT ドコモにおける携帯電話の UI デザイン、中でもユーザが日々使用する操作
キーが、どのような変遷を辿って現在に至ったのかを明らかにすることである。導入期、成長期、成
熟期を経て衰退期に至るプロダクトライフサイクルにおいて、提供者の試行錯誤とユーザの受容によ
る変化が繰り返された過程を明らかにしたい。
通話を目的として誕生した携帯電話は、多目的な携帯情報機器へ変化、多機能化し使用状況も多様
化した。例えば、満員電車内でつり革につかまりながら片手で携帯電話を持ち、ニュースを読み、メー
ルをチェックし必要があれば返信をし、スケジュールを確認し、電車の乗り換えを調べ、行き先の場
所を地図で確認し、さらに、暇つぶしにゲームを楽しんでいたら着信があったので現在出られない旨
をメッセージで伝える、といった使用状況は決して特殊なものではないだろう。PC のように大きな
画面やフルキーボードやマウスを持たない小型機器である携帯電話においては、その操作キーに様々
な工夫が施されてきた。
2.　既往の研究
管見の限りでは、携帯電話の UI デザイン変遷に関する専門的な研究は極めて少ない。したがって、
論文以外で携帯電話の UI について取り上げた書籍、雑記も既往の研究として扱うこととする。
①「電話機開発における人との相関性」『工藝ニュース Vol.40 No.2』（寿美田、工業技術院産業科学
研究所、1972）
小型電話機におけるデザイン開発の経緯が記述されている。発売前に記されたため小型電話機とさ
れているが、1972（昭和 47）年発売の 700P 形電話機（ミニプッシュホン）のことを示している。
著者の寿美田は豊口デザイン研究所にて、電電公社の武蔵野電気通信研究所が開発するミニプッシュ
ホンの工業デザインを担当している。1970（昭和 42）年に開催された日本万国博覧会の電気通信館
において展示された携帯無線電話機（試作機）の使われ方を観察し、ミニプッシュホンのデザイン開
発の参考としたことが確認できる。使われ方の観察から、操作キー押下の指について「予想に反し、
親指の使用者が非常に多い結果が出ている。人間の特性の発見であった」とし、携帯無線電話機（試
作機）は親指操作が一般的であったことが確認できる。
ミニプッシュホンの操作キーは、ハンドセット内側に配置されている。ミニプッシュホン以前の固
定電話である 600P 形電話機（プッシュホン）では、操作キーは本体に配置されている。ミニプッシュ
ホンでは、ハンドセットのみで通話操作が可能となるよう、ハンドセット内側にフッキングボタンと
呼称される操作キーが配置されている。フッキングボタンは携帯電話における終了キーと同じ意味合
いを持つ。フッキングボタンの配置位置は 10 キー下部で、「使用手順に適合した場所を選び（中略）
切の表示を入れ混用の防止を計った」ことが確認できる。携帯電話初号機 TZ-802B も終了キーが 10
4キー下部に配置されており、「使用手順に適合した場所」が継承されたと推測できる。
②『電話機のすべて』（菱沼千明、電波新聞社、1991）
電話機についての解説書で、固定電話だけでなく自動車電話、携帯電話、公衆電話などにも触れて
いる。著者の菱沼は電電公社の武蔵野電気通信研究所で通信網構成などの基礎研究に携わっている。
電源公社の民営化により 1985（昭和 60）年に NTT が誕生し、電話機に「ハウディ」のブランドが
つけられ、複数の機種が発売された旨の記述がある。そのひとつである「ハウディ・スリムタイプ」
にはディスプレイが搭載され、時計や入力した電話番号の表示が可能となっている。ディスプレイは
携帯電話初号機 TZ-802B と同様に、10 キー上部に配置されている。
③『携帯電話ハンドブック 移動機売り切り制度のすべて』（郵政省電気通信局電気通信事業部事業政
策課監修、電気通信事業政策研究会編、1993）
1994（平成 6）年の携帯電話の自由化（売り切り制度）について解説したものである。通信自由
化については 1985（昭和 60）年に実施されており、固定電話についてはメーカから様々な電話機
が販売され、ユーザは自分の好きな電話機を購入して使用することができた。一方、携帯電話につい
ては通信事業者によるレンタルのみであった。携帯電話に競争原理を導入し、料金の低廉化と携帯電
話の多様化を促進させ、市場を拡大することを目的とする旨の記述が見られる。郵政省電気通信局電
気通信事業部長の木村は「現在までのところ自動車・携帯電話の利用はビジネス・ユースが多く、一
般の人々にとっては、いったい自動車・携帯電話とはどんなものか（中略）馴染みの薄いものとなっ
ている」とし、携帯電話ユーザが限られた層であるとの認識を示している。このような認識は、当時
において一般的であったと推測できる。
④「移動機・携帯機の研究開発 ムーバの開発に至る経緯と今後の展開」『NTT DoCoMo テクニカ
ルジャーナル VOL.2 NO.3』（卜部・室田、NTT ドコモ、1994）
1991（平成 3）年に発売された携帯電話ムーバに至る研究開発の足跡を、自動車電話の研究開発
の始めから概説している。卜部・室田は NTT ドコモの研究開発部にてムーバの開発に携わっている。
1979（昭和 54）年に発売された自動車電話初号機 TZ-801 は車載機としても大きすぎるとの記述が
あり、1982（昭和 57）年に発売された自動車電話 TZ-802 は、TZ-801 と比較して大きさ 1/4、重
量 1/3、消費電力 1/2 となり携帯機サービスの実現が見えてくるとの記述がある。1985（昭和 60）
年にショルダーホン TZ-802A（100 型）が発売、1987（昭和 62）年に携帯電話 TZ-802B が発売さ
れているが、型番から自動車電話 TZ-802 の展開であったことが推測できる。
ムーバの設計条件として、通話品質・接続品質・サービスエリア・携帯性・持続性・通話性・操作
性の 7 つが挙げられているが「最も重要な項目は当然ながら携帯性である」「使用時間は、送信 30
分を含めて 8 時間程度が基本最低条件である」との記述がみられ、ムーバ開発においては、小型軽量化・
長時間化の優先度が高いことが確認できる。また、今後の展開として「携帯機を開発するうえでの最
5大の関心事であった大きさ・重さの呪縛から解き放たれた状況に突入しつつある」とし「音声以外の
通信アプリケーション開発に重点をおいた研究開発が今後は中心的位置を占める」と予想している。
⑤「時刻表デザインの変遷」『デザイン学研究 Vol.43 No.3』（高橋・高山・山手、日本デザイン学会、
1996）
我が国の時刻表について検索という視点からデザイン変遷を論じたものである。高橋らは、時刻表
を「列車時刻の検索を可能な限り容易にしなければならないという要求と、検索を困難な状況へと向
かわせる情報量の増加を、限られた容量の中で吸収し続けなければならないという矛盾」の中にある
とし「デザインによる解決の努力が続けられてきた」としている。携帯電話に関する研究テーマでは
ないが、携帯電話も、簡単に操作可能であるというユーザ要求と、機能や対応サービスの増加を、小
型機器の限られたスペースや片手親指操作という限定条件の中で、デザインによる解決の努力が続け
られてきたモノであるため、問題意識が近しく感じられる。時刻表表記における午前と午後をわかり
やすく区別するためのデザイン上の工夫、のような細かな要素の変遷を丹念に調査しており、本研究
においても研究姿勢と調査方針の範とした。
⑥「PDC 方式ディジタル携帯電話 P205 シリーズ」『Matsushita Technical Journal Vol.44 No.6』（中村・
松尾・北村、松下電器産業株式会社、1998）
上下左右 4 方向一体型のカーソルキーが初めて搭載された機種、デジタル・ムーバ P205Hyper の
開発について述べている。中村らは松下通信工業株式会社（以下、パナソニック）にて携帯電話の開
発に携わっている。PDC800 方式ディジタル携帯電話歴代モデルの主要仕様が記載されており、構造
（基板枚数や実装面）、体積、重量、通話時間、通話時電流、待受時間、待受時電流、電池、データ通
信、独自機能、ドコモ機能の 11 個が挙げられているが、UI は主要仕様には挙げられていない。また、
開発のポイントとして、小型軽量・長時間通話など基本性能の更なる追求、機能の充実、生産性の向
上、実使用時の感度など市場品質の向上の 4 つが挙げられているが、UI はポイントとして挙げられ
ていない。P205 のハードウェア構成としては無線部と制御部に分類され、無線部は共用器部、送信
部、送信変調 IC、受信部、シンセサイザ部、アンテナ部の 6 つに、制御部はマイコン ASIC 部、音声
ベースバンド部、電源・充電制御部、マンマシンインタフェース部の 4 つに分類されている。UI はハー
ドウェア構成における制御部のマンマシンインタフェース部に属していることが確認できる。またソ
フトウェア構成については記述がなく、開発の注力ポイントがハードウェアにあることが推測できる。
⑦「i モードサービス特集」『NTT DoCoMo テクニカルジャーナル VOL.7 NO.2』（榎・松永・花岡・金重・
萩谷・大久保・矢倉・菊田・矢部・千葉・中土・佐々木・大関、NTT ドコモ、1999）
1999（平成 11）年にサービスが開始される「i モード」を、i モードサービスの概要、メディアコ
ンセプト、ネットワーク方式、i モードサーバ、マイクロブラウザ搭載デジタル・ムーバの 5 つの観
点から述べている。榎らは NTT ドコモでサービス／端末開発に携わっている。i モードサービスの概
6要では「話すケータイから使うケータイへ」というコンセプトを示し、インターネットと携帯電話の
融合を目指す旨の記述がある。i モードサービスの主要 4 要素として、i モード携帯電話、パケット網、
i モードサーバ、コンテンツが挙げられている。i モード携帯電話（501i シリーズ）は「207 シリー
ズの機能に加え、9,600bit/s パケット通信機能およびブラウザ（閲覧ソフト）が搭載されている」と
し「HTML のテキストが読めるタイプ」としている。液晶画面が大きい方が良いという議論があった、
としながら「あくまでも従来の携帯電話機の顔付きに固執し、画面の大きさは、全角で横 8 〜 10 文字、
縦 6 〜 10 行とした（中略）501i シリーズは 100% 携帯電話の顔であり、決して携帯情報端末でも
なければ PC でもない」としている。i モード登場以前にも PDA タイプの携帯電話が発売されていたが、
特殊なカテゴリの情報機器ではなく、一般的な携帯電話として認知されることを目指したことが確認
できる。
⑧「デジタル・ムーバ N501i の開発」『NEC 技報 Vol.52 No.10』（工藤・水崎・甲木・林・片岡・小林、
日本電気株式会社、1999）
i モードサービス対応初号機 501i シリーズの一つ、N501i の開発について述べている。工藤らは
日本電気株式会社（以下、NEC）にて携帯電話の開発に携わっている。構成は、はじめに、装置概要、ハー
ドウエアの構成、ソフトウェアの構成、機能、むすび、となっており、装置概要として「NEC 独自
の折り畳み型ボディにより、大画面及び高い操作性とスッキリしたデザインを実現」とし「上下左右
4 方向のナビゲーションボタンで大画面の機能メニューアイコンを選択するアイコンスクロールを採
用」としている。⑥と比較すると UI に関する記述が多く、ソフトウェアに関する言及もなされてい
ることが確認できる。また「1 画面で表示できる文字数は（中略）10 文字 10 行で、メール表示時
には（中略）195 文字を表示するマルチフォント機能」との記述があり、⑦との比較から N501i は
501i シリーズで表示文字数が最大であることが確認できる。
⑨「高機能 i モード携帯機特集」『NTT DoCoMo テクニカルジャーナル VOL.9 NO.1』（高木・千葉・矢崎・
平児玉・笹原・堤・千葉・大関・山田・大井・平松・井上・徳田・矢倉・樋口・安澤・浜部・神下、
NTT ドコモ、2001）
2001（平成 13）年発売の i アプリサービス対応初号機 503i シリーズについて述べている。高木
らは NTT ドコモでサービス／端末開発に携わっている。「503i シリーズでは全機種でカラー LCD を
必須デバイスとして採用し（中略）従来の文字だけでなく表現豊かな画像表示が可能となり（中略）
エンターテインメント性が向上する」とし「携帯機全体のサイズおよび消費電流に影響のない範囲で
大画面化、高精細化を図っている」としている。i アプリサービスによってアプリを携帯電話に追加
することが可能となるが、メーカにとっては自社で開発したアプリだけでなくゲームのような他社開
発アプリが端末上で動作すること、ユーザにとってはメーカが UI 設計した操作キーでメーカ以外の
他社開発アプリの操作を行う状況が発生することを意味する。つまり、ダウンロードしたゲームアプ
リが操作しやすい端末と操作しにくい端末がある。
7⑩「IMT-2000 サービス特集（1）（2）（3）」『NTT DoCoMo テクニカルジャーナル VOL.9 NO.2 NO.3 
NO.4』（永田・入江・森田・高木・村瀬・村田・澤井・尾上・山本・高木・柚木・奥村・萩原・安澤・
安部・山口、NTT ドコモ、2001）
2001（平成 13）年 5 月に試験サービスを開始した第 3 世代移動通信方式 IMT-2000（サービス名
称：FOMA）について述べたものである。IMT-2000 には国際ローミングの実現、モバイルマルチメディ
アの実現、パーソナル・サービスの実現の 3 つの目標があるとし、それぞれ、1 台の携帯電話で世界
中どこでも通信可能、プライベート／ビジネス／公共領域での多様なサービス、加入者／トラヒック
増大への対応を挙げている。ユーザへの提供価値として SMS、マルチアクセス（通話中の i モード利
用）、i モードの高速化／リッチコンテンツ化、映像配信／ TV 電話を挙げている。提供端末としては
データ専用タイプ、携帯電話タイプ、ビデオ電話タイプ、PDA タイプとしており、⑦と比較すると
幅広いターゲティングとなっている。マルチアクセスや TV 電話に対応するため操作キーの追加・変
更が必要で、TV 電話に対応するためにはカメラの搭載も必要となる。
⑪「ケータイの歴史とユーザインタフェースの変遷」『シンポジウム ｢ケータイ・カーナビの利用性
と人間工学｣ 研究論文集』（鞆・田中・神田・木暮、日本人間工学会、2002）
2002（平成 14）年までの携帯電話の UI 変遷について述べたものである。UI 変遷を胎動期（1979
〜 1990）、黎明期（1991 〜 1996）、普及期（1997 〜現在：2002）としている。黎明期はムーバ
発売以降とし、普及期の開始である 1997（平成 9）年は携帯電話が一般に普及し始めた、と記述さ
れている。また、「発信、終話ボタンは探しやすいという理由からデジットキーの下側にあった」と
し「95 年頃（中略）一番下にレイアウトされていた開始・終了ボタンが一番上側に移動した」とし
ている。携帯電話の UI 変遷に触れた先行研究として貴重なものであるが、全般的に根拠の明示がなく、
網羅的な変遷も示されておらず判断がつかないため、参考情報として扱う。
⑫「日本の携帯電話とヨーロッパの携帯電話のインタフェースの比較」『デザイン学研究 Vol.51 
No.5』（延・原田、日本デザイン学会、2005）
日本の携帯電話 84 機種、ヨーロッパの携帯電話 41 機種のインタフェースを比較した研究である。
携帯電話のインタフェースをスクリーン、キーパッド、GUI、ワークフローの 4 つの側面にわけ分析
している。キーパッド（操作キー）については、テレフォン・キー（10 キー）、SEND ／ END キー
（発信キー／終了キー）、ナビ・キー（カーソルキー）、ソフトキー、機能キー、サイド・キーの 6 種
類に分類している。操作キー数とキー上の指示文（アイコン、記号、文字）の数の調査を実施し、日
本の携帯電話の方がキー数と指示分の数が多いとしている。また、日本の携帯電話の方が直接アクセ
ス可能なワークフローでヨーロッパの携帯電話の方が機能がメニュー内に入り手順が増えるワークフ
ローであるとしている。日本のインタフェースは利便性を重視し、ヨーロッパのインタフェースは規
則性や一貫性を重視しており、その理由は日本ユーザが通話以外の機能の使用頻度が高いと考察して
8いる。携帯電話の UI に触れた先行研究として貴重なものであり、操作キーをいくつかのカテゴリに
分類する考え方や、操作キー表記への着眼などを参考にしたい。本論は時系列に沿った網羅的な変遷
を追うものであるので、補完関係にある。
⑬「ケータイサービスの発展と相関した端末デザインの進化」『ヒューマンインタフェース学会誌
Vol.7 No.4』（木暮、ヒューマンインタフェース学会、2005）
携帯電話のデザイン変遷が簡潔にまとめられている。操作キーについても、発信・終了キー位置の
変化や、マナーキーの登場、カーソルキーの登場、PDA タイプの登場、二つ折り型の展開（回転 2 軸式）
など様々なトピックに触れている。本論は時系列に沿った網羅的な変遷を追うものであるので、参考
情報として扱う。
⑭「FOMA 端末ソフトウェアプラットフォーム "MOAP" の開発」『NTT DoCoMo テクニカルジャーナ
ル VOL.13 NO.1』（辻・大野・齊藤、NTT ドコモ、2005）
複数のメーカやソフトウェアベンダが、携帯電話のソフトウェア開発において共通に使用できる
ソフトウェアプラットフォームである MOAP(Mobilephone Oriented Application Platform) の開発概
要について述べている。アプリケーション、ミドルウェア、OS（Operating System）、デバイスドラ
イバといった携帯電話のソフトウェア全体を独自開発していた従来型開発から、メーカ間あるいは
機種間で OS とミドルウェアなどの基盤ソフトウェアを共通化することで、独自開発が不要となり開
発効率が上がり QCD の向上を図ることができるとしている。MOAP では Linux と Symbian の２つ
の OS を採用し、MOAP（L）と MOAP（S）を構築している。ミドルウェアとしてウインドウやボタ
ン、リストボックスなどの GUI 機能に加え、10 キーとカーソルキーだけで十分な操作性を実現する
ために、操作キー長押しなど携帯電話特有の操作に対応した機能提供も行うとしている。MOAP は
FOMA901i シリーズに適用されているとの記述がある。プラットフォームの共通化が UI の統一を意
味するわけではないが、UI の統一が容易になるとは言える。本論ではプラットフォームの共有化と
UI の関係についても考察を行う。
⑮『モバイル情報機器のユーザビリティに関する感性科学的アプローチ』（朴、博士論文、2006）
情報科学分野で扱われてきたユーザビリティという概念に関して、 感性科学的アプローチから考え
ることによって、より人間に優しい製品が開発できることを検証する研究である。研究テーマとして
本論との直接的な関連は少ないが「携帯電話からモバイル情報機器に発展するまでのインタフェース
を中心としたデザイントレンドを、一つのマップにまとめ、技術発展によるインタフェースの変化
が把握できた」としており、この部分のみを先行研究として位置づけた。日本の携帯電話の変遷を
3 段階の急速な変化期と、3 段階の安定的発展期で構成された 6 段階の時期としている。具体的に
は、未発展期（黎明期）：1979 〜 1994 、急速的な普及拡大期：1994 〜 1996、安定的普及拡大期：
1996 〜 1999、急激な発展期：1999 〜 2001、スペック競争時期：2001 〜 2003、デザイン革新
9期：2003 〜現在（2005）としている。また、操作キーに関しても言及があり、キー配置の未定着期：
1979 〜 1996、キー配置の形成期：1996 〜 2000、キー配置の完成期：2000 〜 2003、キー配置
の変形期：2003 〜 2005 の 4 段階としている。携帯電話における UI デザイン変遷を研究する上で、
ひとつの見方として参考としたい。
⑯「移動端末用ソフトウェアプラットフォーム “MOAP” の拡充」『NTT DoCoMo テクニカルジャーナ
ル VOL.14 NO.1』（吉澤・市川・古月、NTT ドコモ、2006）
⑭で触れたプラットフォームの拡充について述べている。拡充として OS の拡充、UI フレームワー
ク改善、試験ツールの充実の 3 つ、新規サービス拡張としてプッシュトーク、i チャネル、国際ロー
ミング、回線交換・パケット交換分離規制機能、通信中の音声電話・TV 電話切替機能の 5 つに対応
し FOMA902i シリーズに適用したとしている。UI デザイン変遷に関係するところは UI フレームワー
クの改善である。UI フレームワーク改善は GUI の部品の機能拡張（背景透過や画像貼付など）によ
りメーカごと端末ごとにビジュアルとして特徴が出しやすい仕組みを用意したとしている。
⑰「移動通信端末・携帯電話技術発展の系統化調査」「公衆移動通信システムの技術発展の系統化調査」
『国立科学博物館 技術の系統化調査報告 第 6 集／第 7 集』（森島、国立科学博物館、2006-2007）
携帯電話の技術進化がまとめられている。著者の森島は、国立科学博物館産業技術史資料情報セン
ター主任調査員であり、信頼性の高い調査である。本論では携帯電話の UI 変遷を調査するにあたり、
技術変遷のリファレンスとして参照した。
⑱「携帯電話の高機能化を支える端末プラットフォーム開発」『NTT DoCoMo テクニカルジャーナル
VOL.16 NO.2』（丸山・星・秋山、NTT ドコモ、2008）
⑭⑯で触れたプラットフォームの拡張について述べている。統合ワンチップ LSI（SH-Mobile G2）
や電源 IC、無線送受信回路 IC などのハードウェアも含んだプラットフォームとして FOMA905i シリー
ズに採用されているとしている。拡張方針の一つとしてグローバル対応が挙げられ、（3G だけでなく）
2G の GSM ／ GPRS への対応を行ったとしている。⑭⑯と同様、プラットフォームの共有化と UI の
関係についても考察を行う。
⑲「移動端末ソフトウェアプラットフォーム「オペレータパック (OPP)」の開発」『NTT DoCoMo テ
クニカルジャーナル VOL.18 NO.2』（西村・古月・松本・服部・古屋、NTT ドコモ、2010）
⑭⑯⑱で触れたプラットフォームの拡張について述べている。携帯電話の機種やサービスバリエー
ションの拡大と同時に、国内市場の成熟や携帯電話出荷数の減少などの市場の変化により、さらなる
開発効率化が求められているとしており、MOAP に加え i モードや i アプリなど NTT ドコモのサー
ビスを実現するソフトウェアをパッケージ化したプラットフォームとし「オペレータパック（OPP）」
と呼称したとしている。MOAP 同様に Linux 向けの OPP（L）と Symbian 向けの OPP（S）を用意し、
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OPP（L）は 2009 年度冬春モデルから、OPP（S）は 2010 年度夏モデルから適用開始との記述が見
られる。⑭⑯⑱と同様、プラットフォームの共有化と UI の関係についても考察を行う。
⑳「携帯電話の製品進化の可視化による国際競争力分析」（吉田、博士論文、2012）
日本市場が世界に先駆けて携帯電話の高機能化を進めたにもかかわらず、「何故、国際競争力が低
下したか」について客観的に分析し、その要因を探ることを目的とする研究である。研究テーマとし
て本論との直接的な関連は少ないが、「第 4 章 携帯電話の進化の可視化」において「携帯電話端末が
時系列にどのように進化したかを明確」するとしており、この部分のみを先行研究として位置づけた。
1995（平成 17）年から 2008（平成 20）年にかけて発売された NTT ドコモの携帯電話 388 機種に
ついての分析を行っており、分析のパラメータは重量（g）、容積（cc）、形状（ストレート、折りたたみ、
フリップ、スライド、軸回転、PDA）、SMS（有無）、E メール（有無）、ブラウザ（有無）、カメラ（有
無）、動画（有無）、音楽再生（有無）、GPS（有無）、TV（有無）、カラー（有無）、外部メモリ（有無）、
アプリ機能（有無）、非接触 IC（有無）の 15 項目で実施されている。UI デザイン変遷を直接的に示
すものではないが、時系列に沿った網羅的な調査という観点から貴重な先行研究である。本研究にお
いても研究姿勢と調査方針の範とした。
㉑「携帯電話 30 年の歩みと今後の展望—ショルダーホンからスマートフォン、ウェアラブル、IoT
の時代へ— 」『電気学会誌 Vol.137 No.8』（木暮、電気学会、2017）
⑪⑬同様に携帯電話の変遷の概要がトピック形式で簡潔にまとめられている。⑪⑬では触れられな
かったスマートフォンについての記述も見られる。本論は時系列に沿った網羅的な変遷を追うもので
あるので、参考情報として扱う。
㉒「NTT ドコモの携帯電話における UI デザイン変遷（1）（2）」『芸術工学会誌 No.72、No.74』（永野・
増成、芸術工学会、2016-2017）
拙論、「NTT ドコモの携帯電話における UI デザイン変遷（1）」が初号機と最新機種に共通する操
作キーの変遷について論じたもの、「NTT ドコモの携帯電話における UI デザイン変遷（2）」が初号
機では搭載されたが最新機種では削除された操作キーの変遷について論じたものである。2015（平
成 27）年発売の P-01H を最新機種とした 528 機種を対象としている。528 機種にはビジネスケー
タイと呼称される法人向け携帯電話 7 機種が含まれている。本論では、2016（平成 28）年発売の
2 機種を追加、一般ユーザ向けでないビジネスケータイを対象外とし、P-01J を最新機種とする 523
機種を対象とする。
3.　研究方法と対象
本研究は、1987（昭和 62）年に発売された日本初の携帯電話 TZ-802B を携帯電話初号機とし、
UI デザインの変遷を明らかにすることを目的とする。研究方法は実機調査と文献資料調査を中心と
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する。調査対象は NTT ドコモの携帯電話とする。家電製品のデザイン変遷を扱った既往の研究では
メーカに着目したものが見受けられるが、携帯電話はネットワーク端末であり、その UI デザイン変
遷にはネットワークサービス提供者である通信事業者の影響が大きいため、通信事業者に着目する。
NTT ドコモは携帯電話のサービスを開始した通信事業者であり、かつ契約者数が最大［注 1］の通
信事業者でもあるため調査対象として妥当である。
本研究における携帯電話は、初号機 TZ-802B をベースとして機能追加がなされた機器とする。ス
マートフォン［注 2］や PDA［注 3］ については、電話機能がアプリケーションのひとつとして提供
されており電話機をベースとしていないとみなし対象外とする。また、「らくらくホン」や「キッズホン」
と呼称される特定ユーザ向けの携帯電話や「ビジネスホン」と呼称される法人向け携帯電話も対象外
とする。いわゆる一般ユーザに向けた普通の携帯電話の UI デザインの変遷を見てゆくこととする。
本研究では、アナログ方式の携帯電話を第 1 世代、デジタル方式（PDC 方式、GSM 方式、北米
TDMA 方式など）の携帯電話を第 2 世代、国際標準規格である IMT-2000 に準拠した方式を第 3 世
代とし、第 3 世代については 3rd Generation の頭文字をとって 3G と呼称する。同様にアナログ方
式は 1G、3G 以前のデジタル方式は 2G と呼称する。
2018（平成 30）年 2 月において、日本における通信事業者主要３社、NTT ドコモ、KDDI 株式会
社（以下、au）、ソフトバンク株式会社（以下、ソフトバンク）の総合カタログや製品紹介ウェブサ
イトによると、主要製品はスマートフォンであることが確認できる。本論で扱う携帯電話は「ガラケー」
「フィーチャーフォン」とも呼称され、プロダクトライフサイクルとしては衰退期にあると言える。
調査対象は 1987（昭和 62）年から 2016（平成 28）年にかけて発売された 523 機種とする。初
号機 TZ-802B からムーバ（TZ804 シリーズ）までは NTT から発売されたが、本研究ではこれらの
機種も NTT ドコモの携帯電話として扱う。
製品の調査は可能な限り実機を中心に行い、実機入手が困難なものは店頭モックで代替する。本研
究はできる限りモノに寄り添う研究姿勢をとる。製品の UI としてはユーザの入力インタフェースで
ある操作キーに着目、全 523 機種の操作キーの変遷を時系列に沿って網羅的に調査し、個別のキー
変容について詳細な資料を作成する。変容要因について技術的観点、生活者の文化的観点、社会的観
点、あるいは UI デザイン観点から考察する。操作キーにおいて、キーの種類やレイアウトは実機やモッ
クあるいは写真でも判別できるが、UI デザイン観点から考察するためには仕様の理解が不可欠であ
る。そのため可能な限り実機での動作確認も実施する。ネットワークサービスなど動作確認ができな
いものは取扱説明書から動作を想定する方法をとる。
実機や取扱説明書以外の資料として、カタログ、プレスリリース、社史資料、書籍、雑誌、ウェブメディ
アのレビュー記事も参照する。また開発関係者へのインタビューも適宜実施する。以上より、導入期
から成長期・成熟期を経て衰退期に至る携帯電話のプロダクトライフサイクルにおける UI デザイン
変遷において、可能な限り正確に確認することを試みる。
①カタログ
カタログには NTT ドコモのものとメーカのものが存在するが、該当期間のカタログを可能な限り
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収集し詳細に見てゆく。カタログには基本スペック以外に、ターゲットユーザーや訴求ポイントが現
れていることが多く、製品の狙いを把握することが可能である。また時系列で見ることによって、ター
ゲットユーザーや訴求ポイントの変化も確認できる。
②プレスリリース
NTT ドコモやメーカが公式にリリースした広報資料であり、カタログを補完する情報として見て
ゆく。
③社史
NTT ドコモの社史を中心に、メーカの社史についても適宜参考資料として見てゆく。
④書籍・雑誌
携帯電話に関する書籍・雑誌を幅広く見てゆく。技術解説や携帯電話の使い方、ユーザニーズやウォ
ンツ、携帯電話の社会的影響など技術的観点、生活文化的観点、社会的観点から幅広く参照する。
⑤ウェブメディアのレビュー記事
インプレスの携帯電話専用ウェブメディア「ケータイ WATCH」を該当期間について通読閲覧調査
する。他のウェブメディアについても適宜参照する。
⑥インタビュー調査
該当期間に開発に携わった人物に対しインタビュー調査を実施する。
4.　研究の構成
本論における研究の構成を図 0-1 に示す。第 1 章で NTT ドコモの携帯電話の変遷について概観す
る。第 2 章で携帯電話の初号機と最新機種を比較し、共通する操作キー、削除された操作キー、追
加された操作キー、追加後に削除された操作キーに分類し、それぞれの変遷について第 3 章、第 4 章、
第 5 章、第 6 章に記す。
「第 1 章　NTT ドコモにおける携帯電話の変遷」では、日本における携帯電話の導入期から普及期、
成熟期、そして衰退期に至る過程を概観する。1987（昭和 62）年の携帯電話初号機発売から 2016
（平成 28）年の携帯電話最新機種発売までの期間を中心に、携帯電話の変遷について、統計・社史・
カタログ・広報文献などの史料より考察を行う。
「第 2 章　初号機と最新機種の操作キー比較」では、初号機と最新機種の操作キーについてそれぞ
れ調査を実施、特徴をまとめる。その後ふたつを比較して操作キーを、共通する操作キー、削除され
た操作キー、追加された操作キーに分類する。また、初号機と最新機種の比較では見えてこない操作
キーについては、追加後削除された操作キー、とする。
「第 3 章　共通する操作キーの変遷」では、初号機と最新機種に共通して搭載されている操作キー
を抽出し、それぞれの操作キーについて時系列に沿った網羅的調査から変容を明らかにし、変容要因
について考察する。調査は、実機もしくは店頭モック、取扱説明書、カタログを中心に行い、適宜文
献調査やインタビュー調査を実施する。拙論「NTT ドコモの携帯電話における UI デザイン変遷（1）」
をベースとする。
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「第 4 章　削除された操作キーの変遷」では、初号機に搭載されたが最新機種では削除された操作
キーを抽出し、それぞれの操作キーについて時系列に沿った網羅的調査から変容を明らかにし、変容
要因について考察する。調査は、実機もしくは店頭モック、取扱説明書、カタログを中心に行い、適
宜文献調査やインタビュー調査を実施する。拙論「NTT ドコモの携帯電話における UI デザイン変遷
（2）」をベースとする。
「第 5 章　追加された操作キーの変遷」では、初号機に搭載されなかったが最新機種では追加され
た操作キーを抽出し、それぞれの操作キーについて時系列に沿った網羅的調査から変容を明らかにし、
変容要因について考察する。調査は、実機もしくは店頭モック、取扱説明書、カタログを中心に行い、
適宜文献調査やインタビュー調査を実施する。
「第 6 章　追加後に削除された操作キーの変遷」では、初号機に搭載されなかったが初号機から最
新機種に至る過程で追加され、最新機種に至る前に削除された操作キーを抽出し、それぞれの操作キー
について時系列に沿った網羅的調査から変容を明らかにし、変容要因について考察する。調査は、実
機もしくは店頭モック、取扱説明書、カタログを中心に行い、適宜文献調査やインタビュー調査を実
施する。
以上、NTT ドコモの携帯電話の UI デザイン要素である操作キーの変遷について明らかにする。
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図 0-1　本論における研究の構成
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注
1） 　NTT ドコモの回線契約者数は 2017（平成 29）年 6 月で約 7,511 万契約、シェア 46.0%
　　 事業者別契約数、TCA 一般社団法人電気通信事業者協会、2017
2）　スマートフォン：本論では、3G 以降の通信方式に対応し、OS に Windows、BlackBerry、Android、iOS を採用したも
　　のをスマートフォンとする。ドコモケータイで OS に Android を採用したものはスマートフォンとしない。
3）　PDA：本論では、2G 以降の通信方式に対応し、PIM 機能を訴求し、タッチパネルもしくはフルキーボードを有する機
　　種でスマートフォンではないものを PDA とする。SH601em、FOMA SH2101V、PRO シリーズの一部などが該当。
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第 1章　NTT ドコモにおける携帯電話の変遷
1.　はじめに
本章では、NTT ドコモの携帯電話がどのような変遷を辿って現在に至ったのかを概観する。生活
者が携帯電話に触れたのは、1987（昭和 62）年の携帯電話初号機 TZ-802B 発売以降であるが、発
売以前の状況についても簡単に述べる。携帯電話の導入から普及までの状況について確認し、次章以
降の考察のための基礎資料として整理する。
携帯電話は産業技術史における重要な発明であり、国立科学博物館の重要科学技術史資料（未来技
術遺産）にも認定されている。また、2016 年度の携帯電話回線契約者数は総人口の約 1.3 倍で、生
活者にとっても身近なものである［注 1］。携帯電話は、通話目的の電話機から多目的な携帯型情報
機器に変化し、機能と形態を変容させてきた。提供者の技術・サービス開発と生活者の需要・受容が、
その変容要因であると推測する。
本章においては、提供者の技術・サービス開発の変遷と生活者の需要・受容の変遷を明らかにする
ために、社史、技術資料、広報資料、情報通信白書などを中心に調査を行い、変容要因について考察
する。
図 1-1 に、NTT ドコモの携帯電話 523 機種の発売推移を示す。523 機種の内訳は、1G が 23 機種、
2G が 222 機種、3G 以降が 278 機種である。1987（昭和 62）年の携帯電話初号機 TZ-802B 発売後、
各年の発売機種数は増加傾向を示し、携帯電話が自由化された 1994（平成 6）年に初めて二桁を超
え 12 機種発売となる。2008（平成 20）年に 48 機種発売で最多となるが、2009（平成 21）年以
降は発売機種数が減少に転じている。
図 1-2 に、NTT ドコモの携帯電話 523 機種及びスマートフォン 178 機種の発売推移を示す。初の
スマートフォン FOMA F1100［注 2］は Windows Mobile をプラットフォームとしており、2008（平
図 1-1　NTT ドコモにおける携帯電話発売機種数（通信方式別）の推移
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図 1-3　NTT ドコモにおける携帯電話の導入期、普及期、成熟期、衰退期
図 1-2　NTT ドコモにおける携帯電話及びスマートフォン発売機種数の推移
成 20）年に発売された。同年、ソフトバンクから iPhone3G が発売されている。図 1-2 から、2009
（平成 21）年以降の携帯電話発売機種数の減少とスマートフォン発売機種数の増加が確認できる。よっ
て本論では 2009（平成 21）年以降を携帯電話の衰退期とする。
図 1-3 に、NTT ドコモにおける携帯電話の導入期、普及期、成熟期、衰退期を示す。本論では、
導入期を携帯電話発売年の 1987（昭和 62）年から 1993（平成 5）年まで、普及期を携帯電話自由
化開始の 1994（平成 6）年から 2000（平成 12）年まで、成熟期を 3G 開始の 2001（平成 13）年
から 2008（平成 20）年まで、衰退期を 2009（平成 21）年以降とする。
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2.　携帯電話登場以前
日本において携帯電話が登場した 1987（昭和 62）年以前の移動通信状況について述べる。
日本における移動通信の始まり［注 3］は 1953（昭和 28）年 3 月 30 日、横浜港から出港したイ
ギリスの客船「プリンセス・ウィルソン号」に乗船していた記者が無線による港湾船舶電話サービス
を使ってニュースを伝えたものであった。日本の移動通信は船舶通信から始まった。同年 2 月 1 日
には、日本初のテレビ本放送が NHK によって東京地区で開始され、同年 8 月には日本テレビ放送網
により初の民間テレビ放送が開始された。移動通信とテレビは時期を同じくして誕生した。
1957（昭和 32）年 10 月 1 日、近畿日本鉄道の大阪 - 名古屋間を走る特急「ビスタカー」におい
て列車公衆電話サービスが開始された。日本国有鉄道（現・JR）では、1960（昭和 35）年 8 月に
東海道本線の特急「こだま」「つばめ」（151 系）で、1964（昭和 39）年には東海道新幹線にて列車
公衆電話サービスが開始された。船舶通信も列車公衆電話も移動通信ではあるが携帯型ではない。
1968（昭和 43）年 7 月 1 日、日本電信電話公社（以下、電電公社）による無線呼出サービス「ポ
ケットベル」が東京 23 区において開始された。受信機の大きさは約 140cc、重量は約 160g で、ユー
ザが持ち運ぶ携帯型の移動通信が登場した。ポケットベルは当初音のみの呼び出しであったが、数字
表示や文字表示が可能となり、呼出機からメッセージ受信機へと変化していった。当初ビジネスユー
ス中心であったポケットベルは、いつでもメッセージを伝えられるという特性からコンシュマー用途
が拡大し、女子高生を中心としたポケベルブーム［注 4］により 1996（平成 8）年に 649 万契約の
契約者数ピークに達したが、携帯電話の普及に伴い契約者数は減少し 2007（平成 19）年にサービ
スを終了した。
1970（昭和 45）年、大阪で開催された日本万国博覧会にて携帯電話の試作機が展示された。試作
機は無線 1 チャンネルのみを有し、1 台ずつ異なる送受 2 波の無線周波数が割り当てられ、対応す
る基地局の送受信機が同数設置されていた。その構成は現在のコードレス電話機の子機と親機の関係
に近く、NTT 技術資料館［注 5］の展示では「大阪万博コードレス電話」と表記されている。
1979（昭和 54）年 12 月 3 日、電電公社による自動車電話サービスが東京 23 区で開始された。
自動車電話初号機（図 1-4）は大きさ約 6,600cc、重量約 7kg であった。サービス開始半年後に電電
公社が行った調査［注 6］によると、自動車電話が設置されている乗用車車種の内訳は日本車 1,620
図 1-4　自動車電話初号機 図 1-5　ショルダーホン初号機 100 型
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台、外国車 1,037 台で、日本車のトップ 3 はクラウン、セドリック、プレジデント、外国車はベンツ、
キャデラック、リンカーンであり、ユーザは企業幹部や医師、マスコミ関係者が多かったとしている。
1985（昭和 60）年 9 月、NTT から車載・携帯兼用型自動車電話「ショルダーホン」が発売され
た。車から取り外して持ち歩くことが可能となり、携帯電話の前身と言える。ショルダーホン初号機
100 型（図 1-5）の大きさは約 1,500cc、重量は約 3kg、当時の使用可能エリアは自動車電話サービ
スエリアであり主要幹線道路沿いに限定されていた。
3.　導入期における携帯電話
1）1Gの導入
1987（昭和 62）年 4 月、NTT から日本初の携帯電話 TZ-802B（図 1-6）が発売された。TZ-
802B の大きさは約 500cc、重量約 900g で携帯が可能な機器となり、商品名も「携帯電話」で訴求
された。TZ-802B は同年公開された映画『私をスキーに連れてって』に登場し、日本映画に初めて
登場した携帯電話である。
1989（平成元）年 2 月、NTT から携帯電話 2 号機 TZ-803B（図 1-7）が発売された。2 号機の
大きさは約 400cc、重量は約 640g で、初号機と比較して大きさは約 80%、重量は約 72% である。
初号機の製造メーカは松下通信工業株式会社（以下、パナソニック）と日本電気株式会社（以下、
NEC）の 2 社、2 号機の製造メーカはパナソニック、NEC と三菱電機株式会社（以下、三菱電機）の
3 社であった。2 号機までの携帯電話はメーカが異なっても同じデザインであった。
1989（平成元）年 4 月、アメリカのモトローラ社が大きさ約 211cc、重量約 303g の携帯電話「マ
イクロタック」を開発した。マイクロタックを TZ-803B と比較（図 1-8）すると、大きさは約 53%、
重量は約 47% で、ポケットに入るサイズである。マイクロタックはキー誤操作防止のための蓋が開
閉式となっており、かつ、蓋にマイクを内臓することで、蓋を開いた際に耳と口の距離を確保できる
設計である。小型軽量、誤操作防止、通話時の快適性を満たした UI デザインと言える。
NTT ドコモの社史によると、マイクロタックの対抗として「1991 年 9 月頃を目途に、体積 100
〜 150cc の新機種を商用化する［注 7］」という目標を元に超小型携帯電話の開発プロジェクトがス
図 1-6　携帯電話初号機 TZ-802B 図 1-7　携帯電話 2号機 TZ-803B
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タートしたとの記述が確認できる。TZ-803B までは同一機種を複数メーカにて製造するやり方をとっ
ていたが、この超小型携帯電話開発プロジェクトにおいてはメーカ独自の外観デザインや設計とする
よう方針転換がなされた。また TZ-803B まではメーカから NTT が均等に製品を発注していたが、製
品の売行きに応じて発注量を変えるよう方針転換がなされた。いずれもメーカ間の競争を促進し小型
化を進めるための方策であったと推測できる。
1990（平成 2）年 12 月 5 日、試作機 TZ-804 が発表された。試作機は 4 機種で、平均体積約
150cc、平均重量約 230g で世界最小・最軽量（当時）であった。1991（平成 3）年 4 月 1 日、TZ-
804 は商品名「ムーバ」（図 1-9）として発売された。ムーバの製造メーカはパナソニック、NEC、
三菱電機、富士通株式会社（以下、富士通）の 4 社で、ムーバ P（パナソニック）、ムーバ N（NEC）、
ムーバ D（三菱電機）、ムーバ F（富士通）のように製造メーカを示すアルファベットを末尾につけ
る商品名となった。ムーバは入手まで 2 〜 3 ヶ月待ちとなるほどの人気となり 1991 年度の契約者
純増数は 29.7 万、累計契約者数は 84.6 万に至った。
表 1-1 に初号機、2 号機、ムーバシリーズの形状・サイズ・重量の比較を示した。初号機 TZ-802B（表
1-1 の①）から 2 号機 TZ-803B（表 1-1 の②）への変化と、2 号機 TZ803B から 3 号機であるムー
バ 4 機種（表 1-1 の③④⑤⑥）への変化を比較すると後者の変化が大きいが、マイクロタック対抗
が要因であったことが推測できる。
卜部・室田の『ムーバの開発に至る経緯と今後の展開』［注 8］によると、ムーバは外観デザイン
を 3 タイプに定めて開発したとの記述が確認できる。タイプ 1 は持ちやすさを追求するもの（手にすっ
ぽり収まる小ささを追求するもの）、タイプ 2 が運搬性を追求するもの（手へのなじみよりも薄さに
重点をおく）、タイプ 3 が通話時の快適性を追求するもの（送話口と受話口の距離を十分とることに
図 1-8　マイクロタック（手前）と TZ-803B（奥） 図 1-9　ムーバ初号機
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重点をおく）とされ、タイプ 1 がムーバ P（表 1-1 の③）とムーバ F（表 1-1 の⑤）の二機種、タイ
プ 2 がムーバ D（表 1-1 の⑥）、タイプ 3 がムーバ N（表 1-1 の④）に該当する。このことからムー
バは、商品ラインナップとしてユーザニーズに応え、かつ、ラインナップ 4 機種でマイクロタック 1
機種に対抗することを目指したと推測できる。
本論では、ムーバ P・ムーバ F・ムーバ D のような一体型形状のものをストレート型、ムーバ N の
ような全体を二つ折り構造としたものを二つ折り型、マイクロタックのような一部分を開閉式とした
ものをフリップ型と呼称する。
2）2Gの導入
1993（平成 5）年 3 月 25 日、デジタル方式の携帯・自動車電話サービス（800MHz）が首都圏（都
心から 30km 以内）で開始、4 月にはデータ通信サービス（2,400bps）も開始された。デジタル方
式携帯電話の初号機は商品名「デジタル・ムーバ」となり、デジタル・ムーバ P（表 1-2 の①）、デ
ジタル・ムーバ N（表 1-2 の②）、デジタル・ムーバ F（表 1-2 の③）の 3 機種が発売された。カタ
ログ［注 9］にはデジタルで実現した 4 つのメリットとして、ノイズのない優れた通話品質、秘話性
能が格段に向上、電池の持ち時間がさらにアップ、高品位のデータ通信が可能、との記述が確認できる。
デジタル・ムーバ 3 機種はストレート型、二つ折り型、フリップ型の構成となり、アナログ方式のムー
バ 4 機種にはなかったフリップ型が増えた。ムーバ P（表 1-1 の③）とデジタル・ムーバ P（表 1-2 の①）
はストレート型、ムーバ N（表 1-1 の④）とデジタル・ムーバ N（表 1-2 の②）は二つ折り型で筐体
形状は変わらなかったが、ムーバ F（表 1-1 の⑤）とデジタル・ムーバ F（表 1-2 の③）においては
ストレート型からフリップ型へ筐体形状が変化した。
室田・小林らの『New Technology Report デジタル移動通信システム 7. 移動機』によると、デジタル・
表 1-1　初号機、2号機、ムーバシリーズの形状サイズ重量
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 TZ-802B TZ-803B ムーバP ムーバN ムーバF ムーバD
発売年 1987 1989 1991 1991 1991 1991
形状 ストレート型 ストレート型 ストレート型 二つ折り型 ストレート型 ストレート型
体積（cc） 500 400 137 176 145 174
重量（g） 900 640 220 280 240 280
イメージ
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ムーバの設計思想として「P では、持ちやすさと優れた操作性を、N、F では安定した通話感を実現
する基本形状を狙った［注 10］」との記述があり、ムーバ F（ストレート型）からデジタル・ムーバ
F（フリップ型）への形状変更において、安定した通話感（レシーバーとマイクの距離を十分とること）
を目的としたことが確認できる。また、カタログ（図 1-10）にはデジタル・ムーバ F の説明として「携
帯中のボタン保護のためのカバーにはマイクを内臓。安定した通話感を提供します」との記述があり、
フリップ型は閉じた際のボタン保護と、開けた際に耳と口の距離を確保することが特徴であることが
確認できる。デジタル・ムーバ F はマイクロタックとフリップ型の構成が類似しており、アナログ方
式のムーバ開発においてはマイクロタック同様のフリップ型の追従をしなかった NTT ドコモが、デ
ジタル・ムーバ F 開発においては追従していることから、当時の携帯電話市場においてマイクロタッ
クの受容度が高かったと推測できる。
1994（平成 6）年にデジタル・ムーバ D（表 1-2 の④）が発売され、デジタル・ムーバは 4 機種となった。
デジタル・ムーバ D はフリップ型だがカバー部にマイクは内臓されておらず、フリップ型の特徴で
あるカバーを開けた際のレシーバーとマイクの距離の確保ができていない。当時の開発に携わった永
田［注 11］から「マイクを内臓しない単なるカバーということで開発内部には異論もあったが、レシー
バーとマイクの距離を物理的に確保することはできなくとも、カバーが開いて口元にくることで心理
的な安心感が出るという意見もあり採用した」とのコメントを得た。カタログ（図 1-11）にはデジ
タル・ムーバ D の説明として「ボタン保護のためのカバーは、ワンタッチでオープン。マイク、開始・
終了ボタンなどを使いやすく配置、カバーを閉じた状態でも通話することができます」との記述があ
① ② ③ ④
機種名
デジタル・
ムーバP
デジタル・ムーバN デジタル・ムーバF デジタル・ムーバD
発売年 1993 1993 1993 1994
形状 ストレート型 二つ折り型 フリップ型（カバーにマイク内蔵） フリップ型（カバーにマイクなし）
発信キー/終了
キーの位置
10キー下部 10キー下部 10キー下部 10キー上部（フリップ外）
イメージ
表 1-2　デジタルムーバの形状と発信キー／終了キーの配置位置
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り、同じフリップ型のマイクロタックやデジタル・ムーバ F と比較して、カバーをワンタッチでオー
プンできること、カバーを閉じたままで通話できること、の二つの特徴があることが確認できる。
デジタル・ムーバの二つ折りやカバーを閉じた状態は、ポケットやカバンの中に入れて待ち受け
時の状態と考えて良い。この状態で着信がある場合、ストレート型のデジタル・ムーバ P はキーを
押すだけで通話可能であるが、二つ折り型のデジタル・ムーバ N やフリップ型のデジタル・ムーバ
F は通話のために二つ折りやカバーを開ける必要があり、ストレート型と比較するとワンタッチで通
話を開始することができない。デジタル・ムーバ D は発信キーや終了キーがカバーの外にあるため、
フリップ型でありながらストレート型同様にキーを押すだけで通話可能である。デジタル・ムーバ D
図 1-10　デジタルムーバ Fのカタログにおける訴求
（ドコモ携帯自動車電話カタログ、NTT ドコモ、1994.7）
図 1-11　デジタルムーバDのカタログにおける訴求
（ドコモ携帯自動車電話カタログ、NTT ドコモ、1994.7）
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は、マイクロタックやデジタル・ムーバ F のようなカバーにマイクを内蔵したフリップ型の特徴（レ
シーバーとマイクの物理的距離の確保）はないが、ストレート型の特徴（着信時に片手ワンタッチ操
作で通話可能）を具備するため、発信キー／終了キーをフリップの外に配置したと推測する。
4.　普及期における携帯電話
1）携帯電話の自由化（レンタル制度から売り切り制度へ）
1994（平成 6）年 4 月、携帯電話の自由化（売り切り制度）が開始された。携帯電話は、通信事
業者からレンタルされるモノから、ユーザが所有するモノへ変わった。1985（昭和 60）年に家庭用
電話機において先行して自由化が開始されており、従来型の黒電話と比較して多様な家庭用電話機が
市場に登場していた。電気事業政策研究会の携帯電話ハンドブック［注 12］には、売り切り制度の
必要性として、国民（利用者）の利便性の向上と移動機・移動通信市場の発展拡大、が記されている。
市場に自由競争原理が導入されることにより、多様化するユーザニーズに対応した多彩で低廉な携帯
電話が登場することを期待する旨の記述も見られ、携帯電話の多様化を目指していたことが確認でき
る。
1994（平成 6）年 4 月、売り切り制度に対応した携帯電話、ムーバⅡシリーズ（表 1-3）が発売された。
ムーバⅡシリーズではムーバ N Ⅱ（表 1-3 の②）がストレート型となったため、二つ折り型がライ
ンナップから消え本体形状は多様化していないが、ムーバ P Ⅱ（表 1-3 の①）には音声メモ録音機能（録
／再キー搭載）、ムーバ F Ⅱ（表 1-3 の③）にはメッセージ受信機能、ムーバ D Ⅱ（表 1-3 の④）に
① ② ③ ④ ⑤
機種名 ムーバPⅡ ムーバNⅡ ムーバFⅡ ムーバDⅡ ムーバRⅡ
発売年 1994 1994 1994 1994 1994
形状 ストレート型 ストレート型 フリップ型（カバーにマイクなし） フリップ型（カバーにマイク内蔵） ストレート型
発信キー/終了
キーの位置
10キー下部 10キー下部 10キー下部 10キー下部 10キー下部
ムーバからの
操作キー変化
録/再キー搭載 なし なし 電源キーにカナ/英字割当 ミュートキー搭載
イメージ
表 1-3　売り切り制度移行時のムーバⅡシリーズ
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はメモリダイヤル件数拡張機能、ムーバ R Ⅱ（表 1-3 の⑤）にはミュート機能（ミュートキー搭載）
など、機種個別に特徴機能の搭載がなされており機能の多様化は確認できる。ムーバ R Ⅱの製造メー
カは日本無線株式会社（以下、日本無線）であった。
1994（平成 6）年 12 月、売り切り制度に対応した携帯電話、デジタル・ムーバⅡシリーズ（表
1-4）が発売された。デジタル・ムーバ P Ⅱ（表 1-4 の①）では発信・終了キーが 10 キー上部に
配置された。デジタル・ムーバ N Ⅱ Hyper（表 1-4 の③）は二つ折り型で、デジタル・ムーバⅡ 
Hyper シリーズは、ストレート型、二つ折り型、フリップ型のラインナップとなった。デジタル・ムー
バ P Ⅱ Hyper（表 1-4 の②）はストレート型でくびれのある曲線的な外形とシャンパンゴールドと
呼称されたカラーリングに特徴があった。デジタル・ムーバ F Ⅱ Hyper（表 1-4 の④）はフリップ
型でカバーにマイクを内蔵しておらず、カバー外に発信・終了キーが配置されていた。デジタル・ムー
バ D Ⅱ Hyper（表 1-4 の⑤）もフリップ型だがカバーにマイクを内蔵していた、また発信・終了キー
はカバー内の 10 キー上部に配置されていた。このように、デジタル・ムーバⅡシリーズは本体形状
の多様化が確認できる。また搭載機能においても、デジタル・ムーバ P Ⅱ Hyper は伝言メモ機能、
デジタル・ムーバ N Ⅱ Hyper は 3 行表示機能、デジタル・ムーバ F Ⅱ Hyper は拡声機能、デジタル・
① ② ③ ④ ⑤
機種名
デジタル・
ムーバPⅡ
デジタル・
ムーバPⅡHyper
デジタル・
ムーバNⅡHyper
デジタル・
ムーバFⅡHyper
デジタル・
ムーバDⅡHyper
発売年 1994 1995 1995 1995 1995
形状 ストレート型 ストレート型 二つ折り型
フリップ型
（カバーに
マイクなし）
フリップ型
（カバーに
マイク内蔵）
発信キー/終了
キーの位置
10キー上部 10キー上部 10キー下部 10キー上部 10キー上部
デジタル・ムー
バからの
操作キー変化
録/再キー搭載 録/再キー搭載
メモキー搭載
（サイド）
拡声キー搭載
ジャンプキー搭載
電源キーにカナ/
英字割当
イメージ
表 1-4　売り切り制度移行時のデジタルムーバⅡシリーズ
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ムーバ D Ⅱ Hyper はジャンプ機能など、機種個別に特徴機能の搭載がなされており機能の多様化も
確認できる。
売り切り制度移行時期には、デジタル・ムーバシリーズ以外の携帯電話（2G）も発売された。商
品名は「by シリーズ」（表 1-5）で、ソニー株式会社（以下、ソニー）から CM-D800（表 1-5 の①）、
株式会社東芝（以下、東芝）から TS920（表 1-5 の②）、ノキア・ジャパン株式会社（以下、ノキア）
から NM2080（表 1-5 の③）、京セラ株式会社（以下、京セラ）から KY541（表 1-5 の④）が by シリー
ズとして発売された。これ以降 by シリーズ製品の発売が続くが、2001（平成 13）年には by シリー
ズがデジタル・ムーバシリーズに統合された。デジタル・ムーバシリーズと by シリーズの違いにつ
いて永田は「デジタル・ムーバはドコモブランドの製品、ドコモがメーカと共同開発した製品である。
by シリーズはメーカブランドの製品、メーカの携帯電話をドコモのネットワークで使えるようにし
た製品である。デジタル・ムーバだけでは商品ラインナップとして不十分であり、お客様の多様なニー
ズに応えるために携帯電話の種類を増やそうと考えた」と語る。by シリーズはデジタル・ムーバシリー
ズのラインナップを補完し多様化する目的で導入されたことが確認できる。
2）PHS サービスの開始と終了
1995（平成 7）年 7 月、PHS（Personal Handy-phone System）サービスが関東（山梨県含む）と
北海道で開始された。PHS は家庭やオフィスのコードレス電話の子機が屋外でも使えるように、と
いうコンセプトから生まれたデジタル方式の簡易型携帯電話サービスである。PHS は携帯電話と比
較してエリアが狭い、高速移動中は使用できないなどのデメリットが存在したが、端末価格や通信料
が携帯電話と比較すると安価であったため急速に普及し、1997（平成 9）年 9 月には 212 万契約（NTT
① ② ③ ④
機種名
DoCoMo by Sony
CM-D800
DoCoMo by Toshiba
TS920
DoCoMo by Nokia
NM2080
DoCoMo by Kyocera
KY541
発売年 1994 1995 1995 1995
形状 ストレート型 ストレート型 ストレート型 ストレート型
発信キー/終了
キーの位置
10キー上部 10キー下部 10キー上部 10キー上部
特徴的な
操作キー
ジョグキー搭載 Pキー搭載 ソフトキー2個搭載 なし
イメージ
表 1-5　売り切り制度移行時の by シリーズ
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ドコモ契約数）のピーク［注 13］を迎えた。また、データ通信速度が 32kbps や 64kbps と携帯電
話と比較して速く、通話用途以外のデータ通信用途にも使用された。携帯電話の通信料の低下や通
信速度の向上に伴い PHS の契約数は減少し、2005（平成 12）年に新規受付終了、2008（平成 10）
年には NTT ドコモの PHS サービスが終了した。
本論では PHS は携帯電話に含めないが、携帯電話と PHS のデュアルモード機である「ドッチーモ」
「スーパードッチーモ」については携帯電話とみなし研究対象とする。
3）「話す携帯電話」から「使うケータイ」へ
1997（平成 9）年 5 月、PDA などと携帯電話を接続することでインターネットメールの送受信が
可能な「10 円メール」サービスが開始された。同年 10 月、10 円メールサービス対応のメール専用
端末「ポケットボード」が発売され若者や女性を中心に人気を集めた。同年 6 月、携帯電話単体で
テキストメッセージの送受信が可能な「ショートメール」サービスが開始され、サービスに対応し
た携帯電話であるデジタル・ムーバ 203Hyper シリーズ（表 1-6）が発売された。デジタル・ムーバ
203Hyper シリーズは 5 機種で、P203（表 1-6 の①）、N203（表 1-6 の②）、F203（表 1-6 の③）、
R203（表 1-6 の⑤）の 4 機種がストレート型、D203（表 1-6 の④）がフリップ型であった。ショー
トメールサービス対応の携帯電話ではあるがメールキーはなく、外観からはサービス対応に関する特
徴は確認できない。
1995（平成 7）年には PC の OS である Windows95 が発売されており、PC によるインターネッ
① ② ③ ④ ⑤
機種名
デジタル・ムーバ
P203Hyper
デジタル・ムーバ
N203Hyper
デジタル・ムーバ
　F203Hyper
デジタル・ムーバ
D203Hyper
デジタル・ムーバ
R203Hyper
発売年 1997 1997 1997 1997 1997
形状 ストレート型 ストレート型 ストレート型 フリップ型 ストレート型
電源キー 電源/終了キー 電源/カナ/英字キー 電源/コールキー 電源/カナ/英字キー 電源キー
特徴的な
操作キー
メニューキー、
マナーキー搭載
マナーキー搭載
メニューキー、
マナーキー搭載
ジャンプキー、
マナーキー搭載
カーソルキー、
マナーキー搭載
イメージ
表 1-6　ショートメールサービスに対応した初機種デジタルムーバ 203Hyper シリーズ
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ト接続が手軽になり電子メールの一般化が始まった。1996（平成 8）年にはポケットベルの契約者
数がピーク［注 14］に達し、移動中でも携帯端末でテキストメッセージを受信できる利便性が生活
者に認知されていた。PC 単体では移動中に電子メールのやり取りはできず、ポケットベルではメッ
セージの受信はできても送信はできない。10 円メールサービスやショートメールサービスは、通話
による音声コミュニケーションからテキストによる非音声コミュニケーションへとコミュニケーショ
ン手段が多様化する段階における過渡的なサービスであった。
1997（平成 9）年 3 月、パケット通信方式のデータ通信サービス「DoPa」が開始された。DoPa
以前のデータ通信サービスは回線交換方式を採用しており、接続時間に応じて課金される仕組みで
あった。DoPa はパケット（小包）単位にデータを分割してやりとりをするため回線の共有が可能で、
回線交換方式と比較して回線使用上の効率が良い。課金は接続時間ではなく、やりとりするデータ量
（パケット単位）となり、通話料以外に新たにパケット使用料が登場した。DoPa は接続時間にとら
われないため常時接続が可能となり、常時携帯・常時接続可能な携帯電話が誕生した。DoPa サービ
スに対応した携帯電話はデジタル・ムーバ 301Hyper シリーズで、商品ラインナップに 20 シリーズ
と 30 シリーズという複数のシリーズが登場した。デジタル・ムーバ 301Hyper シリーズは常時接続
のデータ通信が可能であったが携帯電話単体でインターネット接続をするものではなく、PC や PDA
などをインターネットに接続する手段として使用された。
1999（平成 11）年 2 月、携帯電話単体でウェブブラウズや電子メールを利用可能なインターネッ
ト接続サービス「i モード」が開始された。i モード登場時の広告［注 15］には「話すケータイから、
使うケータイへ」というコピーが使用され、通話目的の携帯電話から多目的な携帯情報機器への変化
を目指したことが推測できる。i モードサービスに対応した携帯電話はデジタル・ムーバ 501i Hyper
シリーズ（表 1-7）で、スタンダードな携帯電話である 20 シリーズ、DoPa 対応の 30 シリーズ、i モー
ド対応の 50 シリーズとして商品ラインナップが拡大した。
501i シリーズの携帯電話は外観に i モードのロゴが記された。P501i（表 1-7 の①）には GUI 上
に i モードのアイコンがあり、N501i（表 1-7 の②）、F501i（表 1-7 の③）、D501i（表 1-7 の④）
には i モードキーが搭載された。501i シリーズは i モード対応の携帯電話であることが一目でわかり、
かつ、i モードへ（i モードアイコン選択もしくは i モードキー押下によって）ワンタッチでアクセス
可能であるという特徴が確認できた。
501i シリーズの特徴をみれば明らかなように、携帯電話の UI デザインは通信事業者のサービス戦
略やシリーズ戦略の影響を大きく受ける。また 1999（平成 11）年まで、パナソニックは一貫して
ストレート型、NEC のみが二つ折り型を提供、三菱電機はムーバ初号機以降は一貫してフリップ型、
などのようにメーカ毎の戦略にも当然影響を受ける。携帯電話の UI デザイン変遷を見て行く際に、
提供者側の視点として通信事業者とメーカの両方に注意を払う必要がある。
P501i、N501i、F501i の 3 機種にはカーソルキー（4 方向キーと決定キー）が搭載され、P501i
はスティック型の操作キーで 4 方向キーと決定キーが統合された。D501i は「イージーセレクター」
と呼称される上下キー＋決定キーが搭載された。P501i と D501i はソフトキー［注 16］が搭載され、
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表 1-8　502i シリーズ（デジタルムーバ 502iHyper と by シリーズの 502i）
デジタルムーバ F502iHyper はカラー画面搭載の初機種
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名
デジタル・ムーバ
P502iHyper
デジタル・ムーバ
N502iHyper
デジタル・ムーバ
　F502iHyper
デジタル・ムーバ
D502iHyper
DoCoMo by Sony
SO502i
DoCoMo by Nokia
NM502i
発売年 2000 2000 1999 2000 2000 2000
形状 ストレート型 二つ折り型 ストレート型 フリップ型 ストレート型 スライド型
iモード GUI iモードキー iモードキー iモードキー iモードキー iモードキー
特徴的な
操作キー
ソフトキー、
カーソルキー搭載
カーソルキー搭載 カーソルキー搭載
ソフトキー搭載、
発信キー非搭載
ジョグキー搭載 ソフトキー搭載
カラー画面 カラー画面
イメージ
① ② ③ ④
機種名
デジタル・ムーバ
P501iHyper
デジタル・ムーバ
N501iHyper
デジタル・ムーバ
　F501iHyper
デジタル・ムーバ
D501iHyper
発売年 1999 1999 1999 1999
形状 ストレート型 二つ折り型 ストレート型 フリップ型
iモード GUI iモードキー iモードキー iモードキー
特徴的な
操作キー
ソフトキー、
カーソルキー搭載
カーソルキー搭載 カーソルキー搭載
ソフトキー搭載、
発信キー非搭載
イメージ
表 1-7　i モードサービスに対応した初機種デジタルムーバ 501iHyper シリーズ
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D501i は発信操作もソフトキー割当となったため、発信キーが非搭載となった。
表 1-8 に、デジタル・ムーバ 502i シリーズ 4 機種と by シリーズの 2 機種（両者合わせて 502i シリー
ズとする）の 6 機種を示す。1999（平成 11）年 12 月、日本初のカラー液晶を搭載した携帯電話
F502i（表 1-8 の③）が発売、翌 2000（平成 12）年 1 月には、同じくカラー液晶を搭載したデ D502i（表
1-8 の④）が発売された。
P502i（表 1-8 の①）、F502i（表 1-8 の③）、SO502i（表 1-8 の⑤）の 3 機種はストレート型、N502i（表
1-8 の②）は二つ折り型、D502i（表 1-8 の④）はフリップ型で、その他にカバーがスライドする
NM502i（表 1-8 の⑥）があり多様化した。本論ではカバーがスライドするタイプの携帯電話をスラ
イド型と呼称する。
502i シリーズのカタログ［注 17］にはカラー画面の訴求として「好きな画面がいつでもとりこめ
る」という記述が見られ、ウェブサイトからコンテンツをダウンロードして携帯電話の待受画面に表
示できることが確認できる。
P502i の操作キーは P501i とほぼ同様で、最下段左下に「i ワープ」と呼称されるブックマーク機
能の操作キーが追加されている。N502i は N501i と比較してカーソルキーに変化が見られ、決定キー
が 4 方向キーの中央から 4 方向キーの外側上部へ移動している。決定キーの 4 方向キー外側上部配
置は N50 シリーズの特徴となり、この後 N506i まで同様の操作キーが搭載される。F502i は F501i
に比較して、カーソルキーが P501i や P502i 同様のスティック型へ変化している。D502i は D501i
に比較して、操作キーに変化は見られない。N501i から N502i への変化、F501i から F502i への変
化は、いずれも操作キーの占有面積が縮小される方向であるため、携帯電話の小型化のための変化で
あると推測する。
4）20 シリーズの i モード対応（使うケータイ化）
i モード対応の 50 シリーズだけでなく、スタンダードな携帯電話である 20 シリーズも「使うケー
タイ」へと変化してゆく。2000（平成 12）年に発売された 209i（表 1-9）シリーズは、末尾の「i」
が示すように i モード対応となった。209i シリーズはデジタル・ムーバ 6 機種と by シリーズ 2 機種
の計 8 機種で、ストレート型が P209i（表 1-9 の①）、F209i（表 1-9 の③）、R209i（表 1-9 の⑤）、
KO209i（表 1-9 の⑦）の 4 機種、二つ折り型が N209i（表 1-9 の②））、P209iS（表 1-9 の⑥）の 2
機種、フリップ型が D209i（表 1-9 の④）、ER209i（表 1-9 の⑧）2 機種であった。
P209iS は NEC 以外のメーカ製で初の二つ折り型携帯電話となった。P209iS には通常の画面の他
に「プライベートウインドウ」［注 18］と呼称されるサブディスプレイが初めて搭載された。二つ折
り型携帯電話は開かないと情報が確認できないが、外側へのサブディスプレイ搭載により、閉じたま
までも情報が確認できるようになった。「プライベートウインドウ」は、メーカにより「イルミネー
ションウインドウ（NEC）」「インフォメーション・ウインドウ（富士通）」など様々に呼称されたが、
本論では「サブディスプレイ」と呼称する。
5.　成熟期における携帯電話
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表 1-9　i モードサービスに対応した 20 シリーズの初機種
デジタルムーバ 209i シリーズ、209iS シリーズと by シリーズの 209i
① ② ③ ④
機種名
デジタル・ムーバ
P209iHyper
デジタル・ムーバ
N209iHyper
デジタル・ムーバ
　F209iHyper
デジタル・ムーバ
D209iHyper
発売年 2000 2000 2000 2000
形状 ストレート型 二つ折り型 ストレート型 フリップ型
iモード GUI メニュー内 メニュー内 GUI
特徴的な
操作キー
ソフトキー、
カーソルキー搭載
カーソルキー搭載 カーソルキー搭載 ソフトキー搭載
カラー画面 カラー画面
⑤ ⑥ ⑦ ⑧
機種名
デジタル・ムーバ
R209iHyper
デジタル・ムーバ
P209iSHyper
DoCoMo by Kokusai
　KO209i
DoCoMo by Ericsson
ER209i
発売年 2000 2000 2000 2000
形状 ストレート型 二つ折り型 ストレート型 フリップ型
iモード メニュー内 GUI メニュー内 メニュー内
特徴的な
操作キー
ソフトキー、
カーソルキー搭載
ソフトキー、
カーソルキー搭載
ソフトキー、
カーソルキー搭載
ナビキー搭載
カラー画面 カラー画面
イメージ
イメージ
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1）コンテンツを楽しむケータイへ（二つ折り型への移行）
2001（平成 13）年 1 月、携帯電話にアプリをダウンロードして追加できるサービス「i アプリ」
が開始された。i アプリ対応の初の携帯電話は 503i シリーズ（表 1-10）で全機種カラー液晶搭載と
なり、同年 1 月から３月にかけて 5 機種が発売された。5 機種の内訳はストレート型が P503i（表
1-10 の①）と F503i（表 1-10 の③）の 2 機種、二つ折り型が N503i（表 1-10 の②）と SO503i（表
1-10 の⑤）の 2 機種、フリップ型が D503i（表 1-10 の④）の 1 機種であった。SO503i はソニー初
の二つ折り型携帯電話であった。
P503i の操作キーは P502i と比較して大きな変化は見られないが、P502i に存在した「i ワープ」キー
が GUI 内に移動し操作キーが削除されている。N503i は N502i と比較して、大きな変化は見られな
い。F503i は F502i と比較して、カーソルキーがスティック型から 4 方向キー＋決定キーの F501i
同様の構成に戻っている。D503i は D502i と比較して大きな変化は見られないが、フリップ外側に i
アプリキーが追加されている。SO503i は SO502i と比較して筐体形状がストレート型から二つ折り
型へ大きく変化し、操作キーについてもソフトキーが搭載され、ジョグキーと左右キーを一体として
配置しカーソルキー同様の操作ができるよう大きく変化している。
同年 5 月から 9 月にかけて、503iS シリーズ 5 機種（表 1-11）が発売された。503iS シリーズ
は 503i シリーズの二番目という意味で、型番末尾に Second を意味する「S」が付加された。また
503iS シリーズから by シリーズがデジタル・ムーバシリーズに統合された。503iS シリーズの操作キー
は 503i シリーズを踏襲しており、大きな変化は見られない。
503iS シリーズは全機種二つ折り型となり本体形状の多様性は減じている。「話すケータイから、
使うケータイへ」移行するにあたり、コンテンツを楽しむための画面の重要度が増し、カラー化・大
画面化が進み、通話時以外にも操作キーを使用することとなる。本体形状の多様性よりも、どんなサ
イトやアプリを利用するか、という使い方の多様性が重視され、コンテンツを楽しむ携帯電話として
大画面と操作キー領域の面積を確保できる二つ折り型がユーザに支持されたと推測する。
2001（平成 13）年、デジタル・ムーバ 210i Hyper シリーズ 6 機種（表 1-12）が発売された。
210i シリーズは全機種カラー画面搭載となった、また 210i シリーズから by シリーズがデジタル・
ムーバシリーズに統合された。210i シリーズはストレート型が P210i（表 1-12 の①）、F210i（表
1-12 の③）、KO210i（表 1-12 の⑤）の 3 機種、二つ折り型が N210i（表 1-12 の②）と SO210i
（表 1-12 の⑥）の 2 機種、フリップ型が D210i（表 1-12 の④）の 1 機種であった。二つ折り型の
N210i は P209iS に続きサブディスプレイ搭載となった。
P210i の操作キーは P209i と比較して、カーソルキーがスティック型（50 シリーズ同様）に変化
している。N210i は N209i と比較して、大きな変化は見られない。N20 シリーズのカーソルキーは
4 方向キーの中央に決定キーが配置されており、N50 シリーズとは異なる。F210i は F209i と比較
して外観上の変化は見られないが、ソフトキー搭載となっている。D210i は D209i と比較して大き
な変化は見られない。D20 シリーズの操作キーは D50 シリーズと同様であるが、D50 シリーズには
ない発信キーが明示されている。KO210i は KO209i と比較して大きな変化は見られない。
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① ② ③ ④ ⑤
機種名
デジタル・ムーバ
P503iSHyper
デジタル・ムーバ
N503iSHyper
デジタル・ムーバ
　F503iSHyper
デジタル・ムーバ
D503iSHyper
デジタル・ムーバ
SO503iSHyper
発売年 2001 2001 2001 2001 2001
形状 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型
iモード GUI iモードキー iモードキー iモードキー iモードキー
特徴的な
操作キー
ソフトキー、
カーソルキー搭載
カーソルキー搭載
ソフトキー、
カーソルキー搭載
ソフトキー搭載、
発信キー非搭載
ソフトキー、
カーソルキー搭載
イメージ
表 1-11　デジタルムーバ 503iSHyper シリーズ（全機種二つ折り型）
表 1-10　503i シリーズ（デジタルムーバ 503iHyper と by シリーズの 503i）
全機種カラー画面搭載
① ② ③ ④ ⑤
機種名
デジタル・ムーバ
P503iHyper
デジタル・ムーバ
N503iHyper
デジタル・ムーバ
　F503iHyper
デジタル・ムーバ
D503iHyper
DoCoMo by Sony
SO503i
発売年 2001 2001 2001 2001 2001
形状 ストレート型 二つ折り型 ストレート型 フリップ型 二つ折り型
iモード GUI iモードキー iモードキー iモードキー iモードキー
特徴的な
操作キー
ソフトキー、
カーソルキー搭載
カーソルキー搭載
ソフトキー、
カーソルキー搭載
ソフトキー搭載、
発信キー非搭載
ソフトキー、
カーソルキー搭載
イメージ
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名
デジタル・ムーバ
P210iHyper
デジタル・ムーバ
N210iHyper
デジタル・ムーバ
　F210iHyper
デジタル・ムーバ
D210iHyper
デジタル・ムーバ
　KO210iHyper
デジタル・ムーバ
　SO210iHyper
発売年 2001 2001 2001 2001 2001 2001
形状 ストレート型 二つ折り型 ストレート型 フリップ型 ストレート型 二つ折り型
iモード GUI GUI メニュー内 GUI メニュー内 GUI
特徴的な
操作キー
ソフトキー、
カーソルキー搭載
カーソルキー搭載 カーソルキー搭載 ソフトキー搭載
ソフトキー、
カーソルキー搭載
ソフトキー、
カーソルキー搭載
表 1-12　デジタルムーバ 210iHyper シリーズ（全機種カラー画面）
表 1-13　ムーバ 211i シリーズ
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 ムーバP211i ムーバN211i ムーバF211i ムーバD211i ムーバR211i ムーバSO211i
発売年 2002 2001 2001 2001 2002 2002
形状 二つ折り型 二つ折り型 ストレート型 フリップ型 ストレート型 二つ折り型
iモード GUI GUI メニュー内 GUI メニュー内 GUI
特徴的な
操作キー
ソフトキー、
カーソルキー搭載
カーソルキー搭載
ソフトキー、
カーソルキー搭載
ソフトキー搭載
ソフトキー、
カーソルキー搭載
ソフトキー、
カーソルキー搭載
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2001（平成 13）年 11 月から 2002（平成 14）年 3 月にかけてムーバ 211i シリーズ 6 機種（表
1-13）が発売された。211i シリーズはストレート型が F211i（表 1-13 の③）と R211i（表 1-13 の
⑤）の 2 機種、二つ折り型が P211i（表 1-13 の①）、N211i（表 1-13 の②）、SO211i（表 1-13 の⑥）
の 3 機種、フリップ型が D211i の 1 機種であった。211i シリーズから「デジタル・ムーバ」から「ムー
バ」へ呼称が変更され「Hyper」の呼称は廃止された。211i シリーズの操作キーは 210i シリーズと
比較して、大きな変化は見られない。P211i のカーソルキーがスティック型から通常の操作キーに変
化しているが、P209iS や P503iS など二つ折り型携帯電話においてはスティック型の操作キーを搭
載していないため、P210i から P211i に特有の変化ではない。
2）3Gの導入
2001（平成 13）年 5 月 30 日、W-CDMA 方式に基づいた第 3 世代移動通信サービス「FOMA（フォー
マ）」の試験サービスが開始された。IMT-2000 の目指したもの［注 19］は、①グローバビリティ、
②マルチメディア通信サービス、③固定電話並みの高品質、④高い周波数利用効率、の 4 つである。
①グローバビリティとは、世界同一規格でどこでも使えることを意味する。②マルチメディア通信サー
ビスとは、静止時 2Mbps、移動時 384kbps のデータ通信により動画配信サービスやテレビ電話など
の大容量の通信サービスを実現することを意味する。③固定電話並みの高品質とは、2G の通話品質
が周波数活用（ハーフレート化）の影響を受け高いと言えない状況であり、通話品質を固定電話並み
に向上させることを意味する。④高い周波数利用効率とは、2G では実現できない周波数利用効率を
表 1-14　FOMA初号機（3G端末）と、同時期のデジタルムーバ 503iS（2G端末）の比較
① ② ③ ④
FOMA N2001
デジタル・ムーバ
N503iS Hyper
FOMA P2101V
デジタル・ムーバ
P503iS Hyper
3G 2G 3G 2G
スタンダードタイプ ビジュアルタイプ
高さ 103 93 104 97
幅 52 48 56 50
厚さ 20 24 35 27
105 105 150 98
55 460 55 440
NEC パナソニック
大きさ
（mm）
機種名
通信方式
重さ（g）
タイプ
メーカ
待受時間（h）
イメージ
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目指し利用者増に対応することを意味する。
2001（平成 13）年 10 月 1 日、FOMA の商用サービスが開始された。FOMA 初号機は N2001（NEC）
と P2101V（パナソニック）の 2 機種であった。N2001（表 1-14 の①）は FOMA の特徴のひとつ
であるテレビ電話機能には対応しておらずスタンダードタイプと呼称された。P2101V（表 1-14 の③）
はテレビ電話機能に対応したカメラが搭載されておりビジュアルタイプと呼称され、製品名末尾に V
が付加された。N2001 は同時期に発売された 2G 端末 N503iS（表 1-14 の②）と比較して、大きさ
は同等であった。P2101V は同時期に発売された 2G 端末 P503iS（表 1-14 の④）と比較して、高さ、
幅、厚さすべてが大きく、体積比は約 1.6 倍であった。テレビ電話機能搭載の初号機であり画面サイ
ズも P503iS より大きく、カメラも搭載していたため筐体サイズが大きくなったと推測する。また、
N2001、P2101V とも待受時間が約 55 時間で、N503iS（約 460 時間）、P503iS（約 440 時間）と
比較すると約 12％程度の待受時間となっていた。3G 方式の初号機でバッテリーマネジメントが未成
熟であったためと推測する。
2001（平成 13）年 11 月にスタンダードタイプの N2002（表 1-15 の②）、2002（平成 14）年
3 月にビジュアルタイプの D2101V（表 1-15 の⑤）、同年 6 月にスタンダードタイプの P2002（表
1-15 の③）、同年 9 月にビジュアルタイプの T2101V（表 1-15 の⑥）が発売された。
スタンダードタイプの N2002 は N2001（表 1-15 の①）と同一の筐体で液晶画面のカバーや背
面パーツに違いが見られた。機能的には動画配信サービスである「i モーション」に対応した携帯電
話となった。P2002 は、N2002 をベースとしてパナソニック向けにカスタマイズしたもので、基
本的な機能・性能・UI は N2002 と同一であった。N2001、N2002、P2002 の操作キーは同時期の 
N503iS とは異なり、N211i（表 1-13 の②）に近いキー配置であることが確認できる。具体的には、
決定キーが 4 方向キーの中央に配置されるカーソルキーとなっており、クリアキーがカーソルキー
の左下に配置されている。
ビジュアルタイプの D2101V はフリップ型、T2101V はストレート型、P2101V（表 1-15 の④）
は二つ折り型で本体形状の多様性がある。D2101V はカメラを 2 個搭載しており、カメラを切り替
えて撮影やテレビ電話を行う仕様であった。T2101V のカメラは、P2101V のカメラ同様に回転させ
てカメラの向きを変更可能であるため、ひとつのカメラで自分を撮影しながらテレビ電話をかけたり、
デジタルカメラのように被写体にカメラを向けて撮影をすることができた。ビジュアルタイプの携帯
電話において、カメラ搭載個数については、1 個かつ回転型（P2101V、T2101V）、と 2 個（D2101V）
で、カメラ搭載位置については、画面右下（P2101V）、画面左上（D2101V）、画面上部中央（T2101V）
となっており、テレビ電話機能搭載にあたり本体形状やカメラ仕様を模索していたことが推測でき
る。P2101V の操作キーは P503iS の操作キーを踏襲しておりテレビ電話関連の操作キーが追加され
ている。D2101V の操作キーはフリップ型の D503i を踏襲しており、10 キー上部の 4 つの操作キー
が 10 キー右側へ移動している。T2101V はベースとなる機種がないが、スティック型のカーソルキー
の外側にも 4 方向キーを配置しており、2 階層を同時に操作可能となっている。
2003（平成 15）年 1 月にスタンダードタイプの F2051（表 1-16 の①）と N2051（表 1-16 の②）
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タイプ
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 FOMA N2001 FOMA N2002 FOMA P2002 FOMA P2101V FOMA D2101V FOMA T2101V
発売年 2001 2001 2002 2001 2002 2002
形状 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 フリップ型 ストレート型
カーソルキー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー 上下/決定キー カーソル/決定キー
ソフトキー なし なし なし 2 2 2
特徴的な
操作キー
なし なし なし
テレビ電話キー、
カメラキー搭載
発信キー非搭載
カーソル/決定キーの
外周に4方向キー搭載
スタンダードタイプ ビジュアルタイプ（テレビ電話機能搭載）
イメージ
表 1-15　3G導入時期（2001 〜 2002 年）の FOMA（スタンダードタイプとビジュアルタイプ）
表 1-16　3G導入時期（2003 年）の FOMA（スタンダードタイプとビジュアルタイプ）
タイプ
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 FOMA N2051 FOMA F2051 FOMA N2701 FOMA P2102V FOMA N2102V FOMA F2102V
発売年 2003 2003 2003 2003 2003 2003
形状 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 回転2軸二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型
カーソルキー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー
ソフトキー 2 2 2 2 2 2
特徴的な
操作キー
ニューロポインター
搭載
タスクキー、
カメラキー搭載
ニューロポインター
搭載
レンズカバーキー、
T/Wキー搭載
ニューロポインター
搭載
タスクキー
テレビ電話キー搭載
スタンダードタイプ（カメラ機能搭載） ビジュアルタイプ（テレビ電話機能搭載）
イメージ
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が発売、型番に V は付加されておらずテレビ電話には対応しないが、どちらとも二つ折り型でカメ
ラを内蔵した携帯電話であった。F2051 のカタログ［注 20］には「ビジュアルコミュニケーションケー
タイ」、N2051 のカタログ［注 21］には「ツインカメラで始まる動画メール」の記述があり、動画メー
ルサービスの「i モーションメール」に対応した携帯電話となった。F2051 のカメラは T2101V 同様
に回転式、かつ、画面上部中央に配置されていた。N2051 のカメラは D2101V 同様に２個搭載され、
カタログには「相手や風景を撮るときも、自分を撮るときも、ケータイの向きを変えることなく大画
面を見ながら撮影できます」との記述があった。カメラ搭載となった F2051 や N2051 の本体サイ
ズは、カメラ非搭載の前モデル N2002 や P2002 と同等であった。
2003（平成 15）年 3 月にビジュアルタイプの P2102V（表 1-16 の④）、同年 6 月にスタンダー
ドタイプの N2701（表 1-16 の③）、同年 7 月にビジュアルタイプの N2102V（表 1-16 の⑤）と
F2102V（表 1-16 の⑥）が発売された。
ビジュアルタイプの P2102V、N2102V、F2102V は 3 機種とも二つ折り型となったが、P2102V
だけは「ムービースタイル」［注 22］と呼称する回転 2 軸二つ折り型となった。カメラに関しては 3
機種とも 2 個搭載となり、P2101V、T2101V、F2051 のような回転式カメラ 1 個搭載の携帯電話は
姿を消した。P2102V のカメラは、内側カメラが画面右上、外側カメラがヒンジ部配置となり、外側
カメラでの撮影時は当時のビデオカメラのようなスタイルとなるためムービースタイルと呼称したと
推測する。F2102V と N2102V のカメラは N2051 同様に内側カメラが画面上部、外側カメラが本体
背面に配置されていた。
スタンダードタイプの N2701 は、ムーバ（2G）と FOMA（3G）を切り替えて使用できる「デュアルネッ
トワークサービス」に対応した携帯電話であり、3G のエリアが狭い時期に 2G エリアを補完的に使
用した。N2701 のカメラは N2051 や N2102V 同様、内側カメラが画面上部、外側カメラが本体背
面に配置されていた。
FOMA の商品名に 4 桁の型番が使用されたのは、N2001、P2101V、N2002、P2002、D2101V、
T2101V、F2051、N2051、P2102V、N2701、F2102V、N2102V の 12 機種であった。2004（平
成 16）年 2 月には FOMA の新シリーズとして FOMA900i シリーズ 5 機種（表 1-17）が発売され、ムー
バ同様に 3 桁型番となった。900i シリーズの報道発表資料［注 23］では「ムーバを超えたケータイ
へ」「端末の質量、待受時間等においても、ムーバと同等」との記述が見られた。
図 1-12 に、2001（平成 13）年から 2004（平成 16）年にかけて発売された携帯電話の重量推移
を示し、図 1-13 に待受時間推移を示す。FOMA（3G）端末は 4 桁型番の 12 機種と 900i シリーズ 5
機種の計 17 機種、ムーバ（2G）端末は 503iS シリーズ 4 機種、504i シリーズ 4 機種、504iS シリー
ズ 3 機種、505i シリーズ 4 機種、505iS シリーズ 4 機種、506i シリーズ 3 機種、506iC シリーズ 2
機種の計 24 機種を取り上げた。ムーバの 20 シリーズは、ハイエンド機である FOMA との比較対象
として適切ではないため 50 シリーズを比較対象とした。
図 1-12 から、2001（平成 13）年から 2003（平成 15）年にかけた発売された 4 桁型番の FOMA（3G）
12 機種がムーバ（2G）と比較して重量が重いことが確認できた。また、2004（平成 16）年発売の
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900i シリーズ（3G）では、ムーバ（2G）と比較して重量が同等であることも確認できた。
図 1-13 から、4 桁型番の FOMA（3G）12 機種がムーバ（2G）と比較して待受時間が短いことが
確認できた。また 900i シリーズ（3G）では、ムーバ（2G）と比較して待受時間が同等レベルとな
ることも確認できた。
以上より、本論では FOMA の 4 桁型番 12 機種を 3G 導入期の携帯電話として扱う。3G 導入期の
12 機種は重量や待受時間が従来の 2G 端末と比較して劣位（重量は重く、待受時間は短い）にあり、
軽量化と待受時間増加を目指していた。また、テレビ電話機能に伴うカメラ搭載において、カメラ数
やカメラ配置の試行錯誤が確認できる。
3）2G端末におけるカメラ搭載
図 1-12　携帯電話重量の推移 図 1-13　待受時間の推移
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① ② ③ ④ ⑤
機種名 FOMA P900i FOMA N900i FOMA F900i FOMA D900i FOMA SH900i
発売年 2004 2004 2004 2004 2004
形状 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型
カーソルキー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー
ソフトキー 2 2 4 2 2
特徴的な
操作キー
カメラ/AFキー搭載
ニューロポインター
搭載
指紋センサー搭載
シャッターキー搭載
（サイド）
シャッターキー搭載
（サイド）
イメージ
表 1-17　「ムーバを超えたケータイへ」と訴求された FOMA900i シリーズ
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2002（平成 14）年 6 月、写真送受信サービス「i ショット」に対応したムーバ SH251i（表 1-18 の④）
が発売された。SH251i はドコモの 2G 方式では初のカメラ搭載携帯電話で、3G 方式の P2101V（表
1-18 の③）や D2101V に続くカメラ搭載携帯電話となった。
日本における初のカメラ搭載端末は PHS で、通信事業者の DDI ポケット（現ソフトバンク）から、
1999（平成 11）年 9 月に京セラ株式会社（以下、京セラ）製のビジュアルホン VP-210（表 1-18
の①）が発売された。カメラ搭載の携帯電話の初機種は、通信事業者の J フォン（現ソフトバンク）
から 2000（平成 12）年 10 月に発売された、シャープ製の J-SH04（表 1-18 の②）である。
VP-210 はストレート型の PHS で、カメラ搭載位置は前面で画面の右上であった。世界で初めてテ
レビ電話機能を内蔵し、ビジュアルホンと呼称された。テレビ電話機能において通話中に画面を見な
がら自分を撮影する必要があり、カメラが前面に配置されたと推測する。VP-210 のテレビ電話機能
は機種固有のものであり、VP-210 同士の通話においてテレビ電話機能が有効であった。
J-SH04 はストレート型の携帯電話で、カメラ搭載位置は背面であった。テレビ電話機能は有して
おらず、静止画撮影のみ可能（動画撮影機能は非搭載）、撮影した写真をメールに添付して送受信可
能なサービスに対応した携帯電話であった。2001（平成 13）年、J フォンは写真送受信サービスに「写
メール［注 24］」という名称でキャンペーンを展開した。写メールサービスはユーザに受容［注 25］
され、ドコモも 2002（平成 14）年に同様のサービス「i ショット」を開始した。
i ショットサービスに対応した携帯電話としてカメラ搭載のムーバ 251i シリーズ（表 1-19）が登
場し、2002（平成 14）年 6 月から 10 月にかけて、SH251i（表 1-19 の①）、D251i（表 1-19 の②）、
F251i（表 1-19 の③）、N251i（表 1-19 の④）の 4 機種が発売された。251i シリーズは全て二つ折
表 1-18　カメラ付き携帯電話の初機種（PHS 含む）
① ② ③ ④
機種名
VP210
（PHS、DDIポケット）
J-SH04
（Jフォン）
FOMA P2101V ムーバSH251i
発売年 1999 2000 2001 2002
形状 ストレート型 ストレート型 二つ折り型 二つ折り型
テレビ電話
の操作キー
VPキー テレビ電話キー
カメラ機能
の操作キー
録画キー
なし
Fメニューから選択
カメラキー カメラキー
イメージ
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り型の携帯電話でサブディスプレイを搭載し、カメラは背面に配置された。2G 方式の携帯電話であ
るためテレビ電話機能は有しておらず、カメラ機能は静止画撮影のみ可能（動画撮影機能は非搭載）
であった。N251i 以外の 3 機種はカラーのサブディスプレイを搭載し、自分をカメラで撮影する際（自
撮り時）にファインダーとして使用可能であることを訴求［注 26］していた。
251i シリーズの操作キーの特徴はカメラキーとシャッターキーである。カメラキーは SH251i、
D251i、F251i の 3 機種に搭載され、N251i はメニューからカメラ機能にアクセスする仕様である。
4 機種すべてにシャッターキーがサイドに搭載され、自撮り時に携帯電話を閉じていても撮影可能と
なっている。
2003（平成 15）年 5 月から 8 月にかけて発売されたムーバ 505i シリーズ 6 機種（表 1-20）は、「デ
ジカメ並みの美しい画像が撮れる」と訴求［注 27］された携帯電話であった。P505i（表 1-20 の①）、
N505i（表 1-20 の②）、F505i（表 1-20 の③）、D505i（表 1-20 の④）、SH505i（表 1-20 の⑥）の
5 機種は二つ折り型で、SO505i（表 1-20 の⑤）はディスプレイ部が 180 度回転する形状となった。
本論では、SO505i のようにディスプレイが回転する携帯電話を「回転型」として扱う。
SO505i は、10 キー面の裏面にカメラが配置され、ディスプレイ面が 180 度回転する構造となっ
ている。ディスプレイを回転して閉じても、二つ折り型のようにディスプレイが隠れないため、サブ
ディスプレイが不要である。ディスプレイを閉じたときは、ディスプレイ面の背面にカメラがくるた
めコンパクトデジタルカメラのような格好となる。ディスプレイを閉じた状態で本体を横使いにして
「撮るスタイル」、閉じたままディスプレイ面を縦使いにすると「見るスタイル」、ディスプレイを開
表 1-19　i ショットサービス対応の初機種ムーバ 251i シリーズ
① ② ③ ④
機種名 ムーバSH251i ムーバD251i ムーバF251i ムーバN251i
発売年 2002 2002 2002 2002
形状 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型
カーソルキー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー
ソフトキー なし 2 2 なし
カメラ機能 カメラキー
カメラキー、カード
メニューキー
カメラキー メニュー内
シャッター サイド サイド サイド サイド
イメージ
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いて 10 キー面を露出させると「伝える・つながるスタイル」として、「デジカメからケータイへ、シチュ
エーションに合わせてスタイルを楽しむ」「180°STYLE」の訴求［注 28］がされている。この回転
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 ムーバP505i ムーバN505i ムーバF505i ムーバD505i ムーバSO505i ムーバSH505i
発売年 2003 2003 2003 2003 2003 2003
形状 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 回転型 二つ折り型
カーソルキー カーソル/決定キー カーソルキー カーソル/決定キー カーソル/決定キー ジョグキー カーソル/決定キー
ソフトキー 2 2 2 2 2 2
カメラ機能
GUI、カメラキー
（サイド）
メニュー内 右キー 上キー
シャッターキー
長押し（サイド）
カメラキー
シャッター サイド サイド サイド サイド サイド 背面
イメージ
表 1-20　「デジカメケータイ」と訴求されたムーバ 505i シリーズ
① ② ③ ④ ⑤
機種名 ムーバP505iS ムーバN505iS ムーバD505iS ムーバSO505iS ムーバSH505iS
発売年 2003 2003 2003 2003 2003
形状 回転2軸二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 回転型 二つ折り型
カーソルキー カーソル/決定キー カーソルキー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー
ソフトキー 2 2 2 2 2
カメラ機能
GUI、カメラキー
（サイド）
メニュー内 上キー レンズカバー連動 カメラキー
シャッター サイド サイド サイド サイド サイド
イメージ
表 1-21　「全機種メガピクセル」と訴求されたムーバ 505iS シリーズ
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型は次期種の SO505iS、次々機種の SO506iC まで継承されるが、ソニーの携帯電話では 3 機種のみ
の採用となる。
同年 10 月から 12 月にかけて発売されたムーバ 505iS シリーズ 5 機種（表 1-21）も 505i シリー
ズに続き「全機種メガピクセルカメラ搭載 - 最大 200 万画素を実現 -」としてカメラ機能が訴求［注
29］された携帯電話であった。N505iS（表 1-21 の②）、D505iS（表 1-21 の③）、SH505iS（表
1-21 の⑤）の 3 機種は二つ折り型、SO505iS（表 1-21 の④）は SO505i 同様の回転型、P505iS（表
1-21 の①）は P2102V と似た構成の回転 2 軸二つ折り型となった。
P505iS のディスプレイ面は回転軸が 2 軸で、それぞれ回転角 180 度の自由度を持ち、カタログ
［注 30］には「5 つのスタイルを使いわける」「FLEX スタイル」と訴求されている。ディスプレイ面
を露出させて閉じると、ディスプレイ面の背面にカメラがくるためコンパクトデジタルカメラのよう
な格好となる。ディスプレイ面を露出させて閉じた状態で本体を横使いにして「デジカメスタイル」、
カメラを自分に向けた際にディスプレイ面が見えるようにすると「自分撮りスタイル」、ディスプレ
イ面を露出させて閉じた状態でディスプレイを見ると「ビューアスタイル」、開いて 10 キー面とディ
スプレイ面を自分に向けるとストレート型のような「通話スタイル」、ディスプレイ面を露出させず
に閉じると画面を保護できる「持ち歩きスタイル」という訴求がなされていた。「持ち歩きスタイル」
ではディスプレイが隠れてしまうため、サブディスプレイも搭載された。
この回転 2 軸二つ折り型の形状はこれ以降、パナソニック以外の携帯電話にも見られるようになる。
SO505i や SO505iS のような回転型は、二つ折り型のように 10 キー面とディスプレイ面の角度を調
整できず、閉じた際に画面が露出し保護できないといった問題があるが、P505iS のような回転 2 軸
二つ折り型は、二つ折り型同等の使い勝手が可能であるため採用例が拡大していったと推測する。
4）非接触 IC の搭載により「おサイフケータイ」へ
2004（平成 16）年 6 月、当時 IC カードのみで展開されていた交通機関決済や電子マネー、個人
認証などのサービスを、非接触 IC（FeliCa）を携帯電話に搭載することにより携帯電話においても実
現できる「i モード FeliCa」サービスが開始された。i モード FeliCa サービスに対応した携帯電話は「お
サイフケータイ」と呼称され、同年 7 月に 4 機種（表 1-22）が発売された。4 機種の内訳は、ムーバ（2G）
が P506iC（表 1-22 の①）、SO506iC（表 1-22 の②）、SH506iC（表 1-22 の③）の 3 機種、FOMA（3G）
が F900iC（表 1-22 の④）の 1 機種で、いずれの機種も機種名の末尾に「C」が付けられた。
おサイフケータイを使用する際には FeliCa を読み取り機にかざす必要があるため、FeliCa 搭載位
置を示すマークが携帯電話に記された。初のおサイフケータイ対応の 4 機種は、回転 2 軸二つ折り
型 2 機種（P506iC、SH506iC）、回転型 1 機種（SO506iC）、二つ折り型 1 機種（F900i）で、FeliCa
搭載位置は、底面 3 機種（P506iC、SO506iC、F900iC）、画面背面 1 機種（SH506iC）であった。
画面の背面に FeliCa が配置された SH506iC は回転 2 軸型であるため、画面を表にして閉じた場合
FeliCa 搭載位置を示すマークが見えなくなる。携帯電話を開いて画面をユーザ側に向けた場合、つ
まり携帯電話を開いて画面を見ながら操作する場合は、画面背面の FeliCa を読み取り機にかざしや
すくなる。底面配置の 3 機種においては、開いて使用中には手で把持しているため FeliCa 搭載位置
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を手で覆うこととなり、読み取り機にかざすためには持ち変える必要がある。新しいサービスが提
供された場合、ユーザがサービスを受容するか、どのような使い方をするのかは未知数であるため、
FeliCa 搭載位置といったディテールにおいても、提供者の試行錯誤がなされていたと推測する。
5）2Gから 3Gへの移行期における 2G端末のバリエーション展開
2001（平成 13）年に発売開始された FOMA（3G）は、2004（平成 16）年発売の 900i シリーズ
においてムーバ（2G）と同等のサイズ・待受時間となり、同年末には後継機である 901i シリーズが
発売された。2005（平成 17）年 2 月には FOMA700i シリーズが発売され、FOMA（3G）は 90 シ
リーズと 70 シリーズのラインナップ展開となった。2006（平成 18）年には最後のムーバ（2G）端
末となる P506iC Ⅱが発売されたが、この機種は 2004（平成 16）年発売の P506iC のカラーチェン
ジモデルであり、新機種としてのムーバは 2005（平成 17）年発売のラジオ付き携帯電話「RADIDEN
（SO213iWR）」が最後となった。
2001（平成 13）年から 2006（平成 18）年にかけて、ムーバ（2G）から FOMA（3G）への
移行が起きた。この期間、ムーバの 20 シリーズは 210i、211i、212 シリーズが、50 シリーズ
は 503iS、504i、504iS、505i、505iS、506i シリーズが、i ショット対応の 25 シリーズは 251i、
251iS、252i、252iS、253i シリーズが発売されたが、これらの機種以外にも RADIDEN のように機
種個別の商品名を付けて既存のシリーズとは違う訴求をする機種（表 1-23、表 1-24）が発売された。
2001（平成 13）年 2 月、初の防水仕様のデジタル・ムーバ GEOFREE（表 1-23 の①）が日本無
① ② ③ ④
機種名 ムーバP506iC ムーバSO506iC ムーバSH506iC FOMA F900iC
発売年 2004 2004 2004 2004
形状 回転2軸二つ折り型 回転型 回転2軸二つ折り型 二つ折り型
カーソルキー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー カーソル/決定キー
ソフトキー 2 2 2 4
FeliCa
搭載位置
底面 底面 ディスプレイ背面 底面
FeliCaに関連
する操作キー
なし なし なし ICカードロック（右キー長押し）
イメージ
表 1-22　「おサイフケータイ」の初機種ムーバ 506iC シリーズ、FOMAF900iC
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線から発売された。GEOFREE はストレート型で白黒画面であったが、翌年 8 月に発売された 2 号機
の GEOFREE Ⅱ（表 1-23 の②）ではカラー画面となった。GEOFREE Ⅱは浮力によって水に浮く構造
となっており、メーカである日本無線は「世界初、水に浮く i モード」というキャッチコピーでアウ
トドアでの使用を訴求［注 31］していた。GEOFREE は 2 機種だけであり、GEOFREE Ⅱ以降は日本
無線から携帯電話は発売されていない。
2004（平成 16）年６月、世界最小の i モード対応の携帯電話 premini（表 1-23 の③）がソニーか
ら発売された。premini は高さ 90mm のストレート型で、操作キーを押下しやすくする工夫として
階段状の操作キ （ースロープキー）を訴求していた。同年 11 月にセカンドモデルとして premini-S（表
1-23 の④）が発売、2005（平成 17）年 2 月には 2 号機の premini Ⅱ（表 1-23 の⑤）が発売、同
年 5 月には 2 号機のセカンドモデルとして premini Ⅱ -S（表 1-23 の⑥）が発売された。premini は
4 機種（表 1-23 の②〜⑥）だけであり後継機の発売はない。
2004（平成 16）年 12 月、カメラ非搭載の prosolid（表 1-24 の①）がパナソニックから発売さ
れた。prosolid は二つ折り型の携帯電話でカタログ［注 32］には「最薄部 14.8mm のボディに、携
帯電話の使いやすさを凝縮」という訴求が見られた。prosolid は FOMA でも発売され、2005（平成
17）年 12 月には FOMA prosolid Ⅱ（P851i）が、2008（平成 20）年 3 月には FOMA prosolid μ
（P705iCL）が発売された。
2004（平成 16）年 12 月、音楽再生機能と FM ラジオ機能を搭載したムーバ MusicPORTER（表
1-24 の②）が三菱電機から発売された。MusicPORTER は二つ折り型だが、スクエアな形状をして
おり、報道発表資料［注 33］には「ポータブルプレーヤーをイメージした斬新なスクエアデザイン
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 GEOFREE GEOFREEⅡ premini premini-S preminiⅡ preminiⅡ-S
品番 R691i R692i SO213i SO213iS SO506i SO506iS
発売年 2001 2002 2004 2004 2005 2005
形状 ストレート型 ストレート型 ストレート型 ストレート型 ストレート型 ストレート型
機種特徴 防水
防水・
フローティング構造
超小型 超小型 超小型 超小型
操作キー特徴 マジックQキー なし スロープキー スロープキー なし なし
イメージ
表 1-23　機種個別名称が使用されたムーバの例（1）
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を採用」という訴求が見られた。MusicPORTER は FOMA でも発売され、2005（平成 17）年 12 月
には MusicPORTER Ⅱ（D701iWM）が、2006（平成 18）年 4 月には MusicPORTERX（D851iWM）
が発売された。
2005（平成 17）年 2 月、本体外部にソフトマテリアル（合成皮革）を採用したムーバ Lechiffon（表
1-24 の③）がパナソニックから発売された。Lechiffon は二つ折り型で、ヒンジではなくバネ構造の
ジョイントを採用していた。カタログ［注 34］には「人とは違うモノ、おしゃれなモノが大好きな
すべての女性に」という記述が見られ、女性ユーザに特化した携帯電話であった。Lechiffon はこの
1 機種限りで、後継機は発売されていない。
2005（平成 17）年 10 月、AM・FM・TV の 3 バンドに対応したラジオチューナーを搭載した
ムーバ RADIDEN（表 1-24 の④）がソニーから発売された。RADIDEN は片面が携帯電話、片面がラ
ジオの「デュアルフロントデザイン」を採用し、ラジオ面には 7 個のダイレクト選局ボタンやラジ
オ専用の画面を搭載しており、操作キー総数が 41 個で本論の調査対象機種で最多の機種であった。
RADIDEN はこの 1 機種限りで、後継機は発売されていない。
2G から 3G への移行期は、2G にとっての成熟期と捉えることもできる。一般にプロダクトライフ
サイクルの成熟期においては多様化が起こるとされているが、ドコモのムーバ（2G）においてもター
ゲットを絞った携帯電話のバリエーションが増え、商品名も独自の名称として従来の 20 シリーズや
50 シリーズと異なる訴求がされており商品の多様化が確認できた。
6）プッシュトークサービスの導入と非受容
2005（平成 17）年 10 月、FOMA902i シリーズが発売された。902i シリーズは同時に最大 5 人
までグループ通話が可能な「プッシュトークサービス」と、ニュースや天気予報を自動的に待ち受け
画面に表示する「i チャネルサービス」に対応し、プッシュトークキーと i チャネルキーが搭載（図
表 1-24　機種個別名称が使用されたムーバの例（2）
① ② ③ ④
機種名 prosolid Music PORTER Lechiffon RADIDEN
品番 P213i D253iWM P253iS SO213iWR
発売年 2004 2004 2005 2005
形状 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 ストレート型
機種特徴 カメラレス 音楽プレーヤー ソフトマテリアル外装 ラジオ
操作キー特徴 なし なし なし 背面にラジオ操作キー
イメージ
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1-14）された。
プッシュトークキーは 902i シリーズ全機種に搭載され、以降 2009（平成 20）年 9 月発売の
Prime シリーズまではプッシュトークキーの搭載が続くが、2009（平成 22）年 11 月発売以降の
Prime シリーズからはプッシュトークキーが非搭載となる。ドコモは 2009（平成 21）年 5 月にプッ
シュトークサービスの終了を発表［注 35］し、2010（平成 22）年 9 月にサービスを終了した。プッ
シュトークサービスは、三者通話などの電話におけるグループ通話機能との差異がわかりづらく、ユー
ザに受容されなかったと推測する。
i チャネルキーは 902i シリーズ全機種に搭載（N902i、SH902i、SO902i は専用キー、D902i、
F902i、P902i はクリアキーと兼用）され、以降 2016（平成 28）年発売の最新機種まで搭載が続く。
i チャネルサービスの契約者数は 2008（平成 20）年 12 月末で 1,623 万契約［注 36］であり、ニュー
スや天気予報が自動で表示されるサービスとして、ユーザに受容されたと推測する。
携帯電話の UI は通信事業者のサービス戦略、メーカの端末戦略によって形作られ、ユーザの受容
／非受容によって変化してゆく。プッシュトークサービスと i チャネルサービスにおける操作キーの
変化はこのことを示すひとつの例と言える。
7）テレビ機能搭載による変化
2006（平成 18）年 4 月、地上デジタルテレビ放送 1 セグメント部分受信サービス（以下、ワンセグ）
の放送が開始された。同年 3 月、初のワンセグ対応機種 FOMA P901iTV（図 1-15）が発売された。
ワンセグ視聴機能用の操作キーとしてTVキーが搭載されるが、搭載位置は10キー面ではなく側面で、
単に押下するだけではワンセグ機能を起動できず長押しする必要がある。GUI 操作としては、メニュー
表示時のソフトキーに「デジタル TV」「アナログ TV」が割り当てられている。
P901iTV は P505iS や P506iC 同様の回転 2 軸二つ折り型で、画面を 90 度回転させてテレビ機能
を起動可能な「スイッチスタイル」を訴求していた。このように、携帯電話本体を開いたり捻ったり
する操作（以下、変形操作）で機能を起動できるようにすることで、操作キーを押下することなく機
能にアクセス可能である。ストレート型の携帯電話には可動部がないため変形操作はできないが、二
図 1-14　プッシュトークサービスと i チャネルサービスに対応した操作キー（FOMAP902i の例）
プッシュトークキー
iチャネルキー 
（クリアキーに割当）
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つ折り型、フリップ型、スライド型、回転型などは変形操作を実装することが可能である。P505iS
ではデジタルカメラとしての訴求であった回転 2 軸二つ折り型 UI を、P901iTV では変形操作による
ワンセグ視聴に活用したことが確認できる。ただし、変形操作はデフォルトでは無効とされており、
ユーザーが変形操作を使用するためには設定を変更する必要があった。回転二軸二つ折り型の携帯電
話を操作中に意図せずワンセグ機能が起動することを懸念した仕様であると推測する。
2007（平成 20）年 2 月、FOMA903i シリーズのワンセグ対応機種 903iTV シリーズ 3 機種（表
1-25）が発売された。3 機種とも画面はワイド QVGA となり、横画面でワンセグ視聴する際に映像
がフル画面で表示可能となった。P901iTV はワイド画面でないため、横画面でワンセグ視聴する際
に映像上下に黒帯があった。903iTV シリーズの画面比率はワンセグに最適化された UI と言える。
P903iTV（表 1-25 の①）は P901iTV 同様の回転二軸二つ折り型で、カタログ［注 37］では「ワ
ンセグビューティ、誕生」としてワンセグ画像の高画質を訴求している。操作キーは P901iTV と比
較して、大きな変化はないが、変形操作によるワンセグ視聴機能はデフォルトで有効となり、テレビ
電話キー押下でワンセグ機能が起動できるようになるなど、動作が変更になっている。P901iTV で
はデフォルトで無効であった変形操作が P903iTV では有効となっていることから、変形操作がユー
ザーに受容されたと推測できる。
D903iTV（表 1-25 の②）はスライド型で、ワンセグ視聴時はスライドを閉じ横画面で使用するこ
とを推奨している。ワンセグ搭載による操作キーの変化としては、TV キーの側面搭載が確認できる。
付属のワンセグアンテナを接続することによりワンセグ機能を起動可能、充電中でも横画面が見やす
いような卓上ホルダーとなっているなど、ワンセグ視聴に関する特徴がある。
SH903iTV（表 1-25 の③）は「AQUOS ケータイ」と呼称され、シャープの液晶テレビのブランド
「AQUOS」を使用したネーミングとなり、ワンセグ機能を訴求の中心としている。SH903iTV は「サ
イクロイドスタイル」と呼称される回転 2 軸二つ折り型で、二つ折りを開いた後に画面を横に回転
図 1-15　ワンセグ対応の初機種 FOMAP901iTV のカタログ
（携帯電話カタログ、パナソニック、2006.2）
50
することができる。サイクロイドスタイルは 2006（平成 18）年 5 月に Vodafone（現、ソフトバンク）
から発売された 905SH［注 38］が初で、横画面でワンセグを視聴する際にノート PC のように机に
置いて自立させることが可能である。P903iTV も D903iTV も手に持って横画面で視聴することはで
きるが、机に置いて自立させる UI の工夫はない。操作キーの特徴としては、TV キーが 10 キー下部
中央に配置されており、TV キーを押下することでワンセグ機能を起動可能となっている。P903iTV
も D903iTV も TV キーを搭載しているが、搭載位置は 10 キー面ではなく側面であり、単に押下す
るだけではワンセグ機能を起動できず長押しする必要があるなど、SH903iTV の TV キーとは操作性
という観点から大きく異なっている。SH903iTV は筐体形状や操作キーを含めてワンセグ視聴に特化
した携帯電話であることが確認できる。
2007（平成 19）年 6 月、SO903iTV［注 39］が発売された。SO903iTV は「BRAVIA ケータイ」
と呼称され、ソニーの液晶テレビのブランド「BRAVIA」を使用したネーミングとなる。SH903iTV
が「AQUOS ケータイ」として訴求されたように、テレビのブランドを活用した訴求がなされている。
SO903iTV は回転 2 軸二つ折り型で、横置きで自立するように設計されている。ワンセグ関連の操作
キーとしては、P903iTV 同様に側面に TV キー、チャンネルキー、音量キーが配置されているが、横
置き自立時に操作キー配置面が天面となり視聴中の操作がしやすい工夫が確認できる。
2007（平成 19）年 6 月、F904i（図 1-16）が発売された。903i シリーズまではワンセグ対応機
種には機種名の末尾に「TV」の表記があるが、904i シリーズから「TV」表記がなくなる。このこと
から、ワンセグ機能が特別なものではなく一般化したと推測できる。F904i は回転 2 軸二つ折り型で、
表 1-25　ワンセグに対応した 903iTV シリーズ
① ② ③
品番 P903iTV D903iTV SH903iTV
発売年 2007 2007 2007
形状 回転二軸二つ折り型 スライド型 回転二軸二つ折り型
ワンセグ機能
起動方法
・テレビ電話キーを押下する
・ディスプレイを開き、右または左に回転さ
せて横画面にする
・TVキーを長押し（1秒以上）する
・メニューから選択する（GUI）
・ワンセグアンテナを接続する
・TVキーを長押し（1秒以上）する
・メニューから選択する（GUI）
・TVキーを押下する
・ディスプレイを開き、右に回転させ
て横画面にする
・メニューから選択する（GUI）
操作キー特徴
TVキー、チャンネルキー、音量キー
を側面に配置
TVキーを側面に配置 TVキーを10キー下部中央に配置
イメージ
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携帯電話を開いた状態で画面を右または左に 90 度回転（「ヨコモーション」と呼称）させることが
可能である。ヨコモーションに機能を割り当てることが可能で、デフォルトでは左回転に静止画撮影
機能、右回転にワンセグ視聴機能が割り当てられている。SH903iTV のサイクロイドスタイルは回転
方向が１方向だけであったが、F904i のヨコモーションは画面を左右に回転させる変形操作によって、
操作キーを押下しなくとも二つの機能を起動することが可能となる。F904i の操作キー特徴としては、
SH903iTV 同様に TV キーの 10 キー面配置が挙げられる。TV キーという明示的な操作キーがある方
が操作方法がわかりやすく、また、横画面でノート PC のように机に置いた状態でワンセグ機能を起
動するには側面配置ではなく 10 キー面配置の方が操作が容易であるためと推測する。
2007（平成 19）年 11 月、P905i（図 1-17）が発売された。P905i は「ビエラケータイ」と呼称
され、パナソニックのテレビのブランド「ビエラ」を使用したネーミングとなる。P905i は縦にも横
図 1-16　変形操作「ヨコモーション」を訴求した FOMAF904i のカタログ
（携帯電話カタログ、富士通、2007.5）
図 1-17　「Wオープン」を訴求した FOMAP905i のカタログ
（携帯電話カタログ、パナソニック、2007.11）
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にも開く二つ折り型で「W オープンスタイル」と訴求される。W オープン型の携帯電話は 2006（平
成 18）年 12 月に au から発売されたソニー製の W44S［注 40］が初で、「デュアルオープン」と呼
称されている。ドコモの W オープン型携帯電話はすべてパナソニック製で 523 機種中 9 機種が確認
できた。P905i を横に開くとワンセグ機能が起動する仕様となっており、P901iTV、P903iTV に続
き変形操作が可能となっている。操作キーの特徴としては、P901iTV、P903iTV と比較して、TV キー
がカメラキーに統合され 10 キー面配置となった。SH903iTV や F904i 同様、横画面で机上に置いて
使用する際に TV キーの操作が容易となるよう 10 キー面に配置されたと推測する。
当初ワンセグは一部の機種にのみ搭載された機能であったが、2008（平成 20）年発売の 906i シ
リーズでは 8 機種中 7 機種に、706i シリーズでは 12 機種中 10 機種に搭載され一般的な機能となる。
テレビ視聴のためには画面を横使いする必要があるが、携帯電話を片手で持って操作する際には通常
の二つ折り型携帯電話では画面が縦使いとなってしまう。また、テレビ視聴はテレビ番組というコン
テンツの性質上 30 分から 1 時間程度視聴し続けるケースがあり、手に持ち続けて視聴することは困
難である。画面を横使いし、手に持たずに視聴できる UI としてサイクロイドスタイル、ヨコモーショ
ン、W オープンスタイルなどが考案され、変形操作によってワンセグ機能が起動できる工夫がなさ
れたと推測する。
8）プラットフォーム統一による変化
2001（平成 13）年 8 月 21 日、NEC とパナソニックは携帯電話端末の開発協業を発表［注 41］した。
合意内容として「第 3 世代携帯電話端末のアーキテクチャーの共同規定化及びアプリケーション・
ソフトウェア等の共同開発」が挙げられており、2002（平成 14）年 6 月発売の P2002（表 1-15 の
③）は、前期種の P2101V（表 1-15 の④）と操作キー種別や配置が異なり、N2002（表 1-15 の②）
と同じ操作キー種別・配置となったことが確認できる。
2004（平成 16）年 3 月 24 日、富士通と三菱電機は携帯電話端末の開発協業を発表［注 42］した。
発表内容として「FOMA 端末の開発において、SymbianOS をベースとして、共同開発を視野に入れ
た開発協業の検討を開始」と記述されている。
2004（平成 16）年 11 月 18 日、NTT ドコモは FOMA 端末用ソフトウェアプラットフォームを開
発したと発表［注 43］した。LinuxOS 向けと SymbianOS 向けの 2 種類があり、前者は NEC とパナソニッ
クとの共同開発、後者は富士通との共同開発によるもので、「FOMA901i シリーズの一部の端末から
採用」と記述されている。NEC のプレスリリース［注 44］によると、プラットフォーム採用端末と
して N901iC、N901iL、P901i が挙げられている。富士通と三菱電機はプレスリリースを出してい
ないが、Symbian.com によると F901iC と D901i が採用端末であった。
表 1-26 にプラットフォーム共通化前後の三菱電機と富士通の携帯電話の操作キーを示す。2005（平
成 17）年 2 月発売の D901i（表 1-26 の③）は、前期種の D900i（表 1-26 の①）と異なりソフトキー
の個数が 2 個から 4 個に増加、ソフトキー割当は F900i（表 1-26 の②）や F901iC（表 1-26 の④）
と同様になり、マナーモードとドライブモードの割当も変化したことが確認できる。
辻らの『FOMA 端末ソフトウェアプラットフォーム "MOAP" の開発』［注 45］によると、FOMA
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端末用ソフトウェアプラットフォームを MOAP（Mobilephone Oriented Application Platform）と呼
称し、LinuxOS 向けを MOAP（L）、SymbianOS 向けを MOAP（S）としたと記述されている。OS と
ミドルウェア部分を NTT ドコモが提供するため、メーカやソフトウェアベンダはアプリケーション
開発に注力可能で開発効率が向上するとしている。
2004（平成 16）年 11 月 29 日、シャープとソニーは FOMA サービス携帯電話向け開発協業につ
いて合意したと発表［注 46］した。NTT ドコモのソフトウェアプラットフォーム MOAP を使用し、
SymbianOS を採用するとしている。Symbian.com によると、SH902i と SO902i がシャープとソニー
にとって初めての MOAP（S）採用端末である。また、D902i と F902i も MOAP（S）採用端末である。
表 1-27 に、MOAP（S）を採用した 902i シリーズ 4 機種の操作キーを示す。4 機種の内訳は D902i（表
1-27 の①）、F902i（表 1-27 の②）、SH902i（表 1-27 の③）、SO902ii（表 1-27 の④）で、三菱電
機と富士通、シャープとソニーがそれぞれ 協業関係にあった。D902i と F902i は操作キーの機能割
当が共通しており、機種個別の指紋認証キーやマルチキーなどに違いがある。SH902i と SO902i は
ソフトキー、マナーモードなどの機能割当も異なっている。同じプラットフォームを採用し、協業関
係にあっても、操作キーが共通化されるかどうかはメーカ方針によって異なることが確認できる。
2006（平成 18）年 2 月 13 日、NTT ドコモと株式会社ルネサステクノロジ（以下、ルネサス）、富士通、
三菱電機、シャープの 5 社は、3G 携帯電話プラットフォームの共同開発を発表［注 47］した。「ベー
① ② ③ ④
機種名 D900i F900i D901i F901iC
発売年 2004 2004 2005 2004
形状 二つ折り型 二つ折り型 スライド型 二つ折り型
ソフトキー 2 4 4 4
左上割当 メニュー メニュー メニュー メニュー
右上割当 ジャンプ 電話帳 電話帳 電話帳
左下割当 テレビ電話 テレビ電話 テレビ電話
右下割当 メール メール メール
マナー
モード
＊キー ＃キー ＃キー ＃キー
ドライブ
モード
＃キー ＊キー ＊キー ＊キー
イメージ
表 1-26　プラットフォーム共通化に伴う操作キー統一化の例
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スバンド LSI とアプリケーションプロセッサのワンチップ LSI と OS などの基本ソフトウェア群を一
体化し、プラットフォーム化」という記述があり、ハードウェアも含めたプラットフォーム化を推進
しており、2007（平成 19）年 11 月以降に発売される 905i シリーズへ採用されたと推測する。
表 1-28 に、MOAP（L）を採用した P905i（表 1-28 の①）、N905i（表 1-28 の②）と MOAP（S）
を採用した F905i（表 1-28 の③）、D905i（表 1-28 の④）、SH905i（表 1-28 の⑤）、SO905i（表
1-28 の⑥）の操作キーを示す。P905i と N905i の操作キーはほぼ共通化されているが、ソフトキー
4（右下）の機能割当がカメラ／ TV と i チャネルで異なっており、発信キー、＊キー、＃キーの文
字入力機能割当も異なっている。F905i と D905i の操作キーもほぼ共通化されているが、ソフトキー
3（左下）の機能割当が TV 電話とスピードメニューで異なっている。SH905i と SO905i はソフトキー
割当が異なっており、発信キー、＊キー、＃キーの文字入力機能割当も異なっている。
2007（平成 19）年 2 月 8 日、NTT ドコモとルネサス、富士通、三菱電機、シャープ、ソニーの
6 社は、3G 携帯電話プラットフォームの共同開発を発表［注 48］した。2008（平成 20）年 6 月以
降に発売される 906i シリーズへ採用されたと推測する。ただし三菱電機は、2008（平成 20）年 1
月発売の D705i と D705i μ以降の携帯電話発売はなく、ソニーも同年 7 月発売の SO706i 以降の携
帯電話発売はない。
2008（平成 20）年 4 月 21 日、NTT ドコモは FOMA 端末用オペレータパックの開発を発表［注
① ② ③ ④
機種名 D902i F902i SH902i SO902i
発売年 2004 2004 2005 2004
形状 スライド型 二つ折り型 二つ折り型 ストレート型
ソフトキー 4 4 4 4
左上割当 メニュー メニュー iモード メール
右上割当 ジャンプ 電話帳 カメラ iモード
左下割当 テレビ電話 テレビ電話 メール メニュー
右下割当 メール メール 電話帳 iチャネル
マナー
モード
＃キー ＃キー ＃キー サイドキー
ドライブ
モード
＊キー ＊キー ＊キー ＃キー
イメージ
表 1-27　MOAP（S）を採用した 902i シリーズ 4機種の操作キー
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① ② ③
機種名 P905i N905i F905i
発売年 2007 2007 2007
形状 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型
左上割当 メール メール メニュー
右上割当 iモード iモード 電話帳
左下割当 メニュー メニュー テレビ電話
右下割当 カメラ／TV iチャネル メール
④ ⑤ ⑥
機種名 D905i SH905i SO905i
発売年 2007 2007 2007
形状 スライド型 二つ折り型 二つ折り型
左上割当 メニュー iモード メール
右上割当 電話帳 カメラ iモード
左下割当 スピードメニュー メール メニュー
右下割当 メール 電話帳 iチャネル／カメラ
イメージ
イメージ
表 1-28　MOAP（L）を採用した P905i、N905i と MOAP（S）を採用した F905i、D905i、SH905i、SO905i の操作キー
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図 1-18　4 つのシリーズ化が訴求されたカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、2008.11）
49］した。オペレータパックとは、i モードや i アプリなどの NTT ドコモ独自サービスに対応した
LinuxOS 向けアプリケーションソフトウェアのセットで、NTT ドコモ独自サービスに対応したアプ
リケーションをメーカ独自で開発する必要がなく、ソフトウェア開発規模を抑えることが可能とし、
FOMA を開発していない海外メーカの参入も容易になるとしている。オペレータパックは 2009（平
成 21）年後半以降の端末搭載を目指すとしており、SymbianOS 向けの開発も進めるとしている。
6.　衰退期における携帯電話
2008（平成 20）年 11 月、90 シリーズと 70 シリーズの 2 つのラインナップが、「ライフスタイ
ルで選べる」という訴求で、STYLE シリーズ、PRIME シリーズ、SMART シリーズ、PRO シリーズ
の 4 つのラインナップ（図 1-18）に変わる。
STYLE シリーズは「” 自分らしい ” がきっと見つかる。選べるファッショナブルケータイ」、PRIME
シリーズは「フルに楽しむ。先取りする。新世代エンターテインメントケータイ」、SMART シリーズ
は「ON も OFF もマネジメントする。大人のインテリジェントケータイ」、PRO シリーズは「先進テ
クノロジーを自在に操る。デジタルマスターケータイ」と訴求されている。商品名は「P-01A」のよ
うに、先頭にメーカを示す記号、ハイフン、発売順に二桁の数字、末尾の「A」はシーズンを示す（A：
2008-2009 冬春モデルと 2009 夏モデル）ものとなる。90 シリーズや 70 シリーズのように商品名
にシリーズを示す要素がないため、商品名だけでは 4 つのシリーズの区別はつかない。
4 つのシリーズの新設と同時に、文字入力時のキー割当の統一もなされた。報道発表資料［注 50］
には「どの機種でも、濁点や句読点、UNDO など、文字を入力する際によく使うキーの配置が同じ
なので、機種を変えるたびに新たに覚える煩わしさがなくなり、使いやすくなります」との記述が確
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① ② ③ ④
機種名 P906i N906i F906i SH906i
発売年 2008 2008 2008 2008
形状 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型
発信キー
＊キー
＃キー
⑤ ⑥ ⑦ ⑧
機種名
docomo PRIME series
P-01A
docomo PRIME series
N-01A
docomo PRIME series
F-01A
docomo PRIME series
SH-01A
発売年 2008 2008 2008 2008
形状 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型
発信キー
＊キー
＃キー
表 1-29　906i シリーズと PRIME シリーズの文字入力関連表記の比較
認できる。
表 1-29 に、906i シリーズと PRIME シリーズの携帯電話の発信キー、＊キー、＃キーを示す。
906i シリーズと PRIME シリーズではメーカ構成が異なるため、両シリーズに共通する 4 メーカの機
種を比較した。906i シリーズは P906i（表 1-29 の①）、N906i（表 1-29 の②）、F906i（表 1-29 の③）、
SH906i（表 1-29 の④）、PRIME シリーズは P-01A（表 1-29 の⑤）、N-01A（表 1-29 の⑥）、F-01A（表
1-29 の⑦）、SH-01A（表 1-29 の⑧）である。906i シリーズでは、発信キーに割り当てられた文字
入力関連の表記は、大文字小文字切り替え（P906i）、「元に戻す」（N906i、F906i、SH906i）、＊キーは、
濁点半濁点入力（4 機種とも）、絵文字入力（P906i）、大文字小文字切り替え（N906i、F906i）、改
行（N906i、F906i、SH906i）、＃キーは、記号入力（P906i）、「http://」入力（N906i）、句読点入
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力（N906i、F906i、SH906i）、「？！」入力（F906i）、「ー（音引）」入力（SH906i）で統一されて
いない。PRIME シリーズでは、発信キーに割り当てられた文字入力関連の表記は「元に戻す」で統一、
＊キーは、大文字小文字切り替え、濁点半濁点入力、改行で統一、＃キーは句読点入力、「？」入力
で統一（F906i のみ「？！」と表記）されたことが確認できる。2008（平成 20）年はソフトバンク
から iPhone3G が発売された年であり、以降、全通信事業者はスマートフォンに注力するようになる。
第 5 節 8 項にて述べたオペレータパック（Operator Pack：以下、OPP）は、LinuxOS 向けの OPP
（L）と SymbianOS 向けの OPP（S）が開発された。西村らの『移動端末ソフトウェアプラットフォー
ム「オペレータパック（OPP）」の開発』［注 51］によると、OPP（L）は 2009 年度冬春モデルから、
OPP（S）は 2010 年度夏モデルから搭載が開始されたとある。
表 1-30 に、OPP 搭載の 2010 年度夏モデルの操作キーを示す。OPP（L）搭載端末例は P-04B
（表 1-30 の①）、N-04B（表 1-30 の②）、OPP（S）搭載端末例は F-06B（表 1-30 の③）、SH-07B
（表 1-30 の④）である。P-04B を除いた 3 機種は操作キーが共通化されていることが確認できる。
P-04B の操作キーは P905i（表 1-28 の①）を踏襲しているが、他の 3 機種は 905i から変化している。
2010（平成 22）年 4 月 26 日、NTT ドコモとルネサス、富士通、NEC、パナソニック、シャープ
の 6 社が、携帯電話向けアプリケーションプラットフォームの共同開発に合意と発表［注 52］した。
LinuxOS 陣営の NEC・パナソニックと SymbianOS 陣営の富士通・シャープ 4 社の端末に共通で搭載
が可能な両 OS に対応したプラットフォームを開発し、2011（平成 23）年度後半に発売予定の携帯
電話への搭載を目指すとある。
2011（平成 23）年 10 月 18 日、NTT ドコモはスマートフォンを「docomo with series」と「docomo 
① ② ③ ④
機種名 P-04B N-04B F-06B SH-07B
発売年 2010 2010 2010 2010
形状 二つ折り型 二つ折り型 回転型 二つ折り型
ソフトキー 4 4 4 4
左上割当 メール メニュー メニュー メニュー
右上割当 iモード カメラ／Wi-Fi カメラ カメラ
左下割当 メニュー メール メール メール
右下割当 カメラ／TV iモード iモード iモード
イメージ
表 1-30　OPP（L）搭載 2機種（P-04B、N-04B）と OPP（S）搭載 2機種（F-06B、SH-07B）の操作キー
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NEXT series」に分け、従来の携帯電話の 4 つのシリーズを STYLE シリーズに統合すると発表［注
53］した。4 つのシリーズは 3 年間の発売期間を経て 1 つのシリーズに収束（図 1-19）する。また、
「docomo Palette UI」（以下、パレット UI）と呼称される待受／ホーム画面機能が搭載され、待受画
面を左右にスライドし「MyFACE」と呼称されるウェブコンテンツを表示することが可能となる。
表1-31に、パレットUI搭載のSTYLEシリーズの例として4機種の操作キーを示す。4機種の内訳は、
P-03D（表 1-31 の①）、N-03D（表 1-31 の②）、F-02D（表 1-31 の③）、SH-03D（表 1-31 の④）で、
LinuxOS 採用端末（P-03D、N-03D）と SymbianOS 採用端末（F-02D、SH-03D）にかかわらず操作
図 1-19　携帯電話の 4つのシリーズ（らくらくホン除く）が 1つのシリーズ（らくらくホン除く）へ統合
（報道発表資料、NTT ドコモ、2011.10）
① ② ③ ④
機種名 P-03D N-03D F-02D SH-03D
発売年 2011 2011 2011 2011
形状 スライド型 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型
ソフトキー 4 4 4 4
左上割当 メニュー メニュー メニュー メニュー
右上割当 カメラ／TV カメラ／TV カメラ カメラ
左下割当 メール メール メール メール
右下割当 iモード iモード iモード iモード
イメージ
表 1-31　パレットUI 搭載の STYLE シリーズ機種例の操作キー
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キーが共通化されたことが確認できる。パレット UI は待受画面からカーソルキーの左右キー押下で
MyFACE コンテンツにアクセスする仕様であるため、前期種である 2011 年度夏モデルまでのカーソ
ルキー仕様（左右キー押下で着信履歴・リダイヤル）とは異なり、カーソルキーに着信履歴・リダイ
ヤルの表記がない。MyFACE 利用設定時には待受画面から左キー押下で発着信履歴画面へアクセス、
MyFACE 利用未設定時には従来同様に待受画面から左右キー押下で着信履歴・リダイヤル画面へアク
セスする仕様である。
2013（平成 25）年 5 月 15 日、NTT ドコモは、従来の携帯電話の「docomo STYLE series」を「ド
コモケータイ」のカテゴリに変更すると発表した［注 54］。以降、2017（平成 29）年 12 月現在ま
でカテゴリは変更されていない。STYLE シリーズは「” 自分らしい ” がきっと見つかる。選べるファッ
ショナブルケータイ」と定義されていたが、2012 冬モデルの P-01E は「見やすい聞きやすい押しや
すい大画面防水ケータイ」という機能訴求中心であり、シリーズ定義と機種訴求に齟齬が生じていた。
また、商品の中心はスマートフォンに移っており、携帯電話はスマートフォン操作に抵抗があり従来
の操作を求めるユーザをターゲットにしたと推測する。2013 夏モデルとしてドコモケータイの新機
種発売はなく、従来の STYLE シリーズの新色発売のみであったため、初のドコモケータイは 2013
冬モデルの P-01F と N-01F の 2 機種であるといえる。
表 1-32 に、ドコモケータイ初の 2 機種、P-01F（表 1-32 の①）、N-01F（表 1-32 の②）と、同シ
リーズ 2014 夏モデルの 2 機種、F-07F（表 1-32 の③）、SH-07F（表 1-32 の④）の操作キーを示す。
操作キーは基本的に共通化されており、10 キー下部の操作キーのみが機種ごとの特徴となっている。
また表 1-31 と比較しても、操作キーの変化がなく、同じ操作手順を継承している。
2015（平成 27）年 5 月 13 日、NTT ドコモは、「従来のドコモケータイと同じ使い勝手でご利用
いただける sp モード［注 55］対応の 2 機種を、新たに開発し提供」すると発表した［注 56］。初の
sp モード対応の携帯電話は F-05G と SH-06G の 2 機種で、AndroidOS を採用しているが GooglePlay
ストアには非対応でありスマートフォンではない。NTT ドコモは、2016（平成 28）年 11 月 2 日に
図 1-20　携帯電話の STYLE シリーズがドコモケータイへ変更
（報道発表資料、NTT ドコモ、2013.5）
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① ② ③ ④
機種名 P-01F N-01F F-07F SH-07F
発売年 2013 2013 2014 2014
形状 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型 二つ折り型
ソフトキー 4 4 4 4
左上割当 メニュー メニュー メニュー メニュー
右上割当 カメラ／TV カメラ／TV カメラ カメラ
左下割当 メール メール メール メール
右下割当 iモード iモード iモード iモード
イメージ
① ② ③ ④
機種名 P-01G N-01G F-05G SH-06G
発売年 2014 2014 2015 2015
ISP iモード iモード spモード spモード
ソフトキー 4 4 4 4
左上割当 メニュー メニュー メニュー メニュー
右上割当 カメラ／TV カメラ／TV カメラ カメラ
左下割当 メール メール メール メール
右下割当 iモード iモード ブラウザ ブラウザ
イメージ
表 1-32　ドコモケータイ初機種（P-01F、N-01F）と同シリーズ 2機種（F-07F、SH-07F）の操作キー
表 1-33　sp モード対応ドコモケータイ初機種（F-05G、SH-06G）と同シリーズ 2機種（P-01G、N-01G）の操作キー
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「ドコモケータイ（i モード）出荷終了」を発表し［注 57］、「ドコモケータイをお求めのお客様には
ドコモケータイ（sp モード）をご用意しております」としている。sp モード対応のドコモケータイは、
AndroidOS を採用してもスマートフォンを目指すのではなく、従来型の携帯電話の操作性を求める
ユーザに応えることを目指している。
表 1-33 に sp モード対応で初のドコモケータイの機種 F-05G（表 1-33 の③）、SH-06G（表 1-33 の④）
と、同シリーズの 2014 冬モデル P-01G（表 1-33 の①）、N-01G（表 1-33 の②）の操作キーを示す。
sp モード対応となり変化したポイントは 2 つある。ひとつは i モードキーがブラウザキーに変わっ
ていることで、もうひとつはカーソルキーの左右に着信履歴・リダイヤルの表記がされていることで
ある。前者は i モード非対応であるためで、後者はパレット UI 非搭載で MyFACE 機能も非対応であ
るためである。左キーに発着信履歴を割り当て、右キーに別機能を割り当てることも可能であったは
ずだが、2011 夏モデルまでの携帯電話と同様の左右キー割当に戻っている。ドコモケータイの対象
ユーザとして、らくらくホンの対象ユーザと近しいシニアユーザを想定しており、らくらくホンの操
作同様の左右キー割当を採用したと推測する。
7.　導入期、普及期、成熟期、衰退期を通じて
表 1-34 に、通信方式およびシリーズ別の携帯電話発売機種数を示す。シリーズは全 30 種（表
1-34 の①〜㉚）である。導入期（1987-1993）は 3 種（表 1-34 の①〜③）で 14 機種、普及期
（1994-2000）は 9 種（表 1-34 の②〜⑩）で 148 機種、成熟期（2001-2008）は 20 種（表 1-34
の⑥⑧⑨、⑪〜㉗）で 253 機種、衰退期（2009-2016）は 5 種（表 1-34 の㉖〜㉚）で 108 機種が
発売されている。発売機種数が多いシリーズは、20 シリーズ（表 1-34 の⑥）の 91 機種、90 シリー
ズ（表 1-34 の⑲）の 70 機種、70 シリーズ（表 1-34 の⑳）の 65 機種で、Lechiffon シリーズ（表
1-34 の⑯）、RADIDEN シリーズ（表 1-34 の⑰）、85 シリーズ（表 1-34 の㉔）はそれぞれ発売機種
数が 1 機種である。2G の prosolid シリーズ（表 1-34 の⑭）と Music PORTER シリーズ（表 1-34 の⑮）
は 3G で後継機種が発売されている、また、PRO シリーズ（表 1-34 の㉙）は PDA タイプやスマートフォ
ンの発売が多く本論の対象としては 1 機種のみとなっている。
表 1-35 に、メーカおよび通信方式別の携帯電話発売機種数を示す。メーカは全 17 社（表 1-35 の N、
P、F、D、R、SO、T、NM、M、KY、SA、KO、SH、ER、DE、L、CA）である。初号機 TZ-802B（表
1-35 の N/P）と 2 号機 TZ-803B（表 1-35 の N/P/D）のメーカは別扱いとした。導入期（1987-1993）
は 5 社（表 1-35 の N、P、F、D、R）、普及期（1994-2000）は 15 社（表 1-35 の N、P、F、D、R、
SO、T、NM、M、KY、SA、KO、SH、ER、DE）、成熟期（2001-2008）は 12 社（表 1-35 の N、P、
F、D、R、SO、T、NM、M、SA、KO、SH、L）、衰退期（2009-2016）は 6 社（表 1-35 の N、P、F、
SH、L、CA）である。発売機種数が多いメーカは、NEC（表 1-35 の N）の 112 機種、パナソニック（表
1-35 の P）の 111 機種、富士通（表 1-35 の F）の 81 機種で、1 機種のみの発売メーカはデンソ （ー表
1-35 の DE）とカシオ（表 1-35 の CA）である。導入期の 5 社はムーバブランドのメーカのみであ
るが、普及期に入りメーカ数が増加する。携帯電話が自由化され、by シリーズの携帯電話もライン
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アップに追加されたためである。成熟期に入り、一旦メーカ数が減少する傾向が見られるが、FOMA
（3G）開発の難易度が高かったためと推測する。FOMA 開発においては、NTT ドコモとメーカ間で共
同開発が促進され、プラットフォーム化による開発効率化により海外メーカも参入しやすい状況とな
り、2006（平成 18）年以降はノキア（表 1-35 の NM）、モトローラ（表 1-35 の M）、LG（表 1-35
の L）から FOMA（3G）が発売となる。衰退期に入ると、メーカ数は大きく減少するが、三菱電機（表
1-35 の D）は携帯電話事業から撤退、ソニー（表 1-35 の SO）はスマートフォン事業に注力などメー
カ毎に要因は異なる。NEC も携帯電話事業から撤退したため、2015（平成 27）年以降はパナソニッ
ク、富士通、シャープ（表 1-35 の SH）の 3 社のみとなっている。
表 1-36 に、外観形状および通信方式別の携帯電話発売機種数を示す。外観形状は全 8 種（表
1-36 の①〜⑧）、導入期（1987-1993）は 3 種（表 1-36 の①〜③）、普及期（1994-2000）は 4 種（表
1-36 の①〜④）、成熟期（2001-2008）は 7 種（表 1-36 の①〜⑦）、衰退期（2009-2016）は 7 種（表
1-36 の①②、④〜⑧）である。発売機種数が多い外観形状は、二つ折り型（表 1-36 の②、246 機種）
で、回転二軸二つ折り型（表 1-36 の⑥、55 機種）と W オープン型（表 1-36 の⑦、9 機種）を合
わせると310機種となり全523機種の約60％が二つ折り型とその派生型で占められている。2012（平
成 24）年以降は二つ折り型のみの発売となっており、携帯電話の標準的な形状となったことが確認
できる。2002（平成 14）年に i ショットサービスが開始され、携帯電話の用途にデジカメ機能が加
わった。2003（平成 15）年以降、回転型や回転二軸二つ折り型の発売が始まっているのは第 5 節 3
項に述べたとおりである。2006（平成 18）年にワンセグ放送が開始され、携帯電話の用途にテレビ
機能が加わった。2007（平成 19）年以降、回転二軸二つ折り型の発売増加や W オープン型の発売
開始が起きているのは第 5 節 7 項に述べたとおりである。携帯電話はネットワーク端末であるため、
サービスの受容性が向上するよう新たな形に姿を変えてきたことが確認できる。衰退期に入ると、外
観形状の多様性は減じている。新しい形状としてはスライド分離型（表 1-36 の⑧）で、2010（平
成 22）年に発売された PRIME シリーズの F-04B［注 58］の 1 機種のみである。F-04B はタッチパ
ネルや QWERTY キーボードも備えた携帯電話であり、スマートフォン対抗の携帯電話を目指してい
たと推測する。
8.　おわりに
本章では NTT ドコモの携帯電話の変遷を概観した。携帯電話は電話機として始まり、インターネッ
ト接続が可能となり電子メールやカメラ、電子マネー、テレビなど様々な機能を追加していった。多
機能な携帯情報機器へと変化した携帯電話においては、電話機能の重要度は相対的に低くなる。スマー
トフォンのように、電話機能もアプリの一つとする機器の登場によって、携帯電話は衰退期に入った
と言える。2008（平成 20）年当時の PRIME シリーズのようなハイスペックの携帯電話とスマートフォ
ンの機能差は少ない。携帯電話とスマートフォンの差異は、搭載機能の差ではなく、操作キーの有無
による UI デザインの差が大きい。
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図 2-1　TZ-802B の外観
第 2章　初号機と最新機種の操作キー比較
1.　はじめに
本章では、1987（昭和 62）年に発売された携帯電話初号機 TZ-802B と、2016（平成 28）年に
発売された最新機種 P-01J について調査を実施し、機種ごとの操作キーの特徴を明らかにする。初号
機と最新機種の操作キーを比較、操作キーをカテゴライズして変容したポイントを抽出し、全 523
機種の具体的な調査方針を策定する。
2.　初号機 TZ-802B について
1）TZ-802B の操作キー
図 2-1 に、初号機 TZ-802B の外観を示す。TZ-802B はアナログ方式（1G）の携帯電話で、サイズ
は高さ 180mm、幅 42mm、奥行き 120mm、重量は 900g である。形状はストレート型で、正面に
レシーバー、ディスプレイ、操作キー、マイク、天面にアンテナ、背面にバッテリー（ストラップ付
き）が配置されている。また、操作キーは側面や底面にも配置されている。待受時間は約 4 時間で、
バッテリーの種別は Ni-Cd である。TZ-802B のメーカは、NEC とパナソニックの 2 社であるが、メー
カ毎に異なる製品という扱いではなく、単一の製品の扱いであった。 
表 2-1 に、TZ-802B の操作キーを示す。正面に 10 キ （ー表 2-1 の①〜⑫）、発信キ （ー表 2-1 の⑬）、
リダイヤルキー（表 2-1 の⑭）、終了キー（表 2-1 の⑮）が、底面に電源キー（表 2-1 の⑯）が、側
面に音量調節キー（表 2-1 の⑰）、ロックキー（表 2-1 の⑱）が配置されており、操作キー数は 18
個である。
10 キーは、電話番号入力の際に使用するプッシュ型の操作キーである。1 から 0 までの数字キーと、
＊キー（表記は 90 度回転）と＃キーの機能キーから構成［注 1］される。
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発信キーは、電話をかける際もしくは受ける際に使用するもので、プッシュ型の操作キーである。
発信キーはオフフックキーとも呼称される。固定電話において、受話器を本体から持ち上げた状態を
オフフック状態と呼称し、電話をかける際もしくは受ける際は、受話器を本体から持ち上げる操作（オ
フフック操作）を行う。発信キーはオフフック操作を摸した操作キーであるため、受話器を持ち上げ
た図記号（図 2-2）が表記されている。また、印刷は緑が使用されている。
リダイヤルキーは、直前にかけた電話番号に再度かけ直す際に使用するもので、プッシュ型の操作
キーである。リダイヤルキーに表記されている図記号は、当時の通信機械工業会（現、一般社団法人
情報通信ネットワーク産業協会）にて規定されたもの［注 2］である。
図 2-2　発信キー終了キーの図記号と 600 型電話機 図 2-3　底面に配置された電源キー
表 2-1　TZ-802B の操作キー
図 2-4　レシーバー側面に配置された音量調節キー 図 2-5　レシーバー側面に配置されたロックキー
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⑪ ＊
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⑬
⑭
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⑱
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終了キーは、通話を終了する際に使用するもので、プッシュ型の操作キーである。終了キーはオン
フックキーとも呼称される。固定電話において、受話器を本体に置いた状態をオンフック状態と呼称
し、通話を終了する際は、受話器を本体に置く操作（オンフック操作）を行う。終了キーはオンフッ
ク操作を摸した操作キーであるため、受話器を置いた図記号（図 2-2）が表記され、印刷は赤が使用
されている。終了キーには応答保留［注 3］の機能も割り当てられており、保留操作を意味する「Hold」
を略し「HLD」の文字も表記されている。
電源キー（図 2-3）は、電源の ON/OFF を切り替える際に使用するもので、スライド型の操作キー
である。キーには操作時の指がかりを考慮した溝が刻まれており、左に OFF、右に ON の表記がされ
ている。
音量調節キー（図 2-4）は、通話中の音量を調整する際に使用するもので、スライド型の操作キー
である。キーには操作時の指がかりを考慮した溝が刻まれており、右に音量の大小を示す図記号が表
記されている。上方にスライドすると音量が大きく、下方にスライドすると音量が小さくなる。
ロックキー（図 2-5）は、誤操作防止のために、操作キーを押下しても反応しないように設定する
際に使用するもので、プッシュ型の操作キーである。操作キー自体に鍵の図記号が刻印されている。
2）操作キーを中心とした、TZ-802B の UI デザインについての考察
TZ-802B の形状はストレート型ではあるが奥行きが 120mm と厚く、電話機を保持した手の指が
正面の操作キーにとどかない（図 2-6）。つまり片手操作ができないため、両手操作前提で UI が設計
されている。側面に主要な操作キーを配置すれば片手操作も可能となるが、配置する側面によって操
作する手が限定されてしまうため、両手操作前提の UI 設計となったと推測する。
正面の操作キーはミニプッシュホン［注 4］と同様に、レシーバーとマイクの間に配置されている。
レシーバーとマイクの外側に操作キーを配置した場合、レシーバーとマイクの距離が近くなり、耳と
口の距離との適合が悪化するため、操作キーをレシーバーとマイクの間に配置したと推測する。レシー
バーとマイクの間の UI 要素はディスプレイと操作キーで、ディスプレイが操作キーの上方に配置さ
れている。ディスプレイは電話番号確認に使用されるため、仮にディスプレイが操作キーの下方に配
図 2-6　前面の操作キーに（保持した手の）指が届かない 図 2-7　2 つのブロックとしてUI デザイン
電話番号入力 
操作ブロック
発信/終了 
操作ブロック
・数字（テキスト）印刷 
・モノトーン
・図記号印刷 
・カラー（緑と赤）
左上から右下へ、という
認知・操作の流れ
セパレータ
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置いた際に、 
電源キーが干渉しないよう配慮
置されていた場合、電話番号を入力する時に指でディスプレイが隠れてしまい電話番号の確認が困難
となる。よってディスプレイは操作時の指隠れを避けるため操作キーの上方に配置されたと推測する。
正面の操作キーは 10 キー部と発信キー／リダイヤルキー／終了キー部の 2 つに分かれて認識され
やすいようデザインされている（図 2-7）。10 キーの縦方向のキーピッチより 10 キー部と発信キー
／リダイヤルキー／終了キー部の間の縦方向のキーピッチの方が長く、さらに区切りが明確となるよ
う立体形状のセパレータが配置されている。また、発信キー／リダイヤルキー／終了キーの印刷は図
記号が使用され、グラフィックとしても 10 キー部と差異化が図られている。さらに、発信キーには
緑、終了キーには赤のカラーを使用することによって、10 キー部のモノトーンとの差異化が図られ
ている。15 個のキーがただ同じように並ぶと 15 の要素として見えてしまうので、2 つのブロック（電
話番号入力操作ブロックと発信／終了操作ブロック）としてユーザに認知されるよう、UI デザイン
としての工夫がなされたと推測する。また、電話番号入力操作ブロックが上方に、発信／終了操作ブ
ロックが下方に配置されたのは、電話番号を入力して発信するという操作の流れに沿ったため［注 5］
と推測する。発信キーが左、終了キーが右に配置されたのも、終了キーを押下して通話を終了すると
いう流れに沿ったためと推測する。一般に UI デザインにおいては、左上から右下へという認知・操
作の流れに沿って設計するセオリーがあるが、TZ-802B はこのセオリーに従ってデザインされた印
象を受ける。
底面の操作キーとして、電源キー（図 2-3）が配置されている。単に底面に配置すると置いた際の
誤操作の懸念があるため、底面から角度をつけた面に配置（図 2-8）され、置いた際に干渉しないよ
う配慮されている。一般に、電気製品の電源キーは主要な操作面に配置されることが多く、底面に配
置されることはないが、TZ-802B ではなぜ底面に電源キーが配置されたのであろうか。
TZ-802B には背面ストラップが具備されている。背面ストラップは通話時に携帯電話を保持する
役割と、持ち運び時の手提げグリップという役割がある。持ち運び時には携帯電話の正面（操作キー
面）は下向きとなり、そのままデスクなどに置かれる可能性がある。TZ-802B はレシーバー部とマ
イク部が操作キー面より突出しており、正面を下にして置かれても誤操作しないよう配慮（図 2-9）
されている。つまり正面を下向きに置かれる前提で UI が設計されていると想定できる。電源キーが
底面に配置されていると、正面を下向きに置かれた状態でも、電源キーを確認（図 2-9）することが
図 2-8　電源キーの配置面の工夫
置いた際に、 
操作キーが干渉しないよう配慮
置いた際に、 
電源ON/OFFがわかるよう配慮
図 2-9　正面を下にして置いた際の工夫
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できる。TZ-802B の電源キーはスライド型のため、ディスプレイを見なくとも電源キーを見れば機
器の電源の ON/OFF 状態がわかる。TZ-802B の待受時間は約 4 時間と短いため、通話時以外は電源
を切るという使い方が一般的であった。間違って電源が入りっぱなしとなったままバッテリー残量が
減り、通話したい時に携帯電話が使えないという状況はユーザにとって回避したい状況であり、電源
の ON/OFF 状態を手早く確認できることを重要な要件として UI デザインがなされたと推測する。
正面を下にしておいた場合に電源キーが確認できる配置は、底面以外に背面、天面、側面でも良かっ
たはずであるが、なぜ電源キーは背面や天面、側面に配置されなかったのだろうか。
背面に電源キーが配置された場合、使い勝手に問題が生じる。例えば、電話をかけようとして携帯
電話を手に持ち、電話番号を入力するために正面を自分に向けた時に電源が入っていないことに気づ
き、電源を入れる操作を行うユースケースを想定する。この場合、背面に電源キーが配置されていた
ら、携帯電話の向きを変えるために手首を捻る必要がある。TZ-802B の重量は 900g と重く、ストラッ
プの補助があっても手首への負担がかかる。底面配置であれば携帯電話を少し傾けるだけで電源キー
を操作することができる。
天面に電源キーが配置された場合、アンテナの伸縮操作時に誤操作が起きる可能性がある。またス
トラップを手提げグリップとして持ち運び、デスク上に携帯電話の正面を下にしておく場合、底面が
手前となる可能性が高いと推測されるため、天面配置の電源キーを確認するためには向きを変えるな
どの手間が必要となるし、確認漏れの可能性も増える。
側面に電源キーが配置された場合も、図 2-10 で示したように誤操作が起きる可能性がある。また、
携帯電話を手に持ち電源を入れる操作を行う際、持ち手によってひねりにくい方向がありユーザに多
少なりともストレスを与える可能性がある。このような検討の結果、電源キーの底面配置がなされた
と推測する。
側面の操作キーは TZ-802B を保持した手で操作可能な位置に配置されている。つまり側面の操作
キー（音量調節キー、ロックキー）は、TZ-802B の操作キーの中で片手操作が可能な操作キーである。
側面の操作キーとして、左側面に音量調節キー（図 2-4）が配置されている。音量調節キーは通話
中に受話音量調節を行うため、仮に正面に配置されていた場合は音量調節操作時にレシーバーから耳
を離して正面の操作キーを操作しなければならないため、音量の変化を聞きながら確認することがで
携帯電話を保持する場合 
誤操作が起きやすいと想定
されるエリア
図 2-10　ストラップ位置から持ち手の位置が決まる
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きない。TZ-802B の音量調節キーはレシーバーの側面に配置されているため、通話中に受話音量調
節を行う際には耳の傍で操作を行い、音量の変化が耳で確認できるので、直感的で自然な操作体験と
なる。また、当時の携帯電話ユーザは企業幹部や医師、マスコミ関係者など［注 6］が中心であった
ことから、通話内容もプライベートな会話ではなく、ビジネスコミュニケーションが中心であったと
考えられる。TZ-802B はボイスレコーダー機能を有しておらず、会話内容の記録は紙やメモ帳に書
く必要があったため、左手で携帯電話を持ちメモ書きのために右手にペンを持ってビジネスコミュニ
ケーションをとるユースケース（利用シーン）を想定して UI デザインが実施されたと推測する。左
手で携帯電話を持つ場合、音量調節キーが左側面に配置されている方が、通話中にレシーバーから耳
を離さずに左手親指でスライド操作可能であるため、操作が容易となる。よって左側面に音量調節キー
が配置されたと推測する。
側面の操作キーとして、右側面にロックキー（図 2-5）が配置されている。ロック機能は操作キー
の有効／無効を切り替えるもので、発信キーなどが意図せず押下されないように誤操作防止目的で設
定するものである。UI デザインを行う際はロックキー自体の誤操作も考慮する必要がある。仮に正
面にロックキーを配置した場合、電話番号入力中やリダイヤル操作中に誤ってロックキーに触れる可
能性がある。同様に音量調節キーの近くにロックキーを配置した場合、音量調節操作中に誤ってロッ
クキーに触れる可能性がある。また、背面ストラップ位置から持ち手が規定されるので、側面の下方
にロックキーを配置した場合も誤操作の可能性がある（図 2-10）。天面配置はアンテナ操作時に誤操
作の可能性があり、底面配置は置いた際に誤操作の可能性がある。電源キー近傍はスペースの余裕が
少ない。右側面の上方配置はロックキー自体の誤操作防止を考慮した結果、消去法的に配置位置が決
定されたと推測する。
TZ-802B は通話主体の携帯電話であり、ターゲットユーザも利用タスクも明確である。操作キー
は終了キー（応答保留機能割当）を除いて全て単独の機能割当であり、電源キーや音量調節キーはス
ライド型として設定状態が見えるようにし、その配置も様々な配慮がされたことがうかがえる。
3.　最新機種 P-01J について
1）P-01J の操作キー
図 2-11 に、2016（平成 28）年に発売された携帯電話の最新機種 P-01J の外観を示す。P-01J
は LTE 方式（4G）の二つ折り型携帯電話で、閉じた時のサイズは高さ 113mm、幅 51mm、奥行き
16.9mm、重量は 132g である。TZ-802B と比較すると、サイズは約 1/10、重量は約 1/7 で、片手
操作が可能となっている。開いた面を正面とすると、正面上部にレシーバーとディスプレイ、正面下
部に操作キーとマイク、背面上部にサブディスプレイ、背面下部にバッテリーカバーが配置されてお
り、防水性能 IPX5/7［注 7］に対応している。待受時間は約 500 時間、バッテリーの種別はリチウ
ムイオンで、TZ-802B と比較すると待受時間は約 125 倍となっている。P-01J のメーカはパナソニッ
クで「P」はパナソニック製品であることを示している。TZ-802B と異なり、同一の製品が複数のメー
カで製造されることはない。
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表 2-2 に、P-01J の操作キーを示す。正面下部にソフトキー（表 2-2 の①〜④）、カーソルキー（表
2-2 の⑤〜⑨）、発信キー（表 2-2 の⑩）、クリアキー（表 2-2 の⑪）、終了キー（表 2-2 の⑫）、10 キー
（表 2-2 の⑬〜㉔）、ワンタッチキー（表 2-2 の㉕〜㉗）が、側面にショートカットキー（表 2-2 の㉘）、
配置 イメージ
① メニューキー
② カメラキー
③ メールキー
④ ブラウザキー
⑤ 上キー
⑥ 下キー
⑦ 左キー
⑧ 右キー
⑨ 決定キー
⑩
⑪
⑫
⑬ 1
⑭ 2
⑮ 3
⑯ 4
⑰ 5
⑱ 6
⑲ 7
⑳ 8
㉑ 9
㉒ 0
㉓ ＊
㉔ ＃
㉕ Ⅰ
㉖ Ⅱ
㉗ Ⅲ
㉘ 側面
㉙ ヒンジ
操作キー
10キー
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オープンキー
正面
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キー
カーソル
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終了キー
ワンタッチ
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表 2-2　P-01J の操作キー
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図 2-11　P-01J の外観
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ヒンジ部にオープンキー（表 2-2 の㉙）が配置されており、操作キーはすべてプッシュ型で、キー数
は 29 個［注 8］である。
P-01J には 4 個［注 9］のソフトキー（表 2-2 の①〜④）が搭載されている。ソフトキーには待ち
受け時の割当機能（短押し）があり、左上ソフトキーにはメニュー機能（表 2-2 の①）、右上ソフト
キーにはカメラ機能（表 2-2 の②）、左下ソフトキーにはメール機能（表 2-2 の③）、右下ソフトキー
にはブラウザ機能（表 2-2 の④）が割り当てられており、該当機能の図記号（メニュー機能は図記号
ではなく「メニュー」という文言）が表記（図 2-13 の①〜④）されている。また、左上ソフトキ （ーメ
ニューキー）以外の 3 個には長押し割当の機能があり、右上ソフトキー（カメラキー）には TV 機能
（図 2-13 の⑩）、左下ソフトキー（メールキー）にはメール問い合わせ機能（図 2-13 の⑪）、右下ソ
フトキー（ブラウザキー）にはブックマーク一覧機能（図 2-13 の⑫）が割り当てられており、該当
機能の図記号が表記されている。配置位置は、正面配置操作キーの最上段で、カーソルキーを中心と
して左右に分かれている。
カーソルキーは、本来は画面上にユーザの入力を待機することを表す「カーソル」が表示され、こ
れを動かすための操作キーのことであるが、本論では画面上の操作対象である「フォーカス」を移動
させて項目を決定したり機能を実行したりする操作キーとする。P-01J のカーソルキーは、上キー、
下キー、左キー、右キー、決定キーの 5 個である。待ち受け時の左キーには着信履歴一覧（図 2-13
の⑦）、右キーにはリダイヤル一覧（図 2-13 の⑧）が割り当てられている。また、上キーには電話帳（図
2-13 の⑤）、下キーには通知パネル（図 2-13 の⑥）、決定キーにはアイコン選択モードへの移行が
割り当てられており、決定キー（図 2-13 の⑨）以外は該当機能を表す図記号が表記されている。配
置位置は、正面配置操作キーの最上段中央となっている。
TZ-802B に搭載されていたリダイヤルキー（表 2-1 の⑭）は、P-01J には単独のキーとしては搭載
されておらず、カーソルキーに統合されている。待ち受け時にカーソルキーの右キー（表 2-2 の⑧）
を押下することでリダイヤル一覧画面にアクセスする。TZ-802Bのリダイヤル機能は1件であったが、
P-01J は 50 件記憶できるため、リダイヤル一覧画面へのアクセスとなる。P-01J は着信履歴機能も
搭載しており、待ち受け時にカーソルキーの左キー（表 2-2 の⑦）を押下することで着信履歴覧画面
④かな表記
⑤英字表記
⑨マナー表記⑧国際電話用 
　「+」表記
⑦大文字/小文字 
　表記
⑥改行表記
③電源表記
①逆順表記 ②iチャネル表記
⑧リダイヤル 
　表記
⑤電話帳表記
②カメラ表記
⑩TV表記 
　（長押し）
④ブラウザ表記
⑫ブックマーク 
　表記（長押し）
⑦着信履歴表記
③メール表記
⑪メール問合せ 
　表記（長押し）
①メニュー表記
⑥通知パネル表記
⑨決定キーには 
表記なし
図 2-12　P-01J のキー表記（1） 図 2-13　P-01J のキー表記（2）
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にアクセスする。リダイヤル機能同様に 50 件記憶できる仕様となっている。TZ-802B には着信履歴
機能は搭載されていなかった［注 10］。P-01J のカーソルキーの左右キーには着信履歴とリダイヤル
を表す図記号が表記されているが、情報通信ネットワーク産業協会で規定されているものとは異なる
表現となっている。
発信キーは、電話をかける際もしくは受ける際に使用するものだが、文字入力時においては、短押
しで「逆順」、長押しで「元に戻す」操作となる。そのため「逆順」を表す図記号も表記（図 2-12 の①）
されている。「逆順」とは、例えば 1 キーを押下して「う」と入力する場合、1 キーを 3 回押下して
「あ→い→う」のように入力するが、4 回押下して「あ→い→う→え」と入力してしまい、「え」が入
力された状態で発信キーを短押しすると「え→う」のように逆順の入力となる機能である。「元に戻す」
操作は文字入力時以外では後述するクリアキーを使用するが、文字入力時はクリアキーに文字削除機
能が割り当てられており元に戻す操作を割り当てられないため、発信キーが使用される。オフフック
としての図記号表現は TZ-802B とは異なり、受話器のみのモチーフとなっており、カラーは使用さ
れていない。また、配置位置も TZ-802B とは異なり、10 キーの上部となっている。
クリアキーは、操作を 1 つ前の状態に戻したり、入力した文字や電話番号を消す際に使用するも
のであり「クリア」という表記がされている。また、待ち受け時には「i チャネル」サービス［注
11］へのアクセスも割り当てられており、「ch」表記（図 2-12 の②）がされている。配置位置は、
発信キーと終了キーの間、カーソルキーの下部、10 キーの上部となっている。
終了キーは、通話を終了する際に使用するものだが、長押し操作で電源の ON/OFF ができる。そ
のため終了キーには電源を表す図記号も表記（図 2-12 の③）されているが、情報通信ネットワーク
産業協会で規定されているもの［注 12］とは異なる表現となっている。また、待受状態以外の時に
終了キーを押下すると、待受状態に戻る仕様となっている。オンフックとしての図記号表現は TZ-
802B とは異なり、受話器のみのモチーフとなっており、カラーは使用されていない。また、配置位
置は発信キー同様に 10 キーの上部となっている。
TZ-802B に搭載されていた電源キー（表 2-1 の⑯）は、P-01J には単独の操作キーとしては搭載さ
れておらず、終了キー（表 2-2 の⑫）に統合されている。終了キーを長押しすることで電源の ON/
OFF 操作ができる。
10 キーは電話番号入力以外にも、文字入力、メニュー項目入力、TV チャンネル入力、地図操作、
電卓の数字入力、時刻入力、パスワード入力、マナーモード設定など様々な機能で使用するものとなっ
ている。数字以外にかな（図 2-12 の④）、英字（図 2-12 の⑤）、改行（図 2-12 の⑥）などの文字入
力に必要な情報や「マナー」のような機能表記（図 2-12 の⑨）がされている。
ワンタッチキー（表 2-2 の㉕〜㉗）は、よく使う機能や連絡先などを登録し、登録した機能へアク
セスするものであり、ローマ数字の「Ⅰ」「Ⅱ」「Ⅲ」という表記がされている。長押し操作には登録
機能の変更が割り当てられている。配置位置は、正面配置操作キー最下段で、10 キーの下となって
いる。
ショートカットキー（表 2-2 の㉘）は、右側面に配置されており、二つ折りを開いている時は短
78
押しでショートカット表示、長押しでマルチタスク画面表示、閉じている時は短押しでサブディスプ
レイ表示、長押しでマナーモード ON/OFF の操作となっている。ショートカット表示とは、機内モー
ド ON/OFF や WiFi 機能 ON/OFF など各種設定のショートカットが 12 個表示される機能である。マ
ルチタスク画面表示とは、現在起動中のタスク画面一覧が表示される機能である。ショートカットキー
の表記は「マナー」のみとなっている。
オープンキー（表 2-2 の㉙）は、二つ折り型携帯電話を開くための操作キーである。配置位置はヒ
ンジの左側面で、表記はない。
TZ-802B に搭載されていた音量調節キー（表 2-1 の⑰）は、P-01J には単独のキーとしては搭載さ
れておらず、カーソルキーに統合されている。通話中にカーソルキーの上下キーを押下することで受
話音量を調節する仕様となっている。ただし、カーソルキーの上下キーに音量調節を表す表記はない。
TZ-802B に搭載されていたロックキー（表 2-1 の⑱）は、P-01J には搭載されておらず、ロック機
能設定操作はメニュー画面から行う仕様となっている。TZ-802B とは異なり二つ折り型の携帯電話
であるため、携帯電話を閉じれば正面配置操作キーの誤操作は起きない。
2）操作キーを中心とした、P-01J の UI デザインについての考察
TZ-802B の操作キーは 18 個中 15 個（約 83％）が正面に配置されていたが、P-01J の操作キーは
29 個中 27 個（約 93％）が正面に配置されており、操作キーの集約が進んだと言える。操作キー集
約の要因はふたつ考えられる。
ひとつめは、片手操作前提の UI 設計である。TZ-802B は両手操作前提の UI 設計であったため、
正面の操作キーを押下する指は携帯電話を保持する指ではない、すなわち左手保持なら右手操作、右
手保持なら左手操作となる。両手操作の場合、（正面以外の）底面に電源キーが配置されていても、
保持した手を傾け、底面を自分（ユーザ）に向け、操作する手の指でキーを操作することは容易であ
る。P-01J は片手操作前提の UI 設計であるため、保持した手の指で操作可能であるよう配慮する必
要がある。P-01J の筐体形状、画面配置、キー配置から、片手操作時には保持した手の親指で操作す
ることとなるため、底面に操作キーが配置されていた場合、操作が困難となる。
図 2-14 は、TZ-802B と P-01J の操作キーの配置領域（上下方向）と 10 キーのキーピッチ（上
TZ-802B P-01J
7076
8
16
図 2-14　操作キーの配置領域（上下方向）と 10 キーのキーピッチ（上下方向）の比較
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下方向）を比較したものである。TZ-802B はディスプレイとマイクの間の領域をいっぱいに使って
（約 76mm）操作キーが配置されており、10 キーの上下方向のキーピッチは約 16mm となっている。
P-01J は、上下に余白がとられ操作キーを詰めて配置（約 70mm）されており、10 キーの上下方向
のキーピッチは約 8mm となっている。一般に、操作キー配置は誤操作防止の観点から、キーピッチ
を十分にとることが望ましいとされているが、P-01J はあえてキーピッチを狭くしている。携帯電話
を保持した手の親指で操作する場合、あまり広い領域に操作キーが配置されていると親指が届かない
ため、片手操作前提として親指のリーチ範囲を考慮した UI 設計がなされたと推測する。
集約要因のふたつめは、防水対応である。P-01J は IPX5 の防水規格に対応している。一般に防水
製品の設計においては、水の浸入経路である隙間を塞ぐ、あるいは隙間を作らない対策が必要である。
P-01J の 27 個の操作キーは一枚のシートキーで構成されており、筐体との隙間ができないように設
計されている。残る 2 個の操作キーは、オープンキーとショートカットキーである。オープンキー
は二つ折り筐体を開くための操作キーであるため、二つ折り内側面への配置はできない。ショート
カットキーはサブディスプレイ表示機能が割り当てられているため、二つ折り内側面への配置はでき
ない。つまり P-01J の UI 設計は、二つ折りの外側に配置せざるを得ない 2 個以外の 27 個の操作キー
をひとつの面に集約し、防水対策を最小化した設計であると言える。また、P-01J の操作キーはすべ
てプッシュ型で、TZ-802B の電源キーや音量調節キーのようなスライド型の操作キーは搭載してい
ない。スライド型のような可動式の操作キーは防水対応の難易度が上がるため、すべての操作キーを
プッシュ型とする UI 設計がなされたと推測する。
TZ-802B の操作キーは表記が少ないため、P-01J と比較してシンプルな印象を受ける（図 2-14）。
TZ-802B の操作キーは、終了キー（応答保留機能割当）以外はすべて、ひとつの操作キーにひとつ
の機能が割り当てられており、長押し操作も割り当てられていない。P-01J はひとつの操作キーに複
数の機能が割り当てられており、長押し操作も割り当てられているため、表記が複雑化している。
表 2-3 に、P-01J の状態に応じた操作キーの機能割当の比較を示す。使用頻度が高いと想定される、
携帯電話を開いて待受状態にある時（表 2-3 の①）、携帯電話を閉じて待受状態にある時（表 2-3 の
②）、携帯電話を開き待受状態からメニューキーを押下してメニュー画面を表示した時（表 2-3 の③）、
日本語入力時（表 2-3 の④）の 4 状態における機能割当の比較である。
表中の「ダウン確定」、表外の「アップ確定」はキーの動作タイミングを示す。「ダウン確定」はキー
が押下された瞬間に動作すること、「アップ確定」は押下したキーから指が離れた瞬間に動作するこ
とである。システムが認識できるキー状態は押されているか、押されていないか、の 2 種類であるので、
「ダウン確定」は「押されていない→押されている」という状態変化、「アップ確定」は「押されてい
る→押されていない」という状態変化をトリガーに機能が実行される仕様と言える。また、長押しは、
キーが押されて一定の時間が経過すると機能が実行されるので、「押されている、かつ、一定の時間
経過」という状態変化をトリガーに機能が実行される仕様と言える。TZ-802B の操作キー（プッシュ
型）はすべて「ダウン確定」で長押しの割り当てもない。「アップ確定」や長押しはどのように始まり、
P-01J に至ったのであるかについても調査対象とする。
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携帯電話を開いて待受状態の時（表 2-3 の①）、4 個のソフトキーにはそれぞれ「メニュー」「カメ
ラ」「メール」「ブラウザ」が割り当てられており、機能を表す図記号が表記されている。4 個のソフ
トキーはすべて「アップ確定」の動作となっている。メニュー以外のソフトキーには長押しが割り当
てられ、それぞれ「TV」「メール問合せ」「ブックマーク一覧」が割り当てられており、キーの右下
に囲まれた表現で図記号が表記されている。カーソルキーには上、下、左、右、決定それぞれに「電
＊「ダウン確定」の記載がないものは「アップ確定」の動作となる
表 2-3　P-01J の状態に応じた、操作キーの機能割当の比較
短押し 長押し 短押し 長押し 短押し 長押し 短押し 長押し
メニュー メニュー 割当なし 割当なし 割当なし サブメニュー（ダウン確定） 割当なし
カメラ カメラ TV メニュー変更 割当なし 記号/顔（ダウン確定） 割当なし
メール メール メール問合せ 割当なし 割当なし 文字切替（ダウン確定） 割当なし
ブラウザ ブラウザ ブックマーク一覧 割当なし 割当なし
絵文字
（ダウン確定） 割当なし
上 電話帳（ダウン確定） 割当なし
下 通知パネル（ダウン確定） 割当なし
左 着信履歴（ダウン確定） 割当なし
右 リダイヤル（ダウン確定） 割当なし
決定
アイコン選択
モード
（ダウン確定）
割当なし 選択（ダウン確定） 割当なし
確定/選択
（ダウン確定） 割当なし
発呼モード 割当なし 割当なし 割当なし 逆順 元に戻す
iチャネル 割当なし 待受状態に戻る（ダウン確定） 割当なし
削除
（ダウン確定） 連続削除
割当なし 電源OFF/再起動 待受状態に戻る
電源OFF
/再起動 待受状態に戻る
電源OFF
/再起動
1 割当なし メール 割当なし あ行（ダウン確定） 割当なし
2 割当なし Web 割当なし か行（ダウン確定） 割当なし
3 割当なし あんしん 割当なし さ行（ダウン確定） 割当なし
4 割当なし カメラ/TV/音楽 割当なし た行（ダウン確定） 割当なし
5 割当なし データ 割当なし な行（ダウン確定） 割当なし
6 割当なし おサイフケータイ 割当なし
は行
（ダウン確定） 割当なし
7 割当なし 電話機能 割当なし ま行（ダウン確定） 割当なし
8 割当なし 設定 割当なし や行（ダウン確定） 割当なし
9 割当なし ツール 割当なし ら行（ダウン確定） 割当なし
0 +入力 iコンシェル 割当なし わ行（ダウン確定） 割当なし
濁点/半濁点
（ダウン確定） 割当なし
改行 範囲選択
＃ マナーモード P-SQUARE 割当なし 句読点（ダウン確定） 割当なし
Ⅰ 登録機能 登録変更
Ⅱ 登録機能 登録変更
Ⅲ 登録機能 登録変更
ショートカット
表示
マルチタスク
表示
サブディスプレイ
表示
マナー
モード
ショートカット
表示
マルチタスク
表示
ショートカット
表示
マルチタスク
表示
筐体オープン 割当なし
ショートカットキー
オープンキー 機能せず 機能せず 機能せず
発信キー
クリアキー
フォーカス
/カーソル移動
（ダウン確定）
フォーカス
/カーソル
連続移動
終了キー
ワンタッ
チ
キー
割当なし 割当なし
割当なし 割当なし
割当なし 割当なし
プロフィール 割当なし
ソフト
キー
カーソル
キー
フォーカス移動
（ダウン確定）
フォーカス
連続移動
キー種別
①
待ち受け時（オープン）
②
待ち受け時（クローズ）
③
メニュー表示時（オープン）
④
日本語入力時（オープン）
10キー 電話番号入力
閉じているので
操作不能
＊ 割当なし
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話帳」「通知パネル」「着信履歴」「リダイヤル」「アイコン選択モード」が割り当てられ、決定キー以
外は機能を示す図記号が表記されている。カーソルキーはすべて「ダウン確定」の動作で、長押しの
割り当てはない。
携帯電話を開いて待受状態の時（表 2-3 の①）、発信キーは発呼モードが割り当てられ、終了キー
は機能割当がない。発信キー、終了キーともに「アップ確定」の動作となっている。終了キーには長
押しも割り当てられており、電源 OFF ／再起動の選択画面へと状態遷移する。よって、終了キーに
は電源を示す図記号が表記（図 2-12 の③）されている。クリアキーには「i チャネル」が割り当て
られており、「アップ確定」の動作となっている。長押しの割り当てはない。
携帯電話を開いて待受状態の時（表 2-3 の①）、10 キーを押下すると電話番号が入力される。例え
ば、待受状態から「090-1234-5678」という電話番号を入力し発信するユースケース（利用シーン）
を想定する。待受状態から「0」キーを押下する場合は「アップ確定」の動作である。「0」入力が終
わると、待受状態から発呼モード（電話番号入力状態）に状態遷移し、その状態で「9」キーを押下
する場合は「ダウン確定」の動作となる。以下、「0-1234-5678」の 10 キー入力と発信キー押下は「ダ
ウン確定」の動作となる。待受状態において、10 キーのうち 0 キーと＃キーのみ長押しが割り当て
られている。0 キー長押しには「+」入力（国際発信のプレフィクス）が、＃キー長押しにはマナーモー
ドの ON/OFF が割り当てられており、そのためキーの右下に囲まれた表現で「+」「マナー」が表記（図
2-12 の⑧⑨）されている。ワンタッチキーは登録された機能が割り当てられる仕様で、デフォルト
ではⅠが連絡先、Ⅱが歩数計、Ⅲが Line アプリ、すべて「アップ確定」の動作となっている。長押
しには登録機能の変更が割り当てられている。
携帯電話を開いて待受状態の時（表 2-3 の①）、側面配置のショートカットキーはショートカット
表示が割り当てられており、「アップ確定」の動作となっている。長押しにはマルチタスク表示が割
り当てられているが、キー表記は「マナー」であり、携帯電話を開いて待ち受け状態の時（表 2-3 の①）
の機能割当を反映していない。オープンキーは、携帯電話を開いている時は動作しない仕様である。
また、オープンキーはメカニカルキーであるため、「アップ確定」「ダウン確定」の区別はない。
携帯電話を閉じて待ち受け状態の時（表 2-3 の②）、正面に配置された操作キーは操作できない。
ショートカットキーはサブディスプレイ表示が割り当てられ、「アップ確定」の動作となっている。
長押しにはマナーモードが割り当てられており、キー表記も「マナー」となっている。操作キーの表
記は、携帯電話を開いて待ち受け状態の時（表 2-3 の①）における短押し操作を基本としているが、
ショートカットキーの表記は、携帯電話を閉じて待ち受け状態の時（表 2-3 の②）における長押し操
作という例外的な仕様となっている。
携帯電話を開き待受状態からメニューキーを押下してメニュー画面を表示した時（表 2-3 の③）、
ソフトキーはカメラキー以外には機能割当がなく、カメラキーにはメニュー変更が割り当てられてお
り、「アップ確定」の動作となっている。長押しは割り当てられていない。カーソルキーは上下左右キー
にフォーカス移動が、決定キーに項目選択機能が割り当てられており、すべて「ダウン確定」の動作
となっている。長押しは上下左右キーにフォーカス連続移動が当てられており、決定キーには割り当
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てられていない。発信キーには機能割当がない。クリアキーには待受状態に戻る機能（前画面に戻る
機能）が割り当てられており、「ダウン確定」の動作となっている。長押しは割り当てられていない。
終了キーには待受状態に戻る機能が割り当てられており、「アップ確定」の動作となっている。長押
しも割り当てられており、電源 OFF ／再起動の選択画面へと状態遷移する。
携帯電話を開き待受状態からメニューキーを押下してメニュー画面を表示した時（表 2-3 の③）、
10 キーにはメニュー項目が割り当てられる。メニュー画面の GUI が横 3 ×縦 4 のマトリクス型となっ
ており、10 キーをショートカット的に使用可能で（図 2-15）、画面には 10 キーのショートカット
割当を示す表示が出ている。すべて「アップ確定」の動作となっており、長押し操作の割り当てはな
い。ワンタッチキーは機能が割り当てられていない。側面配置のショートカットキーはショートカッ
ト表示が割り当てられており、「アップ確定」の動作となっている。長押しにはマルチタスク表示が
割り当てられている。オープンキーは、携帯電話を開いているため動作しない。
日本語入力時（表 2-3 の④）、ソフトキーには文字入力関連の機能が割り当てられる。割り当ては、
メニューキー：サブメニュー、カメラキー：記号／顔文字、メールキー：文字切替、ブラウザキー：
絵文字となりすべて「ダウン確定」の動作となる。長押しの割り当てはない。カーソルキーは上下左
右キーにフォーカス／カーソル移動が、決定キーに確定／項目選択機能が割り当てられており、すべ
て「ダウン確定」の動作となっている。長押しは上下左右キーにフォーカス／カーソル連続移動が当
てられており、決定キーには割り当てられていない。発信キーには逆順が割り当てられ「アップ確定」
動作となる。長押しには「元に戻す」機能が割り当てられる。クリアキーは文字削除が割り当てられ「ダ
ウン確定」の動作となっている。長押しは連続削除が割り当てられている。文字入力時以外にはクリ
アキーに前画面に戻る機能が割り当てられるが、文字入力時にはコンフリクト［注 13］が起きるため、
前画面に戻る機能を割り当てられない。文字入力を確定（決定キー押下）して、文字入力モードを抜
けることが前画面に戻ることと同様の動作となる。終了キーには待受状態に戻る機能が割り当てられ
ており、「アップ確定」の動作となっている。長押しも割り当てられており、電源 OFF ／再起動の選
択画面へと状態遷移する。
メニュー画面 操作キー
16
10キーの 
ショートカット 
表示
図 2-15　メニュー画面と 10 キーのショートカット対応
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メニュー
変更
戻る
Web あんしんメール
設定 ツール電話機能
プロフィー ル P-SQUAREiコンシェル
データ おサイフケータイ
カメラ/TV
音楽
待受へ
サブ
メニュー 記号/顔
文字
切替 絵文字
待受へ
①待ち受け時 ②メニュー表示時 ③日本語入力時
日本語入力時（表 2-3 の④）、10 キーは文字入力機能（1 キ ：ーあ行、2 キ ：ーか行、3 キ ：ーさ行など）
が割り当てられ、「ダウン確定」の動作となる。ただし、＊キーは例外的な動作となる。か行、さ行、
た行、は行などの文字入力中は濁点／半濁点入力が割り当てられ「ダウン確定」動作、文字変換確定
後のカーソル表示時や変換語句フォーカス時には改行入力が割り当てられ「アップ確定」動作となる。
改行入力割り当て時は長押しに範囲選択が割り当てられる。
日本語入力時（表 2-3 の④）、ワンタッチキーは機能が割り当てられていない。側面配置のショー
トカットキーはショートカット表示が割り当てられており、「アップ確定」の動作となっている。長
押しにはマルチタスク表示が割り当てられている。オープンキーは、携帯電話を開いているため動作
しない。
使用頻度が高いと想定される 4 状態における操作キーの機能割当を確認した。図 2-16 に、携帯電
話を閉じた状態を除く 3 状態、携帯電話を開いて待受状態にある時（図 2-16 の①）、携帯電話を開
き待受状態からメニューキーを押下してメニュー画面を表示した時（図 2-16 の②）、日本語入力時（図
2-16 の③）における操作キーの機能割当を概念的に示す。状態によって操作キーに対する機能割当
が大きく異なることが確認できる。これら以外にも、カメラ機能使用時、メール機能使用時、ブラウ
ザ機能使用時、テレビ機能使用時など様々な状態が存在する。さらに、長押しや「アップ確定」「ダ
ウン確定」といった動作も状態によって変化するため、TZ-802B と比較すると非常に複雑化したと
言える。
TZ-802B と比較して非常に複雑化した P-01J であるが、そのターゲットユーザはどのように設定
されているのだろうか。P-01J のカタログ［注 14］や製品ウェブサイトをみると「大きな音で相手
の声が聞き取りやすい」「ボタンやメールの文字が大きく見やすい」「ケータイがあんしんをサポート」
図 2-16　3 状態における操作キーの機能割当を概念的に示したもの
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といった訴求がされており、比較的年齢層が高く IT リテラシーも高くない層をターゲットとしてい
ることが確認できる。
4.　TZ-802B と P-01J の操作キーの比較
表 2-4 に、TZ-802B と P-01J の操作キーの比較を示す。比較の結果、操作キーを 4 つに分類した。
ひとつめは、TZ-802B にも P-01J にも存在する操作キー（表 2-4 の①）で、10 キー、発信キー、終
了キーが該当する。ふたつめは、TZ-802B に存在し P-01J には存在しない操作キー（表 2-4 の②）で、
電源キー、リダイヤルキー、音量調節キー、ロックキーが該当する。3 つめは、TZ-802B に存在せず
P-01J に存在する操作キー（表 2-4 の③）で、ソフトキー（メニューキー、カメラキー、メールキー、
ブラウザキー）、カーソルキー（上キー、下キー、左キー、右キー、決定キー）、クリアキー、ワンタッ
チキー（Ⅰキー、Ⅱキー、Ⅲキー）、ショートカットキー、オープンキーが該当する。4 つめは TZ-
802B にも P-01J にも存在しないが、変遷過程において存在していた操作キー（表 2-4 の④）である。
これら4種類の操作キーを模式化したものを図2-17に示す。4種類の操作キーを、共通する操作キー
（図 2-17 の①）、削除された操作キー（図 2-17 の②）、追加された操作キー（図 2-17 の③）、追加後
に削除された操作キー（図 2-17 の④）に分類、全 523 機種を網羅的に調査し、操作キーの変遷を明
らかにしてゆく研究方針とする。
5.　おわりに
本章で確認できたことを示す。
初号機 TZ-802B の操作キーを中心とした UI デザインについて、
　・操作キーは 18 個（2 個はスライド型、16 個はプッシュ型）で、4 つの面に配置されている
　・終了キー（応答保留機能割当）以外は、単独の機能割当である
　・両手操作前提の UI 設計がなされている
　・プッシュ型の操作キーは「ダウン確定」動作で、長押し操作は割り当てられていない
という項目を確認し、
　・電源 ON/OFF を確認しやすい電源キーはスライド型で底面配置した
　・左手に保持して通話中に音量調節がしやすい左側面に操作キーを配置した
　・左上から右下への操作の流れに沿う 10 キー、発信キー、終了キーを配置した
と推測した。
最新機種 P-01J の操作キーを中心とした UI デザインについて、
　・操作キーは 29 個（すべてプッシュ型）で、3 つの面に配置されている
　・オープンキー以外は、複数の機能割当がある
　・片手操作前提の UI 設計がなされている
　・「アップ確定」や長押し操作が複数のキーに割り当てられている
　・操作状況に応じ、操作キーの機能割当が大きく変わる
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表 2-4　TZ-802B と P-01J の操作キーの比較
1987年 
（昭和62）
初号機 
TZ-802B
2016年 
（平成28）
最新機種 
P-01J
①共通する操作キー
②削除された操作キー
③追加された操作キー
④追加後に削除された操作キー
図 2-17　TZ-802B と P-01J を比較し、操作キーを 4つに分類
TZ-802B 変遷過程 P-01J TZ-802BとP-01Jの比較
1 ● ●
2 ● ●
3 ● ●
4 ● ●
5 ● ●
6 ● ●
7 ● ●
8 ● ●
9 ● ●
0 ● ●
＊ ● ●
＃ ● ●
● ●
● ●
●
●
●
●
メニュー ●
カメラ ●
メール ●
ブラウザ ●
上 ●
下 ●
左 ●
右 ●
決定 ●
●
Ⅰ ●
Ⅱ ●
Ⅲ ●
●
●
●
●
●
●
操作キーX1
操作キーX2
〜
操作キーXn
④
TZ-802BにもP-01Jにも
存在しないが、変遷過程において
存在していた操作キー
～
～
ソフト
キー
③
TZ-802Bには存在せず、
P-01Jに存在する
操作キー
カーソル
キー
クリアキー
ワンタッチ
キー
ショートカットキー
オープンキー
電源キー ②
TZ-802Bに存在し、
P-01Jには存在しない
操作キー
リダイヤルキー
音量調節キー
ロックキー
キー種別
10キー ①
TZ-802BにもP-01Jにも
存在する操作キー
発信キー
終了キー
～
86
という項目を確認し、
　・片手操作を容易にするために、操作キー 27 個をひとつの面に集約した
　・親指が届くために、操作キーのピッチを詰めた設計とした
　・防水対応のために、操作キー 27 個をひとつの面に集約した
　・ターゲットユーザは高年齢で IT リテラシーが高くない層である
と推測した。
TZ-802B と P-01J を比較して、
　・共通する操作キー
　・削除された操作キー
　・追加された操作キー
　・追加後に削除された操作キー
に分類し、変遷を明らかにする。
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注
  1）　1969（昭和 44）年に発売された固定電話機 600P 形（プッシュホン）の 10 キーが初搭載である。
  2）　通信機器の表示用図記号規格 CES-DZ334、一般社団法人情報通信ネットワーク産業協会、2003（平成 15）年 5 月
  3）　着信中に応答出来ない時に終了キー（応答保留機能割当）を押下すると、相手側へ応答出来ない旨のメッセージが流
  　　れ電話機が保留状態となる機能。応答保留時に発信キーを押下すると、保留状態を解除し通話可能となる。応答保留
 　 　時に終了キーを押下すると、保留状態を解除し通話を終了する。
  4）　1972（昭和 47）年発売の 700P 形電話機、操作キーがハンドセット内側（レシーバーとマイクの間）に配置された。
　　   資料 2-1 参照
  5）　ミニプッシュホンのフッキングボタン（終了キー）の配置位置は 10 キー下部で、デザイナーの寿美田は「使用手順に
　　   適合した場所」を選んだとしている。寿美田、『電話機における人との相関性』工藝ニュース Vol.40 No.2、工業技術
　　   院産業科学研究所、1972
  6）　NTT ドコモ、『「携帯・自動車電話」サービス開始 20 年−社会のスピードに合わせた日常生活ツール−』、ドコモレポー
  　　ト No.8、NTT ドコモ、1999
  7）　IPX5 とは、内径 6.3mm の注水ノズルを使用し、約 3m の距離から 1 分あたり 12.5 リットルの水を最低 3 分間注水
  　　する条件であらゆる方向から噴流を当てても、通信機器としての機能を有することを意味する。IPX7 とは、常温で
  　　水道水、かつ静水の水深 1m のところに携帯電話を沈め、約 30 分間放置後に取り出したときに通信機器としての機
  　　能を有することを意味する。
  8）　カーソルキーは、上キー、下キー、左キー、右キー、決定キーの 5 個とみなす。
  9）　決定キーをソフトキーとみなす考え方もあるが、本論では決定キーはカーソルキーとし、ソフトキーとみなさない。
10）　着信履歴は、デジタル方式（2G）のネットワークサービスとして発信者番号通知が開始されて以降の機能であり、ア
　　   ナログ方式（1G）の初号機には具備されていなかった。
11）　ニュースや天気予報などの情報が携帯電話に配信される、プッシュ型の情報配信サービス。
12）　通信機器の表示用図記号規格 CES-DZ104、一般社団法人情報通信ネットワーク産業協会、2003（平成 15）年 5 月
13）　機能割り当てが競合し、両立ができないこと。
14）　P-01J：資料 2-2、資料 2-3 参照
写真出典：
製品カタログ、MOBILE TIDE 2010 カタログ、取扱説明書、実機撮影、ウェブサイト『データブック NTT 西日本　電話機
のあゆみ』（https://www.ntt-west.co.jp/info/databook/pdf/285.pdf）、ウェブサイト『日本初の携帯電話「TZ-802 型」レビュー、
これが「ケータイ」の原点だ』（http://buzzap.jp/news/20121101-docomo-tz-802/）、ウェブサイト『誰もが電話を “ 携帯する ”
までの歴史』（https://next.rikunabi.com/tech/docs/ct_s03600.jsp?p=001430）
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第 3章　共通する操作キーの変遷
1.　はじめに
本章では、初号機 TZ-802B と最新機種 P-01J を比較して共通する操作キーに着目、523 機種につ
いて網羅的な調査を実施し、共通する操作キーの変遷を明らかにする。
両機に共通する操作キーは、10 キーと発信キー／終了キーである。図 3-1 に共通する操作キー部を、
表 3-1 に共通する操作キーの比較を示す。10 キー（表 3-1 の①〜⑫）については表記の追加がある。
発信キー（表 3-1 の⑬）については表記に追加があり、終了キー（表 3-1 の⑭）については表記の
削除と追加がある。
2.　10 キーについて
10 キーは、初号機から最新機種までの 523 機種すべてに搭載された操作キーである。TZ-803B の
10 キーは、電話番号入力のために使用する。P-01J の 10 キーは、電話番号入力だけでなく、国際
通話用プレフィックスの「＋」入力、マナーモード ON/OFF、文字入力などにも使用する。図 3-2 に
P-01J の 10 キー表記の詳細を示す。P-01J の 10 キーは、左側に数字入力用の表記（図 3-2 の①）、
右側上部に日本語入力用の表記（図 3-2 の②）、右側下部に英語入力用の表記（図 3-2 の③）があり、
待受時の長押し操作割当があるキー（0 キー、＃キー）には右下に長押し時の表記（図 3-2 の④）が
ある。長押し時の表記には、英語入力用と区別するために区切り線（ 「 ）が使用されている。
1）数字入力用の表記
数字入力用の表記は、523 機種すべてにある。全機種アラビア数字表記であり、漢数字表記やロー
マ数字表記の機種はない。
2）日本語入力用の表記
日本語入力用の表記は、523 機種すべてにはない。TZ-802B のように表記自体がない機種、カタ
カナが表記（以下、カナ表記）される機種、ひらがなが表記（以下、かな表記）される機種の 3 種
TZ-802B
P-01J
図 3-1　TZ-802 と P-01J に共通する操作キー
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TZ-802B P-01J 削除された表記 追加された表記
① 1 なし 日本語入力用表記（あ）英語入力用表記（ . ／＠）
② 2 なし 日本語入力用表記（か）英語入力用表記（ABC）
③ 3 なし 日本語入力用表記（さ）英語入力用表記（DEF）
④ 4 なし 日本語入力用表記（た）英語入力用表記（GHI）
⑤ 5 なし 日本語入力用表記（な）英語入力用表記（JKL）
⑥ 6 なし 日本語入力用表記（は）英語入力用表記（MNO）
⑦ 7 なし 日本語入力用表記（ま）英語入力用表記（PQRS）
⑧ 8 なし 日本語入力用表記（や）英語入力用表記（TUV）
⑨ 9 なし 日本語入力用表記（ら）英語入力用表記（WXYZ）
⑩ 0 なし
日本語入力用表記（わ）
英語入力用表記（-）
国際通話用表記（＋）
⑪ ＊ なし 日本語入力用表記（゛゜改行）英語入力用表記（A/a）
⑫ ＃ なし 日本語入力用表記（、。？）マナーモード用表記（マナー）
⑬ なし 文字入力用表記（逆順）
⑭ 応答保留用表記（HLD） 電源ON/OFF用表記（図記号）
操作キー
10キー
発信キー
終了キー
表 3-1　10 キー、発信キー、終了キーの表記の比較
①左側に 
　数字入力用の 
　表記
②右側上部に 
　日本語入力用の 
　表記
③右側下部に 
　英語入力用の 
　表記
④右側下部に 
　長押し時の 
　表記
図 3-2　P-01J の 10 キー表記
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類がある。
図 3-3 に、10 キーの日本語入力用表記別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、表記
なしが 2 機種、カナ表記が 97 機種、かな表記が 424 機種である。表記なし→カナ表記→かな表記
の順に移行が起き、かな表記機種の比率が増加し、標準的な表記となり P-01J に至る。表記なし→
カナ表記への移行は、1991（平成 3）年発売のムーバ（図 3-3 の①）にて起きている。カナ表記→
かな表記への移行は、1995（平成 7）年から 1999（平成 11）年までに起きており、2000（平成
12）年以降の発売機種は全機種かな表記となっている。導入期（1987-1993）にカナ表記への移行、
普及期（1994-2000）にかな表記への移行が起き、成熟期（2001-2008）以降は全機種かな表記で
統一される。
表3-2に、10キーの日本語入力用表記例（表記なし→カナ表記）を示す。初号機TZ-802B（表3-2の①）
と 2 号機 TZ-803B（表 3-2 の②）は、文字入力機能がないため日本語入力用表記がない。初のカナ
表記機種はムーバ 4 機種（表 3-2 の③〜⑥）である。ムーバには電話帳（メモリダイヤル）に名前（カ
ナ／英数で 10 文字以内）を登録するための文字入力機能が搭載され、10 キーにカタカナが表記さ
れている。ただし、カナ表記位置は統一されておらず、ムーバ P（表 3-2 の③）とムーバ N（表 3-2
の④）は右下表記で、ムーバ F（表 3-2 の⑤）とムーバ D（表 3-2 の⑥）は右上表記である。第 1 章
第 3 節第 1 項にて、ムーバ開発においてメーカ独自デザインへ方針転換がなされたと述べたが、10
キーの日本語入力用表記位置のように微細な点についてもメーカ方針が現れている証左である。
表 3-3 に、10 キーの日本語入力用表記例（カナ表記→かな表記）を示す。初のかな表記機種は、
1995（平成 7）年発売のムーバ R Ⅱ（図 3-3 の②）である。ムーバ R Ⅱは 2 種類存在し、ひとつが
通称前期型で 1994（平成 6）年に発売されたもの（表 3-3 の⑤）、もうひとつが通称後期型で 1995
（平成 7）年に発売されたもの（表 3-3 の⑥）である。初のかな表記機種は後期型で漢字電話帳機能
が搭載されており、これに伴い文字入力も従来のカナ／英数だけでなく、ひらがな／漢字入力が可能
図 3-3　10 キーの日本語入力用表記別の携帯電話発売機種数
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表 3-2　10 キーの日本語入力用表記例（表記なし→カナ表記）
表 3-3　10 キーの日本語入力用表記例（カナ表記→かな表記）
表 3-4　10 キーの日本語入力用表記例（漢字ショートメールサービス対応の 206 シリーズ 12 機種）
表 3-5　10 キーの日本語入力用表記例（i モードサービス対応の 501i シリーズ 4機種）
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 TZ-802B TZ-803B ムーバP ムーバN ムーバF ムーバD
発売年 1987 1989
表記
イメージ
なし カナ
1991
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 ムーバPⅡ ムーバNⅡ ムーバFⅡ ムーバDⅡ
ムーバRⅡ
（前期型）
ムーバRⅡ
（後期型）
発売年 1995
表記 かな
電話帳 漢字電話帳
イメージ
カナ
カナ電話帳
1994
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 SO206 N206 F206 D206 TS206 SH206
発売年 1998 1998
表記 かな かな
イメージ
⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫
機種名 P206 N206S NM206 R206 KO206 M206
発売年 1998 1998
表記 かな かな
イメージ
カナ
カナ カナ
1998
19981998
① ② ③ ④
機種名 F501i D501i N501i P501i
発売年
表記
イメージ
かな
1999
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となっている。これはムーバ R Ⅱ（後期型）固有の機能であり、同時期に漢字電話帳機能を搭載し
た機種はない（表 3-3 の①〜⑤）ため、商品の差別化ポイントとして訴求［注 1］されている。その
ため、外観からも漢字電話帳機能搭載がわかりやすいよう、かなが表記されている。
漢字電話帳機能は端末機能であるが、ネットワークサービスとして漢字対応が必要となる場合もあ
る。1998（平成 10）年に漢字ショートメールサービスが開始（図 3-3 の③）され、サービスに対応
した携帯電話として 206 シリーズが発売される。表 3-4 に、10 キーの日本語入力用表記例（漢字ショー
トメールサービス対応の 206 シリーズ 12 機種）を示す。206 シリーズは漢字ショートメールサー
ビスに対応し、かつ、漢字電話帳機能［注 2］を搭載しているが、全機種かな表記ではない。かな表
記は、SO206（表 3-4 の①）、SH206（表 3-4 の⑥）、P206（表 3-4 の⑦）、R206（表 3-4 の⑩）の
4 機種、カナ表記は N206（表 3-4 の②）、F206（表 3-4 の③）、D206（表 3-4 の④）、TS206（表
3-4 の⑤）、N206S（表 3-4 の⑧）、NM206（表 3-4 の⑨）、KO206（表 3-4 の⑪）、M206（表 3-4
の⑫）の 8 機種で、むしろカナ表記機種が多く、メーカ別に異なっている。
同一シリーズ全機種かな表記となる初のシリーズは 1999（平成 11）年に開始される i モードサー
ビス（図 3-3 の④）対応の 501i シリーズである。表 3-5 に、10 キーの日本語入力用表記例（i モー
ドサービス対応の 501i シリーズ 4 機種）を示す。i モードは電子メールを訴求［注 3］しており、メー
ルの文字入力時にカナ表記では違和感が感じられる。メーカのコンセプトに起因するか、NTT ドコ
モの端末仕様、あるいはその両方によるものか判別はつかないが、501i シリーズは全機種かな表記（表
3-5 の①〜④）となり、以降、i モード対応の全機種がかな表記となる。
表 3-6 に、メーカおよび日本語入力用表記別の携帯電話発売機種数を示す。メーカが N/P と記さ
れているのは初号機 TZ-802B、メーカが N/P/D と記されているのは 2 号機 TZ-803B である。これ
ら 2 機種は複数メーカにて製造されている。日本無線（表 3-6 の R）は、初のかな表記機種である
1995（平成 7）年発売のムーバ R Ⅱ（後期型）以降、全機種が漢字電話帳機能搭載でかな表記となっ
ている。
日本無線の次にかな表記機種を発売しているメーカは、シャープ（表 3-6 の SH）で、1997（平成 9）
年発売の SH201［注 4］がシャープ初のかな表記機種である。シャープからは SH201 含め 62 機種
が発売されているが、すべて漢字電話帳機能搭載でかな表記機種である。
シャープの次にかな表記機種を発売しているメーカは、パナソニック（表 3-6 の P）で、1997（平
成 9）年発売の P205［注 5］がパナソニック初のかな表記機種である。パナソニックは P205 以降、
漢字電話帳機能搭載機種すべて［注 6］が、かな表記となる。
パナソニックの次にかな表記機種を発売しているメーカは、ソニー（表 3-6 の SO）で、1998（平
成 10）年発売の SO206（表 3-4 の①）がソニー初のかな表記機種である。ソニーは、SO206 以降
全機種が、かな表記となる。
ソニーの次にかな表記機種を発売しているメーカは、NEC（表 3-6 の N）、富士通（表 3-6 の F）、
三菱電機（表 3-6 の D）の 3 社で、1998（平成 10）年発売の N207［注 7］、F207［注 8］、D207［注
9］が各社初のかな表記機種である。3 社とも、207 シリーズ以降全機種が、かな表記となる。
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥
メーカ 三菱 東芝
機種名 N206 N206S F206 F156 D206 TS206
発売年
イメージ
⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫
メーカ モトローラ
機種名 NM206 NM156 NM157 M206 KO206 KO207
発売年 1999
イメージ
⑬
メーカ デンソー
機種名 DE207
発売年 1999
イメージ
富士通
1998
NEC
国際電気
1998 1998
ノキア
3 社の次にかな表記機種を発売しているメーカは、サンヨー（表 3-6 の SA）、ノキア（表 3-6 の
NM）、エリクソン（表 3-6 の ER）で、1999（平成 11）年発売の SA207［注 10］、NM207［注
11］、ER207［注 12］が各社初のかな表記機種である。各社とも、207 シリーズ以降全機種が、か
な表記となる。
2000（平成 12）年に、国際電気（表 3-6 の KO）が KO208［注 13］で、かな表記となり、以降
全機種が、かな表記となる。2002（平成 14）年に東芝（表 3-6 の T）が T2101V（表 1-15 の⑥）で、
2006（平成 18）年にモトローラ（表 3-6 の M）が M702iS［注 14］、M702iG［注 15］で、かな表
記となる。東芝、モトローラともに以降の携帯電話発売はない。
シャープ同様、かな表記機種のみを発売したメーカは、LG（表 3-6 の L）とカシオ（表 3-6 の CA）で、
カナ表記機種のみを発売したメーカは、京セラ（表 3-6 の KY）とデンソー（表 3-6 の DE）である。
かな表記の 424 機種はすべて漢字入力が可能である。また、カナ表記の 97 機種のうち 13 機種は
漢字入力が可能である。表 3-7 に、漢字入力可能であるがカナ表記が採用された 13 機種を示す。13
機種は 1998（平成 10）年と 1999（平成 11）年に発売されており、NEC の携帯電話が 2 機種（表
3-7 の①②）、富士通が 2 機種（表 3-7 の③④）、三菱電機が 1 機種（表 3-7 の⑤）、東芝が 1 機種
（表 3-7 の⑥）、ノキアが 3 機種（表 3-7 の⑦〜⑨）、モトローラが 1 機種（表 3-7 の⑩）、国際電気
が 2 機種（表 3-7 の⑪⑫）、デンソーが 1 機種（表 3-7 の⑬）である。NM206、NM156、NM157
は漢字ショートメールサービスに対応し漢字入力が可能であるが、漢字電話帳機能は搭載していない。
1999（平成 11）年に発売された NM207 は、漢字電話帳機能を搭載し、かな表記となっていること
表 3-7　漢字入力可能であるがカナ表記が採用された 13 機種
漢字電話帳機能搭載機種：①〜⑥、⑩〜⑬
漢字ショートメールサービス対応機種：①〜⑬
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から、ノキアは漢字電話帳機能の有無によって、かな表記とカナ表記を使い分けていることが確認で
きる。NEC、富士通、三菱電機、東芝、モトローラ、国際電気、デンソーの 7 社の 10 機種については、
搭載機能や対応サービスによる、かな表記とカナ表記の使い分けをしていない。
3）英語入力用の表記
英語入力用の表記は、523 機種すべてにはない。TZ-802B のように表記自体がない機種、英語入
力用表記があり 0 キーに QZ 表記がある機種（QZ 型とする）、英語入力用表記があり 0 キーに QZ 表
記がなく、7 キーに PQRS、9 キーに WXYZ と表記されている機種（noQZ 型とする）の 3 種類がある。
図 3-4 に、10 キーの英語入力用表記別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、表記な
しが 2 機種、QZ 型が 87 機種、noQZ 型が 434 機種である。表記なし→ QZ 型→ noQZ 型の順に移
行が起き、noQZ 型の比率が増加し、標準的な表記となり P-01J に至る。表記なし→ QZ 型への移行は、
1991（平成 3）年発売のムーバ（図 3-4 の①）にて起きている。QZ 型→ noQZ 型への移行は、1995（平
成 7）年から 2000（平成 12）年までに起きており、2001（平成 13）年以降の機種は全機種 noQZ
型となっている。導入期（1987-1993）に QZ 型への移行、普及期（1994-2000）に noQZ 型への
移行が起き、成熟期（2001-2008）以降は全機種 noQZ 型で統一される。
表 3-8 に、10 キーの英語入力用表記例（表記なし→ QZ 型）を示す。初号機 TZ-802B（表 3-8 の
①）と 2 号機 TZ-803B（表 3-8 の②）は、文字入力機能がないため英語入力用表記がない。初の QZ
型機種はムーバ 4 機種（表 3-8 の③〜⑥）である。ムーバには電話帳（メモリダイヤル）に名前（カ
ナ／英数で 10 文字以内）を登録するための文字入力機能が搭載され、10 キーにアルファベットが
表記されている。アルファベット表記は北米の電話機［注 16］に倣い、0 キーに不足する QZ を割
り当てたと推測する。
表 3-9 に、10 キーの英語入力用表記例（QZ 型→ noQZ 型）を示す。初の noQZ 型機種は、1996
（平成 8）年発売の SO101（図 3-4 の②）である。101 シリーズは 12 機種（表 3-9 の①〜⑫）で、
図 3-4　10 キーの英語入力用表記別の携帯電話発売機種数
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表 3-8　10 キーの英語入力用表記例（表記なし→QZ型）
表 3-9　10 キーの英語入力用表記例（QZ型→ noQZ 型）
表 3-10　10 キーの英語入力用表記例（ショートメール対応の 203 シリーズ 6機種）
表 3-11　10 キーの英語入力用表記例（i モードサービス対応の 501i シリーズ 4機種）
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 TZ-802B TZ-803B ムーバP ムーバN ムーバF ムーバD
発売年 1987 1989
表記
イメージ
なし QZ型
1991
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 KO203 N203 D203 P203 F203 R203
発売年 1997
表記 QZ型
イメージ
QZ型 noQZ型
1997 1997
① ② ③ ④
機種名 F501i D501i N501i P501i
発売年
表記
イメージ
noQZ型
1999
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 M101 P101 D101 F101 N101 TS101
発売年 1996
表記
イメージ
⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫
機種名 SO101 SA101 KY101 NM101 KO101 R101
発売年 1996 1996 1996
表記 noQZ型 QZ型 noQZ型
イメージ
QZ型
QZ型
1996
1995
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noQZ 型は SO101（表 3-9 の⑦）と KY101（表 3-9 の⑨）の 2 機種、他の 10 機種（表 3-9 の①〜
⑥⑧⑩〜⑫）は QZ 型である。
英語入力用表記は、かな表記のように漢字電話帳機能との関連はないため、文字入力に関連する
ネットワークサービスとの関係を調査する。1997（平成 9）年にショートメールサービスが開始（図
3-4 の③）され、サービスに対応した携帯電話として 203 シリーズが発売される。表 3-10 に、10 キー
の英語入力用表記例（ショートメールサービス対応の 203 シリーズ 6 機種）を示す。noQZ 型は
P203（表 3-10 の④）と F203（表 3-10 の⑤）の 2 機種、QZ 型は KO203（表 3-10 の①）、N203（表
3-10 の②）、D203（表 3-10 の③）、R203（表 3-10 の⑥）の 4 機種で、むしろ noQZ 型の機種が多く、
メーカ別に異なっている。
同一シリーズ全機種が noQZ 型となる初のシリーズは、1999（平成 11）年に開始される i モード
サービス（図 3-4 の④）対応の 501i シリーズである。表 3-11 に、10 キーの英語入力用表記例（i モー
ドサービス対応の 501i シリーズ 4 機種）を示す。501i シリーズは全機種 noQZ 型（表 3-11 の①〜
④）となるが、続く 502i シリーズでは QZ 型の機種がある。表 3-12 に、10 キーの英語入力用表記
例（i モードサービス対応の 502i シリーズ 9 機種）を示す。2000（平成 12）年発売の NM502i（表
3-12 の⑤）は QZ 型で他の 8 機種（表 3-12 の①〜④⑥〜⑨）はすべて noQZ 型である。NM502i よ
り後の発売機種はすべて noQZ 型となる。
表 3-13 に、メーカおよび英語入力用表記別の携帯電話発売機種数を示す。
ソニー（表 3-13 の SO）は、初の noQZ 型機種である 1996（平成 8）年発売の SO101（表 3-9 の
⑦）以降、全機種が noQZ 型となっている。
ソニーの次に noQZ 型機種を発売しているメーカは京セラ（表 3-13 の KY）で、1996（平成 8）
年発売の KY101（表 3-9 の⑨）が京セラ初の noQZ 型機種である。1997（平成 9）年発売の KY201
［注 17］も noQZ 型機種で、以降京セラの携帯電話は発売されていない。
京セラの次に noQZ 型機種を発売しているメーカはパナソニック（表 3-13 の P）で、1996（平成 8）
表 3-12　10 キーの英語入力用表記例（i モードサービス対応の 502i シリーズ 9機種）
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 F502i D502i N502i P502i NM502i F502it
発売年 1999 2000 2000
表記 QZ型 noQZ型
イメージ
⑦ ⑧ ⑨
機種名 SO502i N502it SO502iWM
発売年
表記
イメージ
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noQZ型
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年発売の P201［注 18］がパナソニック初の noQZ 型機種である。パナソニックは、P201 以降全機
種が noQZ 型となる。
パナソニックの次に noQZ 型機種を発売しているメーカは富士通（表 3-13 の F）で、1997（平成
9）年発売の F203（表 3-10 の⑤）が富士通初の noQZ 型機種である。富士通は、F203 以降全機種
が noQZ 型となる。
富士通の次に noQZ 型機種を発売しているメーカは三菱電機（表 3-13 の D）で、1998（平成 10）
年発売の D206［注 19］が三菱電機初の noQZ 型機種である。三菱電機は、D206 以降全機種が
noQZ 型となる。
三菱電機の次に noQZ 型機種を発売しているメーカは東芝（表 3-13 の T）で、1998（平成 10）
年発売の TS206［注 20］が東芝初の noQZ 型機種である。2002（平成 14）年発売の T2101V（表
1-15 の⑥）も noQZ 型で、T2101V より後に携帯電話は発売されていない。
東芝の次に noQZ 型機種を発売しているメーカは日本無線（表 3-13 の R）で、1998（平成 10）
年発売の R206［注 21］が日本無線初の noQZ 型機種である。日本無線は、R206 以降全機種が
noQZ 型となる。
日本無線の次に noQZ 型機種を発売しているメーカはエリクソン（表 3-13 の ER）で、1998（平
成 10）年発売の ER205［注 22］がエリクソン初の noQZ 型機種である。エリクソンは、ER205 以
降全機種が noQZ 型となる。
エリクソンの次に noQZ 型機種を発売しているメーカは NEC（表 3-13 の N）で、1998（平成
10）年発売の N207 が NEC 初の noQZ 型機種である。NEC は、N207 以降全機種が noQZ 型となる。
NEC の次に noQZ 型機種を発売しているメーカはデンソー（表 3-13 の DE）で、1998（平成 10）
年発売の DE207［注 23］が noQZ 型機種である。デンソーは DE207 以外の携帯電話を発売していない。
デンソーの次に noQZ 型機種を発売しているメーカはサンヨー（表 3-13 の SA）で、1998（平成
10）年発売の SA207 がサンヨー初の noQZ 型機種である。サンヨーは、SA207 以降全機種が noQZ
型となる。
サンヨーの次に noQZ 型機種を発売しているメーカはシャープ（表 3-13 の SH）で、1998（平成
10）年発売の SH811［注 24］がシャープ初の noQZ 型機種である。シャープは、SH811 以降全機
種が noQZ 型となる。
シャープの次に noQZ 型機種を発売しているメーカはノキア（表 3-13 の NM）で、2006（平成
18）年発売の NM850iG［注 25］がノキア初の noQZ 型機種である。ノキアは、NM850iG 以降全機
種が noQZ 型となる。
ノキアの次に noQZ 型機種を発売しているメーカはモトローラ（表 3-13 の M）で、2006（平成
18）年発売の M702iS がモトローラ初の noQZ 型機種である。以降、同年発売の M702iG が続くが、
モトローラは M702iG より後に携帯電話を発売していない。
モトローラの次に noQZ 型機種を発売しているメーカは LG（表 3-13 の L）で、2006（平成 18）
年に noQZ 型の SIMPURE L［注 26］が発売される。LG の携帯電話はすべて noQZ 型である。
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LG の次に noQZ 型機種を発売しているメーカはカシオ（表 3-13 の CA）で、2011（平成 23）年
に noQZ 型の CA-01C［注 27］が発売される。カシオは CA-01C 以外の携帯電話を発売していない。
4）長押し時の表記
長押し時の表記は、523 機種すべてにはない。TZ-802B のように表記自体がない機種と、P-01J
のように長押し時の表記（0 キーに＋、＃キーにマナーモード）がある機種に分けられる。10 キー
に対する長押し操作は様々な機能が割り当てられているが、すべての機能は表記されず、携帯電話の
操作に慣れたユーザのためのショートカット操作として提供されている。
表 3-14 に、10 キーの長押し時の表記例を示す。
1 キー（表 3-14 の①）には 4 種類（留守番電話［注 28］、音声メモ［注 29］、現在地確認［注
30］、i ウィジェット［注 31］）の表記があるが、P-01J の 1 キーには長押し時の表記がない。
2 キー（表 3-14 の②）にはハンドミラー［注 32］の表記があるが、P-01J の 2 キーには長押し時
の表記がない。
3 キー（表 3-14 の③）には 2 種類（IC カードロック［注 33］、現在地確認）の表記があるが、
P-01J の 3 キーには長押し時の表記がない。
4 キ （ー表 3-14 の④）には 2 種類（ライト［注 34］、検索［注 35］）の表記があるが、P-01J の 4 キー
には長押し時の表記がない。
5 キー（表 3-14 の⑤）には 2 種類（省電力モード［注 36］、文字サイズ［注 37］）の表記があるが、
P-01J の 5 キーには長押し時の表記がない。
6 キー（表 3-14 の⑥）には 4 種類（Bluetooth［注 38］、ソーラー充電［注 39］、ハンドミラー、
ライト）の表記があるが、P-01J の 6 キーには長押し時の表記がない。
7 キ （ー表 3-14 の⑦）には 2 種類（音声メモ、使い方ガイド［注 40］）の表記があるが、P-01J の 7 キー
には長押し時の表記がない。
8 キー（表 3-14 の⑧）には 2 種類（プライバシー［注 41］、文字サイズ）の表記があるが、
P-01J の 8 キーには長押し時の表記がない。
9 キ （ー表 3-14 の⑨）には現在地確認の表記があるが、P-01J の 9 キーには長押し時の表記がない。
0 キー（表 3-14 の⑩）には 2 種類（i モード、＋）の表記があり、P-01J の 0 キーには＋が表記
されている。
＊キ （ー表 3-14 の⑪）には 6 種類（リダイヤル、ドライブモード［注 42］、スピーカ ［ー注 43］、マナー
モード、IC カードロック、＋）の表記があるが、P-01J の＊キーには長押し時の表記がない。
＃キー（表 3-14 の⑫）には 3 種類（ドライブモード、モード設定、マナーモード）の表記があり、
P-01J の＃キーにはマナーモードが表記されている。
10 キーにおける長押し時の表記は、初号機 TZ-802B にはなく、最新機種 P-01J に至る過程におい
て 10 キーすべてにあり、P-01J では 0 キーと＃キーに長押し表記がある。
図 3-5 から図 3-16 に、10 キーの各キーにおける長押し表記別の携帯電話発売機種数を示す。
1 キー（図 3-5）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 468 機種、留守番電話表記
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表 3-14　10 キーの長押し時の表記例
10キー TZ-802B P-01J
表記なし 表記なし
表記なし 表記なし
表記なし 表記なし
表記なし 表記なし
表記なし 表記なし
表記なし 表記なし
表記なし 表記なし
表記なし 表記なし
表記なし 表記なし
表記なし ＋
表記なし リダイヤル ドライブモード スピーカー マナーモード ICカードロック ＋ 表記なし
表記なし マナーモード
ハンドミラー　  　　　　　ライト　　Bluetooth　　　　　　ソーラー充電
現在地確認　　　　iウィジェット留守番電話　　　　　　　音声メモ
現在地確認ICカードロック
ハンドミラー
＊
①
2
3
4
5
1
6
＃
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
7
8
9
0
～
文字サイズ省電力モード
検索ライト
iモード
現在地確認
ドライブモード モード設定
使い方ガイド音声メモ
文字サイズプライバシー
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図 3-5　1 キーの長押し表記別の携帯電話発売機種数
図 3-6　2 キーの長押し表記別の携帯電話発売機種数
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図 3-7　3 キーの長押し表記別の携帯電話発売機種数
図 3-8　4 キーの長押し表記別の携帯電話発売機種数
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図 3-9　5 キーの長押し表記別の携帯電話発売機種数
図 3-10　6 キーの長押し表記別の携帯電話発売機種数
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図 3-11　7 キーの長押し表記別の携帯電話発売機種数
図 3-12　8 キーの長押し表記別の携帯電話発売機種数
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図 3-13　9 キーの長押し表記別の携帯電話発売機種数
図 3-14　0 キーの長押し表記別の携帯電話発売機種数
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最新機種 
P-01J 
発売
初号機 
TZ-802B 
発売
導入期 普及期 成熟期 衰退期
発 
売 
年
③初の 
スピーカー表記機種 
R207発売
⑤初の 
ICカードロック表記機種 
SO902i発売
⑥初の 
＋表記機種 
NM850iG発売
①初の 
リダイヤル表記機種 
NM201発売
②初の 
ドライブモード表記 
機種F156発売
④初の 
マナーモード表記機種 
DE207発売
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最新機種 
P-01J 
発売
初号機 
TZ-802B 
発売
導入期 普及期 成熟期 衰退期
発 
売 
年
①初の 
ドライブモード表記 
機種P206発売
②初の 
モード設定表記機種 
NM206発売
③初の 
マナーモード表記機種 
N208発売
図 3-15　＊キーの長押し表記別の携帯電話発売機種数
図 3-16　＃キーの長押し表記別の携帯電話発売機種数
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が 10 機種、音声メモ表記が 3 機種、現在地確認表記が 39 機種、i ウィジェット表記が 3 機種である。
初の留守番電話表記機種は、1997（平成 9）年発売の NM201（図 5-3 の①）で、2008（平成 20）
年発売の NM706i までの 10 機種が留守番電話表記機種である。この 10 機種のメーカはノキアであ
るため、ノキア固有の特徴である。初の音声メモ表記機種は、2006（平成 18）年発売の SH902iS（表
3-5 の②）で、SH902iSL、SH702iS が続く。この 3 機種のメーカはシャープである。音声メモ表記
は7キ （ー表3-14の⑦）にもあるが、7キーの音声メモ表記機種のメーカもシャープであるため、シャー
プ固有の特徴である。初の現在地確認表記機種は、2006（平成 18）年発売の N903i（表 3-5 の③）
である。現在地確認表記機種のメーカは NEC が 22 機種、パナソニックが 15 機種、LG とカシオが
各 1 機種である。現在地確認表記は 3 キー（表 3-14 の③）と 9 キー（表 3-14 の⑨）にもある。初
の i ウィジェット表記機種は、2011（平成 23）年発売の SH-03D（図 3-5 の④）で、SH-05D、SH-
03E が続く。この 3 機種のメーカはシャープであるため、シャープ固有の特徴である。
2 キー（図 3-6）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 522 機種、ハンドミラー表
記が 1 機種である。ハンドミラー表記機種は、2011（平成 23）年発売の SH-10C（図 3-6 の①）で
ある。ハンドミラー表記は 6 キー（表 3-14 の⑥）にもあるが、6 キーのハンドミラー表記機種のメー
カもシャープであるため、シャープ固有の特徴である。
3 キー（図 3-7）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 479 機種、IC カードロック
表記が 43 機種、現在地確認表記が 1 機種である。初の IC カードロック表記機種は、2006（平成
18）年発売の N902iS（図 3-7 の①）である。IC カードロック表記機種のメーカは NEC が 40 機種、
パナソニックが 2 機種、カシオが 1 機種である。IC カードロック表記は＊キー（表 3-14 の⑪）に
もある。現在地確認表記機種は、2011（平成 23）年発売の SH-10C（図 3-7 の②）である。現在地
確認表記は 1 キー（図 3-5）と 9 キー（表 3-14 の⑨）にもある。
4 キ （ー図 3-8）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 512 機種、ライト表記が 1 機種、
検索表記が 10 機種である。ライト表記機種は、2008（平成 20）年発売の SH706i（図 3-8 の①）
である。ライト表記は 6 キー（表 3-14 の⑥）にもあるが、6 キーのライト表記機種のメーカもシャー
プであるため、シャープ固有の特徴である。初の検索表記機種は、2010（平成 22）年発売の SH-07B（図
3-8 の②）である。以降、2012（平成 24）年発売の SH-03E までの 10 機種が検索表記機種である。
この 10 機種のメーカはシャープであるため、シャープ固有の特徴である。
5 キー（図 3-9）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 441 機種、省電力モード表
記が 63 機種、文字サイズ表記が 19 機種である。初の省電力モード表記機種は、2007（平成 19）
年発売の N905i（図 3-9 の①）である。省電力モード表記機種のメーカは NEC が 28 機種、パナソ
ニックが 14 機種、富士通が 8 機種、シャープが 11 機種、LG とカシオが各 1 機種である。初の文
字サイズ表記機種は、2008（平成 20）年発売の SH905iTV（図 3-9 の②）である。以降、2010（平
成 22）年発売の SH-06B までの 19 機種が文字サイズ表記機種である。この 19 機種のメーカはシャー
プである。また、文字サイズ表記は 8 キー（表 3-14 の⑧）にもあるが、8 キーの文字サイズ表記機
種のメーカもシャープであるため、シャープ固有の特徴である。
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6 キー（図 3-10）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 505 機種、Bluetooth 表記
が 12 機種、ソーラー充電表記が 1 機種、ハンドミラー表記が 4 機種、ライト表記が 1 機種である。
初の Bluetooth 表記機種は、2008（平成 20）年発売の SH906i（図 3-10 の①）である。以降、2011（平
成 23）年発売の SH-10C までの 12 機種が Bluetooth 表記である。この 12 機種のメーカはシャープ
であるため、シャープ固有の特徴である。ソーラ充電表記機種は、2009（平成 21）年発売の SH-08A（図
3-10 の②）である。ソーラ充電表記機種は、SH-08A のみであるため機種固有の特徴である。初の
ハンドミラー表記機種は 2010（平成 22）年発売の SH-08B（図 3-10 の③）である。以降、2011（平
成 23）年発売の SH-11C までの 4 機種がハンドミラー表記である。この 4 機種のメーカはシャープ
である。また、ハンドミラー表記は 2 キ （ー図 3-6）にもあるが、2 キーのハンドミラー表記機種のメー
カもシャープであるため、シャープ固有の特徴である。ライト表記機種は、2010（平成 22）年発売
の SH-09B（図 3-10 の④）である。ライト表記は 4 キー（図 3-8）にもあるが、4 キーのライト表
記機種のメーカもシャープであるため、シャープ固有の特徴である。
7 キー（図 3-11）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 483 機種、音声メモ表記が
37 機種、使い方ガイド表記が 3 機種である。初の音声メモ表記機種は、2006（平成 18）年発売の
SH903i（図 3-11 の①）である。以降、2012（平成 24）年発売の SH-03E までの 37 機種が音声メ
モ表記である。この 37 機種のメーカはシャープである。また、音声メモ表記は 1 キー（図 3-5）に
もあるが、1 キーの音声メモ表記機種のメーカもシャープであるため、シャープ固有の特徴である。
初の使い方ガイド表記機種は、2010（平成 22）年発売の L-01B（図 3-11 の②）で、L-04B、L-10C
と続く。この 3 機種のメーカはすべて LG であるため、LG 固有の特徴である。
8 キー（図 3-12）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 500 機種、プライバシー表
記が 14 機種、文字サイズ表記が 9 機種である。初のプライバシー表記機種は、2010（平成 22）年
発売の N-04B（図 3-12 の①）である。以降、2014（平成 27）年発売の N-01G までの 14 機種がプ
ライバシー表記である。この 14 機種のメーカは NEC であるため、NEC 固有の特徴である。初の文
字サイズ表記機種は、2010（平成 22）年発売の SH-07B（図 3-12 の②）である。以降、2011（平
成 23）年発売の SH-11C までの 9 機種が文字サイズ表記である。この 9 機種のメーカはシャープで
ある。また、文字サイズ表記は 5 キー（図 3-9）にもあるが、5 キーの文字サイズ表記機種のメーカ
もシャープであるため、シャープ固有の特徴である。
9 キー（図 3-13）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 520 機種、現在地確認表
記が 3 機種である。初の現在地確認表記機種は、2007（平成 19）年発売の SO905i（図 3-13 の①）
で、SO905iCS、SO906i が続く。この 3 機種のメーカはソニーである。現在地確認表記は 1 キー（図
3-5）と 3 キー（図 3-7）にもあるが、ソニーの携帯電話にはない。よって 9 キーにおける現在地確
認表記はソニー固有の特徴である。
0 キ （ー図 3-14）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 326 機種、＋表記が 194 機種、
i モード表記が 3 機種である。初の＋表記機種は、2004（平成 16）年発売の N900iG（図 3-14 の①）
である。＋表記機種のメーカは NEC が 41 機種、パナソニックが 45 機種、富士通が 36 機種、三
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菱電機が 8 機種、ソニーが 6 機種、モトローラが 2 機種、シャープが 41 機種、LG が 14 機種、カ
シオが 1 機種である。初の i モード表記機種は 2006（平成 18）年発売の NM850iG で、NM705i、
NM706i が続く。この 3 機種のメーカはノキアであるため、ノキア固有の特徴である。また、この 3
機種は＊キーの＋表記機種（表 3-14 の⑪）でもある。図 3-14 から、0 キーの長押し表記として＋
表記が標準的な表記となり P-01J に至ることが確認できる。
＊キー（図 3-15）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 512 機種、リダイヤル表
記が 5 機種、ドライブモード表記が 311 機種、スピーカー表記が 2 機種、マナーモード表記が 39
機種、IC カードロックが 11 機種、＋表記が 3 機種である。初のリダイヤル表記機種は、1997（平
成 9）年発売の NM201（図 3-15 の①）である。以降、1999（平成 11）年発売の NM502i までの
5 機種がリダイヤル表記である。この 5 機種のメーカはノキアであるため、ノキア固有の特徴である。
初のドライブモード表記機種は 1998（平成 10）年発売の F156（図 3-15 の②）である。ドライブ
モード表記機種のメーカは NEC が 85 機種、パナソニックが 58 機種、富士通が 68 機種、三菱電機
が 17 機種、モトローラが 2 機種、サンヨーが 2 機種、国際電気が 4 機種、シャープが 58 機種、LG
が 16 機種、カシオが 1 機種である。1998（平成 10）年以降、ドライブモード表記機種の割合が増
加し、2009（平成 21）年以降は発売機種すべてがドライブモード表記となるが、P-01J はドライブ
モード非対応である。よって図 3-15 から、＊キーの長押し表記としてドライブモード表記が標準的
な表記となることが確認できる。ただし P-01J は機種固有の特徴によりドライブモードが表記され
ていない。初のスピーカー表記機種は 1999（平成 11）年発売の R207（図 3-15 の③）で、R208
が続く。この 2 機種のメーカは日本無線であるため、日本無線固有の特徴である。初のマナーモー
ド表記機種は 1999（平成 11）年発売の DE207（図 3-15 の④）である。マナーモード表記機種のメー
カはパナソニックが 13 機種、三菱電機が 18 機種、日本無線が 4 機種、東芝が 1 機種、ノキアが 2
機種、デンソーが 1 機種である。マナーモード表記は＃キー（表 3-14 の⑫）にもある。初の IC カー
ドロック表記機種は、2006（平成 18）年発売の SO902i である。以降、2008（平成 20）年発売の
SO706i までの 11 機種が IC カードロック表記である。この 11 機種のメーカはソニーである。IC カー
ドロック表記は 3 キ （ー図 37）にもあるが、ソニーに 3 キーの IC カードロック表記機種はない。よっ
て＊キーにおける IC カードロック表記はソニー固有の特徴である。初の＋表記機種は、2006（平成
18）年発売の NM850iG で、NM705i、NM706i が続く。この 3 機種のメーカはノキアであるため、
ノキア固有の特徴である。また、この 3 機種は 0 キーの i モード表記機種でもある。
＃キー（図 3-16）における長押し表記 523 機種の内訳は、表記なしが 117 機種、ドライブモー
ド表記が 98 機種、モード設定表記が 2 機種、マナーモード表記が 306 機種である。初のドライブ
モード表記機種は、1998（平成 10）年発売の P206（図 3-16 の①）である。ドライブモード表記
機種のメーカは NEC が 2 機種、パナソニックが 32 機種、三菱電機が 21 機種、日本無線が 6 機種、
ソニーが 29 機種、東芝が 1 機種、ノキアが 3 機種、サンヨーが 1 機種、シャープが 2 機種、デンソー
が 1 機種である。ドライブモード表記は＃キー（表 3-14 の⑫）にもある。1998（平成 10）年以降、
ドライブモード表記機種の割合が増加するが、2001（平成 13）年以降はマナーモード表記の割合が
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増加する。初のモード設定表記は、1998（平成 10）年発売の NM206（図 3-16 の②）で、NM156
が続く。この 2 機種のメーカはノキアであるため、ノキア固有の特徴である。初のマナーモード表
記機種は、1999（平成 11）年発売の N208（図 3-16 の③）である。マナーモード表記機種のメー
カは NEC が 84 機種、パナソニックが 59 機種、富士通が 63 機種、三菱電機が 17 機種、ノキアが
3 機種、モトローラが 2 機種、サンヨーが 2 機種、国際電気が 2 機種、シャープが 56 機種、LG が
17 機種、カシオが 1 機種である。マナーモード表記は＃キ （ー図 3-15）にもある。図 3-16 から、＃キー
の長押し表記としてマナーモード表記が標準的な表記となり P-01J に至ることが確認できる。
10 キーにおける長押し表記について 523 機種の網羅的な調査を実施し、0 キーの＋表記、＊キー
のドライブモード表記、＃キーのマナーモード表記が標準的な表記となり P-01J に至る（ただし、
P-01J はドライブモード非対応のため＊キーに表記がない）ことを確認した。
表 3-15 に、メーカおよび 0 キーの長押し表記別の携帯電話発売機種数を示す。0 キーの＋表記に
ついて、メーカは 3 種類に分けられる。＋表記に移行しないメーカ 8 社、＋表記に移行するメーカ
8 社、＋表記機種のみを発売しているメーカ 1 社である。＋表記に移行しない 8 社は、日本無線（表
3-15 の R）、東芝（表 3-15 の T）、ノキア（表 3-15 の NM）、京セラ（表 3-15 の KY）、サンヨー（表
3-15 の SA）、国際電気（表 3-15 の KO）、エリクソン（表 3-15 の ER）、デンソー（表 3-15 の DE）
である。＋表記に移行する 8 社は、NEC（表 3-15 の N）、パナソニック（表 3-15 の P）、富士通（表
3-15 の F）、三菱電機（表 3-15 の D）、ソニー（表 3-15 の SO）、モトローラ（表 3-15 の M）、シャー
プ（表 3-15 の SH）、LG（表 3-15 の L）である。＋表記機種のみを発売しているメーカはカシオ（表
3-15 の CA）である。
0 キーに＋が表記される初の携帯電話は、2004（平成 16）年発売の N900iG（図 3-14 の①）である。
N900iG は、初めて国際ローミングサービスに対応［注 44］した携帯電話で、機種名の「G」はグロー
バルを意味する。「1 台で日本はもちろん、海外でもそのまま使える！［注 45］」と訴求されている。
このため国際電話発信のプレフィクス「＋」を表記したと推測する。＋表記に移行しない 8 社の携
帯電話は、国際ローミングサービスに対応していない（ノキアの i モード表記 3 機種を除く）。また、
2008（平成 20）年以降に発売される携帯電話はすべて国際ローミングサービスに対応する。
0 キーに＋が表記される 194 機種のうち国際ローミングサービスに対応しているのは 179 機種で、
15 機種は国際ローミングサービス非対応である。また 523 機種中、国際ローミングサービス対応機
種は 188 機種で、国際ローミングサービスに対応し、かつ、0 キーに＋が表記されない機種は 9 機
種である。表 3-16 に、国際ローミングサービス対応および 0 キーの長押し表記別の携帯電話機種を
示す。国際ローミングサービス非対応で＋表記の 15 機種はすべて 2007（平成 19）年に発売されて
おり、メーカは NEC、パナソニック、富士通、三菱電機、シャープの 5 社である。国際ローミングサー
ビスに対応し＋が表記されない 9 機種は、2006（平成 18）年と 2008（平成 20）年に発売されており、
メーカは NEC、パナソニック、LG、ノキアである。ソニーとモトローラは国際ローミングサービス
対応の全機種が＋表記となる。ノキアは国際ローミングサービス対応の全機種が i モード表記（＋は
＊キーに表記）で、i モード表記はノキア固有の特徴である。NEC、パナソニック、富士通、三菱電機、
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シャープ、LG の 6 社は、国際ローミング対応に関係なく 2007（平成 19）年夏モデル以降は、全機
種が＋表記となる。
表 3-17 に、メーカおよび＊キーの長押し表記別の携帯電話発売機種数を示す。0 キーのドライブ
モード表記について、メーカは 3 種類に分けられる。ドライブモード表記に移行しないメーカ 7 社、
ドライブモード表記に移行するメーカ 9 社、ドライブモード表記機種のみを発売しているメーカ 1
社である。ドライブモード表記に移行しない 7 社は、日本無線（表 3-17 の R）、ソニー（表 3-17
の SO）、東芝（表 3-17 の T）、ノキア（表 3-17 の NM）、京セラ（表 3-17 の KY）、エリクソン（表
3-17 の ER）、デンソー（表 3-17 の DE）である。ドライブモード表記に移行する 9 社は、NEC（表
3-17 の N）、パナソニック（表 3-17 の P）、富士通（表 3-17 の F）、三菱電機（表 3-17 の D）、モト
ローラ（表 3-17 の M）、サンヨー（表 3-17 の SA）、国際電気（表 3-17 の KO）、シャープ（表 3-17
の SH）、LG（表 3-17 の L）である。ドライブモード表記機種のみを発売しているメーカはカシオ（表
3-17 の CA）である。
＊キーにドライブモードが表記される初の携帯電話は、1998（平成 10）年発売の F156（図 3-15
の①）である。F156 は、同年発売の F206 の 1.5GHz モデルで外観は同じであるが、＊キーの表記
が異なっている。表 3-18 に、F206（表 3-18 の①）と F156（表 3-18 の②）の操作キー部を示す。
ドライブモードの設定操作が、F206 は＊キー＋発信であるが、F156 は＊キー長押しとなっている。
富士通の携帯電話は F156 以降の全 68 機種がドライブモード表記となる。
富士通の次にドライブモード表記に移行するメーカは国際電気で、1998（平成 10）年発売の
KO207［注 46］が国際電気初のドライブモード表記機種である。国際電気の携帯電話は KO207 以
降の全 4 機種がドライブモード表記となる。
国際電気の次にドライブモード表記に移行するメーカは NEC で、1999（平成 11）年発売の
N501i（表 1-7 の②）が NEC 初のドライブモード表記機種である。NEC の携帯電話は N501i 発売後、
3 機種（N601ps［注 47］、N811［注 48］、N831［注 49］）以外の全機種がドライブモード表記と
なる。N601ps は 1999（平成 11）年に発売されたプリペイド方式の携帯電話で、N207 をベースに
外観を変更したものである。よって、N207 同様＊キーにドライブモードが表記されない。N811 は、
ドッチーモと呼称される携帯電話と PHS のデュアルモード機で 1999（平成 11）年に発売された。
N831 は N811 のプリペイド方式機種（外観は同じ）で 2000（平成 12）年に発売された。N811、
表 3-16　国際ローミングサービス対応および 0キーの長押し表記別の携帯電話機種
N N703iD N703iμ 2
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表 3-18　F206 と F156 の操作キー部（＊キーのドライブモード表記の有無）
① ②
機種名 F206 F156
発売年 1998 1998
ドライブ
モード
＊＋発信で設定
＃＋発信で解除
＊キー長押しで設定／解除
イメージ
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006
P209i P210i P211i P211iS
P209iS
P158 P651ps
P502i P503i 
P503iS
3G以降 P2101V
4 5 1 1 0 0 0
P251iS P252iS
P252i P253i
P821i prosolid Lechiffon
P504i P505i P506iC P506iCⅡ
P504iS P505iS
1 0 2 4 4 1 1
prosolidⅡ
P700i P702i
P701iD P702iD
P2002 P2102V P900i P901i P901iTV
P900iV P901iS P902iS
P902i P903i
0 0 1 1 2 6 5
通信方式＊キーの長押し表記 計
発売機種数
発売機種数
発売機種数
11
13
15
2G
3G以降
表記なし
マナー
モード
ドライブ
モード
2G
発売年
表 3-19　＊キーの長押し表記別発売機種（パナソニック、2000-2006）
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N831 は＃キーにドライブモードが表記されている。NEC の携帯電話で＃キーにドライブモードが
表記される機種はこの 2 機種だけである。N811、SH811、P811［注 50］はドッチーモの初号機で
あり、3 機種とも＃キーにドライブモードが表記されている。同年発売のドッチーモ 2 号機 N821i
［注 51］、SH821i［注 52］、P821i［注 53］は、N821i が＊キーにドライブモード表記へ移行し、
SH821i と P8021i は＃キーにドライブモードが表記されている。NEC の携帯電話は N501i 発売以後、
N601ps、N811、N831 の 3 機種を除き全 85 機種がドライブモード表記となる。
NEC の次にドライブモード表記に移行するメーカはシャープで、2002（平成 14）年発売の
SH251i（表 1-19 の①）がシャープ初のドライブモード表記機種である。シャープの携帯電話は
SH251i 以後の全 62 機種がドライブモード表記となる。
シャープの次にドライブモード表記に移行するメーカはパナソニックで、2002（平成 14）年発
売の P2002（表 1-15 の③）がパナソニック初のドライブモード表記機種である。パナソニックは
2002（平成 14）年と 2003（平成 15）年に、表記なし機種、マナーモード表記機種、ドライブモー
ド表記機種を並行して発売している。2004（平成 16）から 2006（平成 18）年の間には、マナーモー
ド表記機種、ドライブモード表記機種を並行して発売している。また、2000（平成 12）年には、表
記なし機種、マナーモード表記機種を並行して発売している。表 3-19 に、＊キーの長押し表記別発
売機種（パナソニック、2000-2006）を示す。P2002以後の3G端末はすべてドライブモード表記（P-01J
は LTE 方式対応で、ドライブモード非対応）である。3G 端末の初号機 P2101V（表 1-15 の④）だけが、
＊キーにドライブモードを表記していない。2G 端末は、表記なしからマナーモード表記へ移行する。
2003（平成 15）年発売の P211iS［注 54］が最後の表記なし機種であるが、P211iS は 2002（平
成 14）年発売の P211i（表 1-13 の①）に不在着信秒数表示（ワン切り対策機能）を追加した機種で、
外観やキー表記は同じである。よって、実質的には 2002（平成 14）年発売の P504i［注 55］以後
マナーモード表記に移行している。
パナソニックの次にドライブモード表記に移行するメーカは三菱電機で、2005（平成 17）年発売
の D901i［注 56］が三菱電機初のドライブモード表記機種である。三菱電機の携帯電話は D901i 以
後の全 17 機種がドライブモード表記となる。
三菱電機の次にドライブモード表記に移行するメーカはサンヨーである。2005（平成 17）年発売
の SA700iS［注 57］がサンヨー初のドライブモード表記機種で、2006（平成 18）年発売の SA702i
［注 58］が続く。サンヨーは SA702i 以後、携帯電話を発売していない。
サンヨーの次にドライブモード表記に移行するメーカは LG で、2006（平成 18）年発売の
SIMPURE L1［注 59］が LG 初のドライブモード表記機種である。LG の携帯電話は SIMPURE L1 以
後の全 16 機種がドライブモード表記となる。
LG の次にドライブモード表記に移行するメーカはモトローラである。2006（平成 18）年発売の
M702iS がモトローラ初のドライブモード表記機種で、同年発売の M702iG が続く。モトローラは
M702iG 以後、携帯電話を発売していない。
表 3-20 に、メーカおよび＃キーの長押し表記別の携帯電話発売機種数を示す。＃キーのマナーモー
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ド表記について、メーカは 3 種類に分けられる。マナーモード表記に移行しないメーカ 6 社、マナー
モード表記に移行するメーカ 10 社、マナーモード表記機種のみを発売しているメーカ 1 社である。
マナーモード表記に移行しない 6 社は、日本無線（表 3-20 の R）、ソニー（表 3-20 の SO）、東芝（表
3-20 の T）、京セラ（表 3-20 の KY）、エリクソン（表 3-20 の ER）、デンソー（表 3-20 の DE）である。
マナーモード表記に移行する 10 社は、NEC（表 3-20 の N）、パナソニック（表 3-20 の P）、富士通（表
3-20 の F）、三菱電機（表 3-20 の D）、ノキア（表 3-20 の NM）、モトローラ（表 3-20 の M）、サンヨー
（表 3-20 の SA）、国際電気（表 3-20 の KO）、シャープ（表 3-20 の SH）、LG（表 3-20 の L）である。
マナーモード表記機種のみを発売しているメーカはカシオ（表 3-20 の CA）である。
＃キーにマナーモードが表記される初の機種は、1999（平成 10）年発売の N208［注 60］であ
る。NEC の携帯電話は N208 発売後、2000（平成 12）年発売の N831 以外の全 84 機種がマナーモー
ド表記となる。N831 は 1999（平成 11）年発売の N811 のプリペイド方式機種（外観は同じ）で、
N811とN831は＃キーにドライブモードが表記されている。NECの携帯電話で＃キーにドライブモー
ドが表記される機種はこの 2 機種だけである。
NEC の次にマナーモード表記に移行するメーカは富士通で、1999（平成 11）年発売の F502i（表
1-8 の③）が富士通初のマナーモード表記機種である。富士通の携帯電話は F502i 以後の全 63 機種
がマナーモード表記となる。
富士通の次にマナーモード表記に移行するメーカは国際電気である。2000（平成 12）年発売の
KO209i（表 1-9 の⑦）が国際電気初のマナーモード表記機種で、2001（平成 13）発売の KO210i（表
1-12 の⑤）が続く。国際電気は KO210i 以後、携帯電話を発売していない。
国際電気の次にマナーモード表記に移行するメーカはパナソニックで、2002（平成 14）年発売
の P2002（表 1-15 の③）がパナソニック初のマナーモード表記機種である。パナソニックの携帯電
話は P2002 以後の 3G および LTE 方式端末全 59 機種がマナーモード表記となる。2002（平成 14）
年から 2006（平成 18）年までのドライブモード表記 14 機種はすべて 2G 端末である。
パナソニックの次にマナーモード表記に移行するメーカはシャープで、2003（平成 15）年発売
の SH505i（表 1-20 の⑥）がシャープ初のマナーモード表記機種である。シャープの携帯電話は
SH505i 以後の全 56 機種がマナーモード表記となる。
シャープの次にドライブモード表記に移行するメーカは三菱電機で、2005（平成 17）年発売の
D901i が三菱電機初のマナーモード表記機種である。三菱電機の携帯電話は D901i 以後の全 17 機
種がマナーモード表記となる。
三菱電機の次にマナーモード表記に移行するメーカはサンヨーである。2005（平成 17）年発売の
SA700iS がサンヨー初のマナーモード表記機種で、2006（平成 18）年発売の SA702i が続く。サンヨー
は SA702i 以後、携帯電話を発売していない。
サンヨーの次にマナーモード表記に移行するメーカはノキアである。2006（平成 18）年発売の
NM850iG がノキア初のマナーモード表記機種で、2008（平成 18）年発売の N705i［注 61］、N706i［注
62］が続く。ノキアは N706i 以後、携帯電話を発売していない。
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図 3-17　発信キーの表記別の携帯電話発売機種数
ノキアの次にマナーモード表記に移行するメーカは LG で、2006（平成 18）年発売の SIMPURE L
が LG 初のマナーモード表記機種である。LG の携帯電話は SIMPURE L 以後の全 17 機種がマナーモー
ド表記となる。
LG の次にマナーモード表記に移行するメーカはモトローラである。2006（平成 18）年発売の
M702iS がモトローラ初のマナーモード表記機種で、同年発売の M702iG が続く。モトローラは
M702iG 以後、携帯電話を発売していない。
3.　発信キー、終了キーについて
発信キーは 523 機種すべてには搭載されておらず、終了キーは 523 機種すべてに搭載されてい
る。発信キーは通話開始に、終了キーは通話終了に使用されるが、P-01J の終了キーは電源キーと統
合（表 3-1 の⑭）されている。TZ-802B の発信キーと終了キーは 10 キーの下部に配置されているが、
P-01J では 10 キー上部に配置（図 3-1）されている。
1）全機種に搭載されない発信キー
図 3-17 に、発信キーの表記別の携帯電話機種数を示す。523 機種の内訳は、表記なしが 206 機種、
表記ありが 312 機種、発信キー非搭載が 5 機種である。表記なし→表記ありの移行が起き、表記あ
り機種の比率が増加し、標準的な表記となり P-01J に至る。表記なし機種と表記あり機種が並行し
て発売されるのは 1998（平成 10）年から 2009（平成 21）年まで、2010（平成 22）年以降は全
機種表記ありとなる。
発信キー非搭載の 5 機種は、すべて三菱電機の携帯電話である。初の発信キー非搭載機種は 1999
（平成 11）年に発売された D501i（図 3-17 の②）である。表 3-21 に、発信キー非搭載の D501i、
D502i、D503i、D503iS、D2101V と、発信キー搭載の D504i を示す。発信キー非搭載の 5 機種
121
は、電話番号入力時やリダイヤル選択時などに、決定キーを押下すると発信する仕様となっている。
D501i（表 3-21 の①）にはイージーセレクター［注 63］と呼称される操作キーが搭載されている。
イージーセレクターは、レバー型の操作キー（上下に傾けて上下操作、押下して決定操作）と左右 2
個のソフトキーから構成されており、操作状況に応じて割り当てられる機能が変わる。取扱説明書に
は「電話番号の入力や文字の入力などを除き、ほとんどの操作をイージーセレクターで行うことがで
きます」と記載されている。D502i（表 3-21 の②）、D503i（表 3-21 の③）、D2101V（表 3-21 の⑤）
にもイージーセレクターが搭載されている。D503iS（表 3-21 の④）では、レバー型の操作キーがボ
タン型の上下キーに変わっているが、イージーセレクターと呼称されている。
D501i は三菱電機としての i モードサービス対応の初号機である。「話すケータイから、使うケー
タイへと訴求された i モードに対し、通話開始操作の発信キーを削除してイージーセレクターを搭載
することで、話すケータイから使うケータイへの変化を目指したものと推測する。2002（平成 14）
年発売の D504i（表 3-21 の⑥）では、再び発信キーが搭載され、イージーセレクターもカーソルキー
（4 方向キー＋決定キー）へと変化［注 64］している。
発信キーに初めて発信以外の表記がされている機種は、1998（平成 10）年発売の ER205（図
3-17 の①）で、発信キーに「YES」、終了キーに「NO」と表記されている。メニュー操作において設
定操作を「YES」、キャンセル操作を「NO」とする仕様である。表 3-22 に、発信キーの表記別の携
帯電話発売機種数を示す。表記ありの 312 機種について、表記は 29 種類あるが、標準的な表記に
統一されておらず、機種やメーカ個別の特徴となっている。
2）全機種に搭載される終了キー
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 D501i D502i D503i D503iS D2101V D504i
発売年 1999 2000 2001 2001 2002 2002
形状 フリップ型 フリップ型 フリップ型 二つ折り型 フリップ型 二つ折り型
発信キー 決定キー 決定キー 決定キー 決定キー 決定キー 発信キー
ソフトキー 2 2 2 2 2 2
イメージ
表 3-21　発信キー非搭載のD501i、D502i、D503i、D503iS、D2101V と、発信キー搭載のD504i
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図 3-18 に、終了キーの表記別の携帯電話機種数を示す。523 機種の内訳は、終了キーが 101 機
種、電源／終了キーが 419 機種、電源／終了キーと終了キー搭載が 3 機種である。終了キー→電源
／終了キーの移行が起き、電源／終了キー機種の比率が増加し、標準的な表記となり P-01J に至る。
終了キー機種と電源／終了キー機種が並行して発売されるのは 1996（平成 8）年から 2000（平成
12）年までと、2006（平成 18）年、2008（平成 20）年である。2006（平成 18）年と 2008（平
成 20）年の終了キー搭載の 3 機種 NM850iG、NM705i、NM706i のメーカはノキアである。
電源／終了キーと終了キー搭載の 3 機種は、すべて三菱電機の携帯電話である。初めて 2 つの終
了キー（電源／終了キーと終了キー）が搭載される携帯電話は、2000（平成 12）年発売の D209i（図
3-18 の②）である。表 3-23 に電源／終了キーと終了キー搭載の D209i、D210i、D211i と電源／終
了キー搭載の D251i を示す。2 つの終了キーが搭載される 3 機種は D501i（表 3-21 の①）と同様のイー
ジーセレクターを搭載している。発信キーと終了キーはソフトキーであり、状況に応じて機能割当て
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図 3-18　終了キーの表記別の携帯電話発売機種数
① ② ③ ④
機種名 D209i D210i D211i D251i
発売年 2000 2001 2001 2002
形状 フリップ型 フリップ型 フリップ型 二つ折り型
終了キー 電源／終了キーと終了キー 電源／終了キーと終了キー 電源／終了キーと終了キー 電源／終了キー
ソフトキー 2 2 2 2
イメージ
表 3-23　終了キーを 2つ搭載するD209i、D210i、D211i と、終了キーを 1つ搭載するD251i
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が変わるため、D501i、D502i、D503i、D503iS、D2101V では表記がない。D209i（表 3-23 の①）、
D210i（表 3-23 の②）、D211i（表 3-23 の③）はソフトキーに発信と終了を表記している。当時の
50 シリーズはハイエンドモデル、20 シリーズは普及モデルという位置づけであったため、20 シリー
ズの D209i、D210i、D211i には通話機能を明示するために発信と終了を表記したため、2 つの終了キー
搭載となったと推測する。2002（平成 14）年発売の D251i（表 3-23 の④）では、終了キーが 1 つ
に戻り、イージーセレクターもカーソルキー（4 方向キー＋決定キー）へと変化している。
終了キーに電源キーが統合された初の機種は、1996（平成 8）年発売の SA101（図 3-18 の①）である。
表 3-24 に、終了キーの表記別の携帯電話発売機種数を示す。終了キーには 3 種類の表記があり、電
源／終了キーには 4 種類の表記がある。電源／終了キー搭載の 419 機種のうち 115 機種が P-01J と
同じく、電源と終了の 2 項目を 1 つのキーに対し表記している。419 機種のうち 300 機種が、電源
と終了と応答保留の 3 項目を 1 つのキーに対し表記している。
3）発信キーと終了キーの配置
図 3-19 に、発信キーと終了キーの配置別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、10 キー
下部配置が 32 機種、10 キー上部配置が 43 機種、10 キー隣接上部配置が 446 機種、10 キー横配
置が 1 機種、10 キー隣接上部とサイド配置が 1 機種である。10 キー下部→ 10 キー上部→ 10 キー
隣接上部の移行が起き、10 キー隣接上部配置機種の比率が増加し、標準的な配置となり P-01J に至る。
10 キー上部配置機種と 10 キー隣接上部配置機種が並行して発売されるのは、1994（平成 6）年か
ら 2005（平成 17）年までと、2011（平成 23）年である。
初の 10 キー上部配置機種は、1994（平成）6 年発売のデジタル・ムーバ D（図 3-19 の①）である。
第 1 章第 3 節第 2 項にて、デジタル・ムーバ D は、マイクロタックやデジタル・ムーバ F のようなカバー
にマイクを内蔵したフリップ型の特徴（レシーバーとマイクの物理的距離の確保）はないが、ストレー
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図 3-19　発信キーと終了キーの配置別の携帯電話発売機種数
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ト型の特徴（着信時に片手ワンタッチ操作で通話可能）を具備するため、発信キー／終了キーをフリッ
プの外に配置している、と述べた。
初の 10 キー隣接上部配置機種は、1994（平成）6 年発売のデジタル・ムーバ P Ⅱ（図 3-19 の②）
である。パナソニックで商品開発に携わった鈴木晴夫［注 65］は、「片手で保持し、親指で操作する
場合に自然な位置に重要度の高いキーを配置した、デジタル・ムーバ P Ⅱは通話機能が重要である
ため発信キー・終了キーを 10 キーの上部に配置した」と述べている。
10 キー横配置の 1 機種は、2002（平成 14）年発売の D2101V（図 3-19 の③）で、発信キーは
搭載されておらず、終了キーが 10 キーの右横に配置（表 3-21 の⑤）されている。10 キー隣接上部
配置とサイド配置の 1 機種は、2007（平成 19）年発売の L704i（図 3-19 の④）で、発信キーは 10 キー
隣接上部配置で終了キーが側面配置［注 66］である。
表 3-25 に、発信キー・終了キーの配置および外観形状別の携帯電話発売機種数を示す。10 キー
上部配置の 43 機種の内訳は、ストレート型が 18 機種、フリップ型が 20 機種、二つ折り型が 2 機種、
回転型が 2 機種、スライド型が 1 機種で、フリップ型が最多機種を占める。フリップ型 20 機種のう
ち 15 機種がフリップの外側に発信キー・終了キーを配置している。
4.　考察
10 キーのかな表記は標準的な表記となり、移行時期（図 3-3）は 1995（平成 7）年から 1999（平
成 11）年であった。携帯電話に電話帳機能、漢字ショートメール機能や電子メール機能（i モードサー
ビス対応）などが搭載され、10 キーを文字入力用途に使用する操作が一般化した。電話帳機能使用
のためカナ表記機種が登場、漢字電話帳機能使用のためかな表記機種が登場した。電子メール機能搭
載機種においては文字入力頻度が高いため、かな表記に統一されたと推測する。
10 キーのアルファベット表記は、当初 0 キーに QZ、7 キーに PRS、9 キーに WXY が表記（QZ
型）されているが、0 キーに QZ 表記なし、7 キーに PQRS、9 キーに WXYZ が表記（noQZ 型）さ
れるようになる。移行時期（図 3-4）は 1996（平成 8）年から 2000（平成 12）年である。QZ 型
は、日本語入力時と英語入力時で作法が異なる。日本語入力時に 7 キーを押下すると「ま→み→む」
のように順送りの入力となるが、英語入力時は「P → R → S」となり、操作の一貫性がない。携帯電
話の売り切り制度が開始され、メーカの独自性が発揮されるとソニーや京セラが noQZ 型へ移行した。
ソニーはジョグダイヤルでの文字入力も可能であるため、7 キーで「P」を入力後にジョグダイヤル
を回転させて「P → Q → R」のようにアルファベット順で入力することができた。QZ 型のキーの場
合はジョグダイヤル入力と齟齬が起きるため noQZ 型を採用したと推測する。
0 キーの＋表記への移行時期（図 3-14）は、2004（平成 16）年から 2008（平成 20）年である。
グローバルで使用可能な N900iG に＋が表記された。メーカによって、国際ローミングサービス対応
と＋表記の有無は多少前後するが、国際通話のための＋表記は国際ローミングサービスが要因である
と推測する。
ネットワークサービスであるドライブモード設定操作は当初「14151 ＋発信キー」「14150 キー
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＋発信キー」に割り当てられた。簡単操作のため「＊キー＋発信キー」「＃キー＋発信キー」のツータッ
チ操作となり、「＊キー長押し」や「＃キー長押し」のワンタッチ操作となる。「＊キー長押し」と「＃キー
長押し」に操作性の優劣はなく、＊キー割当への統一要因は操作性以外にある。
＊キーのドライブモード表記への移行時期（図 3-15）は、1998（平成 10）年から 2008（平成
20）年である。パナソニックだけが＊キーにドライブモード表記機種とマナーモード表記機種を混
在して発売（表 3-19）していた。2G 端末は＊キーにマナーモード表記、3G 端末は＊キーにドライ
ブモード表記で 3G 端末の P2101V だけが例外である。第 1 章第５節第８項で述べたように、パナ
ソニックは、NEC と 3G 端末開発において協業しプラットフォームを共通化しており、共通化前後で
操作キー配置が異なっている。このことから、パナソニックの携帯電話における表記の混在はプラッ
トフォーム共通化が要因と推測する。
三菱電機の携帯電話においては、＊キーのマナーモード表記からドライブモード表記へ移行が起
きている。三菱電機も 3G 端末開発において富士通と協業しプラットフォームを共通化しているが、
D900i（表 1-26 の①）においては＊キーにマナーモードが割り当てられている。通信事業者として
の NTT ドコモによるプラットフォーム共通化後の D902i（表 1-27 の①）は＊キーの割当がマナーモー
ドに変化している。このことから、三菱電機の携帯電話における表記の移行は通信事業者によるプラッ
トフォーム共通化が要因と推測する。
マナーモードの＃キー割当への統一要因は操作性ではなく、ドライブモード同様、開発プラット
フォーム共通化と推測する。
発信キー・終了キーの 10 キー上部配置はフリップ型機種で始まった。フリップの外に配置するこ
とでフリップを閉じたまま操作可能であるためである。普及期に他の形状の携帯電話も 10 キー上部
配置となった。2G 方式の携帯電話には、発信者番号通知機能が搭載され、着信時に着信相手の番号
や名前がディスプレイに表示されるようになった。着信相手をディスプレイで確認してから発信キー
を押下し着信する場合、発信キーが画面近傍に配置（10 キー上部配置）されている方が視線移動が
少なくて済む。また、リダイヤル機能、着信履歴機能や電話帳機能を使用して発信相手を確認してか
ら発信キーを押下し発信する場合も同様である。片手親指操作時に親指が届きやすい位置という観点
からも、10 キー下部配置よりも 10 キー上部配置の方が妥当である。視線移動の軽減と片手親指操
作のリーチ範囲を鑑みて、発信キー・終了キーの 10 キー上部配置がなされたと推測する。
終了キーの電源／終了キーへの移行時期は、ノキアの携帯電話を除くと 1996（平成 8）年から
2000（平成 12）年である。発信キーには多様な機能割当（表 3-22）が起きていたが、終了キーは
応答保留、ドライブモード、電源、NO、END と発信キーと比較して少ない。終了キーはどの状態か
らでも押下して待ち受け画面に戻る仕様であり、電源キーと統合され長押しに電源操作が割り当てら
れるため、他の機能を割り当てることが困難である。よって、終了キーは電源キーと統合されること
により他の機能との統合ができなかったと推測する。電源キーの変遷については第 4 章にて述べる。
5. おわりに
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初号機と最新機種に共通する操作キー（10 キー、発信キー、終了キー）を比較し、10 キーと終了
キーは 523 機種を通じて搭載が継続されたが、発信キーは 523 機種の変遷の過程において一旦削除
されていたことを明らかにした。
10 キーは電話番号入力操作に加え文字入力操作やメニュー操作のための操作キーとなった。電話
番号入力用の数字表記に加え、日本語入力用表記、英語入力用表記、長押し用表記などが追加されて
いった。普及期において、日本語入力用表記はカナ表記からかな表記へと変化、英語入力用表記は
QZ 型から noQZ 型へと変化した。成熟期において、長押し用表記は 0 キーに＋表記が追加、＊キー
にドライブモード表記が追加、＃キーにマナーモード表記が追加された。10 キーは、通話目的の持
ち運べる電話機の電話番号入力キーから、多目的な携帯情報機器のキーボードに変容したため搭載が
継続されたと考察した。
終了キーは、通話終了操作と着信時の応答保留のための操作キーで、初号機で唯一、複数の機能が
割り当てられた操作キーであった。終了キーは変遷の過程で終了キーと統合され、電源／終了キーへ
変化した。終了キーは、通話終了／応答保留に加え電源 ON/OFF、待受画面へ戻るための操作キーと
なった。通話の基本操作である終了、電気製品の基本操作である電源 ON/OFF、GUI の基本操作であ
る待受画面へ戻るといった基本操作を担う操作キーであるため搭載が継続されたと考察した。
発信キーは、通話の基本操作である発信／着信のための操作キーで、三菱電機の 5 機種を除く
518 機種に搭載された。発信キー非搭載の 5 機種は普及期から成熟期にかけて発売されたが、2003（平
成 15）年以降発売の三菱電機の携帯電話には発信キーが再び搭載された。携帯電話は、限られたスペー
スに少数の操作キーが配置され、多機能を操作するモノである。通話の基本操作キーである発信キー
を削除する試行錯誤が行われたが、ユーザに受容されず再搭載されたと考察した。
また、発信キー・終了キーは、普及期に 10 キー下部配置から上部配置へ変化した。画面を見なが
ら電話を発信／着信する操作においては、画面近傍に発信キー・終了キーが配置される方が視線移動
が少なくなり、また片手親指操作において親指が届きやすくなるためであると考察した。
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注
  1）　ムーバ R Ⅱ（後期型）：資料 3-1 参照
  2）　NM206 は漢字ショートメールサービスに対応し漢字でメッセージ入力が可能であるが、電話帳の名前登録には漢字
　　  を使用できない。NM156、NM157 も同様である。
  3）　i モードの電子メール訴求：資料 3-2 参照
  4）　SH201：資料 3-3 参照
  5）　P205：資料 3-4 参照
  6）　1998（平成 10）年発売の P302 は、1997（平成 9）年発売の P301 のマイナーチェンジ機種のため漢字電話帳機能
　　  は搭載されていない。
  7）　N207：資料 3-5 参照
  8）　F207：資料 3-6 参照
  9）　D207：資料 3-7 参照
10）　SA207：資料 3-8 参照
11）　NM207：資料 3-9 参照
12）　ER207：資料 3-10 参照
13）　KO208：資料 3-11 参照
14）　M702iS：資料 3-12 参照
15）　M702iG：資料 3-13 参照
16）　北米の電話機：北米の電話会社 AT&T は 1949（昭和 24）年に 500 型電話機を発売。ダイヤル 0 にはオペレーターコー
　　  ルが割り当てられており QZ の表記はない。ダイヤル 7 には PRS が表記、ダイヤル 9 には WXY が表記されている。
　　  ダイヤルのアルファベット表記に QZ はない。
17）　KY201：資料 3-14 参照
18）　P201：資料 3-15 参照
19）　D206：資料 3-16 参照
20）　TS206：資料 3-17 参照
21）　R206：資料 3-18 参照
22）　ER205：資料 3-19 参照
23）　DE207：資料 3-20 参照
24）　SH811：資料 3-21 参照
25）　NM850iG：資料 3-22 参照
26）　SIMPURE L：資料 3-23 参照
27）　CA-01C：資料 3-24 参照
28）　留守番電話：留守番電話サービスにアクセスする機能
29）　音声メモ：音声メモや伝言メモにアクセスする機能
30）　現在地確認：GPS の位置情報を確認する機能
31）　i ウィジェット：電卓・時計や、メモ帳、株価情報など頻繁に利用するコンテンツおよびツールにアクセスする機能
32）　ハンドミラー：カメラ機能
33）　IC カードロック：おサイフケータイを無効化（ロック）する機能
34）　ライト：画面を明るくしライトとして使う機能、または、撮影用のフォトライトを点灯する機能
35）　検索：ウェブの検索機能
36）　省電力モード：メーカや発売時期により「エマージェンシーモード」「ECO モード」など様々に呼称されるが、本論
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　　   では「省電力モード」とする
37）　文字サイズ：携帯電話の文字サイズを設定する機能
38）　Bluetooth：Bluetooth の設定機能
39）　ソーラー充電：ソーラーパネルでの充電状態を示す機能
40）　使い方ガイド：ヘルプ機能
41）　プライバシー：周囲の人からディスプレイを見えにくくする機能
42）　ドライブモードサービスは、2005（平成 17）年 11 月に機能追加があり名称が「公共モード」に変更されたが、
　　   本論では両者とも「ドライブモード」と記す。
43）　スピーカー：拡声機能
44）　NTT ドコモ、報道発表資料『パケット通信等における国際ローミングサービスの提供開始及び FOMA 初 国際ローミ
　　   ング対応携帯電話「FOMA N900iG」を発売』、2004
45）　N900iG：資料 3-25 参照
46）　KO207：資料 3-26 参照
47）　N601ps：資料 3-27 参照
48）　N811：資料 3-28 参照
49）　N831：資料 3-29 参照
50）　P811：資料 3-30 参照
51）　N821i：資料 3-31 参照
52）　SH821i：資料 3-32 参照
53）　P821i：資料 3-33 参照
54）　P211iS：資料 3-34 参照
55）　P504i：資料 3-35 参照
56）　D901i：資料 3-36 参照
57）　SA700iS：資料 3-37 参照
58）　SA702i：資料 3-38 参照
59）　SIMPURE L1：資料 3-39 参照
60）　N208：資料 3-40 参照
61）　NM705i：資料 3-41 参照
62）　NM706i：資料 3-42 参照
63）　イージーセレクター：資料 3-43 参照
64）　D504i のカーソルキーは、斜め入力が可能な 8 方向キーであり、イージーセレクタープラスと呼称されている。
65）　鈴木晴夫：松下通信工業株式会社 パーソナルコミュニケーション事業部 商品企画部 課長（当時）
66）　L704i：資料 3-44 参照
写真出典：
製品カタログ、MOBILE TIDE 2010 カタログ、取扱説明書、実機撮影
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第 4章　削除された操作キーの変遷
1.　はじめに
本章では、初号機 TZ-802B と最新機種 P-01J を比較して削除された操作キーに着目、523 機種に
ついて網羅的な調査を実施し、削除された操作キーの変遷を明らかにする。
削除された操作キーは、電源キー、リダイヤルキー、音量調節キー、ロックキーである。表 4-1
に、削除された操作キー（TZ-802B）を示す。TZ-802B には底面にスライド型の電源キーがあるが、
P-01J には単独の電源キーはなく、終了キーに電源キーが統合され電源／終了キーとなる（表 4-1 の
①）。TZ-802B には正面にリダイヤルキーがあるが、P-01J には単独のリダイヤルキーはなく、カー
ソルキーの右キーにリダイヤル機能が割り当てられている（表 4-1 の②）。TZ-802B には側面に音量
調節キーがあるが、P-01J には単独の音量調節キーはなく、カーソルキーの上下キーに音量調節機能
が割り当てられている（表 4-1 の③）。TZ-802B には側面にロックキーがあるが、P-01J にはロックキー
は搭載されていない（表 4-1 の④）。
2.　電源キーについて
図 4-1 に、電源キー種別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、電源キー搭載が 101 機種、
電源／終了キー搭載が 422 機種である。電源キー搭載→電源／終了キー搭載の移行が起き、電源／
終了キー搭載機種の比率が増加し、標準的な操作キーとなり P-01J に至る。電源キー→電源／終了キー
への移行は、1996（平成 8）年から 2008（平成 20）年にまでに起き、2009（平成 21）年以降の
発売機種は電源／終了キー搭載機種となる。2006（平成 18）年と 2008（平成 20）年に電源キー
表 4-1　削除された操作キー（TZ-802B）
TZ-802B P-01J
① 電源キー
② リダイヤルキー
③ 音量調節キー
④ ロックキー 非搭載
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SA101発売
初号機 
TZ-802B 
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図 4-1　電源キー種別の携帯電話発売機種数
② ③
機種名 TZ-803B ムーバDⅡ
発売年 1989 1994
種別 電源キー カナ／英字
イメージ
⑤ ⑥ ⑦ ⑧
機種名 ムーバFⅢ SH201 N206 N207
発売年 1995 1997 1998 1998
種別 コール 文字／採用 漢／カナ／英 文字
イメージ
⑨ ⑩
機種名 SA101 P201
発売年 1996 1996
種別 終了 終了／応答保留
イメージ
①
ムーバNⅡ（後期型）
1995
クリア
④
電源キー
TZ-802B
1987
ER205
⑪
1998
終了／NO
⑫
N501i
1999
終了／応答保留／END
表 4-2　電源キー（①〜⑧）と電源／終了キー（⑨〜⑫）の例
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搭載の 3 機種が発売される。この 3 機種（図 4-1 の②）のメーカは、ノキアである。ノキアの携帯
電話は 523 機種中 14 機種（表 1-35 の⑧）であり、14 機種すべてが電源キー搭載である。この 3
機種を例外とすると、普及期（1994-2000）に移行が起き、成熟期（2001-2008）以降は全機種電
源／終了キー搭載で統一される。 
表 4-2 に、電源キーと電源／終了キーの例を示す。TZ-802B（表 4-2 の①）はスライド型の電源キー、
1989（平成元）年発売の TZ-803B（表 4-2 の②）はプッシュボタン型である。1994（平成 6）年発
売のムーバ D Ⅱ（表 4-2 の③）の電源キーにはカナ／英字、1995（平成 7）年発売のムーバ N Ⅱ（後
期型）（表 4-2 の④）にはクリア、同年発売のムーバ F Ⅲ（表 4-2 の⑤）にはコール、1997（平成
9）年発売の SH201（表 4-2 の⑥）には文字／採用、1998（平成 10）年発売の N206（表 4-2 の⑦）
には漢／カナ／英、同年発売の N207（表 4-2 の⑧）には文字が割り当てられている。
初の電源／終了キー搭載機種は 1996（平成 8）年発売の SA101（図 4-1 の①、表 4-2 の⑨）で、
同年発売の P201（表 4-2 の⑩）には電源／終了／応答保留キー、1998（平成 10）年発売の ER205（表
4-2 の⑪）には電源／終了／ NO キー、1999（平成 11）年発売の N501i には電源／終了／応答保留
／ END キーが搭載されている。
表 4-3 に、電源キー種別（詳細）の携帯電話発売機種数を示す。1994（平成 6）年から 2000（平
成 12）年まで、電源キーに文字入力関連（カナ／英字、クリア、文字／採用、漢／カナ／英、文字）
や電話帳関連（コール）機能が割り当てられている。1996（平成 8）年に電源／終了キー搭載機種
発売後、2000（平成 12）年まで、4 種類（電源／終了、電源／終了／応答保留、電源／終了／ NO、
電源／終了／応答保留／ END）の電源／終了キー搭載機種が発売されているが、2001（平成 13）
年以降は 2 種類（電源／終了、電源／終了／応答保留）となり、P-01J の電源／終了キー搭載に至る。
3.　リダイヤルキーについて
図 4-2 に、リダイヤルキー種別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、リダイヤルキー
搭載が 118 機種、その他キー割当が 26 機種、カーソルキー割当が 344 機種、ソフトキー割当が 35
機種である。リダイヤルキー搭載→カーソルキー割当の移行が起き、カーソルキー割当機種の比率が
増加し、標準的な操作キーとなり P-01J に至る。リダイヤルキー搭載機種の発売は 2003（平成 15）
年が最後で、2009（平成 21）年以降は全機種カーソルキー割当となる。2006（平成 18）年と 2008（平
成 20）年にその他キー割当の 3 機種（図 4-2 の⑤）が発売される。この 3 機種のメーカはノキアである。
ノキアの携帯電話全 14 機種はリダイヤルキーを搭載しておらず、4 機種が GUI 操作、10 機種がそ
の他キー割当である。
表 4-4 に、リダイヤルキー、その他キー割当、カーソルキー割当、ソフトキー割当の例を示す。
TZ-802B（表 4-4 の①）にはリダイヤルキー、1996（平成 8）年発売の P201（表 4-4 の②）にはリ
ダイヤル／クリアキー、1997（平成 9）年発売の KO203（表 4-4 の③）にはリダイヤル／マナーキー、
1998（平成 10）年発売の SH206（表 4-4 の④）にはリダイヤル／ショートメールキー、1999（平
成 11）年発売の R207（表 4-4 の⑤）にはリダイヤル／コールキー、同年発売の SH811（表 4-4 の⑥）
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ソフトキー割当機種 
D501i発売
図 4-2　リダイヤルキー種別の携帯電話発売機種数
にはリダイヤル／検索／変換キーが搭載されている。
その他キー割当の初機種は、1995（平成 7）年発売の NM2080（図 4-2 の①、表 4-4 の⑦）で、発信キー
にリダイヤル機能が割り当てられている。1996（平成 8）年発売の KO101（表 4-4 の⑧）では呼出
キーに、1997（平成 9）年発売の NM201（表 4-4 の⑨）では＊キーに、1998（平成 10）年発売の
D206（表 4-4 の⑩）では上下キーの下キーに、1999（平成 11）年発売の ER207（表 4-4 の⑪）で
はサイドキーにリダイヤル機能が割り当てられている。
カーソルキー割当の初機種は、1997（平成 9）年発売の R203（表 4-4 の⑫）で、下キーにリダ
イヤル機能が割り当てられている。1999（平成 11）年発売の N501i（表 4-4 の⑬）では右キーに、
2000（平成 12）年発売の SH811（表 4-4 の⑭）では左キーにリダイヤル機能が割り当てられている。
ソフトキー割当の初機種は、1999（平成 11）年発売の D501i（表 4-4 の⑮）で、右ソフトキーに
リダイヤル機能が割り当てられている。
表 4-5 に、リダイヤルキー種別（詳細）の携帯電話発売機種数を示す。単独のリダイヤルキー搭
載機種は 86 機種で 2000（平成 12）年まで発売されている。他の機能と統合されたリダイヤルキー
は、リダイヤル／クリアキーが 28 機種、リダイヤル／マナーが 4 機種、リダイヤル／ショートメー
ル、リダイヤル／コール、リダイヤル／検索／変換は各 1 機種に搭載されている。2003（平成 15）
年発売のリダイヤル／クリアキー搭載機種（N211iS）を最後に、リダイヤルキーの搭載機種は発売
されていない。
リダイヤル機能がその他キーに割り当てられる機種は、発信キー割当 10 機種、呼出キー割当 2 機
種、＊キー割当 5 機種、下キー割当 7 機種、サイドキー割当 2 機種で、2006（平成 18）年と 2008
（平成 20）年発売の 3 機種（NM850iG、NM705i、NM706i）は発信キー割当である。
標準的な操作キーとなるリダイヤル機能のカーソルキー割当は、下キー割当 21 機種、右キー割当
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥
機種名 TZ-802B P201 KO203 SH206 R207 SH811
発売年 1987 1996 1997 1998 1999 1999
種別 リダイヤルキー クリア マナー ショートメール コール 検索／変換
イメージ
⑦ ⑧ ⑨ ⑪
機種名 NM2080 KO101 NM201 ER207
発売年 1995 1996 1997 1999
種別 発信キー割当 呼出キー割当 ＊キー割当 サイドキー割当
イメージ
機種名
発売年
種別
イメージ
機種名
発売年
種別
イメージ
D206
1998
⑩
下キー割当
N501i
⑬
1999
カーソルキー割当（右キー）
⑫
⑮
ソフトキー割当
D501i
1999
R203
1997
カーソルキー割当（下キー）
⑭
SH821i
2000
カーソルキー割当（左キー）
表 4-4　リダイヤルキー（①〜⑥）、その他キー割当（⑦〜⑪）、カーソルキー割当（⑫〜⑭）、ソフトキー割当（⑮）の例
299 機種、左キー割当 24 機種で、カーソルキー割当の中で右キー割当が標準的な操作キーとなり
P-01J に至ることが確認できる。2011（平成 23）年発売機種から、左キーに発着信履歴（リダイヤ
ルと着信履歴を一覧する機能）が割り当てられている。第 1 章第６節にて、パレット UI と呼称され
る待受／ホーム画面機能が搭載され、MyFACE と呼称されるウェブコンテンツを表示する仕様となる
と記した。パレット UI 搭載機種（表 1-31）は、デフォルトで右キーに MyFACE が割り当てられて
いるため、左キーに発着信履歴が割り当てられている。リダイヤルの左キー割当機種 24 機種中 19
機種はパレット UI 搭載機種である。2015（平成 17）年以降、sp モード対応の携帯電話が 4 機種（F-05G、
SH-06G、SH-01J、P-01J）発売されているが、この 4 機種はすべてリダイヤル機能が右キーに割り
当てられている。
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4.　音量調節キーについて
図 4-3 に、音量調節キー種別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、音量調節キー搭
載が 281 機種、＊＃キー割当が 9 機種、その他キー割当が 16 機種、カーソルキー割当が 217 機種
である。2015（平成 27）年発売以降の 5 機種（F-05G、SH-06G、P-01H、SH-01J、P-01J）は全機
種カーソルキー割当であるが、2014（平成 26）年発売までの機種では音量調節キー搭載も継続して
おり、カーソルキー割当が標準的な UI であるとは言えない。
音量調節機能を＊＃キーに割り当てる初の機種は、1995（平成 7）年発売の D101（図 4-3 の①）
である。初のその他キー割当機種は、1996（平成 8）年発売の KO101（図 4-3 の②）で左右キー（表
4-4 の⑧）に音量調節が割り当てられている。その他キー割当 16 機種の内訳は左右キー割当 6 機種、
上下キー割当 10 機種である。本論では 4 方向キーをカーソルキーとして扱うため、2 方向キー（上
下キー、左右キー）はカーソルキーとしない。初のカーソルキー割当は 1997（平成 9）年発売の
R203（図 4-3 の③）である。
5.　ロックキーについて
図 4-4 に、ロックキー種別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、ロックキー搭載
が 79 機種、非搭載が 444 機種である。初のロックキー非搭載機種は 1991（平成 3）年発売の TZ-
803B である。その後、二つ折り型やフリップ型など誤操作が起きにくい形状の携帯電話においてロッ
クキー非搭載機種が続き P-01J に至る。523 機種中、二つ折り型携帯電話は 246 機種（表 1-36 の②）、
フリップ型は 38 機種（表 1-36 の③）、回転二軸二つ折り型が 55 機種（表 1-36 の⑥）、W オープン
型が 9 機種（表 1-36 の⑦）で合計 348 機種である。348 機種中、ロックキー非搭載の携帯電話は
332 機種（約 95%）であり、誤操作が起きにくい形状の携帯電話においてはロックキーが削除され
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図 4-3　音量調節キー種別の携帯電話発売機種数
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ている。
6.　考察
第２節から第６節までの調査結果から、電源キーの電源／終了キーへの移行と、リダイヤルキーの
カーソルキー割当への移行を確認した。
1）電源キーの電源／終了キーへの移行について
電源キーが削除された理由は、電源キーの重要度が低下したためである。携帯電話黎明期の開発に
携わった永田淸人［注 1］は「初期の携帯電話では待受時間が短く、バッテリー消費を抑えるため、
未使用時に電源を切ることが多かった。二つ折り型携帯電話のムーバ N ではスライド式の電源キー
を二つ折りの外に配置し、二つ折りを閉じているときでも電源の ON/OFF が確認できるよう工夫した」
と述べている。操作キーの重要度は、使用頻度で判定可能であり、使用頻度が高い操作キーは重要度
が高い。つまり初期の携帯電話においては電源キーの使用頻度が高かった。
携帯電話の通話機能は発信と着信に大別される。発信機能は随意に利用可能であるため、発信時に
電源を ON にする使い方が可能である。着信機能は、電話を受けるために、携帯電話を常に待受状態（電
源 ON）にする必要がある。携帯電話とは、常時電源を ON にすることで通話目的が果たせる機器で
あり、電源キーの使用頻度は本来低いものである。待受時間が増加すると、バッテリー消費を抑える
ための電源 OFF 操作の必要性は低下する。
図 4-5 に、待受時間別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、1 日以下が 17 機種、1
日 -7 日が 66 機種、7 日以上が 440 機種である。待受時間が増加し、7 日以上が標準となり P-01J
に至る。待受時間が初めて１日を超えたのは 1993（平成 5）年発売のデジタル・ムーバ 3 機種（図
4-5 の①）である。待受時間 7 日以上となる初の機種は 1996（平成 8）年発売の F201［注 2］（図
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4-5 の②）である。
電源キー→電源／終了キーの移行期間（図 4-5 の③）は 1996（平成 8）年から 2000（平成 12）
年までであるが、待受時間の 1 日 -7 日→ 7 日以上への移行期間と一致することが確認できる。待受
時間の増加に伴い、電源を切る操作頻度が低下し、単独の電源キーが削除され電源／終了キーへ変化
したと推測する。
2001（平成 13）年から 2004（平成 16）年にかけて待受時間が 1 日 -7 日の機種が 7 機種（図 4-3 の④）
ある。これらは N2001、P2101V、N2002、D2101V、P2002、T2101V、N900iG で、すべて FOMA（3G）
である。N2001 は FOMA の初号機であり、以降 P2101V、N2002、D2101V、P2002、T2101V の
5 機種が続く。また、N900iG は欧州で採用されていた通信方式 GSM と FOMA のデュアルモード端
末の初号機である。これら 7 機種は、新しい通信方式を採用した初期の携帯電話であり、バッテリー
マネジメント機能が未成熟で待受時間が短かった。
電源キーを削除するには、電源／終了キーへの変化ではなく、その他キーとの統合によっても可能
であったが、結果的には終了キーに統合されている。電源キーが終了キーに統合された理由は、ふた
つあると推測する。
ひとつめの理由は、電源キーを主とし統合される他機能を従とすると、操作キーとしては「電源キー」
が継続して搭載されることとなり、電源キー削除目的に合致しないためである。例えば、クリアキー
を主とし電源 ON/OFF 機能を従とした操作キーであれば電源キー削除目的に合致するが、そのよう
な事例はなかった。電源 ON/OFF 機能は基本機能であり、従として統合されるためには、電話とし
ての基本機能である通話関連の操作キー「10 キー」「発信キー」「終了キー」が候補となる。終了キー
の色が赤系を使用しており電源キーとの類似色である、「終了」と「電源 OFF」の意味に類似性があ
るなどの要因で終了キーに統合されたと推測する。10 キー、発信キーとの統合事例はない。
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①初の 
待受時間1日以上の機種 
デジタル・ムーバ発売
②初の 
待受時間7日以上の機種 
F201発売
④待受時間1日-7日の 
7機種はFOMAで、 
同時期のムーバ 
と比較すると、 
待受時間が短い
③電源キー→電源/終了キー 
への移行期間
図 4-5　待受時間別の携帯電話発売機種数
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ふたつめの理由は、キー操作におけるコンフリクト［注 3］を考慮したためである。ボタン式の電
源キーは、誤操作防止のため長押し操作で電源の ON/OFF を切り替える。長押し操作で電源 ON と
する場合、キー操作のコンフリクトは起きない。長押し操作で電源 OFF とする場合、キー操作のコ
ンフリクトが起きるため設計上の配慮が必要となる。統合候補のキーは、10 キー、発信キー、終了キー、
リダイヤルキー、F キー、メモリキー、クリアキー、コールキー、音量調節キー、文字キーなどであ
る。10 キーと発信キーは統合候補から外れる。電話番号を入力したり通話開始しようとして 10 キー
や発信キーを意図せず長押した場合、電源が切れてしまうため通信機器の動作として問題がある。同
様の理由でリダイヤルキー、コールキーへの統合も問題がある。音量調節キーは既に長押し操作が割
り当てられているため統合不可、クリアキーも同様である。メモリキーは電話番号登録時に誤って電
源を切る可能性がある。F キーや文字キーには文字種切り替えが割り当てられているため、文字入力
中に誤って電源を切る可能性がある。終了キーの場合、通話終了時に意図せず長押し操作となって電
源が切れたとしても、操作手順上大きな問題とならないため終了キーに統合されたと推測する。
電源キーは待受時間の増加に伴い使用頻度が低下、削除対象となった。電源 ON/OFF 機能は必要
であるため他のキーと統合された。終了キーに統合されたのは、機能の主従関係の考慮と操作機能割
当のコンフリクトによる誤操作時の配慮のためである。
2）リダイヤルキーのカーソルキー割当への移行について
リダイヤル機能は電源 ON/OFF 機能のように重要度が低下したわけではない。メニュー割当や呼
出キー割当などリダイヤル機能にワンタッチアクセスできないものが標準的な UI にならず、カーソ
ルキー割当のようにワンタッチアクセス可能なものが標準的 UI となったことからも、リダイヤル機
能の重要度は低下していないと推測できる。
リダイヤルは発信履歴とも呼称し、着信履歴と対になる機能である。今日では着信履歴機能はリ
ダイヤル機能と同様に一般的な機能であるが、携帯電話導入期においては異なっていた。初号期 TZ-
802B には着信履歴機能はなく、デジタル方式（2G）以降の携帯電話に着信履歴機能が搭載された。
2G の通信ネットワークに発信者番号通知機能が具備されたためである。1993（平成 5）年発売のデ
ジタルムーバ 3 機種に初めて着信履歴機能（不在着信通知機能と呼称）が搭載されたが、着信相手
がデジタルムーバ以外のときは電話番号が表示されなかった。また、電話番号が表示された場合もそ
の番号へ直接発信することはできず、確認機能として提供された。着信履歴機能へのアクセスも、F
キー押下→ 2 キー押下→ 4 キー押下と複雑であり、リダイヤル機能のようにワンタッチアクセスは
できなかった。
着信履歴機能はその後、件数増加、直接発信可能、着信者名表示などの機能追加がなされ、リダイ
ヤル機能同等となった。1997（平成 9）年発売の P205 では、リダイヤル一覧画面から着信履歴一
覧画面に切り替える機能が搭載されアクセス手順が簡略化されたが、リダイヤル一覧画面表示後にア
クセスする仕様のため、ワンタッチアクセスはできなかった。
1998（平成 10）年には固定電話の発信者番号通知サービス（ナンバーディスプレイ）が開始され、
携帯電話の着信履歴画面に固定電話からの着信番号も表示されるようになり現在同等の機能となっ
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た。
1999（平成 11）年発売の N501i ではカーソルキー左右に着信履歴／リダイヤルが割り当てられ、
両機能にワンタッチでアクセス可能となった。また、着信履歴／リダイヤルのように対となる機能を
対称的配置とすることによりアクセスの対称性が備わる UI となった。
リダイヤル機能は重要度の低下によって操作キーが削除されたのではなく、リダイヤル機能と同等
に重要な機能である着信履歴機能の登場により、二つの機能を等価かつ対称的に扱う UI が必要とな
り、カーソルキー割当が登場、ユーザに受容され標準的な UI となったと推測する。
7.　おわりに
初号機から削除された操作キー（電源キー、リダイヤルキー、音量調節キー、ロックキー）につい
て時系列に沿って 523 機種を網羅的に調査した。電源キーから電源／終了キーへの変化、リダイヤ
ルキーがカーソルキーに統合、の 2 つの変化を明らかにした。携帯電話は、限られたスペースに少
数の操作キーが配置され、多機能を操作するモノであるため、重要度が低下した操作キーは削除され
た。電源キーは待受時間増加に伴い重要度が低下し削除、誤操作時のリスク軽減とういう観点から終
了キーへ統合されたと考察した。リダイヤルキーは操作頻度は低下しなかったが、全機種搭載機能で
あるため差別化機能とならず削除された。着信履歴とセットで扱えワンタッチで操作可能な UI とな
るようカーソルキーに統合されたと考察した。
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注
1）　永田淸人：株式会社 NTT ドコモ プロダクト部長、マーケティング部長、常務執行役員を歴任、2016（平成 28）年退
　　 任
2）　F201：資料 4-1 参照
3） 　操作キーに機能を割り当てる場合に競合が発生すること
 　　複数の機能をひとつの操作キーに割り当てる場合には、単押し動作と長押し操作のように操作を分けたり、モード毎
 　　に割り当 てる機能を変えたりして、機能が競合しないよう設計する必要がある
写真出典：
製品カタログ、MOBILE TIDE 2010 カタログ、ウェブサイト『日本初の携帯電話「TZ-802 型」レビュー、これが「ケータイ」
の原点だ』（http://buzzap.jp/news/20121101-docomo-tz-802/）、実機撮影
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第 5章　追加された操作キーの変遷
1.　はじめに
本章では、初号機 TZ-802B と最新機種 P-01J を比較して、追加された操作キーに着目、523 機種
について網羅的な調査を実施し、追加された操作キーの変遷を明らかにする。
追加された操作キーは、ソフトキー、カーソルキー、クリアキー、ワンタッチキー、ショートカッ
トキー、オープンキーである。図 5-1 に、追加された操作キーを示す。ソフトキー（図 5-1 の①）は
4 個搭載されており、待ち受け時の割当機能（メニュー、カメラ、メール、ブラウザ）が表記されて
いる。カーソルキー（図 5-1 の②）は 4 方向キーと決定キーの 5 個（上、下、左、右、決定）から
構成されている。クリアキー（図 5-1 の③）は、操作を 1 つ前の状態に戻したり、入力した文字や
電話番号を消去する際に使用する操作キーである。ワンタッチキー（図 5-1 の④）は、よく使う機能
や連絡先を登録し、登録した機能へアクセスする操作キーである。ショートカットキー（図 5-1 の⑤）
は、機内モード ON/OFF や WiFi 機能 ON/OFF など各種設定のショートカット一覧へアクセスする操
作キーである。ショートカットキーは P-01J の固有機能の操作キーであるため、本論では調査対象
外とする。オープンキー（図 5-1 の⑥）は二つ折り型携帯電話を開くための操作キーである。
2.　ソフトキーについて
図 5-2 に、ソフトキー個数別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、ソフトキー非搭
載機種が 139 機種、ソフトキー 2 個搭載機種が 180 機種、3 個搭載機種が 2 機種、4 個搭載機種が
202 機種である。ソフトキー非搭載→ソフトキー 2 個搭載→ソフトキー 4 個搭載の移行が起き、ソ
フトキー 4 個搭載機種の比率が増加し、標準的な操作キーとなり P-01J に至る。ソフトキー非搭載
→ソフトキー 2 個搭載の移行は、1995（平成 7）年から 2004（平成 16）年までに起きている。ソ
⑥オープンキー
③クリアキー
②カーソルキー
①ソフトキー ⑤ショートカットキー
④ワンタッチキー
図 5-1　追加された操作キー（P-01J）
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フトキー 2 個搭載→ソフトキー 4 個搭載の移行は、2004（平成 16）年から 2009（平成 21）年
までに起き、2010（平成 22）年以降の発売機種はすべてソフトキー 4 個搭載機種となる。普及期
（1994-2000）にソフトキー 2 個搭載が開始され、成熟期（2001-2008）にソフトキー 4 個搭載へ
の移行をほぼ完了する。2009（平成 21）年発売のソフトキー 2 個搭載機種は L-03A［注 1］だけで
ある。
表 5-2 に、ソフトキー 2 個搭載、3 個搭載、4 個搭載の例を示す。初のソフトキー 2 個搭載機種は、
1995（平成 7）年発売の NM2080（図 5-2 の①、表 5-2 の①）である。ソフトキー自体には表記が
なく画面にガイダンスが表示される。初のソフトキー 3 個搭載機種は、2000（平成 12）年発売の
KO209i（図 5-2 の②、表 5-2 の②）［注 2］で、翌年発売の KO210i［注 3］が続く。どちらもメー
カは国際電気である。KO209i、KO210i ともソフトキー自体に表記はされていない。初のソフトキー
4 個機種は、2004（平成 16）年発売の F900i（図 5-2 の③、表 5-2 の③）である。F900i のソフトキー
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非搭載（139）
2個（180）
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4個（202）
①初の 
ソフトキー2個搭載機種 
NM2080発売
最新機種 
P-01J 
発売
導入期 普及期 成熟期 衰退期
発 
売 
年
②初の 
ソフトキー3個搭載機種 
KO209i発売
初号機 
TZ-802B 
発売
③初の 
ソフトキー4個搭載機種 
F900i発売
図 5-2　ソフトキー個数別の携帯電話発売機種数
表 5-2　ソフトキー個数別の操作キー例
機種名
発売年
種別
イメージ
1995 2000 2004
ソフトキー2個搭載 ソフトキー3個搭載 ソフトキー4個搭載
① ② ③
NM2080 KO209i F900i
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4 個にはメニュー、電話帳、テレビ電話、メールが表記されている。　
表 5-3 に、通信方式およびソフトキー搭載個数別の携帯電話発売機種数を示す。1G の携帯電話 23
機種はすべてソフトキー非搭載である。2G の携帯電話 222 機種のうち、ソフトキー非搭載は 113
機種、ソフトキー 2 個搭載は 107 機種、ソフトキー 3 個搭載は 2 機種で、ソフトキー 4 個搭載機種
はない。3G 以降の携帯電話 278 機種のうち、ソフトキー非搭載は 3 機種、ソフトキー 2 個搭載は
73 機種、ソフトキー 3 個搭載はなく、ソフトキー 4 個搭載は 202 機種である。ソフトキー 4 個搭
載機種はすべて 3G 以降の携帯電話である。
3.　カーソルキーについて
図 5-3 に、カーソルキー種別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、カーソルキー非
搭載が 139 機種、4 方向キー搭載機種が 29 機種、4 方向キー＋決定キー搭載機種が 355 機種であ
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①初の 
4方向キー搭載機種 
R203発売
最新機種 
P-01J 
発売
導入期 普及期 成熟期 衰退期
発 
売 
年
②初の 
4方向キー＋決定キー搭載機種 
F501i発売
③ 
非搭載機種 
L705iX発売
初号機 
TZ-802B 
発売
図 5-3　カーソルキー種別の携帯電話発売機種数
機種名
発売年
種別
イメージ
1997 1999 2008
4方向キー搭載 4方向＋決定キー搭載 カーソルキー非搭載
① ② ③
R203 F501i L705iX
表 5-4　カーソルキー種別の操作キー例
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る。カーソルキー非搭載→ 4 方向キー搭載→ 4 方向＋決定キー搭載の移行が起き、4 方向＋決定キー
搭載機種の比率が増加し、標準的な操作キーとなり P-01J に至る。カーソルキー非搭載→ 4 方向キー
搭載→ 4 方向＋決定キーの移行は、1997（平成 9）年から 2008（平成 20）年までに起き、2009（平
成 11）年以降の発売機種はすべて 4 方向＋決定キー搭載機種となる。普及期（1994-2000）にカー
ソルキー搭載が開始され、成熟期（2001-2008）に 4 方向＋決定キー搭載への移行を完了する。
表 5-4 に、カーソルキー搭載機種の例を示す。初の 4 方向キー搭載機種は、1997（平成 9）年に
発売された R203（図 5-3 の①、表 5-4 の①）である。R203 のカーソルキーは、マナーキー、リダ
イヤルキー、メモ録キー、留守キーに上下左右が割り当てられている。取扱説明書［注 4］のマナーキー
の項目には「マナーモードを設定するときに使用するボタンです。メモリダイヤルの検索など、表示
のスクロールにも使用します。」と記述されており、カーソル機能は従属的に割り当てられている。キー
配置も十字形ではなく T 字型であるため、カーソルキーの印象は薄い。
初の 4 方向＋決定キー搭載機種は、1999（平成 11）年発売の F501i（図 5-3 の②、表 5-4 の②）
である。F501i は i モードサービス対応の初号機であり、決定キーに i モードが割り当てられている。
4 方向キーが十字形に配置されており、R203 と比較するとカーソルキーらしい印象を受ける。i モー
ドサービスは、端末の「ナビゲーションキー」を訴求（図 5-4）しており、501i シリーズ 4 機種の
うち 3 機種（F501i、N501i、P501i）がカーソルキー（4 方向＋決定キー）を搭載し、D501i はイー
ジーセレクターと呼称される操作キーを搭載している。
表 5-5 に、通信方式およびカーソルキー種別の携帯電話発売機種数を示す。1G の携帯電話 23 機
種はすべてカーソルキー非搭載である。2G の携帯電話 222 機種のうち、カーソルキー非搭載は 114
機種、4 方向キー搭載は 29 機種、4 方向＋決定キー搭載は 79 機種である。3G 以降の携帯電話 278
機種のうち、カーソルキー非搭載は 2 機種、4 方向キー搭載機種はなく、4 方向＋決定キー搭載は
276 機種である。3G 以降の携帯電話でカーソルキー非搭載の 2 機種は、2002（平成 14）年発売の
D2101V（表 1-15 の⑤）と 2008（平成 20）年発売の L705iX（図 5-3 の③）である。
図 5-4　i モードサービスカタログにおける「ナビゲーションキー」訴求
（携帯電話サービスカタログ、NTT ドコモ、1999.3）
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4.　クリアキーについて
図 5-1 に、クリアキー種別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、クリアキー非搭載
が 1 機種、　クリアキー（単独表記）搭載が 151 機種、クリアキー（複数表記）搭載が 337 機種、
ソフトキー割当が 34 機種である。クリアキー非搭載→クリアキ （ー単独表記）搭載→クリアキ （ー複
数表記）搭載の移行が起き、クリアキー（複数表記）搭載機種の比率が増加し、標準的な操作キーと
なり P-01J に至る。クリアキー非搭載→クリアキー（単独表記）搭載の移行は、1989（平成元）年
発売の TZ-803B（図 5-5 の①）で起きる。クリアキー（単独表記）搭載→クリアキー（複数表記）
搭載の移行は 1995（平成 7）年から 2008（平成 20）までに起き、2009（平成 11）年以降の発
売機種はすべてクリアキー（複数表記）搭載機種となる。導入期（1987-1993）にクリアキー（単
独表記）搭載へ移行し、普及期（1994-2000）にクリアキー（複数表記）搭載が開始され、成熟期
（2001-2008）にクリアキー（複数表記）搭載への移行を完了する。
表 5-6 に、クリアキー種別の例を示す。初のクリアキー（単独表記）は 1989（平成元）年発売
の TZ-803B（図 5-5 の①、表 5-6 の①）である。初のクリアキー（複数表記）は 1995（平成 7）年
発売のムーバ N Ⅱ（後期型）（図 5-5 の②、表 5-6 の②）であり、電源／クリアキーとして搭載され
ている。クリアキー（複数表記）は 23 種類（表 5-6 の②〜㉔）ある。初のソフトキー割当機種は、
1998（平成 10）年発売の NM206（図 5-5 の③）である。
表 5-7 に、クリアキー種別（詳細）の携帯電話発売機種数を示す。23 種類のクリアキ （ー複数表記）
のうち電源／クリアキー（表 5-6 の②）、クリア／消去キー（表 5-6 の③）、クリア／音量大キー（表
5-6 の④）、クリア／代理キー（表 5-6 の⑥）、メモ／クリアキー（表 5-6 の⑦）、伝言／クリア／代
理キー（表 5-6 の⑧）、ドライブ／クリアキー（表 5-6 の⑨）、クリア／ミュートキー（表 5-6 の⑩）、
クリア／ゲキタイキー（表 5-6 の⑫）、クリア／ボイスダイヤルキー（表 5-6 の⑬）、クリア／中止キー
0
10
20
30
40
50
1987
1989
1991
1992
1993
1994
1995
1996
1997
1998
1999
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016




11
2	151
3337
434
①初の 
クリアキー（単独表記） 
搭載機種TZ-803B発売
最新機種 
P-01J 
発売
導入期 普及期 成熟期 衰退期
発 
売 
年
②初の 
クリアキー（複数表記）搭載機種 
ムーバNⅡ（後期型）発売
③初の 
ソフトキー割当機種 
NM206発売
初号機 
TZ-802B 
発売
図 5-5　クリアキー種別の携帯電話発売機種数
154
① ③
機種名 TZ-803B
ムーバRⅡ
（後期型）
発売年 1989 1995
種別 クリアキー クリア／消去
イメージ
⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
機種名 P201 SH201 TS206 SH206 SH206 ER205
発売年 1996 1997 1998 1998 1998 1998
種別
リダイヤル
／クリア
クリア／代理 メモ／クリア
伝言／クリア
／代理
ドライブ
／クリア
クリア／ミュート
イメージ
⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯
機種名 N207 SA207 F601ev F501i N501i SH811
発売年 1998 1999 1999 1999 1999 1999
種別 クリア／戻る
クリア
／ゲキタイ
クリア／
ボイスダイヤル
クリア／中止
クリア／戻る
／STOP
保留／クリア
イメージ
⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉒
機種名 N811 F504i D504i F212i D701i L601i
発売年 1999 2002 2002 2002 2005 2006
種別
クリア／戻る
／保留
クリア／アプリ クリア／ボイス
クリア
／カレンダー
ch／クリア
／アプリ
クリア
／スピーカー
イメージ
㉓ ㉔
機種名 P-01A F-05G
発売年 2008 2015
種別
クリア／
ウィジェット
ch／クリア
イメージ
1995
クリア／音量大
ムーバDⅢ
④
ムーバNⅡ（後期型）
1995
電源／クリア
②
表 5-6　クリアキー例
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（表 5-6 の⑭）、クリア／戻る／ STOP キー（表 5-6 の⑮）の 12 種類が各 1 機種のみ発売されている。
リダイヤル／クリアキー（表 5-6 の⑤）は 26 機種、クリア／戻るキー（表 5-6 の⑪）は 14 機種、
保留／クリアキー（表 5-6 の⑯）は 3 機種、クリア／戻る／保留キー（表 5-6 の⑰）は 2 機種、ク
リア／アプリキー（表 5-6 の⑱）は 117 機種、クリア／ボイスキー（表 5-6 の⑲）は 3 機種、クリ
ア／カレンダーキー（表 5-6 の⑳）は 2 機種、ch ／クリア／アプリキー（表 5-6 の㉑）は 143 機種、
クリア／スピーカーキ （ー表 5-6 の㉒）は 2 機種、クリア／ウィジェットキ （ー表 5-6 の㉓）は 9 機種、
ch ／クリアキー（表 5-6 の㉔）は 4 機種発売されている。P-01J には ch ／クリアキー（表 5-6 の㉔）
が搭載されている。
5.　ワンタッチキーについて
図 5-6 に、ワンタッチキー種別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、ワンタッチキー
非搭載が 507 機種、ワンタッチキー 3 個搭載が 10 機種、4 個搭載が 4 機種、2 個搭載が 2 機種で
ある。初のワンタッチキー 3 個搭載機種は、2005（平成 17）年発売の SH851i（図 5-6 の①）である。
SH851i は「DOLCE［注 5］」という商品名で「上質な使い心地。本物を愛する大人たちへ」と訴求
されている。初のワンタッチキー 4 個搭載機種は、2008（平成 20）年発売の L705i（図 5-6 の②）で、
L706ie、L-03A、L-10C が続く。ワンタッチキー 4 個搭載機種のメーカは LG である。初のワンタッ
チキー 2 個搭載機種は、2010（平成 22）年発売の L-01C（図 5-6 の③）で、翌年発売の P-04C が
続く。ワンタッチキー搭載機種は全 16 機種と少数であるが、近年搭載機種の比率が増加し、2016（平
成 28）年は 2 機種ともワンタッチキー搭載となり P-01J に至る。第 2 章第３節にて、P-01J のター
ゲットユーザは比較的年齢層が高く IT リテラシーも高くない層であるとした。シニア向けのらくら
くホンではワンタッチキーが標準的に搭載されていることから、ワンタッチキーはターゲットユーザ
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にとって受容性があると考察する。よって、携帯電話におけるワンタッチキーは標準的な操作キーで
あると推測する。
6.　オープンキーについて
図 5-7 に、オープンキー搭載別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、オープンキー
非搭載が 452 機種、オープンキー搭載が 71 機種である。
初のオープンキー搭載機種は、2002（平成 14）年発売の P504i である。初の二つ折り型携帯電
話である 1991（平成 3）年発売のムーバ N は、閉じたときの厚みが約 32mm（S バッテリー搭載
時）で、指のサイズと比較して厚かったため、開く際の指がかりを構成することができた。また重
量が約 280g であったため、オープンキーで開くためには大型で強力なバネが必要であった。よって
ムーバ N にはオープンキーが不要であり、かつ搭載が困難であった。P504i（図 5-7 の①）は、厚さ
16.8mm（ムーバ N の約半分）となり、開く際の指がかりを構成しにくくなった。また、重さは 99g
（ムーバ N の約 35%）となり、オープンキーで開くためのバネを小型化できた。以後、パナソニック
製の二つ折り型携帯電話にオープンキーの搭載が続く。
2005（平成 17）年発売の D901iS に、パナソニック以外で初めてオープンキーが搭載され
る。D901iS はスライド型で、回転して開くタイプではない。以降、三菱電機は D902i、D902iS、
D903i、D903iTV とオープンキーを搭載するが、D904i からはオープンキー非搭載とし手動でスラ
イドさせる方式に戻る。
パナソニック、三菱電機に続き、2008（平成 20）年発売の N706ie、2011（平成 23）年発売の
F-02D、2015（平成 27）年発売の SH-06G にオープンキーが搭載される。2015 年以降は全機種オー
プンキー搭載となり、二つ折り型携帯電話の標準的な UI となり P-01J に至る。携帯電話は片手で操
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作できることが重視されるため、二つ折り型携帯電話を開く際も片手での操作が求められた。筐体が
薄くなると二つ折り型携帯電話を開く指がかりを構成することが困難となり、端末の差別化機能とし
てオープンキーが搭載されはじめ、ユーザに受容され標準的な UI となったと考察する。
7.　考察
ワンタッチキーとオープンキーについての考察は既に述べた。本項ではソフトキー、カーソルキー、
クリアキーについて考察する。
1）ソフトキー
ソフトキー 2 個搭載の初機種 NM2080 は画面下中央に上下キー、その左右にソフトキーを配置し
ており、上下キーで項目を選択し、左ソフトキーで決定、右ソフトキーでキャンセルする操作を基本
操作仕様としている［注6］。つまり、2個のソフトキーには主として決定／キャンセルが割り当たるが、
この仕様には問題がある。大部分の操作画面でソフトキー 2 個に決定／キャンセルが割り当たるた
め、操作画面に応じて柔軟に機能割当を変えられるというソフトキーの特長を活かすことができない。
よって、決定キーやキャンセルキーをハードキーとして 2 個のソフトキーに割り当てられる項目を
増やすか、ソフトキーの数を増やす必要がある。
ノキアの携帯電話は 14 機種全てがソフトキー 2 個搭載であるが、2005（平成 17）年以降に発売
される 3G 方式の NM850iG、NM705i、NM706i では、カーソルキ （ー4 方向＋決定キー）とクリアキー
がソフトキーとは別に搭載されている。また、標準的な操作キーとなるソフトキー４個搭載の F900i
には、ソフトキー４個に加えて、カーソルキー（4 方向＋決定キー）とクリアキーが搭載されている。
決定／キャンセルの割当で始まったソフトキーについては、より柔軟な機能割当ができるように、
決定／キャンセルを他のキーに割り当て、かつソフトキー個数を増やし機能割当の柔軟度を上げる方
向へ変化したと推測する。
2）カーソルキー
初のカーソルキー搭載機種である 1997（平成 9）年発売の R203 は、カーソル機能が従属的に割
り当てられている。専用のカーソルキー搭載の初機種は、同年発売の P205 である［注 7］。P205 の
開発に携わった鈴木晴夫［注 8］は「P205 は、片手操作時に右手でも左手でも同等に操作可能とな
るよう、カーソルキーを左右にオフセットせずセンターに配置した」と述べる。当時、ゲーム機のコ
ントローラでは左に十字キー、右に決定／キャンセルキーという配置が一般的で、機器の中央にカー
ソルキーを配置することは一般的ではなかった。片手操作可能なカーソルキーのセンター配置は、ユー
ザに受容され標準的な UI となっていったと考察する。
カーソルキーは親指操作に必要な表面積を占有するため小型化と相反する特徴をもつ。1999（平
成 11）年発売の P501i［注 9］ではコマンドナビゲーションボタンと称するスティック型のカーソ
ル／決定キーを搭載し占有面積を小さくする工夫がみられる。スティック型のカーソル／決定キーは
全 7 機種（すべてストレート型携帯電話）に搭載されたが標準的な UI とならなかった。スティック
型デバイスの特性上、筐体よりスティックを突出させる必要があり、二つ折り型携帯電話には搭載が
159
困難であったためと推測する。また、カーソル／決定キーの小型化（N501i と P-01J を比較すると
約 42.3％に縮小）が進み占有面積の課題が軽減されたことも要因であろう。
3）クリアキー
クリアキー搭載の初機種である TZ-803B の取扱説明書には「クリアボタン：ダイヤルした電話番
号が誤っていた場合に、訂正する時に使用するボタンです」と記述されており、クリアキーは電話番
号入力時の修正用途の操作キーとして始まっている［注 10］。クリアキーの用途が電話番号や文字の
修正の場合、電話番号入力時や文字入力時以外に操作することはなく、待受時の機能割当が空くた
め、様々な機能の割当事例がみられた（表 5-6）。1996（平成 8）年から 2003（平成 15）年にかけ
てみられたリダイヤル／クリアキーは、待受時にはリダイヤル機能、電話番号入力時や文字入力時に
はクリア機能が割り当てられたためコンフリクトが少なく、26 機種に搭載されたが標準的な操作キー
とはならなかった。リダイヤルキーは着信履歴キーとセットでカーソルキー左右割当が標準的な操作
キーとなるためである。
リダイヤル／クリアキーのようにひとつの操作キーに複数機能を割り当てる場合、問題点が二つあ
る。ひとつめはキー表記の複雑化の問題、ふたつめはコンフリクトの問題である。解決手段としては
ソフトキーが有効であるが、コンフリクトの解消においては限界がある。例えばソフトキーが 2 つ
の場合、同時に 3 つ以上の機能割当はできない。よってソフトキー割当は限定状況下の操作に使用
される機能が望ましく、いつでも操作可能であるべき機能はハードキーとする方が望ましいと言える。
クリア機能は、電話番号入力時や文字入力時のような限定状況下で操作される機能であるためソフト
キー割当は妥当であるが、ソフトキー割当機種は34機種にとどまり標準的な操作キーとはならなかっ
た。その理由はキャンセル機能にある。ソフトキー割当についてはキャンセル機能が多くの画面でソ
フトキーをひとつ占有することになるため、実質的にはキャンセル機能のハードキーと違いがなく、
クリアキー割当が標準的な操作キーとなった。
8.　おわりに
初号機と最新機種を比較して追加された操作キーは、ソフトキー、カーソルキー、クリアキー、ワ
ンタッチキー、オープンキー、ショートカットキーである。523 機種の変遷の過程において、ソフ
トキー、カーソルキー、クリアキー、ワンタッチキー、オープンキーが標準的な UI デザインとなり
最新機種に至ることを明らかにした。
携帯電話の多機能化が進む普及期には、多機能を扱う入り口としてのメニューや、機能選択／決定
のためのソフトキーやカーソルキー、キャンセル操作のためのクリアキーなど、多機能をコントロー
ルするための操作キーが追加された。メニューキーは成熟期にソフトキー割当となり削除された。ソ
フトキーは普及期に 2 個搭載で登場、成熟期に 4 個搭載となり、画面に応じた機能割当が増加した。
カーソルキーは普及期に 4 方向キーとして登場し、成熟期に 4 方向＋決定キーとなった。片手操作
において右手でも左手でも同様な操作が可能となるために、カーソルキーとクリアキーはセンターに
配置され、ソフトキーは左右に振り分けられ、成熟期後半に統一されたと考察した。
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注
1）　L-03A：資料 5-1 参照
2）　KO209i：資料 5-2 参照
3）　KO210i：資料 5-3 参照
4）　R203：資料 5-4 参照
5）　DOLCH：資料 5-5 参照
6）　左ソフトキーで決定、右ソフトキーでキャンセル操作：資料 5-6 参照
7）　P205：資料 5-7 参照
8）　鈴木晴夫：松下通信工業株式会社 パーソナルコミュニケーション事業部 商品企画部 課長（当時）
9）　P501i：資料 5-8 参照
10）　TZ-803B：資料 5-9 参照
写真出典：
製品カタログ、MOBILE TIDE 2010 カタログ、取扱説明書、実機撮影
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（第4章）
図 6-1　初号機から 2号機、3号機ムーバを経る過程における操作キーの追加と削除
第 6章　追加後に削除された操作キーの変遷
1.　はじめに
本章では、初号機 TZ-802B から最新機種 P-01J に至る間に追加されて削除された操作キーに着目、
523 機種について網羅的な調査を実施し、追加後に削除された操作キーの変遷を明らかにする。
図 6-1 に、初号期 TZ-802B から 2 号機 TZ-803B を経て 3 号機ムーバ（図はムーバ P、ムーバ初号
機のキー配置は 4 機種共通）に至る過程における、操作キーの追加と削除を示した。TZ-802B から
TZ-803B への過程で、正面に操作キーが 6 個追加された。6 個は電源キー、F キー、音量キー、メモ
リキー、クリアキー、コールキーで 10 キー上部に配置された。そのうち電源キーは底面（TZ-802B）
からの移動、音量キーは側面（TZ-802B）からの移動であり、新規に追加された操作キーは F キー、
メモリキー、クリアキー、コールキーの 4 個（図 6-1 の①）である。
TZ-803B からムーバへの過程で、カナ／英字キーが追加（図 6-1 の②）された。TZ-802B で側面
に配置され、TZ-803B で正面右上に移動した音量キーは、ムーバで再び側面に移動した。ムーバの F
キーは F ／小文字キーへと変化した。
ムーバ以降、最新機種 P-01J に至る過程において、初号機には存在しなかった F キー（F ／小文字
キー）、メモリキー、コールキー、カナ／英字キーは削除（図 6-1 の③）される。また、初号機に存
在した電源キー、リダイヤルキーも削除（図 6-1 の④）される。
2.　F キー／メニューキーについて
TZ-803B で追加された F キーは、ファンクションキーの意で、F キー押下後に他のキーを押下する
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ことにより特定の機能を実行する仕様である。例えば「F+0」で自局番号が表示される。TZ-803B は
メニュー機能がなく、F キーと 10 キーの組み合わせで設定を切り替える仕様である。例えば「F+3」
でボタン確認音の ON/OFF が可能であり、ボタン確認音 ON 時に「F+3」押下でボタン確認音 OFF に、
タン確認音 OFF 時に「F+3」押下でボタン確認音 ON に設定が変更される、トグル形式の操作仕様で
ある。
ムーバにおいて、F キーは F ／小文字キーへ変化する。F ／小文字キーは、文字入力時は小文字入
力キーとして、それ以外は F キーとして機能するキーである。状況に応じて押下した際の機能が変化
するダブルファンクションキーとなる。「F+ ◯」で実行できる機能が増え、「F+11」のように二桁数
字との組み合わせや「F+ コール」のように 10 キー以外のキーとの組み合わせも増える。ダブルファ
ンクション化かつ機能実行範囲の拡大で、TZ-803B と比較すると操作が複雑化する。F キーを使用す
るには、何ができるのかという機能の認識と、その機能が「F+ ◯」に割り当てられていることの認
識が必要である。いわゆるコマンド型の操作であり、使用するにはコマンドを覚える必要がある。ムー
バには「F+9」にヘルプ機能が割り当てられており、「F+9」押下で各機能の案内画面を表示させるこ
とができたが、画面が 2 行表示のため、一覧表示はできなかった。
ムーバ以降、F キーを機能キーと呼称する機種（国際電気製の 6 機種）や F ／変換のように表記す
る機種（JRC 製、シャープ製、東芝製の 5 機種）などの発売が続くが、F キー搭載機種は減じ、メニュー
機能搭載機種が増加する。
図 6-2 に、F キーやメニューキー別の携帯電話発売機種数を示す。523 機種の内訳は、F キー非搭
載が 1 機種、　F キー／機能キー搭載が 81 機種、F キーのジョグ割当が 11 機種、メニュー機能のソ
フトキー割当が 226 機種、メニューキー搭載が 108 機種、メニュー機能の GUI 割当が 91 機種、メ
ニュー機能の決定キー割当が 5 機種である。図 6-2 からは、F キー非搭載→ F キー／機能キー搭載
図 6-2　F キー／機能キー／メニューキーなどの操作キー別の携帯電話発売機種数
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→ F キーのジョグキー割当の順に変化し、F キー搭載が減少し、メニュー機能のソフトキー割当→メ
ニューキー搭載→メニュー機能の GUI 割当→メニュー機能の決定キー割当の順に発売され、メニュー
機能のソフトキー割当が標準的操作キーとなり P-01J に至る。
F キーを搭載した初の携帯電話は、1989（平成元）年発売の TZ-803B（図 6-2 の①）である。F
機能のジョグキー割当の初機種は、1994（平成 6）年発売の CM-D800（図 6-2 の②）である。CM-
D800 はソニー製の携帯電話で、側面にジョグダイヤルと呼称される回転／プッシュ型の操作キーが
搭載され、ジョグダイヤル押下によって F キー押下同様の機能を実行することができた。CM-D800
はムーバシリーズではなく by シリーズであり、メーカ独自の操作性［注 1］となっていた。
メニュー機能をソフトキーに割り当てた初の携帯電話は、1995（平成 7）年発売の NM2080（図
6-2 の③）である。NM2080 はソフトキーの初搭載機種でもあり、メニュー機能の初搭載機種でもある。
左ソフトキーにメニューが割り当てられており、画面を見ながら各種操作が可能であった。NM2080
はムーバシリーズではなく by シリーズであり、メーカ独自の操作となっていた。
メニューキーを搭載した初の携帯電話は、1996（平成 8）年発売の P201（図 6-2 の④）で、メニュー
キー押下によってFキー押下同様の機能を実行することができた。P201以外の他のムーバ201シリー
ズは全て F キー搭載で、by シリーズの SO201（ジョグキー割当）と NM201（ソフトキー割当）は F キー
非搭載であった。その後富士通や三菱電機もメニューキーを搭載し、F キーは徐々に非搭載となり、
ムーバ 207 シリーズにおいて全機種 F キー非搭載となる。ただし、by シリーズでは SA207 など F キー
搭載機種もあった。
メニュー機能を GUI に割り当てた初の携帯電話は、1999（平成 11）年発売の P501i（図 6-2 の⑤）
である。i モード対応の初号機 501i シリーズは全機種 F キー非搭載で、メニューキー搭載もしくは
メニュー機能の GUI 割当となった。同年発売の 208 シリーズは by シリーズも含めた全機種が F キー
非搭載となり、メニューキー搭載もしくはメニュー機能の決定キー割当となった。メニュー機能が決
定キー割当となる初の機種は、P208（図 6-2 の⑥）である。F キーはメニューキーへ移行し、コマ
ンドを覚える必要があるコマンド型操作から、画面表示を見ながら操作しコマンドを覚える必要がな
い対話型操作へ移行した。
3.　コールキー／電話帳キーについて
TZ-803B で追加されたメモリキーは、メモリダイヤル（電話帳機能）の登録時に使用された。電
話番号を入力後、メモリキーを押下することによってメモリダイヤルが登録される。コールキーは登
録されたメモリダイヤルを呼び出すことに使用された。メモリキー、コールキーともにメモリダイヤ
ル機能のための操作キーであり、対となって使用されるため片方の操作キーだけの搭載例は極めて少
ない。メモリキーはアナログ方式（1G）の携帯電話には全て存在した。
図 6-3 にコールキーから電話帳キーへの移行、および、電話帳機能のカーソルキー割当への推移
を示した。523 機種の内訳は、コールキー非搭載が 1 機種、　コールキー／呼出キー搭載が 95 機種、
電話帳機能のソフトキー割当が 100 機種、電話帳キー搭載が 78 機種、電話帳機能のサイドキー割当
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が 6 機種、電話帳機能の決定キー割当が 23 機種、電話帳機能の GUI 割当が 3 機種、電話帳機能のカー
ソルキー割当が 217 機種である。図 6-3 からは、コールキー非搭載→コールキー／呼出キー搭載の
順に変化し、コールキー搭載が減少し、電話帳機能のソフトキー割当→電話帳キー搭載→電話帳機能
のサイドキー割当→電話帳機能の決定キー割当→電話帳機能の GUI 割当→電話帳機能のカーソルキー
割当の順に発売され、電話帳機能のカーソルキー割当が標準的操作キーとなり P-01J に至ることが
確認できる。
コールキーが搭載された初の携帯電話は、1989（平成元）年発売の TZ-803B（図 6-3 の①）であ
り、コールキー、メモリキーが対となって搭載された。以降、コールキー、メモリキーの搭載が続く
が、1994（平成 6）年に発売された CM-D800 はジョグダイヤルを搭載し、メモリダイヤルの呼び
出しにもジョグダイヤルが使用されたため、コールキーは非搭載となった。翌年発売の SO101 もジョ
グダイヤルが搭載され、ジョグダイヤルを使用してメモリダイヤル登録も行う仕様となった。前期種
の CM-D800 はメモリキー搭載／コールキー非搭載であったが、SO101 はメモリキー非搭載／コー
ルキー搭載と、搭載キーが逆転しており、メーカの試行錯誤が伺える。
コールキー、メモリキーともに非搭載となる初の携帯電話は、1995（平成 7）年発売の NM2080
（図 6-3 の②）である。NM2080 は右ソフトキーにメモリが割り当てられており、画面を見ながらメ
モリダイヤル操作が可能であった。コールキーやメモリキーの非搭載機種は、1996（平成 8）年ま
ではノキアとソニーに限られていた。これはムーバシリーズではなく、by シリーズの携帯電話であ
り、メーカ独自仕様であったと推測する。1997（平成９）年、電話帳キー搭載の初の機種 SH201（図
6-3 の③）が発売され、コールキー、メモリキーに代わり電話帳キーの登場となるが、SH201 もムー
バではなく by シリーズである。
ムーバにおけるコールキー、メモリキー非搭載の初機種は、1997（平成 9）年発売の P205 である。
図 6-3　コールキーから電話帳キーへ、その後、電話帳機能のカーソルキー割当への推移
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P205 は独立したカーソルキーの初の機種でもある。P205 には電話帳キーが搭載されており、コー
ルキー同様の機能実行が可能であった。また、P205 にはソフトキーが搭載されており、メモリダイ
ヤル登録時にはソフトキーが「トウロク」と表示され、メモリキー同様の機能実行が可能となってい
た。翌 1998（平成 10）年発売の R206（図 6-3 の④）はマジック Q と呼称されるサイドキーが搭
載されており電話帳機能が割り当てられていた。P205 や R206 はムーバシリーズであり、メモリダ
イヤルという携帯電話の基本機能においてもメーカ独自の UI デザインが現れてきた時期であった。
電話帳キーの搭載は 1997（平成 9）年から 2006（平成 18）年までの 9 年間続くが、この期間に
はiモードサービスの開始やFOMAの開始（テレビ電話サービスの開始）、iショットサービスの開始（カ
メラ機能搭載）、ワンセグサービスの開始（テレビ機能搭載）などが起こり、新機能の操作キー追加
が頻繁になされた時期である。電話帳という電話の基本機能の操作キーは重要度が相対的に低下し、
単独キーとしての搭載がなくなっていったと推測する。1998（平成 10）年には、電話帳機能を決定
キーに割り当てた機種 N207（図 6-3 の⑤）の発売、1999（平成 11）年には、電話帳機能をカーソ
ルキーに割り当てた機種 N501i（図 6-3 の⑥）の発売や電話帳機能を GUI に割り当てた機種 P501i（図
6-3 の⑦）の発売が起きていることからも裏付けられる。
電話帳機能の重要度は相対的には低下したが、電話としての基本機能でありワンタッチでアクセス
可能である必要がある。よって、電話帳キーを搭載せずともワンタッチでアクセス可能な UI として、
ソフトキー割当とカーソルキー割当が模索された、ソフトキー割当は 1995（平成 7）年から 2010（平
成 22）年まで、カーソルキー割当は 1999（平成 11）年から最新機種発売の 2016（平成 28）年ま
で続く。ソフトキーの操作キー表記は当初 NM2080 の横線のように具体的な機能を表さないもので
あったが、1997（平成 9）年発売の P205 にて「メニュー」の表記が入り、待ち受け時の動作を示
すようになる。以降、ソフトキーの待ち受け時動作表記は増えてゆく。カメラ搭載機種はカメラアイ
コンの表記、ワンセグ搭載機種は TV アイコンの表示など、操作キーを見れば訴求機能が理解できる
ことから提供者とユーザ受容が合致したためと推測する。
カーソルキーも当初矢印以外の表記はなかったが、ソフトキー同様に待ち受け時動作表記がされる
ようになる。カーソルキー左右には着信履歴とリダイヤル機能の割当が標準的 UI となったと述べた
が、電話帳機能もユーザにとっては着信履歴／リダイヤル同様に、電話をかける相手の検索機能であ
るため、カーソルキーにまとまっている UI の受容度が高かったと推測する。
4.　マナーキーについて
図 6-4 にマナーキーの登場、および、マナー機能の＃キー割当への推移を示した。523 機種の内訳は、
機能搭載なしが 81 機種、　マナーキー搭載が 73 機種、マナー機能の他キー割当が 24 機種、マナー
機能の＊キー割当が 39 機種、マナー機能の＃キー割当が 306 機種である。図 6-4 からは、機能搭
載なし→マナーキー搭載の順に変化し、マナーキー搭載が減少し、マナー機能の他キー割当→マナー
機能の＊キー割当→マナー機能の＃キー割当の順に発売され、マナー機能の＃キー割当が標準的操作
キーとなり P-01J に至る。
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マナーキーの初搭載機種は、1996（平成 8）年発売の P201（図 6-4 の①）で、長押し操作によっ
てマナーモードの ON/OFF を切り替える操作作法であった。専用キーのためコンフリクトはなく、
誤操作防止のために長押し操作としたと推測する。P201 以降マナーキー搭載機種が増加し、2008（平
成 20）年までマナーキー搭載機種が発売された。2003（平成 15）年以降のマナーキー搭載機種 22
機種は全てソニーの携帯電話であることを確認した。マナーキー以外の他のキーに割り当てられた初
の機種は、1997（平成 9）年発売の D203（図 6-4 の②）であり、メモキーにマナー機能が割り当
てられている。他にもリダイヤルキー、文字キー、ボイスキー、ワープキーなどに割り当てられた例
が確認できた。マナー機能の＊キー割当の初の機種は、1999（平成 11）年発売の DE207（図 6-4
の③）である。マナー機能の＃キー割当の初の機種は、同年発売の N208（図 6-4 の④）である。
電話帳キーでも触れたように、新たな操作キーは携帯電話の特長機能として登場するか、もしくは、
新たなネットワークサービスに対応するために登場するかのどちらかである。マナーキーは携帯電話
の特長機能として登場したが、他の機能搭載が増加し対応する操作キーの登場により、相対的にマナー
キーの重要度が低下、単独のマナーキーは削除されたが、ワンタッチでマナーモード設定が可能であ
る必要があり、メニュー内への移動ではなく、他の操作キーへ割り当てられ、最終的に＃キーに統合
されるに至ったと推測する。
5.　考察
本章ではメニューキーを搭載後に削除された操作キーとして扱った。P-01J の操作キーを見れば、
メニューキーは搭載されているように見える（図 2-13）が、メニューキーではなくソフトキーであ
るという見方をしたためである。初のソフトキー搭載機種である NM2080（表 5-6 の①）を見れば
明らかであるように、ソフトキーとは本来割当機能が特定されず、操作状況に応じてコマンドが変わ
図 6-4　マナーキーの推移
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る操作キーであり、それ故、ソフトキーに特定の操作を意味する表記は付けられないものであった。
しかし、P205（表 5-5 の②）において初めてソフトキーに表記（メニュー）がされた。
カーソルキーも同様である。ゲーム機の十字キーなど、画面内のフォーカスを移動するための操作
キーは、動く方向（↑↓←→など）の表記はされても、特定の機能の表記はされない。NM2080 の
上下キーにも方向を示す▲▼の表記がされているが、他の表記はない。しかし、初の 4 方向カーソ
ルキー搭載機種である R203（表 5-5 の①）で、上キーにマナー、下キーにリダイヤル、左キーにメ
モ録、右キーに留守の表記がされた。
小型化が進む携帯電話において、操作キー数の増加は、操作に適切なキーサイズやキーピッチの観
点から、限界がある。ソフトキーやカーソルキー搭載により、画面との併用で操作キーを増やさずと
も多くの機能を操作可能となるため、多くのメーカがソフトキーやカーソルキーを採用した。ソフト
キーやカーソルキーを採用した場合、キー表記をしない UI デザインポリシーを持った唯一のメーカ
がノキアであった。他のメーカの携帯電話は全て、ソフトキーやカーソルキーに割当機能を表記する
ようになった。ソフトキーもカーソルキーも操作状況によって、割り当てられている機能が異なる。
割当機能を表記するためには、どの状態の時の割当機能なのか決める必要があるが、待ち受け時の割
当機能（図 2-20）を表記している。ソフトキーやカーソルキーに表記されている情報は、待ち受け
時以外は動作を表していない。待ち受け時に最適化された UI デザインであり、利用時に最適化され
た UI デザインとは言えない。
初号機 TZ-802B の UI デザインは、待ち受け時と利用時に齟齬がない。最新機種 P-01J の UI デザ
インは、待ち受け時と利用時に齟齬がある。携帯電話は段階的に機能追加がなされ、操作キーも段階
的に変化し、提供者もユーザも段階的に操作に慣れていったため、待ち受け時最適化 UI デザインで
あっても違和感なく使用できていると推測する。
6.　おわりに
523 機種の変遷の過程において、様々な操作キーが誕生し追加された。導入期に追加された F キー
は、普及期にメニューキーへと変化し、成熟期にソフトキー割当となり削除された。導入期に追加さ
れたメモリキーとコールキーは、普及期に電話帳キーへと変化し、成熟期にカーソルキー割当となり
削除された。普及期に追加されたマナーキーは、成熟期に＃キー割当となり削除された。また、プッ
シュトークキーのように成熟期にサービスが開始され追加されたが、サービスが終了したため、他の
キーに統合されることなく削除された操作キーもあったことを明らかにした。
F キーはメニューキーへ移行し、コマンドを覚える必要があるコマンド型 UI から、画面表示を見
ながら操作する対話型 UI へ移行した。対話型 UI では、項目の選択、決定、キャンセル操作が必要で
ある。項目の選択操作はカーソルキーへ、決定操作は決定キーへ、キャンセル操作はクリアキーへ割
り当てられた。対話型 UI はコマンド型 UI と比較し操作手順が長くなるため、ワンタッチ操作が求め
られソフトキーが 2 個から 4 個に増加したと考察した。
携帯電話は小型で限られたスペースに少数の操作キーが配置され、多機能を片手で操作しなければ
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ならないモノである。提供者の試行錯誤とユーザの受容により、その時々において操作キーの削除・
追加が起き、変化の積み重ねによって標準的な UI に至る。
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注
1）　欧州のデジタル方式 GSM に対応した端末 NOKIA2110 が外観も操作性も共通であるため、NM2080 のベース機種で
　　あると推測する
写真出典：
製品カタログ、MOBILE TIDE 2010 カタログ、取扱説明書、実機撮影
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結言
NTT ドコモが発売した携帯電話 523 機種の UI デザインにおける操作キーの変遷について、時系列
に沿った網羅的な調査を実施した。その結果、4 つの事項を明らかにした。
1.　共通する操作キーについて
初号機と最新機種に共通する操作キーは、10 キー、発信キー、終了キーである。10 キーは電話番
号入力に使用する操作キーである。発信キーは発信時と着信時に使用される操作キーで、発信キー操
作は固定電話における受話器を持ち上げる操作（オフフック操作）に当たる。終了キーは通話終了時
に使用される操作キーで、終了キー操作は受話器を戻す操作（オンフック操作）に当たる。10 キー、
発信キー、終了キーは携帯電話の基本機能である通話に使用される操作キーであるため搭載が継続さ
れると調査実施前に仮説を立てた。
10 キーと終了キーは、523 機種を通じて搭載が継続されたが、発信キーは 523 機種の変遷の過程
において一旦削除されたことを確認した。
10 キーは、電話番号入力操作に加え文字入力操作やメニュー操作のための操作キーとなった。10
キーには電話番号入力用の数字表記に加え、日本語入力用表記、英語入力用表記、長押し用表記など
が追加され、最大 4 種類の表記がひとつのキーに施されるようになった。操作も短押しと長押しの 2
種類となり、動作もダウン確定とアップ確定の 2 種類となった。また、待ち受け時には電話番号入力、
メニュー表示時にはメニュー項目のショートカットなど、状態に応じて押下時の機能割当も変化する
ようになった。10 キーは、通話目的の持ち運べる電話機の電話番号入力キーから、多目的な携帯情
報機器のキーボードに変容したため搭載が継続されたと考察した。
終了キーは、通話終了操作と着信時の応答保留操作のための操作キーで、初号機で唯一、複数の機
能が割り当てられた操作キーであった。終了キーは、変遷の過程において電源キーと統合され、電源
／終了キーとなった。終了キーは、通話終了／応答保留から電源 ON ／ OFF、待受画面に戻る操作へ
用途が拡大した。通話時にワンタッチで終了可能、また、メニュー操作時にどの階層にいてもワンタッ
チで待受画面に戻ることが可能であることがユーザに受容され、終了キーの搭載が継続されたと考察
した。
発信キーは、三菱電機一社だけが削除しており、発信機能をソフトキーに割り当てていた。発信キー
削除は、1999（平成 11）年発売の D501i（三菱電機における i モードサービス対応の初号機）から
続く 5 機種に見られたが、2002（平成 14）年発売の D504i から再び発信キーが搭載された。発信キー
削除は、通話目的の持ち運べる電話機から、多目的な携帯情報機器への変容を目指したためと推測す
る。三菱電機は、2000（平成）12 年発売の D209i から続く 3 機種においても発信機能をソフトキー
に割り当てていたが、これら 3 機種は発信キーを搭載（ソフトキーに発信の図記号を表記）していた。
ハイエンド機の 50 シリーズと FOMA は発信キー削除、エントリー機の 20 シリーズは発信キー搭載
となっており、三菱電機の試行錯誤の時期である。通話機能の基本操作キーである発信キーを削除す
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る試みはユーザに受容されず、再び発信キーが搭載されたと考察した。
2.　削除された操作キーについて
初号機と最新機種を比較して削除された操作キーは、電源キー、リダイヤルキー、音量調節キー、ロッ
クキーである。音量調節キーの削除は最新機種の機種特徴であり、523 機種の変遷において標準的
な UI デザインとなったとは言えない。また、ロックキーは二つ折り型やフリップ型など誤操作が起
きにくい外観形状の携帯電話には非搭載であった。電源キーは終了キーに統合、リダイヤルキーはカー
ソルキーに統合され削除された。電源キーとリダイヤルキーの削除は、523 機種の変遷において標
準的な UI デザインとなり最新機種にいたることを確認した。
携帯電話は小型化が進み、操作キーは小さなスペースの奪い合いとなるため、重要度が低下した操
作キーは削除された。また、多機能化も並行して進み、新機能や NTT ドコモの新サービス対応の操
作キーが誕生した。電源キーやリダイヤルキーは、当初重要であったが、523 機種を通じて重要で
あり続けることはできなかった。
電源キーは、終了キーと統合され電源／終了キーとなった。初期の固定電話に電源キーがなかった
ように、コミュニケーション機器はそもそも電源を切らないモノである。導入期の携帯電話はバッテ
リー性能が低く待受時間が短かったため、節電のために電源キーの使用頻度が高く想定され、電源の
切り忘れに配慮する設計が見られた。バッテリー性能が向上するにつれ、待受時間が増加し、電源を
切る必要性は低下した。普及期には、クリアキーなど様々な操作キーとの統合が見られたが、操作ミ
スが起きた場合の問題が小さいという観点から終了キーに統合され、成熟期において電源／終了キー
が標準的な操作キーとなり最新機種に至ったと考察した。
リダイヤル機能そのものの重要度は低下しなかったが、単体のリダイヤルキーとしては削除された。
リダイヤル機能は、携帯電話の基本機能である通話に関する機能であり、全ての携帯電話に搭載され
たため、携帯電話の差別化訴求や新サービス訴求にはなりえない。マナーモード、i モード、メール、
カメラ、テレビ電話、電子マネー、テレビ、ナビゲーション、プッシュトークなど携帯電話発売時に
おける新機能・新サービス対応の操作キーが誕生し追加される過程において、リダイヤル機能の機能
訴求としての重要度は低下し、普及期から成熟期初期にかけてリダイヤルキーが削除された。リダイ
ヤルキー削除の過程において、発信キー割当やソフトキー割当などが見られたが、着信履歴機能のよ
うに同等の重要性を持つ機能の登場と、それらを等価かつ対称的に扱える UI デザインの工夫からカー
ソルキーに統合された。リダイヤルキーのカーソルキー統合は、成熟期において標準的な操作キーと
なり最新機種に至ったと考察した。
3.　追加された操作キーについて
初号機と最新機種を比較して追加された操作キーは、ソフトキー、カーソルキー、クリアキー、ワ
ンタッチキー、オープンキー、ショートカットキーである。523 機種の変遷の過程において、ソフ
トキー、カーソルキー、クリアキー、ワンタッチキー、オープンキーが標準的な UI デザインとなり
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最新機種に至ることを確認した。ワンタッチキーは登録した電話番号をワンタッチで呼び出せる操作
キーであり、携帯電話のターゲットユーザが比較的年齢層が高く IT リテラシーも高くない層に受容
されたため標準的な UI となったと考察した。オープンキーについては、二つ折り型携帯電話をワン
タッチで開く機能が受容されたため標準的な UI となったと考察した。
携帯電話の多機能化が進む普及期には、多機能を扱う入り口としてのメニューや、機能選択／決定
のためのソフトキーやカーソルキー、キャンセル操作のためのクリアキーなど、多様な機能をコント
ロールするための操作キーが追加された。メニューキーは成熟期にソフトキー割当となり削除された。
ソフトキーは普及期に 2 個搭載で登場、当初ソフトキー 2 個には決定とキャンセルが割り当てられ
た。決定とキャンセルは多くの画面で使用されるため、ハードキーの方が効率が良い。決定キーが追
加され、クリアキーにはキャンセルが割り当てられ、ソフトキーには画面に応じた機能が割り当てら
れていった。ソフトキーは成熟期に 4 個搭載となり、画面に応じた機能割当が増加した。カーソル
キーは普及期に 4 方向キーとして登場し、成熟期に 4 方向＋決定キーとなった。片手操作において、
右手でも左手でも同様な操作が可能となるために、カーソルキーとクリアキーは左右方向のセンター
に配置され、4 個のソフトキーがカーソルキー左右に 2 個づつ振り分けられて配置されるようになり、
成熟期後半に統一された UI デザインとなり最新機種に至ったと考察した。
4.　追加された後に削除された操作キーについて
523 機種の変遷の過程において、様々な操作キーが誕生し追加された。導入期に追加された F キー
は、普及期にメニューキーへと変化し、成熟期にソフトキー割当となり削除された。導入期に追加さ
れたメモリキーとコールキーは、普及期に電話帳キーへと変化し、成熟期にカーソルキー割当となり
削除された。普及期に追加されたマナーキーは、成熟期に＃キー割当となり削除された。また、プッ
シュトークキーのように成熟期にサービスが開始され追加されたが、サービスが終了したため、他の
キーに統合されることなく削除された操作キーもあったことを確認した。
初号機 TZ-802B は通話目的の電話機であり、終了キーの応答保留機能割当を除けば、一つの操作
キーに対し一つの機能が割り当てられていた。2 号機 TZ-803B において、多機能化に伴い F キーが
追加され、「F ＋○」操作のコマンド型 UI となった。コマンド型 UI は、ユーザがコマンドを覚える
必要がある。多機能化が進むとユーザはコマンドを覚えきれなくなるため、ソフトキーが搭載され、
画面表示を見ながら操作する対話型 UI の NM2080 が登場した。対話型 UI ではユーザがコマンドを
覚える必要がない。対話型 UI は、項目の選択、決定、キャンセル操作が必要であり、NM2080 では
項目の選択操作に上下キー、決定操作とキャンセル操作にソフトキーを使用していた。さらに多機能
化が進み、GUI で項目選択を行うようになり、上下キーは 4 方向キーに変化していった。決定操作は
決定キー追加、キャンセル操作はクリアキー割当となり、ソフトキーには決定とキャンセル以外の機
能が割り当てられ、2 個から 4 個へ増加した。また、対話型 UI はコマンド型 UI と比較し操作手順が
長くなるため、重要度の高い新機能は直接操作のための操作キーが追加された。変遷の過程において
機能の重要度は変化し、重要度が低下した操作キーは削除されていったと考察した。
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携帯電話とは、小型で限られたスペースに少数の操作キーが配置され、多機能を片手で操作しなけ
ればならないモノである。携帯電話における操作キーの変遷は、追加と削除の変遷であった。このよ
うな微細な変遷は、どこにもまとめられておらず、つまりは誰も重要視していない変遷であると言え
よう。しかし、これらはすべて提供者の創意工夫によって世に現れた UI デザインであり、ユーザの
受容によって磨かれた UI デザインと言える。よって微細な変遷を明らかにすることは先人の知見を
追体験することと同義である。
以上、NTT ドコモが発売した携帯電話 523 機種の UI デザインにおける操作キーの変遷について、
時系列に沿った網羅的な調査を実施し、4 つの事項を明らかにした。
本論では、携帯電話 523 機種を対象としスマートフォンは対象外とした。2009（平成 21）年以
降を携帯電話の衰退期としたように、通信事業者の主力商品は携帯電話からスマートフォンに変化し
ている。2009（平成 21）年発売の SH-03A は、カメラ搭載、動画配信サービス対応、ワンセグ放送
対応、アプリ追加可能、音楽配信対応、電子マネー対応、Bluetooth 対応、タッチパネル搭載であり、
当時の iPhone3G よりも多機能であった。2016（平成 28）年発売の最新機種 P-01J は、i モード非
対応のためアプリ追加はできずタッチパネルも搭載していないが、Wi-Fi 機能を搭載しており、他の
機能も SH-03A 同等である。携帯電話は、成熟期において多目的な携帯情報機器へと変容し、衰退期
においては機能的な変化が小さいと言える。
P-01J の操作キー（第 2 章、図 2-13）を観察すると、ソフトキー 4 個とカーソルキーに表記があり、
すべて待受時の機能を示していることがわかる。これらの表記は待受時以外には意味がない。例えば
日本語入力時（第 2 章、表 2-3 の④）にはソフトキーに別の機能が割り当てられているため、これ
らの表記は UI デザインとしてはノイズになってしまう。つまり日本語入力時よりも待受時に最適化
した設計がなされていると言える。待受時最適化は P-01J に限らない。初のカーソルキー搭載機種
である 1997（平成 9）年発売の R203（第 5 章、表 5-4 の①）も待受時の機能が表記されている。ゲー
ム機のコントローラを観察すると、カーソルキーやボタンには具体的な機能の表記はなく、カーソル
キーには上下左右の方向表記、ボタンには○×△□や ABXY などの抽象的な表記がされているのが
一般的である。携帯電話は小型で限られたスペースに少数の操作キーが配置され、多機能を片手で操
作しなければならないモノであるため、ソフトキーやカーソルキーにも機能表記を行い、初見でもわ
かりやすく操作が可能となるよう配慮したと推測する。
ソフトキーやカーソルキー搭載機種すべてに機能表記を行わず、待受時最適化をしなかったメー
カが 1 社だけあった。初のソフトキー搭載機種である 1995（平成 7）年発売の NM2080（第 5 章、
表 5-2 の①）のメーカ、ノキアである。ノキアの UI デザインには、特定の操作状況に最適化しない
ポリシーがあったと推測する。ソフトキーやカーソルキーに機能表記を行わないとノイズが少なく
すっきりとした UI デザインとなる反面、初見では手がかりがないため操作がわかりにくくなる。「待
受時に、カメラを起動して写真を 1 枚撮影する」ようなタスクでユーザテストを行うと、機能表記
のない機種では機能表記のある機種に比べて、タスクを完遂できない割合が増加するだろう。
175
一般に、UI デザインは、取扱説明書を読まずに操作できることが良しとされている。P-01J は、
待受時の機能をわかりやすく説明する UI デザインと言える。ノキアの携帯電話は、待受時の機能説
明は割り切って表記を最小限にし、見た目の複雑さを軽減させる UI デザインと言える。初見のユー
ザにおける待受時の UI デザインの評価であれば、筆者は P-01J の方を良い UI デザインとする。
ユーザは待受時の UI デザインだけを評価するのであろうか。ユーザは利用前、利用中、利用後、
利用時間全体のユーザエクスペリエンス（以下、UX）でモノを評価するだろう。例えば、スマートフォ
ンにおける写真の拡大操作と縮小操作はピンチアウト操作とピンチイン操作で行うが、UI デザイン
におけるピンチアウト操作とピンチイン操作の視覚的な手がかりはない。ユーザは、利用前にプロモー
ション動画でピンチアウト／ピンチインを知るかもしれないし、利用中に友人からピンチアウト／ピ
ンチインを教えられるかもしれない。1 度操作をすれば次回からは迷わず操作できるだろう。そして
利用後には他のユーザに使い方を教えるかもしれない。すべてを UI デザインで説明する必要はない
のである。
利用前、利用中、利用後、利用時間全体の UX という観点からみた UI デザインの評価はどうであ
ろうか。ノキアの携帯電話と P-01J の UI デザインの評価は変わる可能性がある。523 機種の操作キー
の変遷は、提供者の試行錯誤とユーザの受容の繰り返しによってもたらされた。筆者は、本研究を通じ、
提供者の試行錯誤が UI デザインの範疇にとどまっている印象を受けた。UI デザインだけで課題解決
しようとするのではなく、UX という観点から UI デザインで解決しなくても良いこと、あるいは UI
デザインで解決しようとすべきではないことに目を向けることが、トータルな UX を良くする UI デ
ザインに繋がるのではないだろうか。本研究が UI デザイン開発の知見のひとつとなることを望むも
のである。
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な
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だ
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時
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こ
で
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っ
け
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11
：
00
に
 
新
宿
駅
前
に
 
集
合
だ
よ
 
●
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
端
末
、Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
カ
ドー
や
電
池
、ア
ダ
プ
タ（
充
電
器
含
む
）な
ど
の
オ
プ
シ
ョ
ン
品
を
お
使
い
に
な
る
前
に
は
、取
扱
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
の
上
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
●
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
端
末
に
使
用
す
る
電
池
お
よ
び
充
電
器
は
、ド
コ
モ
が
指
定
し
た
も
の
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
指
定
品
以
外
の
も
の
を
ご
使
用
さ
れ
た
場
合
は
、や
け
ど
、感
電
、
火
災
や
機
器
の
故
障
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。
●
自
動
車
な
ど
を
運
転
中
に
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
端
末
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
は
、安
全
走
行
を
損
な
い
ま
す
の
で
運
転
者
は
走
行
中
に
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
●
航
空
機
内
や
病
院
な
ど
、使
用
を
禁
止
さ
れ
た
区
域
で
は
、Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
端
末
の
電
源
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。
電
子
機
器
や
医
用
電
気
機
器
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
医
療
機
関
内
に
お
け
る
使
用
に
つ
い
て
は
各
医
療
機
関
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
●
高
精
度
な
制
御
や
微
弱
な
信
号
を
取
り
扱
う
電
子
機
器
の
近
く
で
は
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
端
末
の
電
源
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。
電
子
機
器
が
誤
動
作
す
る
な
ど
の
影
響
を
与
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 
〔
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
電
子
機
器
の
例
…
補
聴
器
、植
込
み
型
心
臓
ペ
ー
ス
メー
カ
及
び
植
込
み
型
除
細
動
器
、そ
の
他
医
用
電
気
機
器
、火
災
報
知
器
、自
動
ド
ア
、そ
の
他
の
自
動
制
御
機
器
な
ど
。〕
植
込
み
型
心
臓
ペ
ー
ス
メー
カ
及
び
植
込
み
型
除
細
動
器
、そ
の
他
医
用
電
気
機
器
を
ご
使
用
さ
れ
る
方
は
、当
該
の
各
医
用
電
気
機
器
メー
カ
も
し
く
は
販
売
業
者
に
電
波
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
●
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
端
末
を
車
内
で
使
用
し
た
場
合
、自
動
車
の
車
種
に
よ
っ
て
は
、ま
れ
に
車
両
電
子
機
器
に
影
響
を
与
え
る
場
合
が
あ
る
た
め
、自
動
車
内
で
使
用
す
る
際
に
は
、十
分
な
対
電
磁
波
保
護
が
さ
れ
て
い
る
か
、自
動
車
販
売
店
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 
■
医
用
電
気
機
器
の
近
く
で
の
ご
利
用
上
の
注
意
：「
医
用
電
気
機
器
へ
の
電
波
の
影
響
を
防
止
す
る
た
め
の
携
帯
電
話
端
末
な
ど
の
使
用
に
関
す
る
指
針
」（
電
波
環
境
協
議
会
〔
旧
不
要
電
波
問
題
対
策
協
議
会
〕）
に
準
ず
る
。【
病
院
内
で
】●
手
術
室
、集
中
治
療
室（
IC
U
）、
冠
状
動
脈
疾
患
監
視
病
室（
C
C
U
）に
は
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
端
末
を
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。●
病
棟
内
で
は
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
端
末
の
電
源
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。●
ロ
ビ
ー
等
で
あ
っ
て
も
付
近
に
医
用
電
気
機
器
が
あ
る
場
合
は
、Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
端
末
の
電
源
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。
自
動
電
源
O
N
設
定
や
目
覚
ま
し
設
定
を
有
効
に
し
て
い
る
場
合
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ア
ラ
ー
ム
を
設
定
し
て
い
る
場
合
は
、設
定
を
解
除
し
て
か
ら
、電
源
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。
●
医
療
機
関
が
個
々
に
使
用
禁
止
、持
ち
込
み
禁
止
等
の
場
所
を
定
め
て
い
る
場
合
は
、そ
の
医
療
機
関
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。【
病
院
外
で
】●
満
員
電
車
の
中
な
ど
混
雑
し
た
場
所
で
は
、付
近
に
植
込
み
型
心
臓
ペ
ー
ス
メー
カ
や
植
込
み
型
除
細
動
器
を
装
着
し
て
い
る
方
が
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
端
末
の
電
源
を
切
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
電
波
に
よ
り
植
込
み
型
心
臓
ペ
ー
ス
メー
カ
や
植
込
み
型
除
細
動
器
の
作
動
に
影
響
を
与
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。【
医
用
電
気
機
器
を
使
っ
て
い
る
方
へ
】十
分
に
注
意
を
払
っ
て
く
だ
さ
い
。●
植
込
み
型
心
臓
ペ
ー
ス
メー
カ
や
植
込
み
型
除
細
動
器
装
着
の
方
は
、装
着
部
か
ら
22
cm
以
上
離
し
て
携
行
・
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
●
植
込
み
型
心
臓
ペ
ー
ス
メー
カ
お
よ
び
植
込
み
型
除
細
動
器
は
、そ
の
近
く
で
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
端
末
等
の
無
線
機
器
を
使
用
し
た
時
、そ
れ
ら
の
出
す
電
波
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
す
。
植
込
み
型
心
臓
ペ
ー
ス
メー
カ
お
よ
び
植
込
み
型
除
細
動
器
以
外
に
も
病
院
外
で
医
用
電
気
機
器
が
使
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
機
器
の
使
用
者
は
電
波
に
よ
る
医
用
電
気
機
器
へ
の
影
響
を
医
用
電
気
機
器
製
造
業
者
等
の
関
係
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 
〈
そ
の
他
の
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
の
ご
注
意
〉※
FO
M
Aは
無
線
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、ト
ン
ネ
ル
・
地
下
・
建
物
の
中
な
ど
で
電
波
の
届
か
な
い
所
、屋
外
で
も
電
波
の
弱
い
所
お
よ
び
サ
ビー
ス
エ
リ
ア
外
で
は
ご
使
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、高
層
ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
高
層
階
で
見
晴
ら
し
の
よ
い
場
所
で
あ
っ
て
も
ご
使
用
に
な
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。な
お
、電
波
が
強
く
ア
ン
テ
ナ
マ
クー
が
3本
た
っ
て
い
る
場
所
で
、移
動
せ
ず
に
使
用
し
て
い
る
場
合
で
も
通
信
が
切
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
※
公
共
の
場
所
、人
の
多
い
場
所
や
静
か
な
場
所
な
ど
で
は
、ま
わ
り
の
方
の
ご
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
※
FO
M
A
端
末
は
 電
波
を
利
用
し
て
い
る
関
係
上
、第
三
者
に
よ
り
通
話
を
傍
受
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。し
か
し
、W
-C
D
M
A
方
式
で
は
秘
話
機
能
を
す
べ
て
の
通
話
に
つ
い
て
自
動
的
に
サ
ポ
トー
し
ま
す
の
で
、第
三
者
が
受
信
機
で
傍
受
し
た
と
し
て
も
、た
だ
の
雑
音
と
し
か
聞
き
と
れ
ま
せ
ん
。
※
FO
M
A
端
末
は
、音
声
を
デ
ジ
タ
ル
信
号
に
変
換
し
て
無
線
に
よ
る
通
信
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、電
波
状
態
の
悪
い
と
こ
ろ
へ
移
動
す
る
な
ど
送
信
さ
れ
て
き
た
デ
ジ
タ
ル
信
号
を
正
確
に
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、実
際
の
音
声
と
異
な
っ
て
聞
こ
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
※
お
客
さ
ま
ご
自
身
で
FO
M
A
端
末
、F
O
M
Aカ
ドー
に
登
録
さ
れ
た
情
報
内
容
は
、別
に
メ
モ
を
取
る
な
ど
し
て
保
管
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
情
報
内
容
の
変
化
・
消
失
に
関
し
、当
社
は
何
ら
の
義
務
を
負
わ
な
い
も
の
と
し
、一
切
の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。
※
FO
M
A
端
末
の
修
理
や
点
検
等
の
場
合
に
お
い
て
、お
客
さ
ま
が
作
成
さ
れ
た
デ
ター
ま
た
は
外
部
か
ら
取
り
込
ま
れ
た
デ
ター
あ
る
い
は
ダ
ウ
ン
ロ
ドー
さ
れ
た
デ
ター
等
が
変
化
、
消
失
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、当
社
の
都
合
に
よ
り
本
体
を
代
替
品
に
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
修
理
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
場
合
に
は
こ
れ
ら
の
デ
ター
等
は
一
部
を
除
き
交
換
後
の
製
品
に
移
し
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
当
社
は
、こ
れ
ら
の
デ
ター
等
の
変
化
、消
失
、移
し
替
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
何
ら
の
責
任
を
負
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
※
充
電
時
間
は
電
源
を「
切
」に
し
て
、電
池
パ
ッ
ク
を
空
の
状
態
か
ら
充
電
し
た
と
き
の
目
安
で
す
。
電
源
を「
入
」に
し
て
充
電
し
た
場
合
、充
電
時
間
は
長
く
な
り
ま
す
。
iモ
ドー
の
通
信
を
行
う
と
通
話（
通
信
）・
待
受
時
間
は
短
く
な
り
ま
す
。
※
一
般
の
電
話
機
や
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
な
ど
を
お
使
い
に
な
っ
て
い
る
近
く
で
使
用
す
る
と
影
響
を
与
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
※
ド
コ
モ
の
FO
M
Aネ
ット
ワ
クー
以
外
で
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
※
詳
細
に
つ
い
て
は
ド
コ
モ
の
サ
ビー
ス
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 
E
I2
09
9 
20
02
年
12
月
T
（
20
02
年
12
月
1日
現
在
） 
約
10
2×
50
×
27
（
m
m
）（
折
り
た
た
み
時
） 
12
文
字
×
10
行
 
約
11
4g
※
1 
約
11
0分
 
約
23
0時
間
※
3 
約
17
0時
間
※
4  
65
53
6色
TF
Tカ
ラー
液
晶
※
5 ［
17
6×
22
0ド
ット
］ 
64
Kデ
ター
通
信
 
パ
ケ
ット
通
信
※
7 
 A
C
ア
ダ
プ
タ
 F
02
 
D
C
ア
ダ
プ
タ
 F
01
 
電
池
パ
ッ
ク
充
電
器
 F
01
“
ス
ピ
ー
カ
ー
ホ
ン
機
能
”を
使
え
ば
、
相
手
の
声
が
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
受
話
口
を
耳
に
当
て
る
必
要
が
な
い
た
め
、通
話
中
で
も
自
然
な
ス
タ
イ
ル
で
メー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
や
ス
ケ
ジ
ュー
ル
へ
の
書
き
込
み
な
ど
が
行
え
ま
す
。
 
通
話
中
の
画
面
確
認
や
操
作
が
、自
由
自
在
に
行
え
る“
ス
ピ
ー
カ
ー
ホ
ン
機
能
”
 
F2
05
1の
主
な
機
能
 
外
形
寸
法
（
H
×
W
×
D
） 
表
示
文
字
数
 
質
量
 
連
続
通
話
時
間
※
2  
連
続
待
受
時
間
※
2 
 液
晶
 
 デ
ー
タ
通
信
※
6  
  充
電
時
間
 
車
載
オ
プ
シ
ョ
ン
 
FO
M
A
関
連
商
品
 
オ
プ
シ
ョ
ン
 
F2
05
1の
主
な
仕
様
 
情
報
を
確
認
し
な
が
ら
通
話
が
で
き
ま
す
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
相
手
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
カ
メ
ラ
機
能
 
iモ
ドー
・
iア
プ
リ
・
iモ
ー
シ
ョ
ン
機
能
 
※
1:
通
信
環
境
や
輻
輳
状
態
の
影
響
に
よ
り
通
信
速
度
が
変
化
す
る
ベ
スト
エ
フ
ォー
ト
に
よ
る
提
供
で
す
。
※
2:
保
存
・
登
録
す
る
デ
ター
の
サ
イ
ズ
に
よ
り
、実
際
に
保
存
・
登
録
で
き
る
件
数
が
少
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
※
3:
メー
ル
添
付
や
F
O
M
A
端
末
外
へ
の
出
力
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
イ
ル（
自
端
末
で「
フ
ァ
イ
ル
制
限
」を
「
あ
り
」
に
設
定
し
た
フ
ァ
イ
ル
は
除
く
）は
添
付
で
き
ま
せ
ん
。
※
4:
静
止
画
、メ
ロ
デ
ィ
、
本
文
の
合
計
デ
ター
量
。
パ
ラ
パ
ラ
マ
ン
ガ
、連
写
画
像
は
添
付
で
き
ま
せ
ん
。
※
5:
静
止
画
と
メ
ロ
デ
ィ
の
合
計
数
。
※
6:
添
付
す
る
に
は
本
文
に
全
角
10
0文
字（
半
角
20
0文
字
分
）の
空
き
が
必
要
で
す
。
※
7:
iモ
ドー
メー
ル
と
シ
ョー
ト
メ
ッ
セ
ジー
の
合
計
件
数
。
※
8:
各
電
話
帳
デ
ター
の
登
録
内
容
に
よ
り
実
際
に
登
録
で
き
る
件
数
は
少
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 
文
字
数
 
文
字
の
種
類
 
文
字
の
サ
イ
ズ
 
文
字
色
 
背
景
色
 
貼
り
方
 
※
1：
保
存
・
登
録
し
た
動
画
サ
イ
ズ
に
よ
り
、実
際
に
保
存
・
登
録
で
き
る
件
数
が
少
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
※
2：
10
00
件（
撮
影
サ
イ
ズ
：
17
6×
14
4ド
ット
/画
質
：ス
タ
ン
ダ
ドー
/サ
イ
ズ
制
限
：
80
00
バ
イト
で
撮
影
）と
、カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
電
話
帳
サ
イ
ズ（
画
質
：エ
コ
ノ
ミー
）を
70
0件
保
存
で
き
ま
す
。
撮
影
内
容
に
よ
り
10
00
件
お
よ
び
70
0件
保
存
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
※
3：
撮
影
し
た
静
止
画
は
イ
メー
ジ
ビ
ュー
ワ
で
は
1画
像
扱
い
と
な
り
、撮
影
順
に
自
動
的
に
切
り
替
え
表
示
さ
れ
ま
す
。
1枚
ず
つ
別
々
の
静
止
画
と
し
て
扱
う
場
合
は
、「
パ
ラ
パ
ラ
マ
ン
ガ
」
設
定
を
解
除
し
ま
す
。
 
フ
ァ
イ
ル
形
式
 
撮
影
サ
イ
ズ
 
音
声
 
  撮
影
可
能
秒
数
 
（
サ
イ
ズ
制
限
） 
  
最
大
保
存
件
数
 
  カ
メ
ラ
設
定
 
 撮
影
確
認
音
 
重
ね
撮
り
 
ズ
ー
ム
 
効
果
 
M
P
4 
17
6×
14
4ド
ット
（
Q
C
IF
） 
音
声
あ
り
/音
声
な
し
 
高
品
質
 ：
7～
10
秒
 
標
   
準
 ：
15
～
20
秒
 
長
時
間
 ：
25
～
30
秒
 
高
品
質
 ：
20
～
30
秒
 
標
   
準
 ：
45
～
60
秒
 
長
時
間
 ：
75
～
90
秒
 
10
0件
※
1 
  5段
階
 
5段
階
 
5種
類
（
標
準
/コ
ミ
カ
ル
/メ
タ
ル
/チ
ャ
イ
ム
/ス
ピ
ドー
） 
フ
レ
ー
ム
付
き
撮
影
が
で
き
ま
す
。
 
標
準
/デ
ジ
タ
ル
2倍
 
7種
類
（
標
準
/逆
光
/セ
ピ
ア
/モ
ノトー
ン
/海
・
雪
/背
景
/夕
焼
け
） 
10
0K
 
バ
イト
 
 
30
0K
 
バ
イト
 
フ
ァ
イ
ル
形
式
 
デ
ター
サ
イ
ズ（
サ
イ
ズ
制
限
） 
画
質
 
最
大
保
存
件
数
 
  カ
メ
ラ
設
定
 
 撮
影
確
認
音
 
重
ね
撮
り
 
  補
正
 
反
転
/回
転
 
 サ
イ
ズ
変
更
 
  明
る
さ
/色
調
 
効
果
 
フ
レ
ー
ム
 
ス
タ
ン
プ
貼
付
 
切
抜
き
 
 
JP
E
G
 
80
00
バ
イト
/制
限
な
し
 
エ
コ
ノ
ミー
/ス
タ
ン
ダ
ドー
/フ
ァ
イ
ン
 
17
00
件
※
2 
  5段
階
 
5段
階
 
5種
類
（
標
準
/レ
ー
ザ
/ーメ
タ
ル
/チ
ャ
イ
ム
/ス
ピ
ドー
） 
フ
レ
ー
ム
付
き
撮
影
が
で
き
ま
す
。
 
  5種
類
（
接
写
/近
景
/遠
景
/逆
光
/ス
ポ
ット
ラ
イト
） 
5種
類
 
 5種
類
 
 4種
類
（
明
る
く
/暗
く
/モ
ノトー
ン
/セ
ピ
ア
） 
6種
類
（
ぼ
か
し
/球
面
/エ
ン
ボ
ス
/う
ず
ま
き
/き
ら
き
ら
/モ
ザ
イ
ク
） 
10
種
類
 
12
2種
類
 
指
定
し
た
位
置
の
ま
わ
り
の
同
色
部
分
を
 
削
除
し
て
静
止
画
を
切
り
抜
き
ま
す
。
 
35
2×
28
8ド
ット
（
C
IF
）  
17
6×
14
4ド
ット
（
Q
C
IF
） 
12
8×
96
ド
ット
（
S
ub
-Q
C
IF
） 
72
×
72
ド
ット
（
電
話
帳
サ
イ
ズ
） 
  標
準
/デ
ジ
タ
ル
2倍
（
17
6×
14
4/
12
8×
96
サ
イ
ズ
で
の
撮
影
時
の
み
）  
5枚
※
3 
8種
類
 
    全
角
最
大
20
文
字
（
半
角
最
大
40
文
字
） 
2種
類
（
ゴ
シ
ッ
ク
/ボ
ー
ル
ド
） 
4種
類
（
10
/1
2/
14
/2
0ド
ット
） 
9種
類
（
黒
/白
/赤
/黄
/青
/緑
/紫
/茶
/ピ
ン
ク
） 
9種
類
（
黒
/白
/赤
/黄
/青
/緑
/紫
/茶
/透
過
） 
2種
類
（
1文
字
ず
つ
貼
付
/ま
と
め
て
貼
付
） 
撮
影
し
た
静
止
画
を
フ
レ
ー
ム
や
ス
タ
ン
プ
と
し
て
 
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 
選
択
し
た
複
数
の
静
止
画（
最
大
５
枚
）を
 
パ
ラ
パ
ラ
マ
ン
ガ
と
し
て
登
録
で
き
ま
す
。
 
 撮
影
サ
イ
ズ
 
    ズ
ー
ム
 
連
写
撮
影
 
効
果
 
     テ
キ
ス
ト
貼
付
 
   フ
レ
ー
ム
/ス
タ
ン
プ
 
候
補
設
定
 
 パ
ラ
パ
ラ
マ
ン
ガ
作
成
 
動
画
関
連
 
静
止
画
関
連
 
 
明
る
さ
 
色
の
濃
さ
 
明
る
さ
 
色
の
濃
さ
 
撮
影
時
の
機
能
 
撮
影
時
の
機
能
 
加
工
・
編
集
機
能
 
  iモ
ドー
 
   iア
プ
リ
 
 iモ
ー
シ
ョ
ン
 
iモ
ドー
通
信
※
1 
B
oo
km
ar
k（
フ
ォ
ル
ダ
） 
画
面
メ
モ
 
画
像
ダ
ウ
ン
ロ
ドー
 
iメ
ロ
デ
ィ
ダ
ウ
ン
ロ
ドー（
フ
ォ
ル
ダ
） 
ツ
ター
ッ
チ
サ
イト
 
プ
リ
イ
ン
ストー
ル
 
ダ
ウ
ン
ロ
ドー（
フ
ォ
ル
ダ
） 
プ
リ
イ
ン
ストー
ル
 
ダ
ウ
ン
ロ
ドー
 
受
信
時
最
大
38
4k
bp
s/
送
信
時
最
大
64
kb
ps
 
10
0件
（
20
件
） 
最
大
10
0件
※
2  
最
大
17
00
件
※
2  
最
大
50
0件
※
2 （
10
件
） 
10
件
 
3件
（
フ
リー
セ
ル
/ス
ー
パ
３ー
Ｄ
待
ち
受
け
bo
x/
ピ
ン
ボ
ー
ル
３
Ｄ［
宇
宙
編
］ ）
 
5～
10
0件
※
2 （
20
件［
ダ
ウ
ン
ロ
ドー
フ
ォ
ル
ダ
除
く
］）
 
3件
（
S
po
rt
s/
D
ol
ph
in
/N
at
ur
e）
 
10
0件
※
2
 電
話
帳
 
 ク
イ
ッ
ク
ダ
イ
ヤ
ル
 
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
 
電
卓
 
伝
言
メ
モ
/音
声
メ
モ
 
赤
外
線
通
信
（
IrM
C
1.
1準
拠
） 
F2
05
1本
体
 
  FO
M
Aカ
ドー
 
 
最
大
70
0件
※
8 （
5番
号
5ア
ド
レ
ス
） 
U
R
L/
メ
モ
/静
止
画
/ 
郵
便
番
号
/住
所
/会
社
名
/役
職
名
の
登
録
も
可
能
。
 
最
大
50
件
（
1番
号
1ア
ド
レ
ス
） 
10
0件
 
30
0件
 
8桁
の
四
則
計
算
/消
費
税
計
算
 
60
秒
×
3件
/6
0秒
×
2件
 
電
話
帳
/ス
ケ
ジ
ュー
ル
/受
信
B
O
X
/送
信
B
O
X
/ 
未
送
信
B
O
X
/メ
モ
/B
oo
km
ar
k/
動
画
/メ
ロ
デ
ィ
/静
止
画
 
メー
ル
機
能
 
そ
の
他
 
送
受
信
可
能
文
字
数
 
  添
付
可
能
 
フ
ァ
イ
ル
※
3 
  同
報
 
送
信
メー
ル
 
受
信
メー
ル（
フ
ォ
ル
ダ
） 
受
信
メー
ル
 
自
動
振
り
分
け
 
 表
示
文
字
数
 
  ク
イ
ッ
ク
メー
ル
 
シ
ョー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ（
S
M
S）
 
    文
字
入
力
 
関
連
 
静
止
画
（
通
常
画
像
） /メ
ロ
デ
ィ
 
［
～
10
00
0バ
イト
※
4 ］
 
静
止
画（
大
容
量
画
像：
JP
EG
画
像
の
み
対
応
） 
［
10
00
1～
10
0K
バ
イト
］ 
iモ
シー
ョ
ン（
動
画
） 
［
～
10
0K
バ
イト
］ 
   設
定
可
能
条
件
数
 
振
り
分
け
条
件
 
      文
字
入
力
方
式
 
文
字
入
力
予
測
 
定
型
文
 
メー
ル
テ
ン
プ
レ
トー
 
単
語
登
録
 
定
型
文
登
録
 
全
角
最
大
50
00
文
字
 
最
大
10
件
※
5 
  1件
※
6 
  最
大
5ア
ド
レ
ス
 
最
大
10
0件
※
2、
※
7 
最
大
50
0件
※
2、
※
7 （
15
件［
受
信
B
O
X
除
く
］）
 
30
件
 
5種
類
 
 4種
類
 
 10
0件
 
シ
ョー
ト
メ
ッ
セ
ジー（
S
M
S
）は
相
手
が
FO
M
A
端
末
の
 
場
合
の
み
送
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 
2種
類
（
か
な
入
力
/ス
ロ
ット
入
力
） 
O
N
/O
FF
 
17
9件
 
5件
 
20
0件
（
1件
あ
た
り
全
角
最
大
12
文
字
） 
50
件
（
1件
あ
た
り
全
角
最
大
64
文
字
） 
（標
準
/逆
光
/セ
ピ
ア
/モ
ノトー
ン
/ 
 
長
時
間
露
光
/海
・
雪
/背
景
/夕
焼
け
） 
（上
下
反
転
/左
右
反
転
/ 
 
右
90
度
回
転
/左
90
度
回
転
/1
80
度
回
転
） 
（メー
ル
ア
ド
レ
ス
/題
名
/電
話
帳
N
o/
 
 
電
話
帳
グ
ル
プー
/電
話
帳
登
録
な
し
） 
（1
7文
字
×
13
行
［
最
小
］ /
14
文
字
×
11
行
［
小
］ /
 
 
12
文
字
×
10
行［
中（
標
準
）］
/8
文
字
×
8行
［
大
］ ） 
（拡
大
/縮
小
/待
受
サ
イ
ズ
/ 
 
高
さ
に
あ
わ
せ
る
/幅
に
あ
わ
せ
る
） 最大
38
4k
bp
s 
最
大
64
kb
ps
 
約
12
0分
 
約
14
0分
 
約
14
5分
 
受
信
時
 
送
信
時
 
静
止
時
 
移
動
時
 
◎
地
域
に
よ
っ
て
は
取
り
扱
っ
て
い
な
い
オ
プ
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、オ
プ
シ
ョ
ン
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
※
1:
電
池
パ
ッ
ク
F
02
装
着
時
の
数
値
で
す
。
※
2:
連
続
通
話（
通
信
）時
間
と
は
、電
波
を
正
常
に
送
受
信
で
き
る
状
態
で
通
話（
通
信
）に
使
用
で
き
る
時
間
の
目
安
で
す
。
連
続
待
受
時
間
と
は
、電
波
を
正
常
に
受
信
で
き
る
状
態
で
の
時
間
の
目
安
で
す
。な
お
、電
池
の
充
電
状
態
、機
能
設
定
状
況
、気
温
な
ど
の
使
用
環
境
、利
用
場
所
の
電
波
状
態（
電
波
が
届
か
な
い
か
、弱
い
場
合
等
）な
ど
に
よ
り
、通
話（
通
信
）・
待
受
時
間
は
約
半
分
程
度
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
iモ
ドー
通
信
を
行
う
と
通
話（
通
信
）・
待
受
時
間
は
短
く
な
り
ま
す
。ま
た
、通
話
や
iモ
ドー
通
信
を
し
な
く
て
も
、静
止
画
・
動
画
の
撮
影
や
画
像
の
編
集
を
し
た
り
、i
モ
ドー
メー
ル
を
作
成
し
た
り
、ダ
ウ
ン
ロ
ドー
し
た
iア
プ
リ
や
取
得
し
た
iモ
ー
シ
ョ
ン
を
作
動
さ
せ
る
と
通
話（
通
信
）・
待
受
時
間
は
短
く
な
り
ま
す
。
デ
ー
タ
通
信
実
行
時
、i
ア
プ
リ
の
ソ
フ
ト
を
実
行
し
た
と
き
も
、表
記
の
通
話（
通
信
）時
間
や
待
受
時
間
よ
り
短
く
な
り
ま
す
。
※
3:
F
O
M
A
端
末
を
折
り
た
た
み
、電
波
を
正
常
に
受
信
で
き
る
静
止
状
態
で
の
平
均
的
な
利
用
時
間
で
す
。
※
4:
F
O
M
A
端
末
を
折
り
た
た
み
、電
波
を
正
常
に
受
信
で
き
る
エ
リ
ア
内
で
「
静
止
」「
移
動
」と
「
圏
外
」を
組
み
合
わ
せ
た
状
態
で
の
平
均
的
な
利
用
時
間
で
す
。
※
5:
T
F
T（
T
hi
n 
F
ilm
 T
ra
ns
is
to
r）
…
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
・
色
の
再
現
性
・
応
答
速
度
・
視
野
角
な
ど
が
優
れ
た
カ
ラ
ー
液
晶
で
す
。
※
6:
F
O
M
A
 U
S
B
接
続
ケ
ー
ブ
ル
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
※
7:
通
信
環
境
や
輻
輳
状
態
の
影
響
に
よ
り
通
信
速
度
が
変
化
す
る
ベ
ス
ト
エ
フ
ォー
ト
に
よ
る
提
供
で
す
。
 
※
「
FO
M
A
/フ
ォー
マ
」「
iモ
ドー
」「
iア
プ
リ
/ア
イ
ア
プ
リ
」「
iモ
シー
ョ
ン
/ア
イ
モ
シー
ョ
ン
」「
iモ
シー
ョ
ン
メー
ル
/ア
イ
モ
シー
ョ
ン
メー
ル
」「
iア
ニ
メ
」
及
び
「
FO
M
A
」
「
i-
m
ot
io
n 
m
ai
l」
ロ
ゴ
は
、N
T
Tド
コ
モ
の
商
標
ま
た
は
登
録
商
標
で
す
。
※
「
iモ
ドー
」
は
、株
式
会
社
N
T
Tド
コ
モ
と
の
契
約
が
必
要
な
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）で
す
。
※
M
ic
ro
so
ft、
W
in
do
w
s、
O
ut
lo
ok
は
、米
国
M
ic
ro
so
ft
C
or
po
ra
tio
nの
米
国
お
よ
び
そ
の
他
の
国
に
お
け
る
登
録
商
標
で
す
。
※
掲
載
の
商
品
は
、印
刷
の
た
め
実
際
と
多
少
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
※
カ
タ
ロ
グ
の
内
容
は
平
成
14
年
12
月
現
在
の
も
の
で
す
。
予
告
な
く
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 
パ
ー
テ
ィ
な
ど
の
盛
り
上
が
り
も
、い
っ
そ
う
伝
わ
る
。最
大
３
０
秒
の
動
画
メ
ー
ル
。
 こ
と
ば
で
伝
え
き
れ
な
い
気
持
ち
や
、そ
の
場
の
臨
場
感
を
、
最
大
30
秒
の
音
声
付
き
動
画
で
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
※
。
パ
ー
テ
ィ
で
の
盛
り
上
が
り
の
様
子
や
、こ
と
ば
で
伝
え
に
く
い
場
所
の
説
明
、出
張
先
で
の
現
場
状
況
な
ど
、
伝
え
た
い
こ
と
を
そ
の
場
で
す
ぐ
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 
本
格
的
な
住
所
録
に
も
な
る
、
写
真
付
き
電
話
帳
。
 郵
便
番
号
や
住
所
、会
社
名
な
ど
の
他
、メ
モ
欄
に
は
全
角
10
0文
字
も
の
個
人
情
報
を
書
き
込
め
る
の
で
、本
格
的
な
住
所
録
と
し
て
使
う
こ
と
も
可
能
で
す
。さ
ら
に
、7
00
件
の
電
話
帳
す
べ
て
に
撮
影
し
た
静
止
画
や
iモ
ドー
サ
イト
で
手
に
入
れ
た
静
止
画
を
貼
り
付
け
ら
れ
る
か
ら
、相
手
の
顔
と
詳
細
な
情
報
が
同
時
に
把
握
で
き
て
便
利
で
す
。
 
通
話
を
し
な
が
ら
、パ
シ
ャ
ッ
と
撮
っ
て
メ
ー
ル
が
送
れ
る
。カ
ン
タ
ン
・
便
利
な
“
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
メ
ー
ル
”。
 通
話
中
で
も
静
止
画
撮
影
が
可
能
な
う
え
、通
話
相
手
と
の
会
話
を
切
ら
ず
に
画
像
メー
ル
を
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
“
ワ
ン
シ
ョ
ット
メー
ル
”。
例
え
ば
、街
で
偶
然
見
つ
け
た
話
題
の
商
品
な
ど
を
、通
話
を
続
け
た
ま
ま
、通
話
相
手
と
一
緒
に
そ
の
商
品
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
 
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
上
か
ら
、打
ち
合
わ
せ
メ
ン
バ
ー
へ
の
連
絡
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
“
メ
ン
バ
ー
リ
ス
ト
作
成
機
能
”。
 
 自
分
の
ス
ケ
ジ
ュー
ル
に
関
わ
る
メ
ン
バ
ー
の
電
話
帳
デ
ー
タ
を
、最
大
5人
ま
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ケ
ジ
ュー
ル
に
登
録
で
き
ま
す
。わ
ざ
わ
ざ
電
話
帳
を
開
く
こ
と
な
く
、ス
ケ
ジ
ュー
ル
画
面
か
ら
電
話
を
か
け
た
り
、一
斉
に
メー
ル
を
送
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、急
な
予
定
の
変
更
を
伝
え
る
場
合
な
ど
も
メ
ン
バ
ー
へ
の
連
絡
が
よ
り
ス
ム
ズー
に
行
え
ま
す
。
 
も
っ
と
、お
シ
ャ
レ
に
。も
っ
と
、使
い
や
す
く
。
自
分
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、
画
面
を
楽
し
く
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
。
 “
セ
ン
ター
問
合
せ
”や
“
目
覚
ま
し
時
計
”な
ど
、よ
く
使
う
機
能
を
カ
ス
タ
ム
メ
ニ
ュ
ー
に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、親
し
い
友
人
な
ど
の
電
話
帳
を
貼
り
付
け
て
、簡
易
電
話
帳
に
す
る
こ
と
も
可
能
。さ
ら
に
、画
面
の
メ
イ
ン
カ
ラ
をー
16
種
類
の
中
か
ら
選
べ
る
な
ど
、画
面
を
自
分
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、思
い
の
ま
ま
に
変
え
ら
れ
ま
す
。
 
撮
っ
た
静
止
画
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
に
で
き
る“
切
り
抜
き
機
能
”。
 撮
影
し
た
静
止
画
の
一
部
分
を
切
り
抜
い
て
、自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
を
作
成
で
き
ま
す
。“
切
り
抜
き
機
能
”
を
使
え
ば
、お
シ
ャ
レ
な
ギ
フト
ボ
ッ
ク
ス
や
ホ
ワ
イト
ボ
ドー
、
青
空
な
ど
、身
の
回
り
の
も
の
を
フ
レ
ー
ム
に
で
き
る
の
で
、
静
止
画
・
動
画
撮
影
の
楽
し
み
が
さ
ら
に
広
が
り
ま
す
。
 
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ォ
ト
作
成
も
カ
ン
タ
ン
。
高
度
な“
画
像
処
理
機
能
”。
 静
止
画
に
文
字
や
記
号
、絵
文
字
を
貼
り
付
け
た
り
、
画
像
処
理
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ォト
を
カ
ン
タ
ン
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
他
、薄
暗
い
場
所
で
撮
っ
た
静
止
画
を
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
明
る
く
で
き
る
“
補
正
機
能
”な
ど
、“
画
像
処
理
機
能
”が
満
載
で
す
。
 
電
話
帳
や
メ
ー
ル
の
編
集
が
カ
ン
タ
ン
。
Ｍｉ
ｃｒ
ｏｓ
ｏｆ
ｔ　
® Ｏ
ｕｔ
ｌｏ
ｏｋ
® と
の
デ
ー
タ
連
携
。
 F
O
M
A
U
S
B
接
続
ケ
ー
ブ
ル
（
別
売
）を
使
っ
て
F2
05
1と
パ
ソ
コ
ン
※
1 を
つ
な
げ
ば
、電
話
帳
や
ス
ケ
ジ
ュー
ル
を
M
ic
ro
so
ft
®
O
ut
lo
ok
®
※
2 と
カ
ン
タ
ン
に
共
有
で
き
ま
す
。そ
の
た
め
、デ
ー
タ
編
集
が
容
易
な
パ
ソ
コ
ン
で
内
容
を
作
成
し
、手
軽
に
F
O
M
A
へ
と
反
映
で
き
る
か
ら
情
報
管
理
も
ラ
ク
ラ
ク
。も
ち
ろ
ん
、静
止
画
・
動
画
な
ど
の
大
切
な
デ
ター
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
手
軽
に
で
き
る
の
で
、万
一
の
時
で
も
安
心
で
す
。
 
気
持
ち
伝
わ
る“
ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン
メ
ー
ル
”と
、
優
れ
た
画
像
編
集
が
魅
力
の
“
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
”機
能
。
Fi
n
e
 
m
o
v
ie
&
p
ic
tu
re
通
話
を
し
な
が
ら
イ
ロ
イ
ロ
で
き
る
。
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
も
自
由
自
在
。
ユ
ー
ザ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
ウ
レ
シ
イ
機
能
。
Fl
e
xi
b
le
 f
u
n
c
ti
o
n
Fo
r 
b
u
s
in
e
s
s
す
べ
て
の
情
報
管
理
は
、手
の
ひ
ら
で
Ｏ
Ｋ
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
使
え
る
、
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク“
Ｐ
Ｉ
Ｍ
機
能
”。
【
詳
細
メ
イ
ン
画
面
】
【
パ
ー
ソ
ナ
ル
画
面
】
文
字
を
貼
り
付
け
た
り
…
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ォ
ト
も
！
よ
く
使
う
機
能
や
電
話
帳
を
登
録
で
き
ま
す
１
６
種
類
の
カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
お
好
み
で
選
べ
ま
す
「
も
う
、始
め
て
ま
ー
す
」
「
か
ん
ぱ
ー
い
」
「
早
く
こ
ー
い
」
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
上
か
ら
メ
ン
バ
ー
全
員
に
一
斉
メ
ー
ル
が
送
れ
ま
す
共
有
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
通
話
状
態
の
ま
ま
※
iモ
シー
ョ
ン
メー
ル
の
送
受
信
は
iモ
シー
ョ
ン
メー
ル
対
応
機
及
び
P
C
に
限
り
ま
す
。
 
P
C
へ
送
信
し
た
iモ
ー
シ
ョ
ン
メー
ル
を
再
生
す
る
に
は
、対
応
の
再
生
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
 
トー
ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
再
生
ソ
フト
に
つ
い
て
は
、現
在
準
備
中（
平
成
14
年
12
月
 
現
在
）と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 
※
1：
W
in
do
w
s®
M
e、
W
in
do
w
s®
20
00
、W
in
do
w
s®
X
P
の
各
日
本
語
版
に
対
応
。
 
※
2：
M
ic
ro
so
ft®
O
ut
lo
ok
®
連
携
機
能
の
利
用
に
は
、M
ic
ro
so
ft®
O
ut
lo
ok
®
98
、 
M
ic
ro
so
ft®
O
ut
lo
ok
®
20
00
、M
ic
ro
so
ft®
O
ut
lo
ok
®
20
02
の
い
ず
れ
か
が
イ
ン
ス
 
トー
ル
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 
個
別
の
機
能
を
登
録
電
話
帳
を
登
録
複
数
の
電
話
帳
や
機
能
の
グ
ル
ー
プ
を
登
録
“
切
り
抜
き
機
能
”で
静
止
画
の
一
部
分
を
切
り
抜
い
て
、
フ
レ
ー
ム
候
補
に
す
る
と
…
動
画
撮
影
に
も
フ
レ
ー
ム
を
使
用
で
き
ま
す
。
【
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
メ
ー
ル
送
信
】
「
い
い
モ
ノ
見
つ
け
た
か
ら
い
ま
か
ら
送
る
ね
」
「
コ
レ
っ
て
キ
ミ
が
欲
し
が
っ
て
た
バ
ッ
グ
じ
ゃ
な
い
？
」
画
像
編
集
で
楽
し
さ
広
が
る“
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
”機
能
と
、
情
報
管
理
が
ラ
ク
ラ
ク
で
き
る
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク “
Ｐ
Ｉ
Ｍ
機
能
”を
搭
載
。
ネ
イ
ビー
 
シ
ル
バ
 ー
動
画
撮
影
に
最
適
な
２
７
０
°回
転
Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ
＊
有
効
画
素
数
10
万
画
素［
総
画
素
数
12
万
画
素
］ 
C
C
D
カ
メ
ラ
＊
を
回
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、 
無
理
の
な
い
自
然
な
ス
タ
イ
ル
で
動
画
撮
影
や
 
静
止
画
撮
影
を
楽
し
め
ま
す
。
 
約
２
．２
イ
ン
チ
の
Ｔ
Ｆ
Ｔ
液
晶
高
精
細（
17
6×
22
0ド
ット
）6
5,
53
6色
表
示
の
 
大
型
TF
T
液
晶
を
搭
載
。
動
画
や
静
止
画
を
 
鮮
や
か
に
再
現
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、 
各
種
情
報
も
く
っ
き
り
と
見
や
す
く
表
示
さ
れ
ま
す
。
 
複
数
の
機
能
を
同
時
に
使
え
る
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
キ
ー
通
話
中
に
カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮
っ
た
り
、メー
ル
作
成
中
に
電
話
帳
を
 
表
示
す
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
同
時
に
操
作
で
き
ま
す
。
 
各
種
デ
ー
タ
交
換
に
便
利
な
赤
外
線
ポ
ー
ト
赤
外
線
通
信
機
能
※
4 を
搭
載
し
た
 
他
の
F
O
M
A
端
末
な
ど
と
 
電
話
帳
な
ど
の
デ
ー
タ
を
 
送
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 
●
通
話
し
な
が
ら
、未
読
メー
ル
を
確
認
 
●
通
話
し
な
が
ら
、ス
ケ
ジ
ュー
ル
や
電
話
帳
を
確
認
/書
き
込
み
 
●
通
話
し
な
が
ら
、i
モ
ドー
 
●
メ
モ
帳
や
ス
ケ
ジ
ュー
ル
、電
話
帳
を
利
用
し
な
が
ら
メー
ル
作
成
 e
tc
. 
※
実
行
機
能
は
　
　
   
   
 を
押
し
、機
能
を
選
択
し
て
切
り
替
え
ま
す
。
 
他
に
も
こ
ん
な
に
、「
～
し
な
が
ら
」
が
で
き
る
。 
Ｐ
Ｉ
Ｍ
デ
ー
タ
の
共
有
が
可
能
＊
画
面
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
下
り
最
大
３
８
４
ｋ
ｂ
ｐ
ｓ
の
高
速
パ
ケ
ッ
ト
通
信
※
５
で
ｉ
モ
ー
ド
も
ラ
ク
ラ
ク
！
50
4i
シ
リー
ズ
の
約
13
倍
の
 
高
速
パ
ケ
ット
通
信（
38
4k
bp
s［
下
り
の
場
合
］ ）
が
、 
iモ
ドー
へ
の
ア
ク
セ
ス
＆
ダ
ウ
ン
ロ
ドー
を
 
よ
り
快
適
な
も
の
に
し
ま
す
。
 
F
2
0
5
1
T
F
T（
T
h
in
 F
ilm
 T
ra
n
si
st
o
r）：
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
・
色
の
再
現
性
・
応
答
速
度
・
視
野
角
な
ど
が
優
れ
た
カ
ラ
ー
液
晶
で
す
。
 
連
続
待
受
時
間
※
１
約
　
　
　
　
　
　
時
間
※
２
17
0
23
0
約
　
　
　
　
　
　
時
間
※
３
静
止
時
移
動
時
※
1:
連
続
通
話（
通
信
）時
間
と
は
、電
波
を
正
常
に
送
受
信
で
き
る
状
態
で
通
話
（
通
信
）に
使
用
で
き
る
時
間
の
目
安
で
す
。
連
続
待
受
時
間
と
は
、電
波
を
正
常
に
受
信
で
き
る
状
態
で
の
時
間
の
目
安
で
す
。な
お
、電
池
の
充
電
状
態
、機
能
設
定
状
況
、気
温
な
ど
の
使
用
環
境
、利
用
場
所
の
電
波
状
態（
電
波
が
届
か
な
い
か
、弱
い
場
合
等
）な
ど
に
よ
り
、通
話（
通
信
）・
待
受
時
間
は
約
半
分
程
度
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
iモ
ドー
通
信
を
行
う
と
通
話（
通
信
）・
待
受
時
間
は
短
く
な
り
ま
す
。ま
た
、通
話
や
iモ
ドー
通
信
を
し
な
く
て
も
、静
止
画
・
動
画
の
撮
影
や
画
像
の
編
集
を
し
た
り
、i
モ
ドー
メー
ル
を
作
成
し
た
り
、ダ
ウ
ン
ロ
ドー
し
た
iア
プ
リ
や
取
得
し
た
iモ
ー
シ
ョ
ン
を
作
動
さ
せ
る
と
通
話（
通
信
）・
待
受
時
間
は
短
く
な
り
ま
す
。
デ
ー
タ
通
信
実
行
時
、i
ア
プ
リ
の
ソ
フ
ト
を
実
行
し
た
と
き
も
、
表
記
の
通
話（
通
信
）時
間
や
待
受
時
間
よ
り
短
く
な
り
ま
す
。
※
2:
F
O
M
A
端
末
を
折
り
た
た
み
、電
波
を
正
常
に
受
信
で
き
る
静
止
状
態
で
の
平
均
的
な
利
用
時
間
で
す
。
※
3:
F
O
M
A
端
末
を
折
り
た
た
み
、電
波
を
正
常
に
受
信
で
き
る
エ
リ
ア
内
で
「
静
止
」「
移
動
」と
「
圏
外
」を
組
み
合
わ
せ
た
状
態
で
の
平
均
的
な
利
用
時
間
で
す
。
※
4:
赤
外
線
通
信
機
能
は
、I
rM
C
1.
1に
準
拠
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
、相
手
機
器
は
Ir
M
C
1.
1に
準
拠
し
て
い
て
も
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
は
送
受
信
で
き
な
い
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
※
5:
通
信
環
境
や
輻
輳
状
態
の
影
響
に
よ
り
通
信
速
度
が
変
化
す
る
ベ
ス
ト
エ
フ
ォー
ト
に
よ
る
提
供
で
す
。
 
-9-
資
料
1-
8　
「
ツ
イ
ン
カ
メ
ラ
で
始
ま
る
動
画
メ
ー
ル
」
と
訴
求
さ
れ
た
N
20
51
の
カ
タ
ロ
グ
（
携
帯
電
話
カ
タ
ロ
グ
、
N
EC
、
20
02
.1
2）
-10-
資
料
1-
9　
「
ム
ー
ビ
ー
ス
タ
イ
ル
」
と
訴
求
さ
れ
た
P2
10
2V
の
カ
タ
ロ
グ
（
携
帯
電
話
カ
タ
ロ
グ
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
20
03
.6
）
-11-
資
料
1-
10
　「
こ
れ
か
ら
は
、
撮
っ
て
、
送
っ
て
、
見
る
メ
ー
ル
。
写
メ
ー
ル
」
と
訴
求
さ
れ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
カ
タ
ロ
グ
（
携
帯
電
話
総
合
カ
タ
ロ
グ
、
Jフ
ォ
ン
、
20
01
.1
0）
-12-
資料 1-11　「ファインダーとして使えるサブディスプレイ」と訴求された SH251i のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、2002.9）
-13-
資料 1-12　「ファインダーにもなる背面ディスプレイ」と訴求されたD251i のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、2002.9）
-14-
資料 1-13　「ファインダーとして使える背面ディスプレイ」と訴求された F251i のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、2002.9）
-15-
資
料
1-
14
　「
デ
ジ
カ
メ
並
み
の
美
し
い
画
像
が
撮
れ
る
！
」
と
訴
求
さ
れ
た
50
5i
シ
リ
ー
ズ
の
カ
タ
ロ
グ
（
携
帯
電
話
総
合
カ
タ
ロ
グ
、
N
TT
ド
コ
モ
、
20
03
.6
）
-16-
資料 1-15　「180°スタイル」と訴求された SO505i のカタログ
（携帯電話カタログ、ソニー、2003.5）
-17-
資料 1-16　「180°オープンスタイルのデジカメケータイ」と訴求された SO505i のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、2003.6）
-18-
資
料
1-
17
　「
FL
EX
ス
タ
イ
ル
」
と
訴
求
さ
れ
た
P5
05
iS
の
カ
タ
ロ
グ
（
携
帯
電
話
カ
タ
ロ
グ
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
20
03
.1
0）
-19-
資
料
1-
18
　「
世
界
初
、
水
に
浮
く
iモ
ー
ド
」
と
訴
求
さ
れ
た
G
EO
FR
EE
Ⅱ
の
カ
タ
ロ
グ
（
携
帯
電
話
カ
タ
ロ
グ
、
日
本
無
線
、
20
02
.7
）
-20-
資
料
1-
19
　「
最
薄
部
14
.8
m
m
の
ボ
デ
ィ
に
、
携
帯
電
話
の
使
い
や
す
さ
を
凝
縮
」
と
訴
求
さ
れ
た
pr
os
ol
id
の
カ
タ
ロ
グ
（
携
帯
電
話
カ
タ
ロ
グ
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
20
04
.1
2）
-21-
資料 1-20　「人とは違うモノ、おしゃれなモノが大好きなすべての女性に」と訴求された Lechiﬀon のハート型カタログ
（携帯電話カタログ、パナソニック、2005.2）
-22-
資
料
1-
21
　「
ワ
ン
セ
グ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
、
誕
生
」
と
訴
求
さ
れ
た
P9
03
iT
V
の
カ
タ
ロ
グ
（
携
帯
電
話
カ
タ
ロ
グ
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
20
07
.1
）
-23-
資料 1-22　初の「サイクロイドスタイル」機種 905SH のウェブサイト
（http://www.sharp.co.jp/products/905sh/index.html、2017.12）
-24-
資
料
1-
23
　「
BR
AV
IA
ケ
ー
タ
イ
」
と
訴
求
さ
れ
た
SO
90
3i
TV
の
カ
タ
ロ
グ
（
携
帯
電
話
カ
タ
ロ
グ
、
ソ
ニ
ー
、
20
07
.5
）
-25-
資料 1-24　初のデュアルオープン型の機種　auW44S
-26-
7
8
＊画
像
は
イメー
ジ
で
す
。
St
yl
e 
Fr
ee
使
い
方
自
由
な
ス
タ
イ
ル
フ
リ
ー
利
用
シ
ーン
に
あ
わ
せ
て
3つ
の
ス
タ
イ
ル
が
選
べ
る
ス
タ
イ
ル
フ
リ
ー
。
さ
ら
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
も
接
合
可
能
。
使
い
方
が
自
由
に
広
が
る
ケ
ー
タ
イ
の
新
し
い
理
想
形
で
す
。
簡
単
、便
利
、楽
し
さ
広
が
る
。
新
し
い
セ
パ
レ
ー
ト
ス
タ
イ
ル
。
プ
ロジ
ェク
ター
ユ
ニッ
ト 
Ｆ０
１
プ
ロジ
ェク
ター
ユ
ニッ
ト 
Ｆ０
１
（
別
売
）
デ
ィス
プ
レ
イ
を
見
な
が
ら
通
話
離
れ
た
場
所
か
ら
リ
モ
コ
ン
シ
ャ
ッ
タ
ー
デ
ィス
プ
レ
イ
ユ
ニ
ット
を
薄
型
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
ケ
ー
タ
イ
と
し
て
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
投
影
セ
パ
レ
ー
ト
ス
タ
イ
ル
な
がら
通
話
や
QW
ER
TY
キ
ー
など
便
利
な
使
い
方
が
広
が
る
。
ス
ラ
イド
ス
タ
イ
ル
ス
ラ
イド
さ
せ
れ
ば
使
い
慣
れ
た
10
キ
ー
で
操
作
が
可
能
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
閉じ
た
状
態
で
使
え
ば
簡
単
操
作
の
タッ
チ
パ
ネ
ル
ケ
ー
タ
イ
。
＊デ
ィス
プレ
イユ
ニッ
トと
キ
ー
ユ
ニッ
ト間
は
、B
lue
to
ot
h
＊デ
ィス
プレ
イユ
ニッ
トと
キ
ー
ユ
ニッ
ト間
は
、B
lue
to
ot
h®
通
信
によ
り
接
続
され
ます
。通
信
距
離
は
見
通し
の
良
い
所
で
約
10
m（
最
大
）で
す
。
接
続
され
ます
。通
信
距
離
は
見
通し
の
良
い
所
で
約
10
m（
最
大
）で
す
。
資
料
1-
25
　「
セ
パ
レ
ー
ト
ス
タ
イ
ル
」
と
訴
求
さ
れ
た
F-
04
B
の
カ
タ
ロ
グ
（
携
帯
電
話
カ
タ
ロ
グ
、
富
士
通
、
20
10
.8
）
F-
04
B
-27-
資料 2-1　700P 形電話機（ミニプッシュホン）の操作キー部、ハンドセット内側（レシーバーとマイクの間）に配置
-28-
資料 2-2　「通話音質＆メール操作にこだわった、使いやすい防水ケータイ」と訴求された P-01J のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、2016.10）
-29-
資
料
2-
3　
「
電
話
の
基
本
の
こ
だ
わ
り
を
、
カ
タ
チ
に
」
と
訴
求
さ
れ
た
P-
01
Jの
カ
タ
ロ
グ
（
携
帯
電
話
カ
タ
ロ
グ
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
20
16
.1
0）
-30-
資料 3-1　「漢字表示」を訴求されたムーバ RⅡ（後期型）のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、1995.8）
-31-
資料 3-2　「i モードメール」を訴求された i モードのカタログ
（携帯電話サービスカタログ、NTT ドコモ、1999.3）
-32-
資料 3-3　SH201 のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、1997.9）
-33-
資料 3-4　N207 のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、1999.8）
-34-
資料 3-6　F207 のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、1999.8）
-35-
資料 3-7　D207 のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、1999.8）
-36-
資料 3-8　SA207 のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、1999.8）
-37-
資料 3-9　NM207 の操作キー
（モックアップを撮影）
資料 3-10　ER207 の操作キー
（実機を撮影）
-38-
資料 3-11　KO208 のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、2000.5）
-39-
資料 3-12　M702iS の取扱説明書
（取扱説明書、NTT ドコモ、2007.5）
30
ご
使
用
前
の
確
認
各部の名称と機能
a 受話口
･ 通話中に相手の声が聞こえます。
b ディスプレイ→P32
c インカメラ
･ カメラ／ビデオカメラで自分を撮影します。
→P147、P148
･ テレビ電話で自分を撮影します。→P86
dcマルチファンクションキー→P31
ehｉチャネル／左ソフトキー
･ 待受画面で押すと、チャネル一覧画面を表示しま
す。→P217
･ 左ソフトキーに表示されている操作を実行します。
→P34
ftテレビ電話キー
･ テレビ電話をかけます／受けます。→P80、P83
･ 待受画面で押すと、発信履歴一覧画面を表示しま
す。→P54
･ 文字入力画面で押すと大文字／小文字、1秒以上押
すと全角／半角を切り替えます。→P290
go開始キー
･ 音声電話をかけます／受けます。→P52、P63
･ テレビ電話を受けます。→P83
･ 待受画面で押すと発信履歴一覧画面を表示します。
→P54
･ 文字入力画面で押すと改行マーク、1秒以上押すと
スペースを入力します。→P291
h ダイヤルキー
･ 電話番号や文字を入力します。→P324
･ 待受画面で1～9を1秒以上押すと、スピード
ダイヤルで電話をかけます。→P109
･ 待受画面で0を1秒以上押すと、「+」を入力しま
す。→P59
i* :／公共モード（ドライブモード）キー
･「 」／「:」を入力します。
･ 待受画面で1秒以上押すと、公共モード（ドライブ
モード）を設定／解除します。→P70
j アンテナ部
･ 通話／通信中は手などで覆わないようにしてくだ
さい。
kiｉモード／右ソフトキー
･ 待受画面で押すとｉモードメニュー画面、1秒以上
押すとｉアプリのソフト一覧画面を表示します。
→P158、P208
･ 右ソフトキーに表示されている操作を実行します。
→P34
･ 文字入力画面で押すと、文字入力モードを切り替え
ます。→P290
lmメールキー
･ 待受画面で押すと、メールメニュー画面を表示しま
す。→P180
･ 文字入力画面で押すと、絵文字、顔文字、記号を切
り替えます。→P290
mp電源／終了／応答保留キー
･「シークレットデータ」を「表示」に設定中に待受
画面で押すと、シークレットデータを「非表示」に
設定できます。→P138
a
b
c
l
n
o
p
m
d
e
f
g
h
i
j
k
q
r
s
t
w
u
v
C
A
Bx
y
z
D
■正面 ■左側面
・FOMA端末のアンテナは本体に内
蔵されています。
■背面 ■右側面
各
部
の
名
称
と
機
能
-40-
30
ご
使
用
前
の
確
認
各部の名称と機能
a 受話口
･ 通話中に相手の声が聞こえます。
b ディスプレイ→P32
c インカメラ
･ カメラ／ビデオカメラで自分を撮影します。
→P147、P148
･ テレビ電話で自分を撮影します。→P86
dcマルチファンクションキー→P31
ehｉチャネル／左ソフトキー
･ 待受画面で押すと、チャネル一覧画面を表示しま
す。→P221
･ 左ソフトキーに表示されている操作を実行します。
→P34
ftテレビ電話キー
･ テレビ電話をかけます／受けます。→P80、P83
･ 待受画面で押すと、発信履歴一覧画面を表示しま
す。→P54
･ 文字入力画面で押すと大文字／小文字、1秒以上押
すと全角／半角を切り替えます。→P296
go開始／ネットワーク検索キー
･ 音声電話をかけます／受けます。→P52、P63
･ テレビ電話を受けます。→P83
･ 待受画面で押すと発信履歴一覧画面、1秒以上押す
とネットワーク画面を表示します。→P54、P313
･ 文字入力画面で押すと改行マーク、1秒以上押すと
スペースを入力します。→P297
h ダイヤルキー
･ 電話番号や文字を入力します。→P330
･ 待受画面で1～9を1秒以上押すと、スピード
ダイヤルで電話をかけます。→P109
･ 待受画面で0を1秒以上押すと、「+」を入力し
ます。→P59
i* :／公共モード（ドライブモード）キー
･「 」／「:」を入力します。
･ 待受画面で1秒以上押すと、公共モード（ドライブ
モード）を設定／解除します。→P70
j 送話口／マイク
･ 通話中に自分の声を相手に送ります。
･ 動画や音声メモの録画／録音時に音声を録音しま
す。→P148、P244
k 着信／充電／イルミネーションランプ
･ 電話の着信時に点滅します。→P124
･ 充電中に赤色で点灯します。
･ メールの受信時、アラームやスケジュール／ToDoの
設定時刻などのイベントが発生したときに点滅しま
す。→P124
l 接写切替スイッチ
･ アウトカメラを接写撮影モードに切り替えます。
→P151
miｉモード／右ソフトキー
･ 待受画面で押すとｉモードメニュー画面、1秒以上
押すとｉアプリのソフト一覧画面を表示します。
→P160、P210
･ 右ソフトキーに表示されている操作を実行します。
→P34
･ 文字入力画面で押すと、文字入力モードを切り替え
ます。→P296
a
b
c l
n
q
o
p
m
d
e
f
g
h
i
j
k
r
s
t
u
w
x
y
z
v
D
A
B
C
■正面 ■左側面
・FOMA端末のアンテナは本体に内
蔵されています。
■背面 ■右側面
各
部
の
名
称
と
機
能
資料 3-13　M702iG の取扱説明書
（取扱説明書、NTT ドコモ、2007.1）
-41-
資料 3-14　KY201 のカタログ
（携帯電話カタログ、NTT ドコモ、1997.4）
-42-
資料 3-15　P201 のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、1997.5）
-43-
資料 3-16　D206 のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、1998.3）
-44-
資料 3-17　TS206 のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、1998.4）
-45-
資料 3-18　R206 のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、1998.8）
-46-
資料 3-19　ER205 の操作キー
（実機を撮影）
-47-
資料 3-20　DE207 のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、1999.8）
-48-
資料 3-21　SH811 のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、1999.8）
-49-
資料 3-22　NM850iG のカタログ
（携帯電話カタログ、ノキア、2006.1）
-50-
ご使用前の確認
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ご
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各部の名称と機能
本FOMA端末の各部の名称と機能は次のとおりです。
・本書では、各ボタンでの操作をイラストを使って説明しています。
2
3
5
4
6
7
8
9
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サイズ（高さ×幅×厚さ）：
約89×47×25mm
※折り畳み時で突起部含まず
質量：
約120g
※電池パック装着時
資料 3-23　SIMPUREL の取扱説明書
（取扱説明書、NTT ドコモ、2006.6）
-51-
資料 3-24　CA-01C の取扱説明書
（取扱説明書、NTT ドコモ、2011.6）
は
じ
め
に
照度センサー
明るさを感知します。手で覆った
り、シールを貼らないでください。
oボタン
メールメニューを表示します。
マルチファンクションボタン
f／g：上／下ボタン
・ カーソルや表示内容などを上
下方向へ移動します。
・ ｉウィジェット画面／電話帳検索
メニュー画面を表示します。
h／j：左／右ボタン
・ カーソルを左右方向へ移動します。
・ 着信履歴／リダイヤルを表示します。
d：決定ボタン
・ ファンクション表示の内容を
実行します。
iボタン
メインメニューを表示します。
r開始ボタン
通話を開始します。
ダイヤルボタン
電話番号や文字を入力します。
w／公共（ドライブモード）ボタン
公共モードに設定します。
ディスプレイ（タッチパネル）
充電ランプ
mマルチボタン
TASK MENU画面を表示します。
受話口
相手の声はここから聞こえます。
uボタン
静止画撮影画面を表示します。
pボタン
ｉMenuを表示します。
t戻る（クリア）ボタン／
ｉチャネルボタン
・ 操作を1つ前の状態に戻し
たり、入力した文字を削除
します。
・ ｉチャネルを表示します。
y電源／終了／応答保留ボタン
q／マナーボタン
送話口／マイク
 3Dボタン
3Dで画面を表示します。Qクイックボタン「クイックボタン設定」で設定
した機能が起動します。
＜イヤホンのご利用について＞
別売の外部接続端子対応のイヤホンを接続し
てください。なお、外部接続端子に非対応の
イヤホンをご利用になる場合には、別売の変
換アダプタを接続してご利用ください。
外部接続端子用 ステレオイヤホンマイク 01（別売）接続例
ACアダプタ（充電）およびステレオイヤホンマイク 01（イヤホンマイク
端子）の差込口が共通となっております。
ステレオイヤホン
マイク 01
ACアダプタ
各部の名称と機能
5
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世界へ連れていける。 
FOMA 初・国際ロ ミーング対応ケ ターイ。 
N900iGは、海外のモバイル通信ネットワーク［ 3G、GSM（GPRS）］が利
用できる国際ローミングサービス「WORLD WING 」対応ケータイ。これ
1台でいつもの電話番号、メールアドレスが、そのまま海外でも利用できます。
さらに iモ ドー  やテレビ電話も楽しめます。  
※国際ロ ミーングサ ビースのご利用は、ドコモ WORLD WINGのお申し込みと、WORLD WINGを契約したFOMAカー ド（緑色）の装着が必要です。 
※ご利用できる通信サ ビースや機能は、国や地域、および接続している通信事業者によって異なります。　 
※3Gは、3GPPが規定する世界標準仕様に準拠したW-CDMA方式のネットワ クーのことを指します。 
 
対応ネットワーク 
海外でも電話番号そのまま！ 
日本国内と同じ感覚で通話できる！ 
 ●渡航先での国内通話や、日本など他国への国際通話に 
●渡航先から日本への発信は、国番号が自動でつくからラクラク 
●日本からあなたへの連絡も、いつものケータイ番号へかけるだけ 
※国番号が自動でつくのは、電話帳から発信した場合のみです。 
海外でも iモ ドーが使えて便利！ 
メールアドレスもそのまま！ 
●いつものニュースを iモードでチェック 
● iモ ドーメール（デコメール  ）もいつも通り使える 
●日本と海外で、お互いの姿を見ながらテレビ電話 
●キャラ電も日本と海外でやりとりOK
海外でもFOMAの先進機能！ 
テレビ電話（キャラ電  ）も楽しめる！ 
3G
GPRS
GSM
対応ネットワーク 
3G
対応ネットワーク 
3G
GPRS※ドコモロ ミーングパ トーナ でーのみ利用可能。 
※相手機種が、テレビ電話（キャラ電）対応の場合に限ります。 
1台で日本はもちろん、海外でもそのまま使える！  
●画面はハメコミによるイメージです。 
FOMA N900iG
資料 3-25　「1台で日本はもちろん、海外でもそのまま使える！」と訴求されたN900iG のカタログ
（携帯電話カタログ、NEC、2004.12）
-53-
資料 3-26　KO207 のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、1999.8）
-54-
資料 3-27　N601ps のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、1999.8）
-55-
資料 3-28　N811（＊キーにドライブモードが表記されず、＃キーに表記されている）のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、1999.8）
-56-
資料 3-29　N831（N811 のプリペイド方式モデル、外観はN811 と同じ）のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、2000.11）
-57-
資料 3-30　P811（＃キーにドライブモード表記）のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、2000.1）
-58-
資料 3-31　N821i（＊キーにドライブモード表記、＃キーにマナーモード表記）のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、2000.8）
-59-
資料 3-32　SH821i（＃キーにドライブモード表記）のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、2000.8）
-60-
資料 3-33　P821i（＃キーにドライブモード表記）のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、2000.11）
-61-
資料 3-34　不在着信秒数表示（ワン切り対策機能）が訴求されている P211iS のカタログ
（携帯電話カタログ、NTT ドコモ、2003.3）
-62-
資料 3-35　P504i（＊キーにマナーモード表記、＃キーにドライブモード表記）のカタログ
（携帯電話カタログ、NTT ドコモ、2002.9）
-63-
資料 3-36　D901i（＊キーにドライブモード表記、＃キーにマナーモード表記）のカタログ
（携帯電話カタログ、三菱電機、2005.1）
-64-
’ 06.4
’06.4
'06.4（3版）
「ドコモeサイト」では住所変更、料金プラン変更などの各種お手続き、資料請求を承っております。
My DoCoMo（https://www.mydocomo.com/）　各種手続き（ドコモeサイト）
※iモ ドーからご利用になる場合、「ネットワーク暗証番号」が必要となります。
※iモ ドーからご利用いただく場合のパケット通信料は無料です。海外からのアクセスの場合は有料となります。 
※パソコンからご利用になる場合、「My DoCoMo ID／パスワ ドー」が必要となります。
※「ネットワーク暗証番号」 および「My DoCoMo ID／パスワ ドー」をお持ちでない方・お忘れの方は下記総合お問い合わせ先にご相談ください。
※ご契約内容によってはご利用いただけない場合があります。
※システムメンテナンスなどにより、ご利用になれない場合があります。
iMenu　　料金＆お申込　　ドコモeサイト パケット通信料無料
パソコンから
iモ ドーから ⇒ ⇒
⇒
製造元　三洋電機株式会社
株式会社NTTドコモ北海道
株式会社NTTドコモ東海
株式会社NTTドコモ中国
株式会社NTTドコモ東北
株式会社NTTドコモ北陸
株式会社NTTドコモ四国
販売元
株式会社NTTドコモ
株式会社NTTドコモ関西
株式会社NTTドコモ九州
資料 3-37　SA700iS（＊キーにドライブモード表記、＃キーにマナーモード表記）の取扱説明書
（取扱説明書、NTT ドコモ、2006.4）
-65-
資料 3-38　SA702i（＊キーにドライブモード表記、＃キーにマナーモード表記）のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、2006.7）
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ご使用前の確認
28
ご
使
用
前
の
確
認
各部の名称と機能
本FOMA端末の各部の名称と機能は次のとおりです。
・本書では、各ボタンでの操作をイラストを使って説明しています。
・アンテナは本体に内蔵されています。
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サイズ（高さ×幅×厚さ）：
約94×50×18mm
※高さ、厚さは折り畳み時
質量：
約93g
※電池パック装着時
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資料 3-39　SIMPUREL1（＊キーにドライブモード表記、＃キーにマナーモード表記）の取扱説明書
（取扱説明書、NTT ドコモ、2007.2）
-67-
資料 3-40　N208（＃キーにマナーモード表記）
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、2000.1）
-68-
資料 3-41　NM705i（＃キーにマナーモード表記）の取扱説明書
（取扱説明書、NTT ドコモ、2008）
ご
利
用
に
な
る
前
に
30
ご利用になる前に
各部の名称
1 インカメラ (第 2カメラ )
• テレビ電話利用時などに、自分を撮影します。(P.92 / P.82)
2 ディスプレイ
3 MENUキー
4 開始キー ( )
5 ダイヤルキー
• 電話番号 (P.55 ) や文字を入力 (P.218) します。
( 長押し )：マナーモードに設定 (P.45)
( 長押し )：公共モードに設定 (P.45)
( 長押し )：i モードメニューを表示 (P.93)
6 受話口
7 ソフトキー (左・右 )
• 画面左下および右下のソフトキー表示エリア(P.31)の機能を実
行します。
8 CLRキー
• 文字を消去、または選択したファイルを削除します。マルチタ
スキングのアプリケーションリスト (P.51) では、アプリケー
ションを終了します。
9 終了キー ( )
10 ナビゲーションキー [ ]
• 画面内でカーソルを移動して項目を選択したり、音量調整や
ページのスクロールをするときなどに使用します。さまざまな
場面でもっとも多く使用する操作キーです。
11 スピーカー
12 メモリカードスロット (P.160)
13 ストラップ取り付け穴 (P.41)
• ストラップ取り付け穴は、リアカバーの内部にあります。「スト
ラップを取り付ける」(P.41) を参照してください。
14 USBコネクタ (P.172)
15 ヘッドホン /ヘッドセット接続端子 (P.40)
16 電源ケーブル接続端子 (P.41)
-69-
資料 3-42　NM706i（＃キーにマナーモード表記）の取扱説明書
（取扱説明書、NTT ドコモ、2008）
ご
利
用
に
な
る
前
に
30
ご利用になる前に
各部の名称
1 インカメラ (第 2カメラ )
• テレビ電話利用時などに、自分を撮影します。(P.92 / P.82)
2 ディスプレイ
3 MENUキー
4 開始キー ( )
5 ダイヤルキー
• 電話番号 (P.55 ) や文字を入力 (P.218) します。
( 長押し )：マナーモードに設定 (P.45)
( 長押し )：公共モードに設定 (P.45)
( 長押し )：i モードメニューを表示 (P.93)
( 長押し )：伝言メッセージを聞く (P.213)
6 受話口
7 ソフトキー (左・右 )
• 画面左下および右下のソフトキー表示エリア(P.31)の機能を実
行します。
8 CLRキー
• 文字を消去、または選択したファイルを削除します。マルチタ
スキングのアプリケーションリスト (P.51) では、アプリケー
ションを終了します。
9 終了キー ( )
10 ナビゲーションキー [ ]
• 画面内でカーソルを移動して項目を選択したり、音量調整や
ページのスクロールをするときなどに使用します。さまざまな
場面でもっとも多く使用する操作キーです。
11 スピーカ
12 メモリカードスロット (P.160)
13 ストラップ取り付け穴 (P.41)
• ストラップ取り付け穴は、リアカバーの内部にあります。「スト
ラップを取り付ける」(P.41) を参照してください。
14 USBコネクタ (P.172)
15 ヘッドホン /ヘッドセット接続端子 (P.40)
16 電源コード接続端子 (P.41)
-70-
資料 3-43　D501i に搭載されたイージーセレクターと呼称される操作キー
（取扱説明書、NTT ドコモ、1999.8）
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26
ご
使
用
前
の
確
認
各
部
の
名
称
と
機
能
a
赤
外
線
ポ
ー
ト
･
赤
外
線
通
信
を
行
う
と
き
は
、こ
こ
を
通
信
相
手
の
機
器
に
向
け
ま
す
。
→
P2
14
b
イ
ン
カ
メ
ラ
･
カ
メ
ラ
で
自
分
の
静
止
画
や
動
画
を
撮
影
し
ま
す
。
→
P1
31
、
P1
32
･
テ
レ
ビ
電
話
で
自
分
を
映
し
ま
す
。
c
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
→
P3
2
d
タ
ッ
チ
パ
ッ
ド
タ
ッ
チ
パ
ッ
ド
の
点
灯
し
て
い
る
ボ
タ
ン
は
、
触
れ
る
だ
け
で
操
作
で
き
ま
す
。
→
P2
9
e
M
メ
ニ
ュ
ー
ボ
タ
ン
／
左
ソ
フ
ト
キ
ー
･
待
受
画
面
で
押
す
と
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
（
P3
4）
、
1秒
以
上
押
す
と
カ
ス
タ
ム
メ
ニ
ュ
ー
（
P2
40
）
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
･
左
ソ
フ
ト
キ
ー
に
表
示
さ
れ
て
い
る
操
作
を
実
行
し
ま
す
。
→
P3
1
f
K
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ボ
タ
ン
カ
ー
ソ
ル
を
移
動
す
る
と
き
や
、
画
面
を
ス
ク
ロ
ー
ル
す
る
と
き
な
ど
に
使
い
ま
す
。
U
上
ボ
タ
ン
･
カ
ー
ソ
ル
を
上
に
移
動
し
ま
す
。
･
待
受
画
面
で
押
す
と
電
話
帳
一
覧
画
面
（
P8
5）
、
1秒
以
上
押
す
と
電
話
帳
登
録
画
面
（
P7
9）
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
･
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
レ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
起
動
中
に
押
す
と
音
量
を
上
げ
ま
す
。
D
下
ボ
タ
ン
･
カ
ー
ソ
ル
を
下
に
移
動
し
ま
す
。
･
待
受
画
面
で
押
す
と
メ
ー
ル
メ
ニ
ュ
ー
画
面（
P1
62
）、
1
秒
以
上
押
す
と
ｉ
モ
ー
ド
問
い
合
わ
せ（
P1
52
、P
17
0）
を
行
い
ま
す
。
･
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
レ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
起
動
中
に
押
す
と
音
量
を
下
げ
ま
す
。
L
左
ボ
タ
ン
･
カ
ー
ソ
ル
を
左
に
移
動
し
ま
す
。
ま
た
、
前
の
画
面
に
戻
り
ま
す
。
･
待
受
画
面
で
押
す
と
着
信
履
歴
画
面
（
P5
6）
、
1秒
以
上
押
す
と
受
信
メ
ー
ル
履
歴
画
面
（
P1
81
）
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
R
右
ボ
タ
ン
･
カ
ー
ソ
ル
を
右
に
移
動
し
ま
す
。
ま
た
、
次
の
画
面
に
進
み
ま
す
。
･
待
受
画
面
で
押
す
と
リ
ダ
イ
ヤ
ル
画
面
（
P5
4）
、
1秒
以
上
押
す
と
送
信
メ
ー
ル
履
歴
画
面
（
P1
81
）
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
g
A
開
始
ボ
タ
ン
･
音
声
電
話
／
テ
レ
ビ
電
話
を
か
け
ま
す
／
受
け
ま
す
。
→
P5
0、
P6
4
･
待
受
画
面
で
押
す
と
最
近
通
話
し
た
相
手
の
履
歴
、1
 秒
以
上
押
す
と
最
近
送
受
信
し
た
メ
ー
ル
の
履
歴
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
→
P5
7、
P1
80
･
文
字
入
力
中
は
入
力
モ
ー
ド
（
絵
文
字
／
記
号
／
顔
文
字
）
の
切
り
替
え
に
使
い
ま
す
。
→
P2
52
h
ダ
イ
ヤ
ル
ボ
タ
ン
･
電
話
番
号
や
文
字
を
入
力
し
ま
す
。
→
P2
98
･
待
受
画
面
で
0
を
1秒
以
上
押
す
と
、「
+」
を
入
力
し
ま
す
。
→
P6
0
a b c d e f g h i j
k
r sq
l n o pm
u
v
t
z A
w
B C
x y
※
■
正
面
※
：
ア
ン
テ
ナ
は
本
体
に
内
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
条
件
で
通
話
を
す
る
た
め
に
、
ア
ン
テ
ナ
部
を
手
で
覆
わ
な
い
よ
う
に
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。
■
背
面
■
左
側
面
■
右
側
面
資
料
3-
44
　
右
側
面
に
終
了
キ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
る
L7
04
i
（
取
扱
説
明
書
、
N
TT
ド
コ
モ
、
20
07
.1
1）
-72-
資料 4-1　F201 のカタログ
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、1997.5）
-73-
29ご使用前の確認
ソフトキーの表示
画面下部には、表示中の画面でできる操作がソフトキーとして表示さ
れます。ソフトキーの内容を実行するには、対応する各ボタンを押し
て操作します。
･ ソフトキーの表示は、機能や表示状況によって異なります。
a Mで行う操作が表示されます。
b Cで行う操作が表示されます。
･ スクロールや項目の選択が可能な方向を示す も表示されます。
c Iで行う操作が表示されます。
ソフトキー操作の表記
本書では、ソフトキーの操作を次のように表記しています。
ca b
　　　  M［メニュー］ 
　  対応ボタン　　 ソフトキーの表示
ソフトキーエリア
資料 5-1　ソフトキー 2個搭載機種 L-03A（本論では、決定キーをソフトキーとして扱わない）
（取扱説明書、NTT ドコモ、2010.3）
-74-
資料 5-2　KO209i（初のソフトキー 3個搭載機種）
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、2000.12）
-75-
資料 5-3　KO210i（ソフトキー 3個搭載機種）
（携帯電話総合カタログ、NTT ドコモ、2001.9）
-76-
資
料
5-
4　
初
の
カ
ー
ソ
ル
キ
ー
搭
載
機
種
R2
03
（
取
扱
説
明
書
、
N
TT
ド
コ
モ
、
19
97
.8
）
-77-
資
料
5-
5　
D
O
LC
E
の
商
品
名
で
発
売
さ
れ
た
SH
85
1i
（
携
帯
電
話
カ
タ
ロ
グ
、
シ
ャ
ー
プ
、
20
05
.8
）
-78-
資料 5-6　NM2080 と同型のNM101 のソフトキー操作説明
（取扱説明書、NTT ドコモ、1996.5）
-79-
資料 5-7　P205（カーソルキー搭載）
（携帯電話カタログ、パナソニック、1997.10）
-80-
資料 5-8　P501i（スティック型のカーソルキー搭載）
（携帯電話カタログ、NTT ドコモ、1999.5）
-81-
資料 5-9　TZ-803B の操作キー説明
（取扱説明書、NTT ドコモ、1989）
-82-
